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今
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新 入 会 者 ご あ っ せ ん の お 願 い

日 本 建 築 協 会

会 員 増 加 運 動

7 0周 年 記 念へ 向 け て

こ〉入 会 をおすすめいたしま す

. 今般、日本建築協会では、新事務所を大阪駅前第 3 ビル

21階に移しました 。 さらに、来る昭和62年には創立70周

年を迎えます。これを契機にして、さらなる発展の土台

を築きたいと念願しております 。この機会に、会員の増

加運動を進めておりますので、新入会、再入会のあ っせ

んをお願い申しあげます。

・新事務所の駅前第 3 ビル21階には、会員がご自由に、懇

談、待合せできるサロンや、囲碁 ・将棋のコーナーなど、

ご気軽に利用できるス ペースを設けております。また会

議室として、大会議室 ( 30名) 小会議室( 10名 - 1 5名)

を借りる ( 有料割ヲ 1) こともできます。

・毎月「建築と社会」誌の無料配付を受けることもできま

す。投稿も優先します。また常設委員会への参加 ( 委嘱

状必要) もできます。

. 見学会 ・講習会等各種の催しに優先的に参画できます。

日本建築協会所蔵の図書も閲覧できます。青年技術者特

集号や工高生デザインコ ンク ールにも応募できます。 ま

た建築クラブ ( 朝食会 ・別途会費必要) やゴルフ同好会

にも参画できます 。

. 今後、創立70周年記念事業も企画していきますが、 「建

築を通じて社会に貢献する J という目的の達成と斯界の

発展のために、友人 ・後輩 ・学生、さらに建築をとりま

く周辺の方々のご入会のあ っせんをお願い申しあげる次

第です。

・会費はつぎのとおりです。 ( 昭和59年度 )

正 会 員 個 人 年 間 ￥11 ，400 

"  団体 年 間 1 口￥ 20，000

準会員 学生ほか年間 ￥ 7，200 

( 入会金は免除 中)

. 右の「入会 申込書」に要領ご記入の上、ご入会いただけ

れば幸いです。 ( 切手不要です )

・「建築と社会」アンケート

にご協力を/

今 後 の 編 集 に会 員 の 声 を 生 かす た め 情 報 を お

寄 せ くだ さい一 一 右 の用 紙 ( ハ 力、キ ) に ご 記

入 の上 、 返送 願 い ま す。

尚、 読 者 の 頁 「 声J に掲 載 分 に は 謝 礼 を き し

あ げ‘ ます 。

社団法人 日本建築協会 齢 蟹 入会申込書

ふ り が な

氏 名

@  

会 社 名

代 表 者 名

生 年 月 日

年 月 日

車u立 年 月 日

学 位 |資格|

出 身 校 名 校 キヰ 年 月 卒 業

連 絡 担 当 者

同|
ロ ( 2 ロ以上希望 }

現 住 所

郵便番号{

所 在 地

T  E  L  (  局 番

( 所在地) 郵便番号1

勤 務 先 ( 名称)

T  E  L  (  局 番

他 会 関 係
建 築 学 会 ・建 築 士 会 ・そ の 他 ( 該当O印のこと )

( 業 種 別J )

官 公 庁 公 社 設 計 建 設 電 気 管 エ 設 備

建 材 会 社 営 繕 学 校 そ の 他 ( 該当O 印のこと )

( 紹介者)

上 記 入 会 申 込 み ま す。

昭和 年 月 日

〔註〕 通信先を指定して下さい ( 自宅又は勤務先)

斜文字の側 li 間体会只用です。

|建築 と社会 I J # AC E Z; ZZ二古一-

1. 最近お読みになった 中で、よ かった記事 ・特集 ・シ リ

ーズに O をおつ け ください。

A 特集

25 京都駅南口再開発ピノレ 〈アパンテイ 〉

(1984.  6)  

l  ホール建築と音 ( 1982. 7 )  ..... _'  _  "  

B シリース

2  大スパン精進 ( 1982. 8 )  - - ， 

3. オー ・エ ムホテル日航ピノレ( 1982. 10) 1  読者の頁 - 7イ 7 ォト

4  . 絵本にみるすまいとまちづくり ( 1982 . 10) 2.  "  ーアメ リカ建築巡礼記

5  地方の庁舎建築 ( 1982. l l )  3 . "  イギリスでの生活点錨

6  風土・空気と人! 日1 (1982. 12)  4  風土と建築

7  関西町建築文化を考える ( 1983. 1 )  5  都市気球

8.  ? イコンの建築への利用 ( 1983. 2 )  6  建築の眼

9  多機化する運動施設 ( 1983. 3 )  7  設計者のプロフィ- ) レ

10  建築と品質管理( 1983. 4 )  8  機造的頁

II 計画におけるコミュニケーションと 9  設備の頁

プレゼンテーション ( 1983 . 5 )  10 施工材料の頁

12  大阪駅とターミナルピノレ ( 1983 . 6)  11 法令コーナー

13  維持管理と設備更新 ( 1983. 7 )  12  新建材紹介コーナー

14 東海の将来と文化を考える ( 1983 . 8 )  13  日本建築総合試験所だよ り

15 オフィス ・インテリアの変革 ( 1983. 9 ) 14. すまいづくり講座

16 プレストレスト ・鉄筋 ・コンクリート 品

C その他

精造 ( 1983. 10)  

17. 大阪減国際文化スポーツホール( 1983.11 ) 1  作品作風 新建築 ( グラビア頁)

18. 集合住宅 と生活苦( 1983 . 12) 2. 佐賀県作品集( 1983. 12)  

19. 21世紀への関西一魅力あるまちづくり 3. 背年技術者特集 ( 毎年 11 月)

を問う ( 1984 . 1 ) 4  スケ ッチブ ック

20. 関西の超高層ビ ル( 1984 . 2)  5  読者の頁 響評

21  ビルのリフレ ッシュ ー内外装補修技術 6.  11 ー私のらくがき

の現状 と発展 ( 1984. 3 ) 7 . "  ー海外工事のワンポイント

22 建設産業とロポ y ト開発( 19 8 4 . 4 ) 8.  "  ー沖縄の庭園

23 住環境と法制度( 1984. 5 )  9  若い会貝の集いレポート

24 まちの活性化と筒業空間 ( 1984. 6)  10 見学記

2 . あなたのご希望の記事 ・テーマ ・執 筆者 また 「建築と

社 会j に対す るご意見を お書きくださ い。



日本建築協会に

ご入会をおすすめいたします。

委 ｾ i更 は h" ｾ＠

回回囚- 口口

11111 猷E 11111 

建築士の資格がな くても、建築に関連ある業務をしてお

られる方は誰れでも会員になれます。

とくに建築の周辺の方々一一建築主、事業主、美術家、

、

彫刻家、造国家、イ ンテリアデザイナ一、都市開発のコ
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- 今般、日本建築協会編集委員会では、会員と読者の声

を生かし、最近の情報化社会に対応した編集方針を組

アンケートいたします。左のはがきに要項ご

記入の上、ご返送ください 。( 切手不要)

. 本文特集の構成は、日本建築協会があらゆる職種 ・職

域の人を有する綜合団体の性格にかんがみ、計画、構

アンケートにご協力ください。「建築と社会」

回回囚- 口口

一

丁

目

一

番

三

|

一

二

O

O
号

日

本

建

築

協

差出有効期間

昭和60年 5 月

31 日まて・

切手不要 (上

記期日以降は

切手をお貼り

下さい)

御

中

郵 便 は が 主

むため 、

J  

造、施工材料、設備、 青年技術者、法令に分かれ、今

目的なテーマを選んで企画しています。作品作風の新

建築のグラビア頁にもカを入れています。 このほか各
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差出有効期間

昭和60年 5 月

31 固まて'

切手不要 (上

記期日以降は

切手をお貼り

下さい )

眼) 、また、特別シリーズもの ( 設計者のプロフ ィール、

すまいづくり講座等 )

歳年齢女

電 話

男名前

住所 〒

会社( 所属 ) ・職業

所在地 〒

さらに、スケ ッチブ ック、若い

会員の集いレポートも組んでいます。読者の頁やニュ

ース欄の会員読者の声の欄もあります。

・ 「建築と社会J 誌や日本建築協会への皆さんの注文、

電 話

. 読者の頁にあなたの「声J をお寄せください。建築、しごとのこと、

近況など何でも結構です。掲載分には謝礼をさしあげます。

よかった記事、希望するテーマ ・執筆者等ご意見を聴

き参考にさせていただきたいと思いますので、よろし

くお願い 申しあげます。
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山 間 裕 治 ; 田上 意

・設備分科会 :  0 問中 功

機 聞 慾 生 ; 高 崎 裕

遠藤 進 :  fi 王国' 品介

川 戸 敏 雄 (  平 等 一 之

河 法 隆 之 |  本t: l 1 手1) 雄

中 的 晩 尚 (  松 村 孝 治

* 締 本 邦 彦 :  @ 渡辺 !:t 

@lo! l) t;只 JA 0 1，刈委以民代行 本 斡 Ｉ ｬ ｾ

編 集 人 松 列 日目 光

印 Ij'J 11百羽159 ｾド Ｗ 月 ＲＰ 日

発 行 昭 和 59 年 7 月 25 日

発 行 人 吉 悶 悦 二

発行所 (社) 日本建築協会

大阪， ｉ￯ｾ 隠偽 ＱＱＱＱ Ｍ Ｑ Ｍ Ｓ Ｍ ＲＱＰＰ

ｾｉｬ＠ 06 - 348- 0635 

仮替口座大阪ト39975

印刷問rr 日本写納印刷株式会社

11l 06 - 606 - l l J  1(1自

大 fil 印 刷 株 式 会 社

氾 06- 451ー 7631

定 価 950円 ( 送料共)

法 令 コ ー ナ ー 195

新 建 材 紹 介 コ ー ナ - 9 1

日本建築総 合試験所だより

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス

東海だより

各論 1 ・消防法と消防設備

各論 2 ・消防設備

構造の頁 119

設 備 の 頁 118

特集. 消防設備のポイント
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九州厚生年金会館

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 成 建 設 ・ 大 林 組 ・ 奥 村 組 建 設 共 同 企 業 体

電 気 九 州 電 気 工 事

空 調 三 建 設 備 工 業

衛 生 須 賀 工 業

南東側全景

玄ｾＭ［岳ｾＺＺ



• 正面外観

北東側全景

所 在 地 北 九 州 市 小 倉 北 区 大 手 前 3 - 1

敷 地 面 積 12 ，000 . 23m'  

建 築 面 積 7，420 . 21 m・

延 床 面 積 23 ，986 . 83m・

構 造 規 模 S R C造、 R C造 、 S 造、 8 1 、 9 F  

建 蔽 率61 . 8 % 容 積 率 199 . 8 9 %

ク ラ ブ 棟 ( 8 1 、 9  F ) ホ ー ル 棟 ( 8 1 、3 F ) 駐 車 場 90台

最 寄 駅 国 鉄 新 幹 線 、 鹿 児 島 本 線 小 倉 駅

北面全景

ムf

仰

y

ホ ール練 l 階 ロ ビー

ｾ＠

配置図

1  :  3000 

ーう

i  



ホールキ東

当会館 l立東京 、大阪、 北 海道に統〈故後の大

型年金会館 として計画された。

当初社会保険庁より基本設計の委託を受けた

のが ｈ 召 手ｦｊ ＵＴ 年 Ｔ 月であり、第 Ｑｊ ｾ Ｑ 工事に約手 l  
当

したのが同年 12月であった 。以来; l L 4 年の工

ｊｾｉ で今年 Ｒ 月に竣工した。

設計上の意図としては、人口 110万の北九州

:診

市の '1-'心 地区として整備されつつある小企大

手町地区の '1' {亥j庖設のーっとなるような形態

と、 ';_，'f 灰色の主程変タイルによる落ちつきのあ

る色彩をねらいとした。これは周辺のl勝山公

極! のM、閉じ告11市制i上に対面する小倉城をな

識した結栄である。

地設の内容は、西日本地区最大で年金会館で

は初めてのパイプオルヵーンを設置した 2200席

の大ホール、三ヵ国同時通訳装置を持つ国際

会議場、立川; 約 1000名収容可能 な可動 11¥1仕 切

ホール壁面と客席 |  りによる会議室兼宴会場、 リハーサル室、結

姉相談室、学 l到教室 、アスレチ ックセンタ一、

108室 ( 150r，収容) の宿泊施設、その他レス

トラン、経食喫茶等を持つ総合複合施設であ

る。

大 ホ ー ル は 他 の 年 金 会 館 ホ ー ル と 同 じ く 多

目的 ホールであるが、 コンサートを主目的と

し ｩｬｾ ｬｦｉ常時伐科 Ｑ Ｎ Ｘ 秒、 ｎｃ 値20以下とハイレ

ベルの苦杯効栄を持つ。

パイプオルガンは地元音楽愛好家、文化人に

よる「オルガン設世WI 成会」が主体とな 1) 、

偏 ｼ 両県、北九州市の援助、民 Ｑｭ のｾＧ￟金 Ｒ Ｕ によ

り尖 ったものであ り、ロマンチ ック オルガン

として也ー界的に 11二名な西ドイツワルカーキ I: i!¥:! 、

48スト ップ、 3段鍵盤、パイプ数約3000ノドの

品L棋 で あ る 。 因みに同社のオルガンは、ウ

ィーン ・ムージークフェラインザールにも設

位されている 。 ( 安井建築設計事務所)

ホー Jレ客席より舞台を見る

冒・・哩回
Ｎ ｾ＠ ー

• 

• 

ホール棟 l 階ホワイヱ吹抜
ホー J レJ ぐイプオ J レガン



クラブキ東

l 階喫茶

2 階大会械室

d  IJ 
.幽E 縄 毘 益 百 宮 コ 買 事 踊 幽l

一 一 一-ι 一迫田園

E 同日 咽 . ' .'1吋同 圃

d  

• 
t..II!' ｟ Ｎｾ ・ ｅ ・Ｍ圃｟ ＡｉＮ ＧＮ Ｗ 一望 壷竺 唱 L ' :._:l・ ・・・L 一二 で司明

・圃泊圃ｾ・ ・ＧＭＧ ＮＮＮｺ ｾＮｲ . .  ・・開園・・・・・ ・・L. 一一』・・・h ζ. ・・・p ・E 邑曹司，_ 司 圃

開覇罵聖霊L i ! 乙」田恒掴『ー

3'皆中庭

客室特別室

ホー J レ練 ( 8 1 、 3  F )  

I也階 リハーサル室、機械室他

l 階 ロ ビ ー 、 楽 屋

2 附一大ホール l 階席 ( 1，268席) 〆インホワイエ

Ｓ 階一大ホール Ｒ 階Ａ市 ＨＷＸＲｊｾＩ ホワイエ

九 州 厚 生 年 金 会 館

ク ラ ブ 棟 ( 8 1 、 9 F )  

I也階ーアス レチ ックルーム、サウナ、腕房他

l  階ーフ ロント、ロビ 、婚礼相談室、喫茶、レストラン等

2 階一大会議室雑宴会場、中会議室

3 階ー結崎式場、写場、美容更衣室、ロピ一、学問教室

4  - 8 階一客室シングル64室、ツウイン41室、特別室 2 室、

身障者用 1 室 計 108室 151人

9 階一機械室、 7 ーリングタワー

クラブ棟 2 階 ロビー

n皆平面図

1 階平面図 1 :  1200 



鹿児島厚生年金健康福祉センター

設 計 監 理 昭 和 設 計

施 工 三 井 建 設 ・ 佐 藤 工 業 建 設 工 事 共 同 企 業 体

上空より全景を見る



所 在 地 鹿 児 島 県 姶 良 郡 姶 良 町 東 餅 回

敷地面積 23 ，OOOm'  

建築面積 2，920m'  

延床面積 4，850m'  

m造規模 R C、3 F

工 期 昭 和58年 9 月~昭和59年 3 月

鰻 寄 駅 日豊本線中占佐駅

本施設が建設された姶良町は、鹿児島市より北東

約 20km、近年住宅地化が進み、人口増加と共に新

しい町づくりが進められている地域である 。本敷

地は針1江r，"J に注ぐ5 J IJ 1ff 川の河口に位置し、南西に

桜島を望み、周辺は民家、 町営住宅等の建設が進

む、発展著しい地域である 。

新しい町づくりの一環として厚生年金の被保険者、

受給者、及びその家族をはじめ広〈国民の健康と

福祉の地進をはかるため、又地域の余暇の充実を

はかるため、計画された本総設には、宿泊、会談、

研修施設およびレジャープール、テニスコート等

のスポーツ施設が設けられており、安息! 謀、快適

性 、創造性等を盛り込むことをねら っている 。

計画の ｾｬ Ｎ 子は、屋内外施設が有機的に一体化し情

緒的な空間l を作り出すことにある 。本館のプラン

は、ロビーラウンジ等の共用空間を軸に、シンプ

ルな椛成とし、サービス初ｾＪｊ￭Ａとの交差をなくし、

機能性の向上を計 っている 。 外観は識5 J 1 j 性の高い

施設として、緩欠自己の屋般に H寺計台のある高い塔

屋を組合せ、外装には明るい土色のタイルを使用

している 。 プール施設ゾーン、テニスコートゾー

ンは、楽しい親しみのある色彩を配慮、しながら、

施設全体のランドスケープ的展開として、情緒的

に 、敷地のアプローチとエンドを構成している 。

( 昭和設計)

⑦ 

全体配置図

本 館 1 階平面図 1  :  1  00日

本館夕景

本舘 l 階ロビー



豊中市立中央公民館・アクア文化ホール

設 計 監 理 豊 中 市 建 築 部 建 築 課 日 建 設 計 / 大 阪

施 工 村 本 建 設

;  

中央公民館入口からホールの入口を見る



4‘  

ホールロビー

所 在 地 豊 中 市 曽 根 東 町 3 丁目 7 番 2 、 3 号

敷地面積 7，542 m盆

建築面積 公民館894. 67m' ホール2，566 .59m' (含人工デ ッキ659 .46m') 計3，461 .26m'

延 床 面 積 公 民 館2，320 .46m' ホール3，051 .24m' (含人工デ ッキ659. 46m') 計5，371. 70m'

精 進 規 模 公 民 館 R C、 3 F 、 P 2  ホール R C、 2 F  ( 一部 3 F )  

工 期 昭 和58年 7 月~昭和59年 3 月

最 寄 駅 阪 急 宝 潔 線 曽 根 駅

アクア文化ホール

芦田ケ池の一部埋立によって既設市民会館と一つ にも風通しの良いものとした 。 らも 、市民文化活動の 多様なニーズに対応すべく

の広場を囲う ようにして計画された中央公民館と 公民館は l 階の大集会室 ( 200人) の扉が全開してロ 多目的利用を可能とする様々な工夫がこらされて

アクア文化ホールの完成により、名実共に12中市 ビーと一体となり秋の展示シーズン等に備えた大 いる ( 音響指導. 神大 ・前川教授)。又、渡廊下は

民の文化活動の拠点が誕生した。 きなスペースを用意していること、又、池に面す 笠中市内の浬蔵文化財の展示ギャラリーであると

周辺は閑静な住宅地が広がる総深い環境で、池の るロビーにはビデオ、音楽テープ、図書、資料の 同時に、音楽室、練轡室 、あるいはH i i物の控室と

風情をそこなうことなく、更に新しい、美しい琉 コーナーを設ける等、市民の文化情報、活動、 交 して、両施設がフレキシプルに対応できるように

境を造り出すこと、又、日影を最小にする、裂の 流の拠点になることを目指している 。 計画されている 。

ない建物とすることなどが配置計画を決定づけて 一方、市民から公募されたホールの名称、アクアか その他、ドンチョーに重要文化財の襖絵「群鶏図」

いる。即ち、ステージタワーなどの高い部分を南 はラテン諮の* 水H を意味し、水に浮かぶホワイ (  IJf 総結1'1' 作、 12中市 ・西稲寺蔵) の挟写、ホワイ

側に、又、建物のスケール感が巨大化しないよう エを特色とする 。 ホールは 500 目前の音楽を中心と エに陶芸レリーフ 「盟中の四季J ( 舎田雄元作) 、

に 2 隙に分割しながらも i渡廊下で機能的に結びつ する多目的ホールとして計画され、壁崩の回転式 広場に彫刻「文化の光J ( 和田真澄作) など12中市

け、その聞に池を延ばして更にそれに怖を架ける 残響可変装置、舞台反響板を兼ねた可動プロセニ を代表する新しい文化 芸術の y ンポルとなった。

など、建物と水をオーバーラ ップさせて、視角的 アムなど音楽専用ホールとしての性能を有しなが ( 日建設計)

ｾ＠

市民会館( 既綾)

配置図 1  :  1800 

ホールホワイエ



兵 庫 県 職 員 会 館

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 岡 工 務 庖

撤 影 東 出 清 彦

イi (( 上 。北両よりみる

イ Ｍ ＮＮｦＨ下正 Ｑｍ 五 ＱｾＱＷ ブローチ



兵庫県職員会館は、県職員の福利厚生施設と

して建設された 。敷地は山手幹線をはさんで

県庁舎と向かいあった山側に{ 立置しており、

この附近は六甲の山並みを背に、諏訪山公園、

相楽園と緑豊かな環境に固まれ、南庁舎 ( 明

治35年竣工、現在保存再生工事中) 、県民オア

シス、また、プロムナード計画とも相速なっ

た本庁舎周辺整備計画の一環をなす南北軸の

文化ゾーンを形成している 。耐候性鋼板の落

ちついた勾配屋根を冠したこの建物は、重厚

きを備えつつも、外壁の明るいアイボリーホ

ワイトのスクラ y チタイルと調和し緑の中に

溶けこんでいる 。 また、高低差のついた周辺

道路より立体的なアプローチを可能にし、西

側正面玄関よりアプローチすると一階ロビー

に導かれるが、南玄関は半地階の位置にあり、

サンク万一デンを通じ、地下一階にあるレス

トランなどに導かれる 。 このレストランは誰

でも利用出来る 。

一階にはゆったりとしたロビーを設け、この

会館の動線の上下軸の中心にあたり、県職員

相互の語らいの場としての役割をは じめ、四

季を感じさせるグリーンインテリアや、絵画、

書、等の職員の作品の展示を含め、落ちつき

の中にも文化の燕り高い空間となるよう計画

した 。平面計画上は、このロビーを中心に多

目的ホールを配しコンサート等の音楽活動や、

講演会等の文化活動の拠点となし、さらに図

書室も充実させ、 2 階には文化系サークルの

各室を配し、大和室、茶室を設け、歴史と伝

統を踏まえた諸活動にも対応しうるものとし

た。 3 階には体育館と武道室を設け、地下一

階のトレーニング室をも含め、健康増進を図

っている 。敷地の都合上、体育系各室が上部

i滑を占めたが、下階に対する防音計画には特

に: 立を用い、構造的にも縁を切り、床組とフ

ローリングとの空気層をなくし、建具には防

音サ y シを用い、上下階、岡崎使用において

も支障がでないよう計画した 。

このようなカルチュアセンターとしての機能

をも った複合施設となったこの建物に、職員

の有効利用により、職員一人一人が魅力ある

行政マン、文化人として生命を吹き込んで下

さるものと思う 。



電 気 早 水 電 機 工 業 N' I ; 市民凹区海道町2 8  3  T E L  078- 731 9ぬ l

給 排 水 衛 生 大 和 施 設 工 業 制II} i  J! i  ｾｦ ｻｬ科区大下町 Ｑ 5  12  T E L  078 731  245 

毒下孟 続長 河合産業 向か Ｑ［Ｐ Ｇ 保町 ｦ Ｉｴｦｾ崎 ＱＵＴＳ 11 T E L  07944 7  3181 

型 枠 斎 藤 組 問'，:i t!iJ i. JI ヶ 正 12 9  T E L  0798 72 8000 

組 横 力日林組 神戸市民 ru区大柿町8 5  6  T E L  078 611 - 6372 

タ イ ル 古 津 商 会 神戸 di 山 H区北町2- 12 1  T E L  078575 0485 

鋼 製 建 具 不 ニ サ ッ シ ーlり 5市' i ' 央区小野納idi3 2  22 T E L  078 却 8815

障子 ・フスマ 淀 弁 表 具 庖 吹川山ぷ広岡f 25 11 T E  L  06 383 0023 

ガ ラ ス 桑 田 建 材 やII J ; 市倒的区外浜町3 1  25 T E  L  078 732 6827 

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 4 - 5 7

敷 地 面 積 1 ，5 3 0 m'  

建 築 面 積 1 ，2 7 0  m'  

延 床 面 積 6 ，888 m'  

構 造 規 模 R C 、 8 2 、 5 F  、 P 2

工 期 昭 和 57年 11 月 ~ 昭 和 59年 4 月

主な協力業者 . P R  

空 間 本 庄 商 会 神戸市東世間住 N I!IT7 4ー1 T E L  078 851 - 4291 

て ・ 土 工 事t建 設 作1'1; 市中央区元町通5 8 19  T E L  078371 7161 

軽 天 大 栄 神戸市鴨水区f ) ' 川谷町布i制638-1 ( 第 2 機ピル ) T E L  078 974 担 34

鉄 筋 金丸鉄筋 N' I ; ，li 兵附区樽川町 10 39 T E L  078 531 6455 

石 J馬湖l大 理 石 商 庖 大阪 rli 北区川! t f . (:;3 10- 30 T E L  06 -353- 8641 

左 官 南 海 工 業 約111; 市兵州区熊野町5 2  32 T E L  078 521 8190 

木 製 建 具 秋 月 建 具 庖 ｾｉｉｊ＠ j  rli 兵 雌 区 内 抑 制 1 1- 16  T E L  078 575- 3873 

木 大 洋 企 業 担II}i di 兵附区水木i di 10 2  31 T E L  078 576 1331 

塗 裟 木 下 塗 装 庖 神f : I 市垂水区多Ilij 町l ' 小車山蹴→258 T E L  078- 784- 3447 

3 - 2 y よ 関西クロス NI}I ，li 酔水区f ) 川谷町間引1845 7  T E L  078 918 1853 床 ケンソウ 州 i rH. k 久保町向任3 22 3  T E  L  078 9お 釣55

家 具 カネキ厨房 N' I ［ｴＡ，Ｎ山 ｬ Ｇ 区Ａｾ本 ｩ､ｩＵ 5  22 T E L  078 577 0800 金 属 藤岡金属 ｾｉＧｉ ;  t! i 1f t 医合イ j j 凶2 2  16 T E L  078 刷 5388

内 装 高 島 屋 装 飾 部 神戸市中央区川千通2 10・I P，¥，光ビル) TEL  078・242- 1727 駐 車 場 設 備 新 日 月 和 工 業 大 阪 市 北 町 付H崎 新J也2 2  16  T E L  06 344 9331 
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学校法人大阪工業大学創立60周 年 記 念 館

設 計 監 理 大 建 設 計

施 工 竹 中 工 務 庖 ・ 大 成 建 設 共 同 企 業 体

外 壁 ー磁骨量質小ロタイノレ

属 機 ー ア ス フ アル ト 防 水 、 鋼 板 #

床 ー 士凶器質 2 丁控トタイル

建 具 ー アノレミ電解発色



撮 影 北 野 貞 行

悠々と流れる淀川 を北に 、縦と官補で名高い

城北公闘を西に接するという自然に恵、まれた

場所に位置するこの記念館は、大阪工業大学

の創立60周年を記念して建てられたもので、

記念講堂、 中央研究所、城北研修セ ンターの

3 つの建物で構成されています。

記念講堂は510席を有し、舞台装置 ・音響開明

設備を備え、講演、演劇 ・演奏 など多目的に

利用できます。 しかも舞台を中心とした扇形

の空間鱗成は答席とステ ージを 融合し、見る

人とがi ずる人に 一体感を生み出します。

中央研究所には大型実験研究設備、最新鋭の

コンビ ューターシステムを備えた研究所や200

人を収容する T S S 端末教室 などが有り、文

字通り大学の教育 ・研究の中心的な存在です。

また、城北研修セ ンターはセ ミナーや新入生

のオリエンテーショ ンなどに利用される他、

レストラン、談話室 、会議室 などを有した惣

いの場でもあり、眼下に広がる城北公園の緑

が自をなごませてくれます。

これらの 3 つの施設は規桜の大きい中央研究

所を正面にしてコの字形に配置され、機能と

形態の独自性を主張しています。 中でも記念

講堂は扇形を外観にもあらわし、さらに総背

の大屋校を架けて象徴的な 表現としています。

これらをあづき色の重厚な色調のタイルでま

とめ全体を統一 し、キ ャンパスとしての落着

きをかもし出しています。

そして今後、学生や教職員をはじめ多くの人

に利用され、学術的 ・文化的創造のシ ンボル

となることを願うものです。 ( 大建設計)

上 1 階ロビー

下 テ'パッ ク室

所 在 地 大 阪 市 旭 区 中 宮 5 丁 目 170番地

敷地面積 4220 . 76m'  

建築面積 2220 . 50 m'  

延床面積 8438 . 0 6 m'  

構 造 規 模 S R C、R C、S 、 7 F 、P 1

工 期 昭 和581芋4 月~ 昭 和 59年 2 月

最 寄 駅 市 " ス 守 口 車 庫 行 城 北 公 園 前

記念館堂

テ' パ γ ク室

3  カフェテリア室

作 業室

データ一保管室

図魯資料室

7  情報処理研究室

8  研 修室

4 階平面図 9  談話コーナー

1 階

l  ロピー 3  食堂 5  ホール 7  客席

2  事務室 4  厨房 6  ステージ

1階平面図 1  :  900 



大阪市教育センター

設 計 監 理 大 阪 市 建 築 局 営 繕 部 ・ 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設

2 階玄関ホール
パス乗降場

撮 影 : 島 修一



大阪市教育センターは、大阪市立の小、中、高校

へ配属される教職員の研修を主目的とし、あわせ

て一般教職員の研究 ・研修、文化財文献等の資料

の集積、教材用ビデオの製作、就学前後の身体障

害者の相談、指導、工業高校生への電算機の研修

などの機能をも った施設である 。

敷地 は、市の東西幹線道路築港深江線に面し、国

道43号線との交差点北西側にある 。 この 2 本の道

路の上を、高速鉄道中央線および国鉄環状線、阪

神高速道路がそれぞれ高架で立体交差し、市西宮1¥

の交通のジヤンクションにな っているため、市内

各方面からのアプローチは非常によい。

敷地 はもともと市交通局がパスの待機所として使

用していたところであり、そのために教育センタ

ー建設に際し、 1 階を市バスのターミナル ( 4 ノ〈

ース、待機 2 パース ) として合築することにな っ

た。 したが って建築的には、パスの動線の関係で、

東西両恨IJ に 2 速の長スパンのグリ γ ドが生じ 、各

階のこの空間に講堂、大研修室などを収め、階段

エレベーターなどコア廻りは両制lに収めた 。

来館者の大半のアプローチは、鉄道( 国鉄環状線、

高速鉄道) および市パスを利用するため、市高速

鉄道の弁天町駅よりペデストリアンデ ッキで教育

センター 2 階玄関前の外部ホールへ導くと 同時に、

l 階パスターミナルの乗降アイランドからも階段

で 2 階外部ホールへ上が ってこられるようにな っ

ており、市高速 一市バスの乗換客も、教育センタ

ーの玄関ホールを眺めながら向じルートを利用す

ることができる 。身障者の来場については、 E巨を

利用するものとし、カーリフトで地下 1 1¥皆l駐車場

へ行きそこから各階へはエレベーターを 利用 する

ようにな っている 。交通至使の半前 、建物周辺の

交通騒音は相当なもので、外壁関口部よりの騒音

の侵入には十分留意した 。

( 安井建築設計事務所)

1  ｾ皆平面図

② 

通路{ 幅員 8 m)  

スタジオ

2 階平面図

地下鉄弁天町駅 ー

所 在 地 大 阪 市 港 区 弁 天 町 1 丁目 1

敷地面積 2，408 . 00 m' 

建築面積 1，685 .00m'  

延床面積 11 ，271 .00m'  

材陣造規模 S R C、8 1 、 8  F  

工 期 昭 和57年 1 月~昭和 59年 2 月

最 寄 駅 国 鉄 環 状 線、地下鉄弁天町駅

講堂



みのうメイトビル

企 画 商 業 企 画

設 計 監 理 ユ ソ ニ ア ン 一 級 建 築 設 計 事 務 所

施 工 戸 田 建 設 大 阪 支 庖

撮影 : 島 修 一



大阪の観光地として古くから親しまれ、

特に沌と秋のもみじで有名な長勝の地を

背後にした、箕面駅前に近い箕面本通り

商庖街の一回に位置している。駅前は箕

面市と地元商庖街による駅前再開発ビル

(  1 号館、 2 号館) が商業ビルとして出

来ており、企画立案の段階より、本通り

商腐街の活性化という Wl 待を受けた 。商

応街も本建物の竣工に合わせて街灯等の

主主備を行う、と Il: fl いており、本建物が商

応街にかかわっていくことの丞要性を再

認識した 。

しかし敷地条件としては、前田道路が狭

〈、庖告iIi が道路境界までせまっているた

め、本建物の設計 ｭｾ ｬ は、最初から商庖

街に聞して広場を設け、広場を中心とし

て各庖鋭i ( l F - 3 F ) を一望出来るよ

うに配置し、広場の両脇に| 階段をとり、

211皆以上へのアプローチも回遊性をもた

せ、開放廊下の天井を鏡面にすることで、

外壁の白色タイルに一層の変化をつけた 。

本通り商庖街からも、広場を利用しての

各種アトラクションの企画をーーという

要望もあり、地元商fl . 会との協調性を高

める意味からも、また主{ い物客のだ! いの

場としても、広場ともども建物が地元に

密着し繁栄することを祈 っている次第で

ある 。

( ユソニア ン一級，建築設計事務所)

所 在 地 大 阪 府 箕 面 市 箕 面 B 丁目 717

敷地面積 825 ，55 附

建築面積 597 ，49m'  

延床面積 1，650. 53m虚

構造規模 R C、 3 F  

工 期 昭 和58年 4 月~昭和58年 11 月

最 寄 駅 阪 急 箕 面 線 箕 面 駅

配置・ 1階平面図 1  :400 

外装仕上

外壁: 磁器質150角タイ ル

庇 裳 : ステンレス鋭I面及びアルミ鋭而パネノレ

屋総: ! 歪服用石綿セメント板lX (一部)

底内から見る

タ景



岸和田グランドホール玉姫殿

基 本 設 計 山川デザイン・岡本幹雄建築設計事務所

実施設計監理施工 大 和 ハ ウ ス 工 業

配置・ 2 階平面図

⑨ 

0 5  10 15・

I N 

O U T  

エ ン トランス

北西側正面

内 装 高 島 屋 装 飾 部

設 備 北 斗 工業

所 在 地 大 阪 府 淳 和 田 市 小 松 里 町381

敷地面積 2，482 . 67 m'  

建築面積 1，282 .41 m'  

延床面積 4，877 . 84 m'  

精進規模 S 、 5  F 、P 1

工 期 昭 和58年 11 月~昭和59年 4 月

最 寄 駅 南 海 本 線 春 木 駅、 国鉄阪和線久米

国 駅

外 装 仕上

l 、2 F  レンガタイル張り

3  F  アルミノ マネル張り

4 、5 F  p .  c版ラスタータイル打込み

岸和田市は、大阪と和歌山をつなぐ大動脈と

しての交通の要J也、 300年の地点祭 (だんじり )

で生il られる明るい気質と、古い城下町として

広〈知られている 。 この地に結婚式場の建設

は、地域社会にと って望ましいことであ った。

因みに、そのためのイメー ジ計画は、華麗と

優雅さ、シンプルで愉しさに誌をれるもの、本

来求められるものを 一層アピールするための

色彩と音楽のハーモニーを焦点として進めら

れた 。

外装のテクチャーは、白いグラ ン ドピアノを

思わす自のラスタータイルによる弧を描いて

のファサード、煉瓦タイルのもつ伝統と 格刻、

正面エントランスには沌と流れを配し、車と

人の出入りをスムーズにするための広場等、

人と建築の調和をはか っている 。

l 階は、ブライダルに l刻しての相談。 2 階は、

は、メイ ンロビーとして、カラフノレな中に白

いグランドピアノと水と光を中心とした広が

り。 また一般客を予: t L 、してのコ ー ヒーラウン

ジ、イベ ン ト広場としてのエレ ベーターホー

ル前のエリア 。

3 階挙式場は神式、イム式、キリ ス ト教会の各

式場および写場。 4 階の 4 つに分けられた パ

ーテ ィー会場はそれぞれにテ ー? を持ち、 2幻l  

也-咋キ紀Gに生きる若いt也l!

らえ 。

5 階大ホー ルは大規様な広がりの中で照明と

音楽の メカニ ズムによる愉しさ の演出をテー

? とした 。

各li 皆はそれぞれに基本テー7 色にそ って色彩

・素材の選別を行い 、計画のコンセプトとし

た。

( 山川勝彦/ 山川デザイ ン)

撮 影 : 島 修 一



2' 皆ロビー
4 階宴会場「若杉J の問 H皆コ ー ヒーラウンジ



宝 塚 市 立 病 院

設 計 昭 和 設 計

監 理 宝 塚 市 立 病 院 建 設 室 、 昭 和 設 計

施 工 奥 村 組

正面全景
外装仕上 妬器質特妹タイ J レ鋭、 71レミサ '/ ::..- ｾ屯解発色仕上



所 在 地 宝 塚 市 小 浜 4 丁目 287地

敷地面積 32 ，614m'  

建築面積 6，985 m'  

延床面積 19 ，636m'  

病 床 数 300( 将来 500)

構造規模 S R C、8 F、Pl

工 期 昭 和57年 7 月~ 昭和59年 1 月

最 寄 駅 阪 急 宝 塚 線 宝 塚 駅、今津線逆瀬川駅

主な協力業者( 順不同)

電 気 太陽工藤工事 大阪市福島区福島 7 ー 22- 8  T  E  L 06- 452- 1151 

給排水衛生 大気宇土 大阪市北区中之品 3 - 2 - 1 8 ( 住友中之助ピル) T E L 0 6- 4拍 5851

医療配 管 三 晃 空 調 大阪市北区西天満 3 - 13- 20 T  E  L06- 363ー 1371

空 調 高砂熱学工業 大阪市北区芝田ト4 - 8  ( 新阪急ピル) T  E  L06- 372- 2311  

空 調 東洋熱工業 大阪市西区靭本町 3 - 1  - 27 T  E  L 06- 443 田 71

医療 搬 送 シ ー メ ン ス 大阪市北区西天満4ー l ト 22( 阪神神明ピJ レ) T E L 0 6- 364- 4551  

医療 搬 送 上 野 製 作 所 大阪市南区南船場 4 - 6  - 10  T  E  L06- 252- 7535 

医 療 セントラルユニ 大阪市東区唐物町 5- 5( 東亜ピル) T E L 0 6- 282- 135 1  

本病院は宝塚市における 地域医療の 中核総設とし

て計画された新設総合病院である 。

南北 に細長〈、中央音11を東西に走る市道で二分さ

れた敷地 を効率よく 利用するため 、病院全体を三

プロ ックに分け、市道を境として南側に 外来診療

線、北1 M1] に検査リハビリ練 ( 中央機械室を含む ) 、

及び病棟Ｈ手術棟を含むＩを市道を跨＼Ｎｾ曲線に沿

った形で配置し、院内動線の単純化と 外来アクセ

スの短縮を意図した 。各プロ y クは端音11 をフリー

エンドとし将来の拡張に備えた 。

機能 的には消汚の明確な区分を意図した 中央クリ

ーンホール型手術部、物品の一元管理を計 ったサ

ービスセンタ一、適温給食を目標としベルトコン

ベアーによる盛付と保温トレイシステムの給食音11

等、これからの病院建築にふさわしいものとした。

意匠的には、 「市民に親しまれる明るい病院J を

テーマに、外壁の暖色系土石恭質タイルと敷地内の

緑化により訪れる人々の気持を和らげるよう配慮、

した 。内部デザインも明るく快適な空間を意図し、

玄関ホール、外来待合ホール等、全て屋外の緑に

面したスペースとした 。本病院の主軸となるプロ

ムナードは 5 m の帳員を確保し、軽食喫茶 、売底、

展示コーナ一、庭図、プラントボ ンクス等を設け

魅力的な雰囲気とした 。 また病棟部はゆとりのあ

るスペースと明るく快適なディルーム ( 忠者食堂

にも利用) を用意し、院内生活が22かで出lいある

よう配慮した 。

( 昭和設計)

配置図 1  :  -4000 

上から

病棟 酉 面外 観

玄関ロビー

プロムナ ド

BCR手術室



- 写真と概袈をどしどしお送り下さい。

凡例 a 所在地 b  敷地面椴 c  建築面積 d  延 床 而 秘 e  .  f，Yii主規娘 f  工J ¥l 1 g  哉 容 駅

1766 高 知 空 港 旅 客 タ ー ミ ナ ル ビ ル

設 計: 孝史宮里事ヂ宮警霊軒長案書港コン

施 工 大 成 建 設 ・ 轟 組 ・ 新 進 建 設 J V

a  高知県南国市久校258

b.  10，145，22m'  

c .  4 ，764 ， 76m'  

d.  8 ，1l 9 ，08m'  

e .  5 、 B 1 、 2 F 、 P 1

f . 昭和58年 1 月~昭和58年 11 月

1769 紀 南 文 化 会 館

設 計 内 藤 建 築 事 務 所

施 工 : 大 林 組 ・ 天 光 組 J V

a  和歌山県田辺市新屋敷町 1

b.  17，659. 16 m'  

c .  4 ，097. 70m'  

d .  l l ，400. 23m'  

e .  5 R C 、 6 F

f . 昭和57年 8 月~昭和59年 2 月

g  国鉄紀勢本線紀伊田辺駅

1772 シ ャ ル ム 三 博

設 計 小 野 建 築 設 計 事 務 所

施 工 松 村 組 大 阪 本 庖

a  相生市! } j l波大 浜 町33、38- 2 、39

b.  1. 361. 77m'  

c .  567.  27m'  

d.  3 ，294. 12m'  

e . 5 R C、 10 F、 P 1

f  昭和58年 3 月 -11自利59年 2 月

g  国鉄 山陽本線中日生駅

26 他築と社会/ 1984'1' 7  Fl 号

1767 V  i  V  i 有 馬

設 計 . 竹 中 ヱ 務 庖

施 工 . 竹 中 工 務 庖

a . 神戸市北区荷馬町字石倉406

b.  5，l l l . 00m'  

c .  2，651，50m'  

d.  10，964 ，55m'  

e .  R C 、 B 1 、 7 F 、 P 2

f  昭和57年 10月 -11前日58年 12月

g  神戸Ｑｉ Ｑ 鉄有馬 ｩｾｕ Ｑｴ 駅

1770 神 戸 市 立 青 少 年 科 学 館

設 計 神戸市住宅局営緒部、安井建築設計事務所

施 工 : 竹中工務庖

a  神戸市中央区 i往j訪中町 7

b.  8 ，046.492m'  

c .  2 ，967. 3162m'  

d.  6 ，451. 8972m'  

e.  5 R C 、 5 F

f . 昭和57年 9 月 - 1昭和59年 3 )=1  

g  ポートライナー南公邸駅

1773 福 井 県 立 博 物 館

設 計 ' 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

施 工 : 飛 島 建 設

a  楠井市大宮 2

b .  15 .000m'  

c  .  4 ，301. 81 m'  

d .  9 ，010 .51m'  

e .  R C ( 一宮115RC 、 5 ) 、 B l 、 2 F 、 P l

f  昭和56年 3 月~昭和159年 3 月

g  国鉄北陸線福井駅

1768 茨 木 市 立 東 雲 地 区 公 民 館

設 計 : ｾＱｪ美建築設計

施 工 : 富 園 建 設

a  茨木市鮎川 l 丁目 8 ー 17

b.  1，690. 37m'  

c .  560. 60m'  

d.  1，083. 75m'  

e.  R C 、 2 F 、 P 1

f  昭和58年 11月~昭和59年 3 月

ｧ Ｎ 阪急京者 ｉＱ 線茨木市Ａｉｲｾ

1771 舞 鶴 市 総 合 文 化 会 館

設 計 深 田 建 築 事 務 所

施 工 : 前 回 建 設 工 業

a .  T草鶴市字浜2021

b.  7，296. 03111'  

c .  4 ，033. 90m'  

d  .  6 ，518. 41m'  

e  .. R C  (一部 5 R C ) 、 5 F

f .  IIg初57年 5 } - J - 昭和58年 10Jl

g  国鉄*J 年鶴駅

1774 古座町斤舎及びコミュニティセンター

設 計 岡 本 設 計 事 務 所

施 工 : 銭高 ・加藤・立畑・中谷建設共同企業体

a  和歌山市東牟 ｾｭ￭ 古座町西 ｉｴＧＩＳＵＹ

b .  3 ，335. 718111'  

c .  l ，302. 716m'  

d .  3 .) 61. 118m'  

e .  R C (一部 5 )、 3 F

f  昭和57年 12月ー ug相59年 2 月

g  匡l鉄紀勢線古座駅



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

編 集 委 員 会 法 令 分 科 会

法 令 コ ー ナ

建築士法改正による建築士の責務( その 1 )  

昭 和 20年 初 夏 の 8 2 9爆 撃 機 に よ る 大 空 襲 か

ら 数 え て 39年 、 建 設 業 界 お よ び そ の |比J : i ! l i 業界

は い ろ い ろ な 商 に お い て 多 織 と な り 、 各 府I同

体 に よ る 試 験 、 研 修 等 の 普 及 も 相 当 な も の が

ある 。 年々新建材、新工法の改 ＱＱＱ ｾ が行われ、

ま た 法 の 改 正 、 追 加 も 激 し く 行 わ れ て い る 。

そ れ ら に 対 応 す る に は 情 報 の 務1liil 、 iI 己 の

研 鈴 を 怠 っ て い れ ば つ い て は い け ま い 。 一万、

発 注 者 の ほ う で は セ ミ プ ロ 化 し た 万 が た く さ

ん お ら れ 、 こ れ ら の 方 の 要 求 に 応 え る に は 、

相 当 の 術 を 必 姿 と す る 。 建 設 約 お よ び 名 行 政

庁による ｭｾ た ｴ および主主設業者へのｾｾ ［主将処分

内 容 を 凡 て も 、 い ろ い ろ な 法 令 巡 反 に よ る ト

ラブル件数は減少しつつあるが、イ ｉ ｾ ｉ 々の ｬ 刈終

に お い て は 惚 純 化 す る 傾 向 に あ る 。

し か し 、 主 主 築 行 政 に お い て は 、 組 築 1: 法、

i lLW: 業 法 、 定 地 位 物 取 引 業 法 、 処 き た J占iVl法、

布11､ ￯ 計 ＱＱ
Ｇ 可法、毛 ｊ 也泣成等 ｊＡｬｬＮ Ｑｾ ｬ ｬｩ 去、その他 ｼ 見 ， ｊ ili 

法をi l U してわが JleJ 、 わ が 大 阪 の 怨 築 界 の 'l'1の

Md米、 11'J ヒに氏献してきたものと目制，1 し て い

る。

me廷tM輿 お よ び 指 導 の 分 野 で も 、 H与代の主Z

J JIに 応 え る べ く こ の た び 、 木 造 辿 築 l: ili lJ J交の

導入、 ｉｪ ｊ Ｎ 体規定を 中 心とする主主祭Ｉ ， ｾ i¥' ¥法 の 大

改 正 が 行 わ れ た の に 伴 い 、 そ れ ら を '1礼 道 に 来

せ る べ く 日 々 努 力 し て い る 。

必1設' ( i 、各行政庁としては、この機会に往

築 物 の 安 全 性 の 雌 保 、 'l'1の怜J J二等 の 課 題 に 対

す る 問 l ( の|見l心を新たにし、これらの法に| 見l

す る 班 解 を 深 め る こ と を 目 的 と し て 、 ， . ，Ydii( 会

お よ び マ ス コ ミ l具l係 を 媒 介 と し た 広 報 活 動 を

1t; 阿 ・実 地 し て い る と こ ろ で あ る 。

今 後 、 討 会 経 済 情 勢 の 変 化 、 IJ i! l ( の 卵 焼 に

対 す る な ， 殺 の 日 ま り 、 建 築 技 術 の 日 J立 化 ・多

機 化 と い っ た IrY i 袈設から凡ても、建築行政の

JJZ な る 光 尖 と い う も の が 望 ま れ る わ け で あ る 。

そ う し た 立 l味 か ら も 本 誌 の 「 法 令 コ ー ナ ー J

の よ う な 誌 l伺 を 通 し 、 建 築 行 政 の 足 跡 を ふ り

返 り 、 そ し て 新 た な る 展 望 を 巧 一 え て 処 築 行 政

都 市 等 の 大 規 校 卒 業 が 企 画 さ れ 、 よ り 活 力 の

あ る 地 妓 づ く り へ の 気 速 が 操 り 上 が っ て い る c

こ れ ら 新 し い 近 畿 の おIJ生 計 画 、 い わ ゆ る 「 す

ばるプラン ｊ にも建築界の役 ￭ｾｉ ｊ に期待すると

こ ろ が 大 で あ る 。

以 上 、 こ れ ら の こ と を ふ ま え て 今 回 行 わ れ

た建築士法の改正と建築士の} 1 ; f ; 労について、

主として建築士法、住築Ｉ， ｾｩ ｬＧＡ法にもとづく建

築 指 導 行 政 に 携 わ っ て い る 、 い わ ゆ る 行 政 の

立 場 か ら 、 建 築 上 法 改 正 点 の 概 略 を 紹 介 し な

が ら 、 考 え を 述 べ て み た い 。

建築士法改正点の概略

改 正 の 趣 旨 ( 雄投・J';. 務 次 町 通 達 婆 旨 )

ＨＱ Ｉ社会から主Ｑ｜築上がｾ Ｇｲ， < 評価 さ れ 、 責 任 を

持 っ て 仕 事 が 主 体的 に で き る こ と を 希 望 し て

な さ れ た も の で あ る 。

ＨＲＩ 建築士等の技術Ｎｲ，ーが主Ｑ｜ｾ技術の定 ｊｾｾ 化し

た 業 務 分 野 に お い て 、 そ の 業 務 を 俗 笑 に 遂 行

す る よ う に な っ て き た こ と 。

Ｈお建築 ｔｻＨｾ 認および検 ＱＧＺ の件数地力日並びに業

務 の 複 雑 化 さ 事 に よ り 執 行 体 ilil Jの 兄 直 し が 必 要

に な っ て き た こ と 。

(4) 建築士苦手の氏川 能 力 の 活 用 お よ び 行 政 の

豆点的執行体H i IJ{I昨ヰ; のため、木造建築士資絡

の設定と建築1 : fljlJJ立 の l攻守Y付 制liil を 行 う と と も

に 、行 政 事 務 の riii ぷ 令 理 化 を 図 る こ と 。

(5) 鐙 築 物 の i盛正なキ11 : 持保全の確保を図るこ

と。

2  建 築 士 法 改 正 の 概 要 ( 社 同 法 人 日 本 建 築

士 会 連 合 会 解 説 ・主lLt止符院修 )

建 築 士 法 ( 昭 和 25年 法 律 til 202 号) 、建築士

法 施 行 令 ( 明 和 25年 政 令 第 201 号 ) お よ び 建

築士法施行先! 日IJ ( 1If{-t' U25年 雄 訟 行 令 第 38号 )

の そ れ ぞ れ は 、 法 律 ( 日召利58年 法 律 第44号")、

政 令 ( 昭 和 58年 政 令 第 240 号 ) 、 お よ び 省 令

( 昭和58年 建 設 作 令 第 20号 ) に よ り 、つ ぎ の

よ う に 一 部 改 正 さ れ た 。

(1) 木 造 建 築 |τ 関 係

の 推 進 を 阿 っ て 参 り た い と 々 え る 次 第 で あ る 。 小 規 肢 の 木 造 の 建 築 物 に 係 る 設 計 ま た は 工 ・J';.

ｉｌ ｜，まさしく、昨秋の大 ｼ 坂 Ｒ Ｑ ｩＡＱＺ紀 ｾ ｉ Ｍ 阿のスタ 抗型を行うことができる. r ，- として、都道府県

ー 卜 や 、 こ れ に お'c < 関 西 同 際 宅 泌 株 式 会 社 の 知 }J¥. の免許に係る木造住築1 : J ' t 絡が設けられ

成立、地行令および他行主R . I!IJ のf! i IJ iと 、 そ し て た 。 ( 法第 3 粂 の 3 、 令 第 2 粂、 rJ!. 則自i ¥13粂

JJ L1 i : 、近倣 1t! 1では、 2025年 を l長 増 す る 船 長 JtJ J の 2 I某i係 )

柿 氾 Ａ ｾ ｉ ￯ ｬ ｬ ｩｪ として ｼ 玉 ｬ 、地方公共同体、民 川 の 三 (2) 桁 定 試 験 機 l比JI 比l 係

.r，ーが、 J t l司 で つ く り 上 げ よ う と す る 学 術 研 究 建 設 大 臣 ま た は 行11道 府 県 知 が は 、 そ の 指 定 す

る 者 に 、 一 級 建 築 士 試 験 ま た は ニ 級 建 築 士 試

験 お よ び 木 造 建 築 士 試 験 の 実 施 に l刻 す る 事 務

を 行 わ せ る こ と が で き る も の と さ れ た 。 ( 法

第 15条 の 2 、税目IJ 第 17粂 の 2 等 関 係 )

(3) : m 築士の処分関係

処 築 七 の 懲 戒 事 由 が 拡 充 さ れ た 。 ( 法 第 10 条

第 1 巧: i 関係)

(4) 設やiii 資給 者 関 係

建 築 上 は 、 大 規 棋 の 建 築 物 等 の 建 築 物 の 怨 築

設 備 に 係 る 設 計 ま た は 工 事 監 理 を 行 う ; 場 令 に

おいて、建設大臣が定めるまを絡を1 -I す る 者 の

意 見 を 聴 い た と き は 、 設 計 図 性 等 に お い て 、

そ の 行 を rVI らかに.す る も の と さ れ た 。 ( 法第

20条 第 3 項 関 係 )

(5) 建 築 士 の 知 識 お よ び 技 能 の 維 持 向 上 関 係

建 築 上 は 、 設 計 お よ び 工 事 政 裂 に 必 袈 な 知 識

お よ び 技 能 の 維 持向上 に 努 め な け れ ば な ら な

い も の と し 、 建 設 大 臣 ま た は 都 道 府 県 知11J¥は 、

必 要 に 応 じ 、 講 習 の 笑 施 そ の 他 の 十ift丘 を 講 ず

る も の と さ れ た 。 ( 法第 22条 関 係 )

(6) 建 築 上 事 務 所 の 登 録JtlJ 間 関 係

建 築 iγ J';. 務 所 の 登 録 の 有 効 期 間lが 3 年 聞 か ら

Ｕ 年 ｉｈ ｊ に延長された 。 Ｈ法努 ｾＲＳ 条第 Ｒ J 1' l I 姻係)

(7) 竹 迎 建 築 士 関 係

竹 型 住 築 士 は 、 そ の 建 築 士 司 事l可手務括所の J浪長

る技争付術 ｼド町［守ｦＨ 的 Ｑド内ｾ J  J呪j芥下可q唄1を 総 折 し 、建 築 士.F務 所 の 開 設

者 に 対 し 、 必 要 な 意 見 を 述 べ る も の と さ れ た 。

Ｈ法釘 ｾＲＴ 条第 Ｒ 項関係Ｉ

ＨＸＩ 必 Ｑ 築 ｉ ＺＧ ｊ Ｇ［Ｎ［ｻｾ 所の帳簿関係

必Ｚきｾ 1:' 1' ; 務所の 1) 日 設 者 は 、 そ の:業 務 に |見lす る

帳簿をイliii え 、 こ れ を 保 存 し な け れ ば な ら な い

も の と さ れ た 。 ( 法第 24条 の 2 および) ; ) L J ! リ第

21粂 |剥係)

(9) 処 築 t ιF ; f 1 l 所の処分 |民! 係

組 築 1: 目J';. 務 所 に 係 る 蛇 管 処 分 と し て 、 総 築 士

' Ft若所の I)[. J 設 者 に 対 し て 戒 告 を 与 え る こ と が

で き る も の と さ れ た 。 ( 法第 26条 第 2 m関 係 )

(I 0 ) T'J ¥.l' i元理関係

処ｾ ｊ Ｚ は、工 Ｇ ｊ ＱＭｾ玖理を終了したときは、一定

の隊式の工白J';. 監 理 報 告 書 を 建 築 主 に 続 出s しな

け れ ば な ら な い も の と さ れ た 。 ( 法約 20条ダ5

2 mおよび) ; ) LI ! IJ 担'; 17条 の 141品l 係 )

。1 ) その他

そ の 他 、 所 袈 の 改 正 が 行 わ れ た 。

3 .  施 行 期 日

法f I ! のうち、中央指定試験機関に l測 す る 部

分の一首11に つ い て は 、昭 和 58年 12 Jl 1 日、そ

の他の古11分 に つ い て は 、 昭 和59年 4 月 1 日。

政 令 お よ び 省 令 に つ い て は 、 昭 和 59年 4 月 l

EI 。

(大阪府建築部建築振興課 三 木 俊介)

住挫 と社会 198"" こ7''''; 27 



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新建材 紹 介 JIo. 112)

不燃化粧壁装材 『アキレスボルネ」

1  特 徴

ア キ レ ス ポ ル ネ は 、 硝 子 繊 維 強 化 石 膏 の 基 板 上 に E B ( 電子線) 硬化型塗料

を主主布 し た 、 全 〈 新 し い タ イ プ の 内 装 用 壁 材 で す。

基 材 に 石 膏 を 使 用 し て い る た め 不 燃 性 で あ り ( 建 設 大 臣 認 定不 燃 ( 個 ) 第

17 5 5号 ) 、又、 塗料 の 中 で は 現 在 最 も 硬 い と い わ れ る E B硬 化 型 塗 料 を 使 用

し て い る の で 、 美 麗 で 傷 つ き に く い 表 面 に な って い ま す。

主な特徴は、

① 色 が紛 随一 一タイ ル の よ うな 加 熱 工 程 が 無 い た め 製 造 時 の 変 ・槌 色 が 無

〈、l暖かみと質!惑の あ る 表 前 仕 上 が り で す。

② 極 々 の色 が 可 能一 一標 準 色 と し て 3 5色用意しておりますが、この他にも、

メタリ ッ クを含む特注色に応 じら れ ま す。

③3 0 0 mm角以上の大半IJ - 従来の焼成タイルのようなソリ、ネ ジ レのない大

引! の壁 装 材 が 可 能 で す。

④ レリ ー フが容易一 一下 図の よ うな 工 程 で 製 造 さ れ る た め 比 較 的 容 易 に 高

さ 3 - 6  mmの レリー フ柄 が 出 来 、 又 凸 柄の み で な く 凹 柄 も 可 能 で す。

⑤ プ リン トが可能一一一基板に プ リン トした の ち E B クリア ( 又はツヤ消し

塗料 ) を主主布 す る た め プ リン トが安 定 し 、 又 深 みの ある仕上がりとなり

ます。 更にクリ ア ー の 替わ り に 淡 色の E B塗料 を 使 用 す る こ と に よ り 独

特 な 色合 い ( トー ン ) を 表現 出 来 ま す。

⑥ 現 場 て酬の切 断f ' 穴 IlfJけが容易一 一 金鋸、 ジ グ ソ一 、電動ダイヤモ ン ドカ

γ ター で 、 簡 単 に 切 断1m工 が出 来 ま す。切 断 木 口 は 平 ヤ ス リ 、 サ ン ドペ

ー パ 一等 で 仕 上 げ ま す。

更 に 使 用 部 位 に 応 じ、片面、両面、対面、 三 方 、 四 方 の 役 物 を 準 備 し て あ

ります 。

2  製 造 工 程

|硝 ス ラ リー 酬 卜 「

| 流 し込み

litl lm ! . I : i セッ ト

( 平板 レリ ーフ)
盟 問 団→固→(2! こtC7I 也)

ゴム型枠

E B 塗 料 塗 布

コーター又はスプ レー

3  施 工 方 法

凶一固-11;

施 工 下 地は モルタル、プロ ック 、コ ン クリート、石膏ボード、 A L C 、 合

板 、 碓 酸 カ ル シウム板等 が 使 用 出 来 ま す が 、 ボ ル ネ の 重 量 を 十 分支 え られ

る 下 地 に し ま す。

核予行は 「アキレ ス ボ ン ドJ 又は同等吊1 をお奨めします。取り 付 け は 団子 貼

り ( G L 工 法 ) が最適ですが、 圧 着目占りも可能です。

但 し 、 ポル ネ は 製 法 上 + 0 、 一1. 5 mmの厚 みバ ラツキがありますの で 圧 着の

場合 施 工表 面 が 波 打たないよ う十分注意 し て 下 さ い。

又 、 市 販の接着剤lに は、 アキ レスポルネ に 不 適 合の もの もありますの で、

使 用 に あ た っ て は 御 相談 下さい 。

取 り 付 け は 、 下 か ら般上げるよ うに行い、目地中高調整はス ペ ーサーてが行 っ

て下 さ い 。 スペ ーサ ーは、按靖斉IJ が 十 分 硬 化 す る ま で そ の ま ま と し 、 硬 化

後取り外し ( 又 は 埋 め 殺 し に て ) 、 目地詰めを行います。

尚 、 下地 が 石 膏 ボー ド、 磁 カル板 、 合 板 の 場 合 は 、 次 表仕 様として下さい 。

28 位決と H 会 IH制' 1' 7  1I ¥; 

アキレス株式会社

本 社 東 京 都 中 央 区 新 日l ー12 - 10 T E L 03 - 552 - 1522 

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 14 - 15  T E L. 06- 534 - 2162  

石 膏 ボ ー ド

ぷ にｾ 、
板

磁 カ ル 板

4  規 格 と 寸 法

5  物 性

ヰl 目

下 地 厚 み

12  L 以 上

9  L 以 上

9  t 以 上

30 0 mm角

9  mm 

主力 1 . 5 k g  

試 験 )'j 法

胴縁間隔

450mm以 内

450mm以 内

300mm以 内

111  i立

比 鼠 カサ比鼠

ijX 水 1f1 J  1 5 - A- 5 2 0 9  %  

1111 If  強 j宜 J  1 5 - A- 5 2 0 9  kg / 回

圧 針。 強 度 J  1 5 - A - 5∞3に槻拠 k g / 耐

長 さ 変 化 耳 :

J  1 5 - R - 9112  

基材製作時町長さ変化

%  

型 事 熱 掛 ')

l サイクルは

80'C +  20' Cー 20'C +20'C サイ クル

返 し 試 験

7hr→ 1  hr - 15hr - 1  hr 

サンンャイン J  1 5 - B- 7 7 5 3  

ウェザー ノーター 光沢保持 率90以上

hl 外J l ; ｾ占
5 .  56.  8 -

場所 N' 1i'i川 県平城

反

批 J  1 5 - A- 5 2 0 9  

アイル f 法 160- 250mm

飢m

耐 ｊ 酔 ｾ ｴ 性 J  1  5  - A  - 5209 i5砂法 mg 

耐 l世 I t 性 J  1 5 - K - 6902 テーパ一法 mg/ lOOrpm 

表 面 硬 1Jl: J  1 5 - K - 5400 鉛 .lI'i l.且t H  

表 而 硬 l且 テーパ スタラ y チ硬1Jl:
"f 

プ リ ス タ ー 50'C、 10 0 %町雰凶気中に10 日1111

テ ス ト 入1，、 20'C24時1111誼〈

画t il'i M 性

アセトン. トJ レエンに 24時1111

l<1u't 

i. t  ｾ＠ Irl'l 性

IO%Hcl  .  IO%N. OH  

Ｒ Ｔ 払 ， ｾｬ ｬｉ ｬ ｲＮ ｬ ｾ ｲｬ

1苫舗用内壁レリープの使用例

下 地 処 理

不 要

モルタ ッ ク塗布

モルタ ック主主布

6 0 0 mm角

12 mm 

品ワ 7 . 0 k g  

ポ J レネ

内装m

焼，;'9; 7 イJ レ

1. 6  2. 2- 2. 4 

6  10- 20 

80 60- 100 

250 

0. 07%向 3 - 1 0 % 

膨 張 的収拾l

10サイ 7 ルで

異常なし

4∞hr  

同左

拠常な し

30ヶ月 1111

同左

呉市な し

+0. 5 - 0  2. 5 

(1'， 反リ傾11，1) ( 凸反リ傾向

4  13  

103 

5 - 7  

60 130 

変化なし 同友

変化なし 同I.i.

変化なし r.; J/.i. 

建 材 委 員 / 小 西 努 (大成建設大阪支応建築部)



財団法人日本建築総合試験所だより

受託試験におけるコンクリートの圧縮強度試験に関する調査報告

1  . 集計 対象

集計の対象としたコ ンク リー トは、当試験所で昨年度 ( 昭和58年

4 月 - 5 9年 3 月) の一年間に受託したレデー ミク ス トコンク リー ト

で、 (1)O 10 X 20cm、(2) 普通ポル トラン ドセメ ン トを使用 、(3) 普通骨

材 を使用し、かつ粗骨材の最大寸法が20mmまたは 25mm、(4) 空気量が

4 土 1 % 、(5)標準水 中養生 ( 養生区分 : A ) または現場水中養生 ( 養

生区分 : 0 ) 、(6) 試 験 時の材 令 が 1 週または 4 週の 6 条件のすべ て

を満たし ているも の とした 。

2  集 計 方 法 お よ び 集 計 結 果

集計の方法は 同一条件の供試体 3 本の圧縮強度の平均値 ( J A S S

5  T  603、J I S A  5308の l 回の試 験 値) で集計することとし 、これ

を呼ぴ強度、養生方法および材令別 に分類 し、おのおのの グルー プ

における デー タ個数 ・η 、平均値王、 標準偏差 : σ、変動係数 u、

最大値 : X max. および最小値 X mi n. を求めた 。材令 4 週の集計結

果 を表ー 1 に示す。

3  . まとめ

3 . 1  受託の状況

受託の状況を 季節別にみると、 春季は呼び強度 240、夏季は210、

秋挙 は210 - 240、冬期は 2 5 5 - 270が 多い、これは気温補正による H乎

び強度のラン クア ップによるも のであろ う。

3. 2 呼ぴ強度と圧縮強度との関係

4 週の標準水中養生の圧縮強度 を平均値でみた場合、表 - 1 に示

すように呼び強度に対し 1. 2 4 - 1. 45倍とな っており、また、現場水

中養生の場合は 1. 0 6 - 1. 38倍とな って いる 。個々 の圧縮強度でみた

場合 、H乎び強度を下回るものは 0 .60% 、H乎び強度の85% を下回るも

のは0. 18 %あり、夏季 ( 8  - 10月) に低い強度の ものが多い 。

3. 3  圧縮強度の分布

u乎び強度 240の圧縮強度 ( 材令 4 週 ) の分布を 図ー 1 に示す。

3.4  月別の圧縮強度の変動

図 - 2は、 u手び強度240につい て月別に圧縮強度の平均値の変動を

示 したも のである 。 4 週材令の標準水中養生の圧縮強度につい てみ

れば、夏季 に低 〈冬季に高 い傾向にある 。この傾向はその他の呼び

強度 で も問機である 。

なお、 詳細は当 試験所機関誌 i GBRC 35号」 を参照されたい 。

場l分室 行 貝 光史

30 

圧紡強度

判I N雌 ( %) ー _ Ｈｫｾ ｦＯ ｣ ｮＡＩ 一 一 相 対度数ＨＥＩ

20 10  O . ! _ O  10  20 

150 

回日1

M令 4 i且

ｾ＠
M令 4 遡

200 

250 

300 

350 

400 

図ー 1 コ ンクリ ート の 圧縮 強 度 の 分 布 ( 呼ぴ強度 240)

表 ー 1 コ ンク リー卜 の 圧 縮 強 度 集 計 結 果 ( 材令 4過)

呼 1)  PI ' ぴ強 呼ぴ強

ぴ 整
n  

コ巴 1且未満

皮肉85

P車 生

σ  U  主
X ma x  X min 

% 未満

JJf. 区

( kgf  /  
(  kg f /  ( kgf  /  ( kgf /  のデー

のデー
回)

出) ( %)  
。千ぴ 剖) cm') 

司! ( %)

分
強度

タ偶数 タ個数

135 

A  136 195 28. 1  14 .4  1. 44 261  132 
。

0. 2 

D  22 167 32. 7 19. 7 1. 24  211 93 
。。

150 

A  417  218  30. 5 14 .0 1. 45  366 130 2  
。

0. 7  

D  68 201  31. 6  15. 7 1. 34  284  81  0 . 1  

160 

A  463 232 33. 9 14 .6 1. 45  413  151  2  
。

0. 7 

D  18  221  41. 0  18. 5 1. 38 311 164 
。。

180 

A  1  6. 338 248  33. 5 13. 5 1. 38 564  129 44 14  10. 2 

D  616  234 28. 5 12. 2 1. 30 454  130 1. 0  

195 

A  240  269 34.2 12. 7 1. 38 421  156 2  0. 4  

D  76 251  29. 0 11. 6  1. 29 311 161  0. 1  

2 10  

A  1 14. 055 274 30. 7 11. 2  1. 30 500 124 136 51  

o  1  4. 414 264 28. 1  10. 6 1. 26 402 127  7. 1  

225 

A  1  2，471  302 33. 9 11. 2  1. 34  455 141 25 8  4. 0 

0 1  1. 191  277 29. 8 10. 8 1. 23 442  161  1. 9  

240 

A  1  10 ，025 314  32. 0 10. 2 1. 31  484 156 82 14  16. 2 

o  1  6，840 293 28. 5 9. 7 1. 22 402 162 11. 0  

255 

A  1  4 ，904 345  34.7 10 .0 1. 35 559 161  35 9  7. 9 

o  1  3.198 301  32. 9 10. 9 1. 18  467 153 5. 2 

270 

A  I  3.288 361  37. 9 10. 5 1. 34  513  203 28 自

o  1  2.110  316  40. 8 12. 9 1. 17  540  107  3. 4  

300 

A  603 393 40. 1  10. 2 1. 31  528 204  8  6  1. 0  

D  307 337 40. 1  11. 9  1. 12  443  128 0 .5 

350 

A  123 437 49. 4  11. 3  1. 25 571  333 5  
。

0. 2 

D  92 394 61. 5  15. 6 1. 13  554  231  0. 1  

400 

A  37 497 67. 1  13. 5 1. 24 653 394  
。

0. 1  

D  6  425 28 .2  6. 6 1. 06 473 390 
。。

合計 62 ，058 371  111 

注 1) 養生区分 A 標離水中養生、養生区分 D 現場水中誕生

2) 総データ個数に対する 各データ個数の御l合

350  
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図 - 2 月別 の デ ー タ個数 と圧 縮 強 度 平 均 値 の 変 動 ( 呼ぴ強度 : 240)  

本試験所 ・所 イE t也 …〒565 I吹田 市 藤 白 台 5 - 125 ( 阪急北千里駅よ り北西約 1 km、国立循環器病センタ一回隣)

・'1l!: 話 ( 06) 872一0391(代)

・営業時間 e ・0 ・・ 平日 : 午前 9 11寺~午後 5 11寺、土曜日 : 午前 9 11寺~正午
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ニュース! 京総をお送りください.

竹 中 大 工 道具 館 オ ー プ ン 一 一道具を通じて工匠 の心と技を継承一 一

竹中工務 j市では、 filJ 立85周年記念事業の一環と

して、本府ffr.( E j 也であった神戸市のゆかりの地に、

「竹 中大工道具館」を建設し、この 7 月 l 日にオ

ープンした。

このi且以自i ' i は、わが国の建築を創りあげてきた

工匠たちが使用した大工道具および文献資料など

を広範に収集し、それらをわが閣の民族泣産とし

て末永〈保存 ・収蔵するとともに、、物造りの基本

的な粕や1 ' " を後世に伝えようという意図のもとに

開設されたものである。

竹中大工道具館は 3 つの展示フロアて村μ戎され

ている 。

11滑 I道J : l . の歴史」をテーマに、原始、古代、

中i J t 、現代の大工道具の歴史

2 階 I木と匠と道具J をテーマ lこ、木構造の継

手や仕口の l京寸校虫、古文岳、絵巻物など

で、伝統を展示。ビデオコーナーも有る。

3 附 I道共と鍛冶」をテーマに、手造りによる

数十筏の道具の群像を展示。道具を作りあ

げてきた鍛冶を紹介している。

そのほか地階は収蔵庫および盤茸II ・作業室とな

っており、収蔵品数は、大工道具など約9000点、

関述資料が約 1000点に及ぶ。

その収集には全国 300 名の方々の協力によった。

道共の検証に当っては、村松貞次郎、中村雄三、

近藤盟、小原二郎、秋岡芳夫の各教授、それに道

具鍛治の宮野中谷光氏の指導を受けている。

収集大工道具の名 IR1として、 f伽卜|三木のfM鍛冶

であった初代符野平次郎作の「片刃検挽鋸」

千代鶴是秀の「平鈎J . IのみJ など多くの名品が

l展示収蔵されている 。
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竹中大工道具館 ( 心 07H ｾＴｾ＠ 02161  

，;i[ (， J也 N'/; 山中央区' i ' l ll l- j凶-1

ｉｬ ｦｊ 館 Ｑ ＱＮｾｉｩ ｉｊ 9  Ｑ ＱＮ ｾＳＰ 分Ｍ 4  11年30分

f. t - . 航日) 1 111，'11

交 iI.!i [:Ii [斜、 花園f駅よリ !，[ ! I VI O分

品川施工竹' i 'T. ィ1i '.¥i

ilYj ii!脱b: RCi l i 、 Bl . 3  F  

倣I也Iflih' ，356111 

.l![ II，ilt 't 900111 以，) 、主 Illif 山400111

第 7 回 建築 の 日 84 

咽圃・・ ー- -

⑥ 怨m無料相談所 ( 住宅の設計、民主II 等)

⑦処築材料設備等のパネル展示とカタログ

大阪illtlli 1: ，] ' ; 務所協会( 会民 . 以本弘次 ) て" は、 ③性能保証付住宅登鈷機怖の業者ノマネル

本年度の ｾＷ 函「主 ｴｴ 築の日」の特別・｝Ｇ［業を、 Ｘ ＩＭｊ このf'l ニについての間合わせは、大阪建築士事務

31 日掛 - 9 H 2 日( 11) までの 3 日!日i 、4JJ 日1011寺- 1 7 所協会Ｈｾ 06一541- 3716) まで。

H寺30分まで、仰旧アクトホール III ホー ル ( 大阪市

北区立山町 15- 17 m 06- 312- 2122) において l)fJ

Hll することにな った。

会WI 、会場、内容とも従前に比し、新しい椛氾!

を ＱＱ ち山しているが、その Ｇｆｾ 内谷は、つぎのと

おりである 。

①住みたい家 ・住みたくなる家の児童ドIjjJ民 ( 特選

入選佳作作品の展示)

②同表彰式 ( 9 n  2 日) Ｑ Ｐ 時半 Ｍ Ｑ ＲＱＱｾ

③会員設計作品 ( 処m写』工ノ マネル . f:i二ととTj 以ノ ぞネ

ル ・建築設計図占) の jぷ示

④ 特 別 講 演 会 ( 1証日午後 211与- 3 時30分)

8 月31 日刷、、男 っぽし、住宅々 仰 ｉｊ ￯ 型ｽＮｾＧ［ＧＺ政 ｌ｜Ｎ

9  ;: J  1 日( I J い味の食文化H 科目川俊民11氏

9  n  2 日( 1 1 ) 駒大阪らしさの喪失と都市文化H

，..j，iIり II ，H 氏

⑤住宅サロン ＨＱ 決 ｾｉ 可 スライド ・大工道具自n他)

30 也怯ｾ ｈＮｾＧＺ＠ I州 1' 1- I  11 ¥; 

建 築 家 ブ ル ー ノ ・タ ウ ト 展

今般、ドイツの往築家フ' ルーノ タウトの生誕

100年 ( 1980年) を記念して、ヨーロ y パ ・日本巡

回展が、ヨーロ ッパや日本でIJfJfmされることにな

った。大阪では、米る 8 }:J 23 日( 村- 9 月25 日( 刈ま

で、吹田市千虫万博公臨i内の「国立国際美術館」

Ｈ ｾＱｌ ＰＶ Ｍ ＸＷＶ Ｍ ＲＴＸＱ＠ Ｉ で ｬｾｦ ｈｭ される 。

主主・内谷は、①全生iill にわたる 130.'.'Y. 余の作品

のＺ写以と図 Ｑ Ｈｩￏや ｈｾｽｾｴｾ ②アルプス怨築や都市の解

体など表現主義律事長スケ ッチ ③日本でデザイン

された工芸 品、 ｾｉￎｊｉｉＩ ， Ｇｩ I  ｦｬｾ 剤師 ｕＨ 原因Ｉ

特 記 仕 様 書 ガ イ ド ブック 発 刊

大ｼ仮処築設計 ｾｾＺｩ Ｚｧ ｒ 協会Ｈ会長 山西" . 雄) では、

「特記仕段、lFガイドブ ックJ のf J J版を昭和57年に

'5H IJ してから本年第 3 ) 坂改訂にあたり、より一層

の内谷の充笑を図るため 、' 83年度版制集委只会を

発足させ、内容の見直しとともに、できるだけ多

くの資料 ・的報を収集し、利用者の便宜に資する

よう努力してこられたが、このほど、然記' 84年 度

版を刊行された 。

承知!のように、「特記{ 士僚主uは、設計図舎のな

かでも「現場説明治 J ｾ ｊｽ 項とならんで、 ｾＱ 優先

順位にあるばかりでなく、設計の伎を左右するも

のとして大きな役割を来たすもので、そ の刊行の

利用価値は大きいといえる 。

l)j j;{ [if凶絡は、 l 部￥ 2800 ( 会長￥ 2500) で、希

望者は同協会事務局( 屯話 06- 443- 0901 ) に 111込

まれたい 。

工高生デザインコンクール募集

談題 街なみを巧えた住宅

敷地 : 新しく開発される住宅地の l 区画

胤校 . 独立住宅 2 階佳 ・延 150111' -180111'

家族椛成 : 夫婦と中学高校生 2 - 3 人

: 詐作委員 委只長小角亨ほか

締り'J : 11白手rl59年 9 ) J 20 日

詳細l問合せは、日本建築協会( " ; 正06- 348- 0635) へ。



御 堂 筋 に m イ ン テ リアサロ ングがオープン

長 谷 川 工 務 庖 が 御 堂 筋 の 大 阪 支 社 内 に 佳 設 を 進 め

て い た 「 商 品展 示 ル ー ム 」 が 完 成 し 、 6 月21 日オ

ープンした。

広さ 250 m'に カ ラ ー コ ー デ ィ ネ イ ト サ ロ ン 、 内装

商 品 の 展 示 を ..l fEねたモテソレルーム、サンプルコー

ナ ー な ど を 配 挫 し 、 内 装 計 聞 の 立 案 や十17報 提 供 サ

ービスを行ーっている。

サ ロ ン に は カ ー ペ ッ ト 、 壁 紙 な ど の 見 本 計 360 段

を備え、いシュミレーンヨンボックス" を{ 史いなカぜ

ら 、 地 主 や 購 入 者 に マ ン シ ョ ン 宅 内 の ト ー タ ル コ

ーテe ィ ネ イ ト 計 闘 を 提 案 し て い く こ と が で き る 。

ま た 、 パ ー ツ モ デ ル ル ー ム で は 対 面 キ ッ チ ン な ど

最 新 設 備i機 株 を 展 示 し 、 ユ ニ ッ ト プ ラ ン の 検 討 、

仕 憾 の 決 定 が 行 え る 。

長谷川工務府は、従米の量産主J ，I . 絡 噌マンション「コ

ン パ ス シ リ ー ズJ か ら 脱 却 し て 、 マ ン シ ョ ン の 個

長 谷 川 工 務 庖

性 化 ・ハ イ グ レ ー ド 化 を 進 め て お り J イ ン テ リ ア

サ ロ ン 。 は 今 後 、 多 機 化 す る ニ ー ズ に フ レ キ シ ブ

ル に 応 え 、 オ リジ ナ ル な ト ー タ ル イ ン テ リ ア シ ス

テ ム を 開 発 し て い く こ と だ ろ う 。

お ｕＱｊ い介わせは、大阪， Ｑ ，点 ｉｾＺ ‘ ｉＧｾ｛Ｍ 町 Ｕ Ｂ Ｑ Ｐ 、長谷川工務 ＱＮｬｦ 大阪

主主J:I1'ij l'，-，'，金Ilhj 前 (06 203 5661 ) まで.

中古集合住宅の建て 替え

等価交換方式で広い住居獲得

昭和 ＳＰ 年代に主 ｴｴｾ されたよ長令住宅一一それはわが

国 の マ ン シ ョ ン ブ ー ム の 草 分 け で あ っ た 。 し か し 、

当 H寺 注 目 の 的 で あ っ た 機 能 的 な 設 備 も 、20余 年 経

た現イ1:、 生 前 線 式 の 多 川 化 に wい 、 決 し て i前厄の

ゆ く も の で は な く な っ た 。 そ こ で ¥ 入 居 者 の IHl で

地築 ・ 改築さ号、のＱｉｩ Ｑｊ きが ｬｾＺｾ まってきたが、資金のれ

担 ・所 打 者 の 令 芯 空 手 の む つ か し い 蘭 が 多 〈 、 尖 現

す る ケ ー ス は 怖 で あ っ た 。 そこで中止j ? ン シ ョ ン

の 入 肘 者 が 土 地 を 提 供 し て 建 設 会 社 が 建 物 を 処 設 、

入 j社名ーの資金1 " ( れ! なしの等価交換万式が脚光を浴

.. - - - - - - ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーー，

@新マンション :  

五階建に生まれ変わ ったわ f レロワイヤル翠ヶ丘J

③旧7 ンシ ョン :  

建て答え前の三階建「芦屋慰ヶ丘南住宅J

名 古 屋 市 建 築 基準 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正

ｬ 慌にごノ存知めとおり ＵＸ 年 ｪ 主 ｺ においては、生 ｉｉ 築Ｉ，ｾ 1¥' ¥ 

ｴ 去のー百 Ｑ Ｑ が改正され、 小 ｴｊｈ 只な ｩｬｬ 築物及び定 ｊｾ ｉ ｾ 化

した ｩｬｬ 築物に係る処築倣認及〔〆 ｩｬｬｾ 検伐について

'ji_ f.本tJ.l. A に |比lする部分の- l 1 i I' (i ffl 品化が|ヌl られるこ

と』こなっ t.:. 。

才'11'l hl di で は 、 こ う し た 令)'11化 に l1' っ て今後は、

市街地均百年Eの 1守 備 と 特 殊ill 築 物 の 防 災 対 策 等 に if(

1，1，(を i泣 き 順 次 、 執 行 体Hi I J の強化プヒ: J . f を図ることに

し、今 li 'l はその第一段階として、総千子 i設，n-Hnl 1. 立の

f! '(鍬 (I(J な' Ii i j 川 及 びi.i 三JVI 鰍 1
I
j"11111伎 の111: 充 を す る た め

の ＱＱｾｩｬ￩ 等をＧｉｯｬ｜Ｇり込んだ附記の改正を行い、 ｉｉ ｲｬ 和 ＵＹ

年 4 J  I  1  r J より夫総することとな った。

ＱＧ ， ， ＧＮＭｨｬ ､ ￭ 二辿ｾＩ， ｾｩ ｬＧ ｜ ｩＭ ｬ ，地行制 ＱＱＱＱ Ｑ Ｑ の改正袋行は次のと

おり 。

1 工仁土場4必〉

I地也主峨民を迫川加l  

2  定ml 羽目t の 対 匁 池 袋 物 の 指 定 を J広大

3  特殊 ｩｬｬ 築物に ｼ 比 ｼ する相 ｩｦ ｳ ｔ ｊ＿ の従 ｴｬｾ の指定

4  総イト; 15[ .11-の.it皇mが さ れ る 敷地 ff lIf.l' 1の tJ . l . 似の づ|

き 下 げ の 桁 定

5  生 ＮｉＡ［ 築ｼ必 ￆ ［ＱＲ Ｎ ｬｬｲｬｬｬ ｾｖｩ ， ｬ ｾ の様式 Ｑ 干の指定

6  iJ， ［Ｑ ， ＧｩＮＧ ｲ ， ￌｉｾ ， ｬ ｩｉｉＮ＠ Ｇ ｆ ｭｾｬ ｬＮＡｉ 川 に的認Ｎｩｬｬｩ知 Ｂ ｾＺ等を添え

る こ と に 改 正

7  道 路f立i位指定の' & - 1 ; 似の敷設及びI T i l r! I  ， ｾ ｩＧ ｬ ｬＧ ｾ の

隊 式 の 改 正

8  法文 ｬ 二のｾｾＮｦｬ ｬｬｾ

特 殊 建 築 物 に 関 す る 報 告 ( 抄 )

第 5 条 ill 築 i-:I 立 、 次 の 各 サ に 仰 げ る 特 妹ill 築 物

を 住 築 し よ う と す る 場 介 ( 1ft ぎたしようと寸る場

合 に あ っ ては、 WI 築 後 に お い て 当 該 作 り に 仙

げ る 他 物 と な る 場 介 を 含 む。) 又は処築物れしく

は ｩｬｬ 築物の古 ＱＱ 分を ｾＧ ｉ ， Ｚ五千キサに仰げる ｩｬｬｾ 物に川

i金変I l i しようとするぬイヤにおいては、法第 6 粂

1l' ; 1 !J'i Ｈ ｩＭ ｬ ， ｾ￬ＸＷ 条 ｭ ｬ ｬＩＨにおいてホ ｊｔｉ する場イト

[ 〆ている 。

兵[01，県芦hl 市程ヶ丘町T l 9番 の 「 バ レ ロ ワ イ ヤ ル 翠

ヶ 丘J Ｈ元戸屋ｾヶ丘南住毛Ｉは、入 ｊｫＨＢ ￮ 全只が計

ｾｉｩｪ して長谷川工務庖が協力、等制ｉｩ交換万式による

集 合 住 宅 の 総 て 停 え が 笑 現 し た 好19IJ といえよう 。

1781. 361ずの敷地に 3 階 建 2 似 12戸 ( 64 m'/戸 ) の

住宅が、 51暗主tt29戸 (91. 33m' - 118 .81 111'/ 戸 ) の

向 級 マ ン シ ョ ン に 生 ま れ 変 わ っ た も の で 、 111入 肘

. ("，-の内 9 戸は、 1年 間 の 仮 住 ま い の 後 、 今 年 5 月

ほ と ん ど 資 金 負 担 無 し で 再 入h'T した

lji 数 の 地 権 者 と の 等 価 交 換 の WiJ li 多 い が 、 絞 数 の

区 分 所 打 者 が い る 中 古7 ンションの，悠て符えに府l

mさ れ た 例 は 珍 し い 。 今 年 1 n、区分所イii 去 の -

f f I ¥が改正され、 5 分 の 4 以 上 の 令xf で主主て伴えが

可 能 と な っ た が 、 今 後 、 こ の よ う な 等 価II交 後 ) j 式

に よ る '1 ' I ' T? ンションの建て伴えが、 作 J也で 行 わ

れ る も の と 子 怨 される。

ｊＮ＾ｉＯ 円、、合わせは、 Ｑｾ 谷 ｬｩｦｔ ，ｦ， ｉ ， Ｇｩ 大似土社写 ｬｬ ｬｉｩ泣Ｚ倹，，ｾまで

をt合苛もむ" . ) のB脱4定に」必主づ< Ii任在え認J の t巾iい1，1山diHJdlJ内'1目"咋Fの 悦 i山uと

F防向附I可巾l打川11

( 械式a第'i 4 号号-の 2 Ｉにより ､ ￮Ｑ以毛に判鰍 ｩｾ 作Ｇ汗「しなけれ

lはj _ " ならない 。

l  劇 場 、 映 1"可館 、抑止芸場、公会ぺJt 、集会場、

病 院 、 診 療 所 ( !. ! ! ，者の収作総ぷがあるむのに

ＱＱ ｊＮｬる 。 Ｉ、ホテル、旅 館 、謎ｾ院、令 ｾ￬ Ｑ Ｙ 条釘 Ｑ

Ｑ 再Ｇｩ ｾ￬ Ｑ サ に ｪ ｊＮｬＮ定するリ ｇ￮ｾ￭ ｨＧ ， ｾ拍 Ｑ Ｚ Ｑ 必， ｴｬｴ サＺ、ポー

リ ン グI品、スキ- J : 品、スケート上喜久ノk 泳場、

スポーツの線科 ｦ 品、物品 ｊｉ 反必［ｻＺ［を，Ｚ［ｾ Ｎ む ｉｉｬｩｾＱ Ｑ￬ (  (I 

ｉＧｗｩ 及びマーケ ッ トを含むＩ、 ｊ ｊ ｾｩ ｊ ［ 場、キャ

バレー、カフェ一、ナイトクラブ、〆〈一、 t![:

E骨土品、遊技場、公衆浴場、待合、料J' IU，li X I ;J:

飲 食 1;¥f のJ Tj i金に供ーする持11分の1' : l 1i I Xは - msが

31: 符以上の 1: 皆又は J也1: 皆 に あ る 処 築 物。

2  観覧上場のJ . l J i金 に 供 す る 処 築 物X は I也JEの よ

作物| 勾に; u l " ける往築物。

ｉｪ￭ｪＱｕ の総定は、法第 ＱＸ 条第 Ｒｭ の ｴ ｊＮｬＮ ￆ にＩ，ｾ づ く Ｎｩｬｬｩ

Ｂｾ ｉ をする土品作について司 Ｇ､ｦｬ する Ｎ

31  



読者の頁

あなたの「声J をお寄せください

。内容は、建築 しごとのこと、近況、「挫築と社会j へのご意見

要望など何でも結摘です.

0 原稿は500- 2∞0字程度でお願いします (ハガキ使用可). 原UIJ と

して原稿は返却いたしません. 掲載分には由Hしをさしあげます。

0 氏名、住所、戦薬 会社、年齢を明記して、 ( 社) 日本建築協会編

J I ! 郁宛 ( 干530 大阪市北区梅田 1- 1  - 3  - 2100大阪駅前節 3 ピ

ル21階) お送り〈ださい.

大阪市内現存最古の明治の洋館の移築再生を

北浜 2 丁目にあるコロ

ニアル風の美しい北浜平

和ピルがピル建設のため

に近いうちに取り壊され

るとのことである 。 これ

は戦災で焼かれた大阪の

町に残る明治の洋館 ( 明

治20年頃と推定) として

は肢も古いものの一つで

ある 。 昭和46年に大阪市

の委託によ って日本建築

学会近畿支部が調査した

『大阪の近代建築調査』

では、文明開化をしのば

せる数少ない明治の洋館

とじて非常に高〈評価さ

れている( 府指定クラス

の文化財 )。 苦手棟屋線さん

瓦王'f.， 2 階ヴェランダの手f智子、玄関ポーチのコ

リント風のキ ャピタル( 位頭飾り ) など明治の異

人館の械式をよくとどめている 。

この建築は明治中WI より大阪組合代言人会長 ( 現

在の弁護士会会長) で「大阪事件J の弁議人をつ

とめ「関西法曹界の箆鋲J といわれた砂川雄竣が

弁護士事務所に使用しており、建築的にすぐれて

いるというだけでなく関西の近代史に残るような

大人物との結びつきによ ってこの建築をより文化

的に価値の高いものにし、土地の高価な者11心にあ

って現地保存には税々の問題がともない縦しい函

もあるが、せめて移築保存をと思い当研究会では

関係方面へおねがいをしている 。 しかし財政上の

理由でうまくい っていない。 時間的、財政的な問

題は多いがなんとかこの明治の洋館の保全再生を

実現したいと微力ながら頑渡 っている 。移築、再

利用について皆々様のご支援をいただければ幸い

てF ある 。

( しばた まさみ/ 明治建築研究会代表)

〈連絡先〉 干 588 堺市大美野 155- 13

明治建築研究会事務局

包 括 0722 ( 36)  3357 

07954 ( 4 )  0426 

〈建築メ モ> ( 所在地) 大阪市東区北浜 2 - 31  

地下鉄堺筋線北浜下111酋へ約200m

{f，VI造) 木造 2 階建 ( 小屋組はキングポ

ストトラス)

( 建設年代) 明治20年頃 ( 推定)

( 設計施工) 不詳

( 面積) 建築而制約 18坪

( 様式) コロニアルスタイノレ

32 挫築と社会/ 1984年 7 J J  I} 

スリと透明の使い分け、

書 評 :  

中帯のある建具のガラ

: ;7fi rzi  住みよいインテリア ご31ffJ ; ;

にまとめられたのが本 これだけは知って お き た い48室 らには付録の「法規に

舎です。 松田 誠 著 よる内装制限一覧表 j

48f，'t ということは「相 は余りにもそっけなく、

彩国社刊 B  6  177頁 定 価 1，200円

撲の48手あれこれ」と 入れるとするならば

いう所に由来するので . '  I  親切な工夫と表現が欲

しょう 。

怯 こ *

しかったなァと! 惑じま

した 。各 ￮ｾ は、 Ｓ 、 Ｔ 頁の限

られたスペースにイラ

スト ・図 表 を 挿 入 し

て、分かりやすく簡潔

に人に諮りかけるよう

に記述されています。

わたしはこの位の本が

好きですから、よく談

んでいます。類t ! } の多

いなかにあって、厄の

こ らない物語り風のま

とまりのある記述は

「さすが経験盟かなベ

テランの筆者だなァ」

と! 首長月日いたしました 。

誠 {主

審 ‘ F

L  

i  

勝手なわたし流の欲をいわして1 ' t うならば、

125和室 と 笠 笠 の 大 き さ の 解 説 ( 京 間 ・江戸

間 ・中京聞など ) 、31色彩の表現 :7 ンセル法

による色彩の図は、図の見方 ・使い方、 32ガ

ラスの使い方 : 型板ガラスの凶凸の使い方、

だからとい って、この

本が悪いというのでは

ありません。 1建築は

人聞のする仕事j です

から、完全無欠という

ことはあり得ない 。笑

務経験を数多く重ねら

れた若者の技術力の霊

み、密度の濃い内容、

読む人の側に立 った 配

慮は、大変に好感を党

えました。

住宅設計を学ぶ学生 ・

主婦にとっては 、手近

な指導舎として利用できますし、プロの建築

マンにと っては、手頃な建築知識を確認でき

る良主? として活用できる、と思いました 。

山田 修 / 大阪市立工芸高校

. .・ ・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・ ・・・・ ・・・・ ー・・ .. . . . .・ ・・・.. ... . . . . . . . . . . . . . . . .. . .. . . ・・・・・・・・・・ ・・ . .. . .•... . 



サ ッカー観客笹備のため待機 するユーストン駅でのポリスと

シ ェ " ー ド

のいざこざはないはずなのに、と思いましたが良

〈見ていると味方どうしでもグループによ って応

t置の仕方もj ] j ! い、ちょ っ とした事が11皇陛の種にな

るようでした 。!IJi のコンコースで早速つかみ合い

が始まりました 。事年察犬が1吠えかか っています。

やはり犬には勝てないとみえ、すぐにおさま って

はいましたカf..... .。

私は、むんむんする人のエネルギーを感じつつ、

イギリス悶t¥': の底力はまだまだだ、と，思いました

が、「ハ ッJ として、いや彼等の多くは突は失業者

かもしれない、ということに思い及ぶのでした 。

何せ 9 人に l 人は失業者なのですから 。 そう 言 え

l工、失業率のrz い都市、例えばリパプール、マン

チェスタ一等のチームが一般に強いようでした 。

早〈サッカーばかりに熱狂しなくても良い状況は 、

どうしたらつくれるのだろうか、とひとごとなが

ら考えつつ地場産業の i町ストーク ・オン トレン

ト行きの「インター シティ J ( 都市開高速鉄道) に

来り込んだのでした 。

西 村 一朗イギリスでの生活点描 4

その熱狂の最たるものでしょう 。 あまりに熱狂し

すぎて「敵J どうしつかみ合いになり、ついに死

者まで出たとの報道もありました 。 テレビで観客

席を見ていると、旗をふり口笛を l吹き、味方が得

点でもしようものなら、跳び上がり抱きつき大変

な騒ぎとなります。敵味方でヤジの応酬もケタが

ｾう感じです 。 だからも応援席はチーム別に慾然

と分けられており、その間に数列空席の緩衝7fj が

設けられる{ 立です。勿論、その緩衝僚は金網で仕

切られています。それでも微妙な判定をめぐって

競技場へなだれこんで、つかみ合いの l喧雌が始ま

ることもあるらしい 。 そんな事を防ぐため、答察

官が在l I . 答席の下に待機し、告書察馬までw:l J . Qされて

います。 いざとな ったら馬で群集をけ散らすとい

うことのようです。

ひいきのチームの試合のある日は、仕事も休んで

応援に駆けつけるのも当たり前のようでした。 そ

して、朝から大騒ぎなのです。

それは、私達家族が、ある日、陶器の町 ストーク ・

オン ・トレント ( この近くに日本でも有名な Wedge-

woodの工場がある) への見学のため朝早< Eust on 

駅へ行 った時の事でした 。駅構内は呉様な雰囲気

に包まれていました 。 多数の［ｴｾりさんが数メート

ル間隔で立ちＲｬｦ ｾ ぴｬｊ ｬ ｊ に答察犬 ・ シェパードをした

がえた管官も巡回しています。 そうだ、今日はウ

ェンブ リーでカ ップ ・ファイナルの試合があるの

だという' J ¥. を思い出しました 。 カ ップ ・ファイナ

ルというのは、リーグ戦最後の試合のようで、今

日は「マンチェスター ・ユナイテ y ドJ と「ブラ

イトン j の試合がある事にな っています。 とする

と、ここはユーストンであるから北からの「マン

チェスター ・ユナイテ ッ ド」の応援団が繰り込ん

で来るに逃いない、と判断しました 。案の定、次

々に到活する列卓から続々と人 j止が吐き 出されて

くるのでした。彼等は、隊伍を組み、品目; ビールを

カ' ブ飲みし「ウェンプリ一、ウェンブリー」 と放

歌高吟しつつ: i J 1 i り過ぎて行きます。 ウェンブリー

というのは、ロンドン西北昔I1のI也名で、そこには

サ y カ一場を始め多くのスポーツ

施設がかたま っています。サ y カ

ーの重要試合は、そこで行われる

らしく、日本の高校野球の IEJI 子

園」の ようなものらしい 。 その地

名を欽い込んだ「ウェンブリ一行

進曲( ? )J は 17ンチェスター ・

ユナイテ y ドJ の応抜散で、一地方

チームのものにもかかわらず「ト

ｹ プ ・ オブ ・ ザ ・ ［ｴｾ " プスJ の上

位にランクされ、人気のある応綾

歌です。「ブライトン」の応後歌は、

多分南のロンドン ・ブリ ッジか、

又はヴィクトリア駅にまず苅くか

ら、ここユーストン駅で・は敵味方

サ ッ カ 一一 一熱狂するイギリス人一 一

テニスやラグビ一、あるいはゴルフが「中産階級J

のスポーツだとしたら、サッカーこそは大多数の

庶民のスポーツでしょう 。 日本のプロ野球以上の

人気て¥新聞に 試合結果の il主る公式リーグは、イ

ングランドで 4 苦11まであり、そこで日本のプロ野

球チームの 7 倍以上のチーム ( 92 クラブ) が、日

本の約半分以下の人口を基礎にしのぎを削 ってい

ます。私の滞英中、 1 音I1 リーグで強くてト ップだ

ったのは「リパプールJ 、目立って人気のあ ったの

は 17ンチェスター ・ユナイテ y ドJ でした 。 こ

れでも分かるように、チームは一般に各都市を基

礎に編成され、試合は者11市対抗の様相を 呈するの

です。

試合そのものもスピード感があり、ひいき目かど

うか芸術的な試合連ぴも多々みられ、う っと りす

る伎ですが、又、その応援がものすごいものなの

でした 。

イギリス人は、保守的で何事にもがJぜず悠然と構

えている、と 言 う人もいますが、それは、政治的

外交的交渉をする時などの事かもしれません。実

際、 一般庶民は極めて新しがり屋だし、物事に熱

狂する，J'，も多いと思います。サ ッカーの応吸は、
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ユーストンからウエンブリーへの交通 ( 地下鉄 ・国鉄)
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建 晶 化 ガ ラ ス 建 材

ネオバリヱ

ネオノマ リエは 、大 理 石 の よ う な ソ フ ト な 感触

をもち、花開岩よ りも強度、 i昨l風化 性 な ど の

点で優れた建材です 。

建築物の外壁、 内壁 、 床 な ど の ほ か 、 カ ウ ン

ターやテーブル トップ などに用いられます。

ネオパリエは、また、 曲面加l工が容易にでき

るため、曲面コーナーや 円柱 を つ く る の が 容

易 で す。

永 楽 ビ ル

第 Ｒ 回大阪者 ｛Ｑ 市景観建築賞受 Ｑｾ

設計 A A A総合設計

所 在 地 大 阪 市 北 区 曽 根 崎

ネオパリエ色調 自

ネオパリエ使用箇所 外壁・内壁

設計主旨

敷地は北新J也界限に位置しており、全11皆商業施設

として計画している 。

日常的な空削を「ヶ」の場とするなら、これは

「ハレ」の場としての非日常的な空間 といえる 。

この非日常性の表現とともに 、都市景観として処

北而外観
築の表現を々えた場合。現在の者I1市における建築

l滑段E註

は、その存在を示すための自己主張が強〈、 j防体

及びその表前を緩う材料は、多筏多様にわたり、

都市に氾渡している 。 このことが、都市 としての

例性をなくしている 。この微なことから、こ の建

物は愉草11 を単純なキューピ ンクとして、使用材料

も、色も最少単位としている。又、商業地設とし

てきけることのできない諜題としてサインがある

が、このサインも建物と一体となる様ビルトイン

としている 。 このことが却 っ て、下型 ｾｴ な者 ｉｬｲ ｬＱの中

でこの主主物がその存在を明確にする結よRとな って

いる 。 ( A A  A 総合設計)

E 日 高 電 気 醐 子 持 式 首I

大阪営業部/ 大阪市北区角田 町1- 1 f i ( 06)3 12- 2971 

東京営業部/ 東京都港区三田 1- 4- 28 岱 ( 03) 456- 35 11

営業所/ 仙台公( 日222) 63- 6717 ・東京fi ( 03) 63ト 1462

名古屋台 ( 052) 937- 5113 : 大阪岱 ( 06) 723- 5061 : 福

岡公 ( 092) 531 - 5075

北海道地区のお問合せは/ 鮒建材ヰ士宮 (011 ) 736- 1131

中園地区のお問合せは/ エヌイ ージー建材側企( 日82)

284- 4591 

ご司 ｦ ， ｦ 世のＩｊに「日本縦断ネオパリエ ｭｾ 施工 Ｑ 列 ｊ を蝿料で基

し 七げ ます。 上記、最寄ＧＩ のＧＺ［ ｾ業所に ごＮＱ ， Ｑ ， Ｑ＼ F さい。



! 設 計 者 の プ ロ フ ィ ー ル ｾ＠ 関西の昭和生まれの建築家 E

浅井 謙
A A A総合設計

聞 き 手 ・編 集 委 員 清 水 修 平 ( 安 井 建 築 設 計事 務 所)

プ ロフ ィー J レ嫌影 島 修 一 ( S T UDI O A ・T )

略 歴

生 年 月 日 昭 和15年 12月10 日生 ( 43政)

出 身 地 大 阪 f打

最 終 学 歴 大 阪 'n立r.l 1!; ，¥工業高等学校

ill Wi 科l昭和34i p卒業

職 場 A A A総合設計代点取締役

所長

事務所所在地 干542 大阪市南区東h'i 水町

66初日プラザ心斎断片EピJ レ

おもな受賞 ｭＲ 厄Ａ大阪郎 Ｂ ｪＩ ｪｴｬｬｬｩｬｬ ｾ島ＱＧｴ

大阪市長1 ' t ( 水梨ピ J レ

1983)  第26回大阪府建築

コンクール入選 ー?Il I 部 優

悔 新 イ ー ス ト ホ テ ル

秀作品 大阪府主ll Wi 上会会

長賞 ( 泉北 NJ 也区近隣セ ン

ター 1980) ほか

代 表 作 品 T 邸 ( 大阪r ! il 締新プラザ

ピル( 大阪市 ) 神戸耐工ｾ｟ｻ

易セ ンターピ ノレ( 神戸市)

氷ｾピ ｊ レ Ｈ 大阪市 Ｉ 梅新イ

ーストホテノレ( 大阪市) 帽1

日プラザ心斎締ピ J レ( 大阪

市)

好きな娃築物 7 ィンランディアホール

タイバラーチ教会

グルメタ ワ ー ア ク ロ ス ( 完成予: t ! . l図)

正統派めざす売れっ子建築家

、コンペこそわが恋人H といっても過言でないぐらいコンペと織が

ある。学生H寺代に始めたコンペの入選に l床をしめ、前コンペ荒し H の

ようなことをやっていた 。 ところが30歳近くなって先輩に「道場破

りのようなことはするな」といわれ、それ以後コンペを選んで応募

するようになった 。 いまでも自信をもって広言できることは 、他の

事務所と比べて数多くのコンペに応募していることである 。事務所

としてコンペに応募することは経営的には苦しい。 しかしスタ ッフ

を鍛える意味からも積極的に勧めており、これまでの入選硲率は 75

% ぐらい。ひとつのテー? に対してあらゆる角度から個性の巡った

考えやアイデアが出され、その 中からもっとも優れたものが選び出

される。したがって個 人の視野や思考もひろがる 。 この厳しい経験

から基本計画のまとめに対する、、はやさかが生まれるという 。

幼稚園に行っていた頃、 14歳年上の兄 ilMl一氏の描いた設計図を見て、

なんと締腐なものだろうと感じたという。こんなものが自分にも描

けることができるならばと、なんの迷いもなくこの道を選んだ。卒

業後日建設計に入社、 神戸商工貿易センタービル、心斎僑プラザビ

ル、 日建設計大阪事務所ビルなどを担当、 13年間勤めたあと 、兄の

ilMl一氏とのコンビで事務所を運営する 。社長である i lMl一氏が事務所

運営を 中心に経営面や渉外を但当。所長である謙氏が設計を担当、

チームワークの良さも定評がある 。

、本物を富11 っていく' 一一これが建築に対する基本的な姿勢である

という 。子供の頃体験した大阪大空襲、今もその光景が脳裏にある 。

空襲により 人が死んでいく様子や、乏婆がセミのように屯柱につか

まり焼け落ちていく光景一一そうした原体験が、 ホ他 を気にせず、

自分の道をひたすらあゆむ。という 人生の骨組のもとになった 。奇

をてらった 作品が l隔をきかす近頃の建築ジャーナリズムをいっさい

気にせず 、 「社会のニーズを 的確に把握、その答を示すのが本物 の

建築である」といいきる 。 日建設計の薬袋 公明氏を 師 と仰 ぐように 、

めざすところは正統派建築。 I:l ilt 近の建築ジャーナルのなかには空

間についての評価 を誤っているものがある」。そうした建築ジャーナ

リズムに対する 批判l も、 「建築作品の評価は社会全体のニーズから

生まれる J という線本的理念によるものである 。

また、建築を単体としてではなく、者I1市 を構成する要素としてとら

え、大阪の街づくりにも活躍している 。 そのとっかかりとして、青

年会議所の都市問題調査会の委員長として 、 7 年前に大阪の改造プ

ランを提案した 。 キタとミナミの 2 大核のみならず、これに南港と

大阪城を 2 つの核に加え多岐都市にして、これに大阪城を大阪の顔

にすえ、周辺を総合的に開発する 。 いまでこそ 21世紀計画のテーマ

となっているが、当時としてはまったく新しい提案で、大阪の未来

の方向を決めるレールを敷いたことになった 。 また、 - 11下年からは、

事務所をかまえる地元の住民といっしょに「長堀通り界限に活気を

与える街づくり j の計画にも取り組んでいる 。巾員約50 メートルも

ある長堀通り( 御堂筋は 巾貝44 メートル) 、四ツ僑筋から堺筋までを

世界にも例をみない展示場のアベニューとして整備するという 椛想

である 。御堂筋の改造計画もあるが大きな建物ができあがっており

あまり整備できない。 それに対し、長堀通りは笑現の可能性が大き

いという 。

独立する前は大きな組織をパ ックに仕事をや っていた 。大組織の 中

ではある程度の甘えもあったが、自分で始めてからは、まず自分自

身の考えでシビアに対応するようになったという 。 そしてこれから

の中小事務所の役割は、企画力。であるという 。社会のニーズにど

う対応していくかを追究しなければならない。たとえば、建てたと

きの用途のみならず、その後どのように展開させていくかを考える。

建築だけの問題としてではなく、社会のニーズとしてこのような 問

題がふえてくると予 iJII lする 。

作品の作風は機能的で明快。それでいて魅きつけるものがある 。近

頃の建築ジャーナリズムを 批判することからもわかるように、正統

派の建築家として評判 もたかい 関西建築 界の売れっ子建築家である。

〔次号の登場者は官家克子氏 ('1]' 家 建 築 設 計 室 ) )  

世換と H 会 19刷' 1' 7 )1 1;. 35 



オ フ ィ ス 空 間 の 内 と 外

寺本敏則氏( 日建設計) 設計のニつのオフィスビルを見て一一一

加 藤 カ

寺本氏の手による建物の見学会が催された。 いみじくも翁は建築の価値を知りぬいていた 。

対象は大阪に建つ 2 つのオフィスビルで、松 ところでオフィスビルの空間の本質は活た

下屯総貿易本社ビル( 昭和55年竣工) 。近鉄盆 ロビーでもなく、豪華ーな役員室でもない。 多

島ビル( 昭和58年竣工) である 。 くの社民やオフィスワーカーの働〈一般事務

すでレに寺本敏 filJ 氏( 日建設計 ・設計部長) の人と l渚である 。 日建設計の計画するオフィスビル

なりや設計手法については、本年 2月 本 誌 「 設 はいずれも無柱の事務空間を時保することが

計者のプロフィー j レ」の欄で詳しく取り 上 げ 伝統的な手法となっている 。空間に柱がない

たJ 長観への指向。と題するインタビューの内 ことは、むろんフレキシビリティーを高めは

容は、自己の設計技術をまじえながら建築が する 。 しかし、モデュールを採用する限り、

環境に果す役割りや関係について諮ったもの 空間は目にみえぬ壁や仕切に支配され、規制

であった 。 この 中でとくに強制していること を受ける 。 これに答えて寺本氏はこう語る 。

があ った。それは前自由発想建築への警告。と

でもいうべきもので、設計者は建物を富IJ るに

際し、まず周辺環境の特性を議ることが大切

であるとの主張であった 。建物の形態はむし

ろ内的要求からよりも、環境を含む外的要悶

を整理することで決定されるべきものである

との主旨であ った。あらかじめ自己のもつ言

葉や形にとらわれることなく、環境の前に無

心に、そして表層の部分から設計を始めるこ

とを説いたものであった ・・ 。

*  *  *  

「柱がある 。その裏には J15が存在する 。この柱

と ＩｩＡｾ によってスペースは正と負に分断される 。

オフィス空間は一体化が原則lである d このビ

ルの場合にはトラス梢造を適用することによ

って窓辺の柱を分割し、なおかつ断面を小さ

くする 。 さらに柱の裏面のカドをかくことに

よって、視覚的にも柱の存在を打ち消してい

る。 いわばオフィスの内と外とは扉風状の一

枚の仕切によ って区切られて、それがそめま

ま外装とな っている 。個室や間仕切を必要と

する空間は、南側に専用に作られたスペース

松下電器貿易本社は御堂筋に面して、心斎橋 にコンパクトにまとめられて、 210 坪の事務

のにぎわいから少しはずれたところに建てら 空間は、見事一体化した空間がっくり上げら

れている 。紫色の花筒石とカラスの組合せを

身につつみ表情はやや堅〈、帰りつめている 。

特色は縦に突き出て吃立するベイウインド 。

その三角宏、の一面は光を反射させ、残り一面

はＩ ［ ｾをおとして起伏に富む 。 それは気負いも

なく御堂筋の街のリズムをくずすことなく周

辺の街並みに呼応しながら独自の空間性を保

っている。表面に貼られた石が、形の特性を

さらに引き立たせているのも特色である 。

1'i 笑剛健をモットーとする松下グループの主

要企業の自社ビルである 。一般の概念では外

装に石など貼ることは、むしろ設計者の側が

尻込みしてしまう 。 ところが日建設計の手に

かかると石貼りとなる 。寺本氏は先のインタ

ビューの中で建築物の永続性に ｦｾ ｬＡ れ「建物は

時とともに l床わい深くな っていくものを造り

たい、そのためにはコストが許せば石を使い

たい J と述べている 。 ここに石を用いるにあ

たっては少なからずエピソードがあった 。 ま

ずいまだ輸入もされていない石採しから始ま っ

た。つぎに松下貿易がこれの輸入権を手得す

る。 自社の取り扱う外国産花附石であれば、

その宣伝を兼ねて使うことができると考えた

のである 。 そんな心配をよそに松下翁の反応

はつぎのようであ ったといわれる 。「何はるん

や れ 石 か ? 輸入品? いいゃないか J 。
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れている 。 ここでは背の高い家具の使用は祭

止され、フロアーの隅々までも目がとどき、

人の声もかわせる限りの空間規模を形づく っ

ている 。

無柱空間は堂島ビルでも同じことで、モテ'ユ

ールは相方 3 .1 Mが採用されている 。新宿の

S ビル ( 日建設計東京本社 ・昭和58年度日

本建築学会賞受賞 ) に代表される来京の日建

設計のオフィスビルは、 3. 2Mがしばしば使わ

れているところからみれば、ここらへんが大

阪的で省スペース化をねら ったところか。内

からの出: 容の効果は祝賀; 的にもさることなが

ら、日長り出した部分のスケールが、ちょうど

小会議や応接、それに管理者一 人のワークス

ペースとしても手ごろな機能を与えている 。

きて、自社ビルの松下屯器貿易本社に対して、

堂島ビルはテナントビルで規模も 21階とかな

りの大きさである 。 そこでリニアコア形式を

とることで建物のスケールをやわらげる 。大

きさの分だけ表情と表面は経〈、繊細さが加

えてある 。重厚な御堂筋に比べて、発展の凹

ツ術館j に建つビルである 。光明を投げかける

ような明かるさがビルの特色とな っている 。

表面には小口タイルが貼られ、それは N S ビ

ルと同じもの。一枚の小さなタイル聞が 4 つ

の反射函をも って微妙な光を放 って見える 。

松下電器貿易本社ビル

近鉄堂島ビ J レ

茶色が薄〈、むしろ青みがかつて、このスケ

ールには良〈似合う 。 ここでの特色は、街並

みとの関連を促えた視線の誘導、そして街に

あけはなたれた小さな公関空地である 。秋口

になれば赤〈色づく南京ノ、セ‘ の樹が広場には

枯られて、外装のタイルの色に映えるという 。

*  *  *  

寺本氏は設計についていつもこう考えている

という「自分の造る建物が周辺の環境をおび

やかしてはいないだろうかに場所のアイデ

ンティテーにふさわしいだろうか? J 技量は

あるが社会的にカも薄い建築家が、小さな建

物の中でおti一杯自己を主張して造ることは、

あるいは許せることかもしれぬ。 しかし技量

もあり、カを持つ者が、土地のなごりや因習

や、つながりを飛び越えて、カにまかせて大

建築を造ればどうなるか? 、自由発想ではな

く環境に感応する手法とは、じつのところ、

力も技ももっ者がその技量を社会の中でたし

かめていく上での防衛本能にも似た自浄行

為ではないかと、 2 つのオフィス.ビルを見な

がら 、フトそんな惣いがE員をよぎった 。

( か とう っ とむ 京 榔工立芸繊維大学住環境. ，{- : 科，講師 )



情報世紀を照準する… …

近電工のシステムエンジニアリング

高度情報社会へと展開する都市・. ，.
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l  週圃 E 華客 |  能都市整備公団 @ ] すまいづく

用 地 取 得 か ら 入 居 者募 集 ま で

一作業フ ローとそ のポイン トー

竹 本 俊 平

岡 地 情 報| す ま い づ 自 本 公 高 宅 金 建 そ

以 二 二2 こロ 主 共53 建 融 設 m

くり ・ま ち づ く り の ス 選 回立 業 俄 柴 山

定 人 体 " " 者 間 者 他

タ ー ト は 、 ま ず 用 地 取 全体 | 醸 畿 灘 翻 I I  

得 か ら 始 ま り ま す が、 3  7  24 32 7  5  21 

そ の 用 地 に 関 す る 情 報 12 II 44  9  6  27 

は 、 地 主 本 人 公 共 団 団 地 系闘 機欝鱗機議審議 I  I  I  

¥- - - - 一一一一一一ー一一一←- - と= ミミ』

体 制 業 者 金 融 機 関 隠 れ ・¥機 rn
!羽 ・建 設 業 者 ・設 計 事 8  16 50 10 2  4  10 

務 所 な ど か ら も た ら さ (数字はパーセント)

れ ま す 。( 図 ー 1 参 照 ) 団地系は宅建2走者、市街地系は公共団体からの用地

情報が多〈、それぞれのまちづくりの発端が異な っ

<P oi n屯〉

ていることがよくわかります。

公 共 団 体 の 都 市 計 画 図ー 1 用地情報提供先( 昭和57年度、関西支社)

・企 画 担 当 部 局 や 宅 建 業 者 に 対 し 、 公 団 の 事 業 手 法 を 紹 介 し た り 、

新 聞 紙 上 へ 広 告 制 級 を 行 う こ と に よ り 情 報 の 註 を 刷 や し ま す 。

巨亙誼 数 多 く も た ら さ れ る 用 ltll1' ，'i報 は 、 玉 も 石 凶 じ っ て

い ま す の で 、 下 記 の 項 目 を チ ェ ック し て 住 宅 適 地 を 選 定 し ま す 。

調 査 項 目 用 途 地 域 等 の 都 市 計 画 、 排 水 問 題 を 重 視 し た 供 給 処 理

胤 訟 の 現 状 お よ び 交 通 の 便 利 さ 、 教 育 ・行 政 社 会福祉施設、 商 業

・医 療 地 殻 、 公 害 ・埋 蔵 文 化 財 の 有 無 、 地 盤 等 の 用 地 概 況 や 住 宅 待

婆 :Gl の 有 無。

<  P oi  n t >  

a .  ;f}L上 刻 査 だ け で は 不 十 分 で 、 現 地 ロ ケ ー シ ョ ン を 行 い 、 住 宅

地 と し て の 土地 柄 を 笑 感 と し て 把 泌 す る 。

b  自 ら 適 地 調 査 を 行 い 、 自 主 選 定 用 地 を 抽 出 す る こ と に よ って、

日 頃 か ら 土 地 おJ を 養 っ ておく 。

|経 営 目標 の 設 定 ・ 建 設 計 画の 策定 | 供 給 す べ き 住 宅 の 性 能 水 単 ・

供 給 品 ，1刷 物 を 定 め ま す 。 {凶絡$ ' ) : 定については、公団独自の算定シ

ステムを係J l J していますが、t ) : 定のファクターは、応募{ 持率 ・完 売

期 間l の 予 ill り、 交 通 時 間 、 手IJ1更 地 設 教 育 施 設 ・購 買 施 設 の 状 況 、 駐

車 場 設 世 率 、 バ ル コ ニ 一 規 模 、 設 備 水 準 等 で あ り 、 そ れ ぞ れ 参 考 事

例 と の 比 較 ポ イ ン ト 法 を 採 用 し て い ま す。

<P o i n t >  

用地取得から入居までのフロー

a  こ の H寺 点 で 設 計 の 基 本 7 H十を定めることとなるので参考! j ' ; 例

の ｩ 臨機な選定があとあとの計画に ｩ ぷ ｾｩ します。

b.  1i U i 格設定にあた って は 、 民 間 の 住 宅 情 報 に つ い て も 定 期 的 に

存在理し、世間の利] j 創 価 桁 を す ぐ に イ メ ー ジ で き る よ う に し て お

き ま す 。 ( 図 - 2 参! !(¥)

c  こ の 11寺 点 か ら 、 公 共 団 体 に 対 し 、 建 設 計 画 に 関 す る 公 団 の 考

え 方 を 説 明 し 、 協 議 を 開 始 し ま す 。

万円

10 

家

専有床面積

図- 2 賃貸住宅の供給特性 一 公団・民間別および沿線別 一

匡亙国 経 営 回 線 に 対 応 し た 用 J也価格で取得できるよう、 相 手

方 と 交 渉 を 行 い ま す 。
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{日日 4司159年度1則同

支社経常戦略全市

資料か ら引 111)

100m' 

3 社 以 上 か ら 提 出 さ れ た 土 地 銀 定 評 1illil.!J を 参 々 に 、 価 格 の 上 限 を

決 定 し ま す 。

|団 地 設 計 ・ 建 物 設 計| 先 に 立 て て お い た 経 営 目 際 建 設 計 画 を フ

""'" "1'11111111111"1住宅・都市!Il: 備公団協力業者 ( P R ) IIIIII IIII IIII IIIII I川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 山 川 川 川1111川川"""""11""'""11"111" 川 川 山 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川1111111川 川 州 川 川 川 川 川 川 川 山1111111川川川川附川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

安藤建設株式会社大阪支庖

支倍長 j中 田 幸 作

大阪支応 干553 大阪市街b); 区福仏 6 - 3  - 21  ';Il 話06- 453- 2190(i¥j

38 也築と H会 1984年 7 11 1;. 

2  

20 40 60 

くP o i nt >

東 洋 土 建 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 住 吉 区 東 凹 辺 2 丁目 3 番 2 号

干546 屯訴 0 6 - 6 9 2 ー 1 3  3  1  ( 代) - 5 番

束京支出 点京都港区六本木 2 丁目 3 番 9 号 f色'1'ピ J レ

干 106 ｾｉｌ 話 ＰＳＭＵＸＶ Ｍ ＰＷＵＱ ( 代)

営 業 所 織 浜 名 古 屋



イ ジ カ ル で 具 体 的 な も の に し ま す 。 本 格 的 な す ま い づ く り・ ま ち づ

くりの開 始 で す 。 新 し い 住 性 能 、 工 法 、 発 注 方 式 に 工 夫 を 施 し 、 す

ま い と ま ち に つ い て の セ ー ル ス ポ イ ン ト を 設 定 し ま す 。

<Poi nt >  

この ｬ 時点で、公共団体等と法律Ｈ公団法 ・ 者 ＱＱ 計法、建 まｾ法 ・消防

法 ・ 宅 造 法 ) に定める言者 協 議 を 開 始 し ま す 。

|地 元 関 係 者 へ の 説 明 | 町 内 会 ( 自 治 会 ) 、 社 会 福 祉 協 議 会 、 地 元 関

連 の 議 員 等 と い っ た 地 元 関 係 者 に 対 し 、 建 設 計 画 を 説 明 し 、 理 解 と

協 力 を 求 め ま す 。( 言羊制11 は 、 す ま い づ く り 鱗 座 3 の 3 項 を 参 照 )

<Poi nt >  

a  地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ に 同化 で き る 建 設 計 画 と す る こ と を 第一

義 と し ま す 。

b  地 元 か ら 出 て く る 要 望 に | 刻 す る 協 議 は 、 例 別 協 議 を 避 け 、 l町

内 会主 事 の 組 織 を 通 じ て 行 う よ う に し ま す 。

匡雪亘 工 事 に 先 立 ち 、 工 事 工 程 計 画 に 関 す る 酬 を 地 元 に 笑

施 し ま す。

<Po i nt >  

a  工事に起因するｾ任は、施工業者にあることを明確にしてお

き ま す 。

b  工 事 期 間 中 を 通 じ て 、 町 内 会 等 の 組 織 を 通 じ て 工 事 に i期する

広 報 活 動 を 定 期 的 に 実 施 し ま す 。

|す ま い の P R | 工 4: J'; .;<J" ，: 務所単位に、建設計画を P Rす る 担 当 者 を

配 し 、 工 事 概 要 誌 を 備 え 、 ま た 、 必 要 に 応 じ パ ネ ル 展 示 等 を 笑 施 し

ます 。 ( 図 - 3 参 照 )

<P O  i  nt >  

す ま い と ま ち の イ メ ー ジ 侵 透 を は か り 、 住 宅 の 性 能 や セ ー ル ス ポ

ひとくちメモー 1

. 入居者ア ンケ ート 関査

公団が笑施しているアンケー卜調査は賃貸新規、賃貸ｾ家、分撲の三

つの区分別にまとめられています。アンケート項目はつぎの通りですが、

経年的な住宅需婆の推移が判るので、住宅問題研究者から、これらの集

計結果は、とくに重視されています。

アンケート項目

①家族状況②世帯主の職業 勤務地③住宅手当の有無④通勤時間1

・手当 ⑤自i I i )JIII の保有状況 ⑥前住宅の種類 広さ ⑦前住宅退去の

理由 ③過去 1 年聞の住宅探しの実際 ⑨新しい住宅の選定理由と評価

分殺の場合は、上記に加えて ⑬頭金の調達方法

イ ン ト を 秘 筏 的 に P R し ま す 。

区 亘吾 ｾ 賃 貸 住 宅 は 入 居 の 1 - 2 ヵ 月 前 、 分 譲 住 宅 は 入 居 の

2  - 3 ヵ 月 前 に 募 集 を 開 始 し ま す 。

<P o i n t >  

a  募集ノマンフレ y 卜には、年IJ使 施 設 ・供給 処 理 地 殻 ・教育 施 設

( とく に 高 絞 め 学 区 ) 等 の く ら し の 案 内 を 掲 載 し ま す 。

b  モデ/ レルームは、実際の住戸を 利 用 し た モ テ ル ル ー ム と し 、

仮 設 建 築 に よ る モ デ ル ル ー ム は 避 け る よ う に し ま す 。

|資 格 審 査 ・ 契 約 | 申 込 時 点 の 舎 類 と 実 際 の 入 居 者 の 属 性 と を チ ェ

y ク し ま す 。 ま た 、 今 後 の 住 宅 供 給 計 画 に 反 映 す る た め 、 入 居 者 ア

ン ケ ー ト を 実 施 し 、 年 度 ご と に レ ポ ー ト と し て ま と め て お き ま す 。

(ひ とくち〆モ ー l 参照)

区画 す ま い の し お り を 配 布 し 、 共 同 生 活 の 智 恵 や 心 得 を P R し

ま す 。 分 殺 住 宅 に あ って は 、 管 理 組 合 を 結 成 さ せ 、 区 分 所 有 法 に |期

す る 基 礎 知 識 ・建 物 の 維 持 管 理 費 用 等 の ガ イ ド ラ イ ン を 示 し ま す 。

r  I  ｾＧｉ｜ ｜＠ . . J 記: ?: ぷ官ば子ラ二ー さわやかな生活シ ーン のための到テ ＭＩ ｾ
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いとまちのイメージア ップを はかります。

図 - 3  工事期間中に P R を行うための工事概要書の一例 ー設計の性能、プランタイプを紹介するほか、団地周辺の名所旧跡をイラストマ ップにするなどの工夫をし、すま
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1川l  

日 本 国 土 開 発 株 式 会 社

取 締 役 社 長 石 上 立 夫

本 社 〒107 * 京都港区赤坂 4 丁目 9 番 9 号 屯話03- 403- 3311

大阪支前 干550 大阪市西区西本 l町 1 - 10- 10 全日空ビ l レ屯吉市06- 538- 7354

技術に生きる

福 川 建 設 株 式 会 社

干543 大阪市天王寺区南河堀町 6 - 31 屯話06- 779- 1515 (代表)

支応 ・東 京 営 業 所 ・神戸、大津、奈良 出様所 ・ ｾｉｩ 宮
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実務に役立つノウハウを，わかりや

す く 見 や す く ま と め た ニ ュ ー タ イ プ

. 2色刷…

・コンパクト編集

・軽快なハンドブック

任B

まず 2 冊同時発行

i現段I脚設計
荒 木 位 置

学審制"1‘u

z  

0， 

l E闘 の
内

--園調 鑑 仔 宿 署

ヨ.. 語瑚媛栓

( 確かな 内容 を楽しく 〉

生半可な技術では用をなさない . 営業的 なセンスもなければプロではない .

プロしか生き残れない時代. 最先端のノウハウをまっ先に手に入れるため

の新シリーズ登場. 各分野の大ベテランが本当のところを教える . よりわ

かりやすく ， よく手早く楽しく読める / が本シリーズのモッ トー. 協会な

らではの ，実務のポイントを jljl えた，すぐ役立つノウハウ集である .

- 干I j 行にあ たっ て (社団法人 日本建築協会) ・

創立. 60周年を記念して刊行いたしました「建築技術選書」は，幸いにも，実務に役立つ技

術書としてご好評を得ることができました当シリースaは「建築技術選書」の姉妹版とし

て， ここが決め手というところを，わかりやすく親しみやすくまとめたものです プロを

目ざす技術者，とりわけその第一歩を踏み出そうとしている方の良き友となれば幸いです

T Q Cから見た建設業

/ 問題解決の決め手 / 荒木睦彦著/ 四六 ・192頁 ・定価1600円

T Q Cはお灸のようなもの 成功例ばかり読んで，

ともかく導入したのはよいがれっぽ" をはずして

会社が大やけど，といったことにならないための

必説 i!f . 建設業の T QC の表も築も知りつくした

箸者による ，実E英のための手引き

〔目次〕 はじめに 1建設業の T Q C 2 T Q  

C とは何か? 3 問題のとらえ方ー現状把握 4  Q  

ｃ サークル ー問ｾを克つ ｬ する訓練の場 5 方針管理と

社長診断ート ップが問題を見つけ解決する場 6 管理と

そのポイントーC A P Dの輸をまわせ 1 7 QC 七つ

道具一考え方と使い方 8 おわりに

躯4宏T 事監閣のチェックポイン卜

出..，.，.....苛苛.rm."' ".z. v  ｾ＠ 100 

須賀好富著/ 四六・ 224頁 ・定価1800円

現場経験が少ないと，とんでもない失敗，恥かしいミスをすることがよくある . 失

敗してから知ったのでは遅すぎる監理の盲点など，躯体工事監理のノウパウを，最

新の知見と豊富な経験から 100 のチェックポイントに凝縮した 1  項目を 2 ページ

兄院l きにまとめ，簡潔な説明と詳細な図で，深くも浅くも活用できるよう椛成した

三じｾ、 躯{ 本工事を「基礎工事J i コンクリート工

弐加 こんなことは 仇 吋 予 事 J i 鉄筋工事J i 鉄骨工事」にわけ，た

お 九 しませんね l  わ とえば i 鉄筋メーカーと規格 J i 鉄筋の

戸 だけど.. ... .... t7々 、A 継手と定1

Y

i J  i 鉄筋の圧接と溶接 J i 機械

地J:，)セ 的継手 J i かぶり J平さと鉄筋間隔」など，

0' 、t:J 各工程の盟主理のポイントを明快に示した.

c::t..::> v  図，表，イラストなど，全 400 点以上収録.

慨しいことをしかめ つつらして読むのはもうやめよう 身に つける ためには楽しむのが一番 2 色刷にな ってわか りや

すさは抜群だ しかも ，本を読むのがにが手な方や，仕事のあい 問に読む人のために，肩が凝りそうなところでは“ ノ

ウハウおじさん( 仮称なので名前募集中) " が登場する 技術舎の殻をやぶった技術書. 続刊にもご期待ください

なになに

- 要点、を 押 さえ一 一

〈二二〉

- す ぐ役立つ

つ々T乙!

• 
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青 年 技 術 者 の み な さ ま ヘ

「建築と社会」昭和59年 11月号の「第31 回青年技術者特集号」の応募について

日本建築協会誌「建築と社会」は毎年「青年建築家特集号」もし

くは「青年技術者特集号」を企画し、すでに 30回にわた って優秀な

青年技術者を紹介してきました 。

今回も、 「青年技術者選術委員会」を設けて、選衡の上掲載する

ことにしております。

その選ぶ分野も 、建築に携わる技術者層の多面化傾向を考慮: して 、

設計だけに限らず、計画、構造、施工、設備お よびその他広〈建築

に関連する分野から、優秀な青年技術者を選んでその不断の研究努

力とすぐれた業績を「建築と社会」に掲載して顕彰することにして

おります。

ついては、下記応募規定を参照の上、ふるって応募されんことを

希望します。

応 募 提 出 規 定

1  応募される人は満35才までの青年技術者であ って 、本会会員に

限ること 。

2  原則として、本会会員であるすいせん者を通じて応募のこと 。

すいせん者は被すいせん者( 青年技術者) の勤務する手脳波の上司

なり上長であること 。すいせん者が学校教官である場合はこの限

りでない 。 また本人が組織の代表者である場合は白せんとする 。

( すいせん用紙は事務局にありますので、ご請求ください)

3 . 応募者は、設計( 住宅・インテリアを含む) 、計画( 都市計画な

ど) 、施工、構造、設備、その他の分野にあって 、 なしとげたすぐ

れた実綴について、すいせんをうけ、下記の所要の資料を本会に

期日までに提出すること 。

4 . 提出された資料は「膏年技術者選衡委員会」にかけて選衡する 。

5 .  r青年技術者選衡委員会」において選衡されたものは「第31四

百年技術者特集号 J (昭和 59年11月号) に記載するとともに 、記念

品を贈呈する 。

6 . 提出 資料

(1)  略 歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

(2) 選衡資料

A  資 料

( i )  建築設計の場合( 住宅設計 - インテリアを含む)

鮮明な写真、配置図および主要平面図、概要、設計要旨、そ

の{也設計内容を説明するに 十分な資料

(ii)  計画の場合( 都市 ・地域の計画など)

計画図、計画要旨 、 その他上に準じた資料

(i ii ) 施工、構造、設備の場合( それぞれの設計計画なども含む)

上に準じた資料

(iv)  上記以外の分野の場合 ( プロジェク ト等の調査 ・企画 ・調整、

コンサルテイング、 コーデイネイ卜、プログラミング、部材 ・材

料の開発、造園等、その他)

それぞれにふさわしい資料

B 資 料

上記 A 資料の各業績において、応募者本人が関与した程度、役割 ・

立場等を明らかにし、 A 資料中、本人が特に貢献した部分、また

は力量が活かされたと思われる部分の詳細な説明、考え方および

将来的展望などについて、 400字詰原稿用紙8枚以内に平易簡明に

まとめたもの( 必要に応じ図 ・表を用いて差し支えない) 。ただし

応募者 ・本人の自筆に限る 。

(3)  すいせんのことば

原則として、すいせん者によるすいせんのことば( 120字でいど)

を添付のこと 。 自せんの場合は不要。

( 注) r青年技術者選術委員会」において選衡し、採択されたも

のについては、後日、本人の写真、青年技術者としてのことば( 青

年技術者としての抱負、考え方、信念、建築観等々を、 400字てい

どで執筆) の提出 をお願いすることにします。

7 . 提出期限 昭和 59年 9 月 3 日( 月) 厳守

8 . 提 出 先 日本建築協会「青年技術者選術委員会」

大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100 大阪駅前第 3 ピJレ21階

w530 電話 06- 348 ー 0635

9 . 青年技術者選衡委員会 (昭和59年度)

委 員 長 井 上 混( 高松組取締役企画部長)

委 員 寺 本 敏 則 ( 日 ill 設計設計部長)

/ /  
土 』巴 耕 一 ( 東畑建築事務所取締役設計部長)

//  

今 井 潤之介 ( 住宅都市整備公団住宅事業第 l 部長)

。
鳴 海 邦 碩 ( 大 阪 大学助教段)

。
金 多 潔( 京都大学教佼)

今

須 賀 好 富 ( 近 畿 大 学 助 教 授)

イシ 池 山 壮一郎 (竹中工務庖設備部長)

イシ 末 松 利 夫( 末松設備綜合コンサルタント代表取締役)

。
浅 田 孝 夫 (大林組建築工務部長)

イシ 藤 井 俊 彦( 大成建設大阪支庖校術室長)

l . I ! 換と社会/ 1984年 7 )JI;'  41  



けんちくの

無 題

「建築の限J 欄 へ の 執 筆 依 頼 を 受 け た 。 昭 和 42年 の 正 月 か ら 半 年 間 担 当 し た こ と が あ る の で、今 回 は 17

年ぶり 2 度 目 に な る 。 以 前 、 ど ん な こ と を 書 い た の か と 思 っ て 書棚 を 探 し た ら 、 当 該 号 が う ま く み つ か

ったが、 拙 稿 を 読 み か え し て 見 る と 内 容 も 文 章 も い ま ひ と つ で 、 ま っ た く 汗 顔 の 至 り で あ る 。 とい って 、

今 度 も う ま く 書 け る か ど う か 、 は な は だ 自 信 が な い 。 け れ ど も 、 と に か く 狙上 に載せられたのだから、

ベ ス ト を つ く し た い と 思 っ て い る 。

17年 前 の 「 建 築 と 社 会J 誌 は 、 そ の 頃 か ら 版 の サ イ ズ が 拡 大 さ れ 、 現 行 と 同 じ 大 き さ に な っ た 。 会 長 は

来 畑 謙 三 先 生 で 、 会 誌 3 月 号 に は 日 本 建 築 協 会 創 立50周年記念、の特集があった。当時の会誌をパラノマラ

とめくって見て気がついたことがある。例えば「護ｾ新年 ｊ の緑色のページに記載されている会社や個人

の 住 所 に は 、 現 在 す っ か り 定 着 し て し ま っ た 郵 便 番 号 や 電 話 の 市 外 局 番 が 付 さ れ て い な い の が 、 そ ぞ ろ

懐 し い 。 ま た 、 社 名 が そ の 後 変 更 さ れ た り 、 代 表 者 が 交 代 さ れ た 会 社 も 少 な く な い こ と が 判 る が 、 す で

に 鬼 絡 に 入 ら れ た 方 々 も 多 く 数 え ら れ て 、 当 時 の 会 誌 の レ ビ ュ ー は 17聞 の 歳 月 の 移 り 変 わ り を 一改 め て 感

じ さ せ た の で あ る 。 ( K .  K )  

み な み の新 しい 建 物と 雰 囲 気

大 阪 市 の 御 堂 筋 を 中 心 に 東 西 へ 拡 が っ た 街 筋 に 、 こ こ 数 年 の 聞 に 若 い 人 た ち の 集 ま る 建 物 や 、 気 の き い

た 商 業 ビ ル が 目 立 つ よ う に な っ て き た 。 ア メ リ カ 村 や ヨ ー ロ ッ パ 村 が そ の 代 表 で あ る が 、 若 い 人 た ち に

混 じ っ て 、 ぶ ら ぶ ら そ の あ た り を 歩 い て み る と 、 庖 内 の 商 品 の 並 べ 方 や 建 物 の 色 彩 に 新 し い 雰 囲 気 を 感

じ る 。 ま だ 建 物 も 点 在 と い っ た 状 態 で あ る が 、 そ れ ら を 結 ぶ 街 筋 に も 影 響 が で て い る よ う で あ る 。 た と

え ば 窓 辺 に 花 や 緑 の 鉢 植 え を 遣 い た り 、 j苫 の 入 口 を 明 る く 飾 る な ど 、 街 並 み に う る お い が 出 て い る 。

ヤ ン グ フ ァ ッ シ ョ ン と い う の か も 解 ら な い が 、 案 外 お ち つ い た 感 じ で あ る し 、 売 って い る も の も 多 く は

ノ ー ブ ラ ン ド で は あ る が 、 自 然 の 素 材 を 使 った も の が 多 い よ つ で あ る 。 眺 め る だ け で な く 、 自 分 た ち の 出

入 り す る 建 物 で あ り 品 物 を 並 べ た り 、 ぶ ら つ い て 歩 け る 空 間 が 共 有 さ れ て い る 。 建 物 の 役 割 と し て は 商

業 建 築 の 機 能 を 満 た す と い う こ と に な る の で あ る が 、 街 並 み の 中 で 自 分 の 存 不 正 を 主 娠 す る の み で な く 、 街

並 み へ の 対 応 の 仕 方 が 協 力 的 で あ る 。 商 品 の み を 売 り つ け る と い う こ と で な く 、 お 客 に 選 択 す る ゆ と り

を 持 た せ る 場 と 、 人 々 を 魅 き つ け る 雰 囲 気 が 生 ま れ て い る よ う で あ る 。 ( H . T )  

隣 の 芝 生

職 業 を 聞 か れ て 、 建 築 の 設 計 を や ってお り ま す と 答 え る と 、 良 い お 仕 事 で す な あ 、 と い わ れ る 。 他 人 の

金 で 、 好 き 勝 手 な 建 物 を 設 計 し 、 そ れ が い つ ま で も 残 る こ と を 指 し て の こ と ら し い 。 自 分 で は 建 築 設 計

ほ ど や り に く い 仕 事 も 珍 し い と 思 っ て い る 。 予 算 と 法 規 に し ば ら れ 、 決 め 手 の な い テ ザ イ ン に 頭 を 悩 ま

し 、 現 場 で は う ま く ゆ か ず 、 気 に な る と こ ろ だ ら け の 建 物 が 衆 人 環 視 の な か に 晒 さ れ て 残 っ て ゆ く 。

建 築 の デ ザ イ ン に 11佐 ー の 正 解 は な い 。 た と え ば 、 窓 、 の 大 き さ を 決 め る 場 合 も 、 い く ら で な け れ ば な ら な

い と い う も の は な い 。 屋棋 の 形 も 、 丸 い 屋 綴 に し ょ う が 、 三 角 屋線 や 陸 屋 綴 に し ょ う が 、 雨 さ え 漏 ら な

け れ ば ど れ で も よ く 、 形 は 好 み の 問 題 で あ る 。 壁 や 床 の 色 も 、 白 で よ し 、 緑 で も よ く 、 ま た 黄 色 で も よ

い。自 由 と い え ば 自 由 で あ る が 、 竣 工 し た 建 物 に 対 す る 評 価 も 十 人 十 色 で あ る 。 だ か ら 、 ひ と つ の 建 物

を 複 数 の 人 で 設 計 す る 場 合 に は 、 た い へ ん 面 倒 な こ と に な る 。 妥協なしで全員一致のテサゴインなんてあ

り得ない。組織でで. 主建芝築の設計計- をするの lは立大変だだ、と

やはり、隣の芝芝- 生は青〈見えるらししい、、。 ( S .  y )  

10年 の 歳 月

突 然 編 集 子 よ り 、 建 築 の 11良 。 に 投 稿 す る よ う 電 話 を い た だ き 、 日 l須 お 世 話 に な っ て ば か り い る 手 前 、 ご

辞 退 す る わ け に も い か ず 、 ま た 、 お 引 受 け す る ハ メ に な っ た 。 ま た と は ち ょ う ど 10年 前 の 1974年 1 月 ~

6 月 ま で こ の 欄 を よ ご し た か ら で あ る 。 10年 前一一一千里の万博も華やかな成功裡に幕を 閉 じ 、 日 本 中 が

まだ列島改造論の熱気につつまれ、「インフレの先取り J な る 流 行 語 の も と に 土 地 、 建 物 の 不 動 産 が 投 機

の 対 象 と な り 、 こ の ま ま エ ス カ レ ー ト し て い っ た ら ? と 頭 を ひ ね っ て い る 聞 に 、 第 一 次 石 油 シ ョ ッ ク で

頭 か ら 冷 水 を か ぶ せ ら れ 、 業 界 だ け で な く す べ て の 産 業 が 構 造 的 に 見 直 し を せ ま ら れ た 時 期 で あ っ た 。

そ ん な 状 況 下 で あ り ま し た の で 、 前 に 書 か せ て も ら っ た 事 柄 は 、 み な 資 源 を 大 切 に と か 、 廃 棄 物 の 再 利

用 、 建 築 物 価 指 標 に つ い て 、 と か ネ オ ン の 消 え た 街 中 の よ う に H音〈、見直し を 扱 っ た 事 柄 ば か りだ った

ように記! なする 。

あ れ か ら 10年 一 一 一 石 油 問 題 の 余 震 は 続 き 厳 し い 厳 し い と い い な が ら も 不 況 下 を 各 業 界 共 知 恵 を だ し あ っ

て成長してきた。が、 10年 前 に は 重 厚 長 大 ・軽 薄 短小 型 産 業 な る 言 葉 も あ ま り 聞 か な か っ た し 、 ま し て

や 高 度 情 報 化 時 代 、 高 度 先 端 技 術 な る 言 葉 も 耳 慣 れ し な か っ た が 、 い ま や こ れ ら が 日 常 生 活 の 中 に 組 み

込 ま れ 、 建 築 業 界 と い え ど も こ れ を い か に 活 用 し 、 い か に 仕 事 に つ な げ る か で 将 来 性 が 左 布 さ れ る 、 ま

さ に 厳 し い 過 中に あ る と い え よ う 。 ( S .  S )  



日本建築協会会告

‘ 通常総会決議報告

昭和59年 6 月20日開催の通常総会におきまして、下記議案がそれ

ぞれ原案どおり不認されましたので、ここに会告いたします。

戸

」

3

-
一ロ

1  . 昭和58年度 事業報告( 日IJ 渇)

ＲＮ 昭和 ＵＸ 年度決算報告 Ｈ 日ｬｊＮｴｾ Ｉ

3  昭和59年度 事業計画 ( 4 月号に会? 軒高)

4  昭和59年度 収支予算 ( 4 月号に会出斉)

4 会員の受賞

このたび、下記会員の諸氏は、建設界における多年の功紛によ っ

て、建設大臣より表彩を受けられました。 ここに誌して、その栄誉

を、おｾび申し上げます 。

コ
じ

さ

ロ

忍田 精 三 氏( 近畿屯気工 'f l<附)

中西 孝 氏 ((附マ ンテ ン)

藤木 銭 三 氏 ( (絢総本工務! 日

平日中 日券氏( (総利中商庖)

‘第31 回青年技術者特集号の応募規定

本誌11 月号予定の庁年伎術者の応募規定は「青年技術省のみなさ

まへ」と題して41頁に.j &¥・1改していますので、ご参照のじふる って

応募下さいますよう、会告いたします。 なお、すいせんm紙は円木

建築協会事務局( 屯06- 348一0635) にありますので、ごlfi 求下さい。

4 新幹線大阪~東京乗車券の割安販売

日本建築協会では、会日サービス事業の一環として上記新幹線乗

車券を害I j 安価絡にて販売いたしていますのでぜひご利用下さい。 お

申し込みは、社団法人口木建築協会総務課( 電06- 348一0635) まで。

4 新シリーズ〈プロのノウハウ 〉刊行

・T Q C から見た建設業( 荒木睦彦著) 発行

・腫体工事監理のチェックポイント 100( 須賀好富

著) 発行

かねて刊行中の「主主築技術選苫」の姉妹版として、新しく、も っ

と分かりやすく、 2 色刷のイラスト入りで、よりハンディな同六判

の新シリーズ〈プロのノウハウ 〉 を、この 7 月から刊行することに

なりました。 ( 日本建築協会企画、学芸出版社編集発行)

その第 l 号としての f T QCから見た建設業」は問題解決の決め

手に重点をおいて、 T QC とは何か、問題のとらえ方、 Q Cサーク

ル、方針管理と社長診断、管理とそのポイント、 Q C ヒつ道具など

の項目について、分かりやすく記述されています。著者の荒木睦彦

氏は清水建設でその道の開拓者です。192頁、定価1，600円。

第 2 号 と し て の 郁J 本工事監理のチェックポイント 100J は、監理

の重要性を強調して、基礎工事 (30ポイント) 、コンクリート工事

(23ポイント) 、鉄筋工事 (28ポイント) 、鉄骨工事( 19ポイン卜) に分

かれて、総計100ポイントを記述されています。著者の須賀好富氏は、

近畿大学の構造の先生で、構造設計の実務にも深い第一人者です。

224頁、定価1，800円。

いずれも全国の主要 S 庖で販売していますが、本会事務局までお

求めにこられた万には100円割引いて頒布いたしますので、ご、購読を

おすすめいたします。

4昭和58年度決算報告

貸 借 対
日召

表

昭 和 59 年 3 月 31 日 現 在

( 単位: 同)

手十 目 金 額 千ヰ 目 金 右耳

( 資 産 の 部 ) ( A イ 貨 の 部 )

流 動 資 産 42，959 ，495 流 動 負 債 21 ，240 ，日84

現 金 42，506 米 払 金 7 ，615 ，768 

普 通 町i 金 33 ，050，439 i拘 1ι え
金 13 ，157 ，600 

郵 fle 振 4件 3 ，423，450 そ グ〉 f也 466 ，716 

未 収 金 6 ，349 ，110 固定 負 債 60 ，778 ，452 

そ σ3 f也 93. 990 長 期 借 入 金 34. 800，000 

固定 資 産 251 ，980 ，68日 i且 臓 給 与 引 当 金 25 ，978 ，452 

」ニ I也 59 ，800，000 基 本 金 262 ，567 ，176 

必E 物 191 ，120，000 』産 本 金 9 ，247 ，176 

イ十 ?，;，¥ 1，060 ，680 占E 金 2 ，400，000 

投 資 54 ，746 ，757 会 自富 主基 金 250 ，920 ，000 

有 f出 証 券 16. 880 畢IJ 余 金 5，1日1，220

金 室主 fi't i!t 1，751 ，425 前 期1 繰 舷 剰 余 金 3 ，376，693 

退 戦 給 与 術 立 ff( 金 17 ，978，452 当 期 剰 余 金 1，724 ，527 

借 入 金 返 済 械 立 問 金 35 ，000 ，000 

合 置T 349 ，686 ，932 合 晋十 349 ，686 ，932 

有 形 固 定 資 産 め 償 却 費 累 計 額140，280同

財 産 目 録

昭 和 59 年 3 月 31 日 現 在

( 資 産 の 苦11)

流 動 資 産 42 ，959 ，495 

I  税 金 、 航 金

(1) 貌 金 (  Ton午ギi il'li) 42 ，506 

(2) 普 通 ff( 金 33 ，050 ，439 

三 和 銀 行 瓦 町 文 J市 22 ，132 ，033 

大 和 銀 行 北 浜 支 1;5 1 ，651 ，881 

住 友 銀 行 同 胞 術 文 J市 4 ，513 ，002 

中 央 信 託 銀 行 篠 田 支J古 4 ，753 ，523 

(3) 郵便振性( 大阪 1- 39975) 3 ，423 ，450 

2 未 収 金 6 ，349 ，110 

会 総 収 入 5 ，158 ，760 

講 ili( 講 沼 会 収 入 156 ，850 

会 民 名 簿 収 入 1. 033 ，500 

3  そ の 他 ( 切 手 代 外 ) 93 ，990 

固 定 資 産 251，980 ，68日

59 ，800 ，00日

(2) 雄 物 1 - 1 - 3- 2100 191 ，120 ，000 

(3) 什 路 大 阪 駅 前 第3 ピル21階 1 ，日6日，68日

f主 資 54 ，746 ，757 

( 1 ) 荷価証券 16 ，880 

(2) 金 銭 信 託 ( 中 央 併 託 銀 行 機 悶 文 庖 ) 1 ，751 ，425 

(3) 退 戦 給 与 術 立 瓜 金 ( 定 期 ) 17 ，978 ，452 

住 友 銀 行 間 関 繍 支 115

(4 ) 1 廿入金返済械立f i ' l 金( 定期 ) 35 ，日日日 ，00日

= 和 銀 行 瓦 町 支 庖

資 i!E i:- 計 349 ，686 ，日 32

( 負 f t ! の 昔11)

流 動 負 債 、 21 ，240 ，084 

l 未 払 金 7 ，615 ，768 

(1) 会 誌 発 行 賞 1 ，848 ，168 

(2) 抱E築 技 術 選 i'f ，i百貨 48 ，400 

(3) 会 只 名 簿 発 行 賞 15 ，000 

(4) 移 転 質 問 5 ，513 ，540 

(5) 給 料 手 当 190 ，660 

2 .  1狗 受 金 13 ，157 ，600 

(1) 個 人 正 会 民 会 費 収 入 2 ，840 ，000 

(2) 団 体 正 会 員 会 資 収 入 10 ，000 ，000 

(3) 機 会 員 会 u 収 入 12 ，600 

(4) 会 2志 収 入 105 ，000 

(5) 寄 付 金 収 入 200 ，000 

3  その他( 所得税外) 466 ，716 

固 定負 債 60 ，778 ，452 

1  .  1ft 入 金 34 ，800 ，000 

2  退戦給与づ| 当金 25 ，978 ，452 

負 itl 
メ"当、 ｾ ｉ＠ 82 ，日 18 ，536

純 1l:J' mi 267 ，668 ，396 

A 償 及 び 純 財 産 合 計 349 ，686 ，932 
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収 入の部

大 科 目 中 科 目

4ヱ3エh  号w室p=  
収 入

契 約 約 款 売 上 収 入

会 員 名 簿 収 入

4エ 業 収 入 建 築 技 術 選 書 収 入

集
ぷ三三泳

収 入

講 演 講 習 会 収 入

広 報 収 入

雑 入

個 人 正 会 員 ( 本 ・支部)

ｾ＠ 資 ｾｾ＠ 入 個 人 正 会 員 ( 地 方)

団 体 正
dヱbエh  

貝

t韓 iヨミh  
貝

寄 付 金 収 入 寄 イ寸 金 収 入

固 定 資 産 売 却 収 入 土 地 ・建 物 売 却 収 入

雑 収 入 雑 収 入

ｾｾ＠ 入 メ口入
音十

支 出の部

大 科 目 1主 目

給 与 手 当

退 戦 金

退 職 給 与 引 当 金 繰 入 額

福 利 厚 生 資

4Z2三A  

議 'J生

旅
3伐 ザλ て

通
貸3  

通 イ言 運 搬 1Ii 

管 'J1i 

ｾ＠ 金 'ui 

理

t肖 耗 ロロロ ｾ＠

ｾ妻 絡
百貨

JOD 結IJ 製 本 ｾ＠

光 熱 水 料 銭ー

火
zek ee 

保 険 事ト

キ且 税 公 il* 

ｾ三 .  清 hl ーt生

f昔 入 金 手IJ L士、

雑 1Ii 

ｾ＠ 守E叫士シ
発 行 i主

契 t勾 長ヲ z欽 't主

会 只 名 簿 発 行 賞

建築技術選ｾｬＮＺ諸 ｴｬｴ

業
貸h  

よn ｾ＠ 'f:主

..IJ> i策 講 習 会 資

広 報 事 業 'lY. 

教 Tf 振 興 1lt 

助 成 金 支 出

雑 資

雑 m 失 雑 Hl 夫

会 館 基 金 繰 入 損 会 館 基 金 繰 入 拡i

借 入 金 返 済 支 出 借 入 金 返 済 支 出

減 価 償 却 資 i成 {面 イ賞 却 tlt 

予 制5 資 予 {府 'E生

支 出
ぷ口入

百十

44 

収 支 内 訳 表

昭 和 59 年 3 月 31 日 現 在

予 算 額 決

64 ，800 ，000 

45，000，000 

2 ，500，000 

8 ，000，000 

3，400，000 

1，500，000 

2 ，500，000 

1，000，000 

900，000 

64 ，796 ，000 

31 ，920，000 

2，040，000 

30 ，800，000 

36，000 

700 ，000 

。

1，500 ，000 

131 ，796 ，000 

予 n  古買 決

66 ，070 ，000 

43，100，000 

1，000，000 

5，000，000 

4 ，460，000 

1，600，000 

1，900，000 

1，100，000 

2，000，000 

360，000 

400，000 

300，000 

700，000 

50，000 

1，250，000 

450，000 

1，700，000 

700 ，000 

63 ，300 ，000 

43，000 ，000 

1，500，000 

6 ，000，000 

2，700，000 

2 ，300，000 

2，000，000 

1，000，000 

1，200，000 

1，800，000 

1，800，000 

。

。

1，000 ，000 

700 ，000 

726 ，000 

131 ，796 ，000 

差 0 ] 1 剰 余 金

前J t i l 繰 越 剰 余 金

算 額

75 ，088 ，274 

54，596，260 

2 ，541 ，720 

7 ，172，550 

3 ，934，718 

1，632，940 

2，692，080 

1，350，000 

1，168，006 

62 ，649 ，993 

29，002，550 

2，144，350 

31，473，093 

30，000 

300 ，00日， 000

6，397 ，277 

444 ，135 ，544 

算 古買

67 ，381 ，448 

41 ，621 ，310  

1，588，000 

8 ，590，952 

4 ，152，638 

1，834，843 

1，663，460 

1，059 ，870 

1，460，334 

334，082 

264，600 

527，630 

571 ，285 

19 ，500 

1，314，160 

320，200 

1，512，000 

546，584 

71 ，735 ，188 

51 ，909，857 

1，317 ，250 

5，188，225 

2 ，737 ，806 

2 ，408，278 

2 ，028，409 

1，277，400 

958 ，300 

1，438 ，070 

2，471 ，593 

52 ，374 ，381  

250 ，920 ，000 

。

。

。

442，411 ，017 

1，724 ，527 

_l ，l 笠A旦

増 ム i成

10 ，288 ，274 

9 ，596，260 

41，720 

ム 827，450 

534，718 

132，940 

192，080 

350，000 

268，006 

ム 2，146 ，007

ム 2，917 ，450

104 ，350 

673 ，093 

ム 6 ，000 

ム 700 ，000 

300 ，000 ，00【}

4，897 ，277 

312 ，339 ，544 

t曽 ム i成

1  ，311 ，448 

ム 1，478，690

588，000 

3，590，952 

ム 307，362 

234，843 

ム 236，540 

ム 40，130 

ム 539 ，666 

ム 25，918 

b.  135，400 

227，630 

ム 128 ，715 

ム 30，500 

64，160 

ム 129，800 

ム 188，000 

ム 153，416 

8，435 ，188 

8 ，909，857 

ム 182，750 

b.  811 ，775 

37，806 

108，278 

28，409 

277，400 

ム 241 ，700 

b.  361 ，930 

671 ，593 

52 ，374 ，381  

250 ，920 ，000 

ム 1，000 ，000

ム 700 ，000 

ム 726 ，000 

310 ，615 ，017 

5，101 ，220・・ ・・・ ・次期繰越剰余金

( 単位 : 円)

イ脂 考

大阪市東区北浜3 - 3 7

f桁 考

売却固定! 鐙資 産 簿 価 及 び

移 転 諸



4 昭 和58年度事業報告書自昭和58年 4 月 1 日至昭和59年 3 月31 白 川

1  . 総

. 6-

:z:. 
]1 [  

4  . 常 設 委 員 会

]1 [  
7  . 若 い 会 員 の 集 い

( イ) 通常総会

6 月15 日 4 時 半 - 5 時 於 建 設 交 流 館

出 席 者 福 閉 会 長 ほ か 17名

議 制1) 昭和57年度事業報告承認の件

(2) 昭和57年度決算報告承認の件

(3) 昭和58年度卒業計画ゑ認の件

(4) 昭和58年度収支予算承認の件

( ロ) 臨時総会

9 月21 日 4 時 半 - 5 時 於 北 浜 ビ ジ ネ ス 会 館

出席者 福田会長ほか980名( 委任状共)

i議事 事務所移転に伴う資産只換え承認の件

( ハ) 通常総会

2 月22 日 5 時 10分 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 福 田 会 長 ほ か 13名

日義制1) 監']0;. 2 名選挙の件

(2) 本部所属評議員 21名 選 挙 の 件

(3) 役貝退任承認の件

2 . 評 議 員

( イ) 定時評織員会

.，6、

:z:. 

6 月15 日 4 時 - 4 時 半 於 建 設 交 流 館

出 席 者 高 橋 議 長 ほ か43名( 委任状共)

議 事(1) 理 事 l 名補選の{ 牛

(2) 細目IJ 一部変更( 理事会務 ・常任理' ] i : 会)

(3) 昭 和57年度・J'; 業報告承認の件

(4) 昭 和57年度決算報告承認の件

( ロ) 臨時評 議員 会

委 只 会

幹事会 ・小 委 員 会

分 科 会 ・打合会等

(1) 事業委只会 7 回 49回

(2) 編集委只会 12回 71回

座 談 会 3 回

(3) 教 育 委 貝 会 2 図 4 回

(4) 住宅委只会 5 回

(5) 出版委只会 6 回 2 回

(6) 建材委只会 10回 1 回

5  . 特 }j IJ 委 貝

azbz 、

(1 ) 総務委員会 l 図

(2)企 画 委員会 10回

(3)表 彰候 補 者 推 薦 委員会 l 図

6. 講 習 会 ・ 研 修 会

建 築 工事 実 務講 習 会

10月19 日 9 時ー 17時 於 建 設 交 流 館

科目 ・講 師

・施工計画

附 大 林 組 本 庖 建 築 工 務 部 次 長 金 田 宏 氏

京の伝統工芸( 鋳金具) を見る

二条城と森本鋳金具製作所を訪ねて

4 月23 臼 l 時 - 5 時 於 京 都

参 加 者 26名

講 師 佃 忠夫氏

( 文化財建造物保存技術協会委只)

森本安之助氏

( 株式会社森本筋金J . ! . 製作所社長)

藤井寺の小泉邸を訪ねる

一歴史的民家の再生工事 を終えた小泉豊 氏に聞く

5 月21 日 1 時 半 - 41時半 於 勝 井 寺

参 加 者 31名

都市住宅を考える (8)

住みたくなる街づくり 一一一藤田邦昭氏に聞く

ー西ドイツにおける街づくりのスライドとともに

7 月21 日 18時 10分 - 2 1時

於大阪府立文化情報センター

参加者t 70名

奈良県・山添村を訪ねる

山間部におけるコミュニティ装置 と明治の名建

築・春日小学校その他ー

- 仮 設 見 積 I  8 月27 日 8 :50- 18・30 ( 貸切パス 1 日行程)

側大林組本庖建築工務部工務課長代理 I  "尊 師 向口恭行氏( 奈良女子大学 ・助教授)

安 立 俊 夫 氏 | 山脇長生氏( 山添村役場 ・厚生謀長)

・積 算 業 務 |  参 加 者 38名

鮒 竹 中 工 務l市大阪本庖凡械謀長 | 主な見学先

黒 川 征 一 郎 氏 | ・山添村コミュニティ装置

9 月21 日 4時一4時20分 於 北 浜 ビ ジ ネ ス 会 館 | 聴品持者 93r， - 春日小学校

出席者 山下正澄評議員ほか42名( 委任状共) I 建 築 工事 実務講 習 会

議 ']:¥.(1) 理 事 2 名補選の件

(2) ' l ¥. 務所移転に関する件

( ハ) 評織 員会にかえて 書 面 表 決

11}]  28 日付をもって「昭和58年 度 評 議 日 選 出 数

決定」について諮り、承認さる 。

( ニ) 技術部門評議 員懇談会

2 月 3 日 11時 - 1 2時 於 本 会 会 議 室

出席者 大下評議員ほか 2 名

; 議事 技術部門選出評議員の選々

( ホ) 定 時 評議員 会

3 月21 日 5 時 - 5 時50分 於 本 会 会 議 室

出席者 高橋、荒木正冨IJ 議長ほか43評 iJi U

福閉会長ほか 3 名

議，] 珂1) 評議只会議長、副議長互選の{ 牛

(2) 副 会 長 3 名 、 理 事23名 選 任 の 件

(3) 役只重任承認の件

(4) 昭 和59年度事業計函承認の件

(5) 昭 和59年度収支予算承認の件

3  .  1.里 事
43bZ • 

(1) 正 副 会 長 会 3 回

(2)理 事 会 12回

(3)編 集理 事会 l 回

(4)会 務 理事会 2 回

11月29 日 9 時 - 1刀1寺 於 広 品 市 中 特 会 館

科目 ・講R市

・脇工計画

側 大 林 組 広Jゐ支庖工務部工務課長

古 荘 昭 憲 氏

- 仮設見積

{ 附大林組本庖建築工務部工務課長代理

安 立 俊 夫 氏

- 積 算 業 務

側竹中工務府大阪本庖見積謀長

黒川征一郎氏

聴 必 者 ＹＰｾ 同

集合 分護住宅における品質保柾に関する研修会

ー かし補修基 準 と耐久性能に対する建築技術 の 果

す役割 ー

11 月16 日 l 時 半 - 5 時 於 建 設 交 流 館

科目 ・議師

「公社分戊住宅における品質保証」

中居誠之助氏( 大阪府住宅供給公社建設部建設

第 1 ・2 諜長)

「建築技術の* す役割と将米」

福嶋孝之氏( 側長谷川工務庖常務取締役大阪支

社技術本音11長)

聴 講 者 114名

・ti' 生よn孫( 岡家)

- もl京廃寺跡

・なべくら渓

“ 家具を斬る" ー デザイナー・委見健三に聞く ー

1 月19 日 6 時 半 - 91侍

於大阪府立文化情報センター・セミナ一室

s講 師 妥 見 健 三 氏 ( デ ザ イ ナ ー )

( 垂見健三デザイン事務所所長)

議 I武 家具を斬る( スライド併用)

参加者 38名

8  . コ ン ク ー ル

第29回 工高生デザインコンクール

設計; 深題 四季を通じて利用できる「ビーチハ

ウス」

募集締切 9 月20 日

応 募 数 17校 114点

審 査 会 10月15 日

入 選 作 10点( 内最優秀作 l 点)

表 彰 式 11 月26 日

9  . 会 誌 「 建 築 と 社 会J ( 特集号)

4 月 号 建 築 と 品 質 管 理

5 月号 計画におけるコミュニケーションとプレ

ゼンテーション

8 月号 大阪駅とターミナルビル

7 月 号 維 持 管 理 と 設 備 更 新

建築と社会 Ｏ ＱＹ 例年 Ｗ 月ｾｽ 45 
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8 月号 東海の将来と文化を考える

9 月号 オフィスインテリアの変革

10月号 プレストレスト鉄筋・コンクリート梅造

11 月 号 第30回青年技術者

11 月 号 大 阪 城 国 際 文 化 ス ポ ー ツ ホ ー ル

12月 号 集 合 住 宅 と 生 活 音

1 月号 21世紀への関西ー魅力あるまちづくりを

問う -

2 月号 関西の超高層ビル

3 月号 ビルのリフレッシュ ー 内外装補修技術の

現状と発展ー

10. 出

日本建築協会創立60周年記念出版

建築技術選書

企 画 日本建築協会

編 集 発 行 学 芸 出 版 社

版

体 裁 A  5 判( 図解 ・写真入) 約170頁

定 価 1，200同 - 1，400円

園 建 築 設 計 と 高 齢 者 ・身障者

園 高 層 集 合 住 宅 の 維 持 管 理

図 日 本 壁

固 身 近 な 耐 震 設 計 法

11 . 見 学

電通大阪ビル新築工事の見学会

. 6.  

:z:;;'  

4 月12 日 2 時 - 4 時 半 於 堂 島 中 町

参 加 者 50名

設計監理 骨射線総合計画事務所

施 工体制竹中工務庖

昭 和58年度・茶室見学会( 第 1 回)

京・清水寺の茶室、、白雲居。と成就院の名園並ひ' に

新築中の大講堂の見学

6 月25 日 1 時半 - 5 時 半 於 京 都

参加者 44名

講 師 岡 田 孝 男 氏

( 工学博士帝塚山学院大学教授)

・清水寺大講堂( 新築) 建築概要

建 築 主 北 法 相 宗 清 水 寺

所 在 地 京 都 市 東 山 区 清 水 1 丁目清水寺境内

設 計 監 理 胸 中 村 建 築 設 計 事 務 所

古車 工 附 竹 中 工 務 庖

宗教都市・天理を訪ねる

天理教教会本部神殿・東及び西礼拝場

天理参考舘 (1尊物館) と石上神宮の見学

7 月13 日 8 時50分 - 18時30分 於 奈 良

参加者 37名

天理教、来及び西礼拝場

日本建築協会 ・大阪府建築士会 ・大阪建築士事

務 所 協 会 大阪建築設計監理協会 4 会共催

10月20 日 1 時 - 5 時 於 大 阪 市 南 区

参 加 者 62名( 本会のみ)

〔建築概要〕

所 在 地 大 阪 市 南 区 高 津 町 3 番丁 2  

建 築 主 文 化 庁

工 事 監 理 近 畿 地 方 建 設 局 営 繕 音11

設計・監理 黒川紀章建築都市設計事務所

施工( 建築) 竹中 ・銭高建設共同企業体

施工( 設備) 三精輸送機株式会社ほか 6 社

晩秋に美濃・尾張を訪ねる … ( 懇親と見学の旅)

国宝茶室* 如庵砂と国宝・犬山城、志野・織部・

瀬戸焼の安藤田出武氏の陶舎、開山窯インター

セラム、サンゲツのインテリアプラザ、その他

の見学会

11月11 日- 1 2 日( 1 泊 2 日) 於愛知県( 貸切パス)

講 師 岡 田 孝 男 氏

( 工学博士 ・帝塚山学院大学教授)

参加者 28名

大 阪 Y M C A会館とニチメン本社ピルの新築工事

の見学

2 月25 日 11待- 5 時20分

参 加 者 103名

( 大阪 Y M C A会館)

所 在 地 大 阪 市 西 区 土 佐 塀 1 丁目 5 - 6

建 築 主 大 阪 Y M C A

設 計 監 理 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

施 工 向 上

構造規模 B3S 造、 10 F S R C造 ・S 造、 P H2 S造

( ニチメン大阪本社ビル)

所 在 地 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 丁目 15- 2、

13ー乙、 13ー丙

建 築 主 ニ チ メ ン 株 式 会 社

設 計 監 理 株 式 会 社 大 建 設 計

施 工 鹿 島 建 設 ・大林組共同企業体

構 造 規 模 B3 S RC造、 15FS造、 P H2S 造

12. 午 餐 会 ・懇 親 会

在 阪 建 築 B 団体会長午餐会

4 月14 日 於日本利il 業クラブ新館 2 F

出席者 29名

建築関係団体合同忘年懇親会

12月14 日 於太閤図ダイヤモンドルーム

出席者 353名

建 築 8 団体合同新年交礼会

1 月 4 日 於大阪コクサイホテル

出席者 603名

- 神戸市立1専物館

・兵庫県立歴史博物館

14. 会 計

5 月 9 目、 10 日の両日

臣七

..IID. 査

昭和監査法人公認会計士松下五夫氏によって、

昭 和57年度の会計監査笑施。

15 . 事 務 所 移 転

12月22 日、永年住み馴れた大阪市東区北浜3- 37、

近畿建築会館より、大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

大阪駅前第 3 ビル21階の l 室に移転し、 26 日よ

り業務を開始。

事務所移転披露祝賀会

1 月18 日 於大阪駅前第 3 ビル21階

- * 畑名誉会長をはじめ友好団体 ・業界新聞代表

など約 100 名が集い、鏡割りを行い、盛会裡に

終了。

16. 本会が入会している団体

大阪商工会議所

大阪市街地再開発促進協議会

関酋経済連合会

建築行政協会大阪市支部

建設関係公益法人協議会

建築国際述絡協議会

建築関係団体述絡会

建築業務基準委員会

建築防災関係法令研究連絡会

四会連合工事請負契約約款委員会

大阪府社会保険協会

大阪市東区納税協会

大阪市防火管理協会

17 .  本会より役員、委員を送っている団体

大阪商工会議所

大阪市街地再開発促進協議会

日本建築総合試験所

日本建築センター

大阪建築防災センタ一

大阪住宅センター

建築業務基準委貝会

建築防災関係法令研究連絡会

18 . 建 築 ク ラ ブ

2 号議只

理 事

理 事

評議貝

理 事

理 事

委 貝

委 貝

会只有志の組織する建築クラブでは毎月大阪グ

ランドホテルにおいて講師を招き朝食会を行う

ほか、 1 月には新年宴会( 晩餐) を開催して相互

設 計 総 工 宗 教 法 人 天理教教会本部

株 式 会 社 竹 中 工 務 底

13 . 写 真 展 示
] 11 の 親 陸 間 っ ω 。

|  19 ゴ ル フ 同 好 会
大阪の新しいビ ッグホール

“ 大阪城国際文化スポーツホール" を見る

9 月13 日 1 時半 - 4 時 於 大 阪 城 公 閣 内

(1) r文化・芸術の拠点一大阪」

- 和泉市久保惣記念美術館

. 大阪市立東洋陶磁美術館

参加者 81名( 本会のみ) I  (2)  r昭 和37年・昭和58年

設計監理 株式会社臼建設計 |  大阪駅前第 4 ビルと緑のプロムナード」

建築施工 大成建設 ・松村組共同企業体 I  (3)  r大阪駅とアクティ大阪」

国立文楽劇場新築工事の見学と竹本文字大夫にきく I  (4)  r文化・芸術の拠点ー兵庫」

46 控築と社会 /19例年 7 月号

会只のゴルフ同好者をもって組織し、年間 5 回

の定例競技会を閥催して、ゴルフを通じて会員

相互の親陸、研究を図っている。 58年度最終に

は第 169 回目の競技会を茨木∞にて開催した。



暑中お見舞申し上げます

三邑

同 幸 夫山

株式会社青山建築積算事務所代表取締役

唇 550 大阪市岡I>!: 京 町 総 ト10 19江 市 ピ ル m，11i 06 ( 443)  0430 

愚 610- 11 A 宅 . ，;C/ i s 市岡ポ I>Z大 Jf. 1J f 1-. ' 1¥勝山町 14- 6

官l!，vi 075( 331) 8682 

j斐 井 泰

F ι 『

? 京 '恒 夫音E

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

南 559 k 阪市住之江沢両住之江z r 日7需5日 電 ｊｾＰＶＨＶＷＸＩＳＲＱＲＭＴ

""559 ｲｊ定大阪 ､￯ｦｾ 之 ￬ｬ｝ ＾ｚ丙 ｦ ｬＺ之 ｩ ｊＺ 2  f l1 7 待 5 刀

宿泊06 (671)  7774 

井 秋 次上

株 式 会 社 笠 谷 工 務 府 専 務 取 締 役 井 上 窯 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

659 戸 崎 市 業 予 町 4 ー I 市 . l l i 0797( 22) 0703 再 543 大阪市天£別式生 E 町 l l Ilf 28 ， } 電 話06( 771) 2825代

署 659 n 宅 内 国 市 娘 ケ 丘 町 13 - 5 電 話0797( 22) 5291 暦 659 (1宅 . ｬ 守 ＱＱｾ r I ' i 川何回T 4 俳 23 勾 電 話0798( 22) 5930

j斐
盲

穴

、';n

i!i1. 野 飯 田 精 次 郎

昭和59年盛夏 ( 50音順)

泉 沢 哲 史

株式会社泉沢建築設計事務所代表取締役

司 530 太阪市北lぬ珂天満 4 r n l 2砕 2 ｾｽ＠ オ オ シ マ ピ ル

1f! .1!i 06( 364)  9071 代

石義 武
山

一

担

大 機 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

再 666 兵 J，l[ 県川丙，I i 久代6) " 日11昏16号 1f!.l!i 0727 ( 70) 8563 

愚 665 Ｑ ＧＱ宅 ー 宝線市中 山台 Ｒ 丁目 ＱＸｾ昨 Ｙ Ｂ ｾ子

1f! .1吊0797俗的3698

市 繁 雄

I

 

l

 

---a' 

株式会社浅野建築設計' j :c務所代表取締役 共 同 設 ， i [ 株 式 会 社 代 表 取 締 役 日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

愚 543 大阪市天ヱ年I更 城 市 寺 町 5 - 3 5  1ft.lIi 06( 768) 0201 Ｈｾ＠ 唱 530 大阪市北1>( ，時ん品 5 1・[f 10砕 14 ｾ［Ｍ .'tI，l后06( 364 ) 5836 ' ">601 点目fS市 市 I> Z 同九条住川町20 電.l l i075 ( 681 )  5101- 6 

事 572 向宅・寝 l- ! l 川市成問同町 4 - 21  電 . : l i 0720(31) 1750 ""560 ! ' l 告 (!I_ ' I' di  ｾ胡 ｦＲ J i I 2 1ft 24 ，;' 111. 泊06( 852) 5775 明 606 r !'l:;' J;' r. fS， Ii J i  ，;(f i n" 帆芝，j s: Pl f37 1ft .l l i075 ( 781  ) 0289 

J菱 沼 茂 夫

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

帝 543 k 阪市天王. ' I ' I>( !I[，::;i! IP' f! 21ff 6 l;- . U. l l i 06( 768) 5222 

司 168 ｮ 宅保 ｊｩｦ Ｏｈ ｓ 杉枚以下，ＺＧｾ Jt /  ;  3  J i  I  17 1ft 1  l;. 

'，'lt .I f. 03( 302)  1922 

;菱 誠 夫沼

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 副 社 長

高 543 大阪市天王 .'i' I>( !I[，::;illlllfI2砕 6 l} .1! . i l i 06(768 ) 5222 

南 630 02 (1 宅 祭 良 県 宝 駒 di ! . J :t松ケ rr.7 I昏30り

.'I! . l l i 07435(4 ) 5556 

代表取締役会長 浅 海 正 雄

代表取締役社長 森 川 ネ 豊 次 郎

j美 海 電 気 株 式 会 社

串 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 r 回 7 捨 4 号 電 話06( 362) 8701

骨 665 自宅 宝 嫁 市 御 殿 山 2 f 目31 番50- 109 月ー

電 話0797 ( 85) 0745 

骨 565 自宅・量豊中市新千里北町 2 丁目 3211f 3  ;;. 

電 話06( 831) 2732

安市 正 男

ー

l

 

E

E

a

，

 
東 光 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 社 監 査 役

{ 大阪駐在)

暦 541 大阪市東医布施締 5 丁 r l 2811f i也 1f! .11i 06 ( 202)  0325 

愚 565 自 宅 吹 Illrli 藤 白 台 4 の30の12 1ft .l 古06 ( 872)  3214 

二輪馬車 E リトグラフィ 1953

ブ ラ ッ ク 版 画 7 点

生 島 春

市 宏

道

l

 

l

 

E

E

B

，

 
株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

再 541 大阪市井[ f X : 伏見町 5 - 19 市 .lli06 ( 202)  0391 

唖 658 ＨＱ 宅ー神戸 ｲｬ￭ｾ 機 ｉ 烹住吉 ＱＱＱ T' 4  l i  1  4  - 3 2  

1ft . l l i 078(811)  0216 

指 宿 真 智 雄

株式会社建築デザイン l 級 建 築 士 事 務 所 代 表

明 564 IIxlll di ; [ 坂 町 1 l i  123砕 101 i;' 屯 . l l i 06(3861131 l(¥::

愚 606 京 郎 市 左 京 区 下 鴨 北 野 々 神 町8 - 5 電 話075 ( 781) 6573 

A  

寸
井

由

I j!，'、 臣

社[ 司法人日本建築積算協会関西支部支部長 イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

明 542 大阪 di'+' i I > Z 鰻谷中之町621 f t ; 也市川ピル2 F 岳 547 大 阪 市 平 野 灰 J) 目先」ヒ Ｕｦ 回 ＱＱＱ 詐 ＩＲｾｽ 電源 ＰＶ ( 792) 4425 

'i l! .l 占06( 245) 6645 串 547 大 阪 市 平 野 氏 平 野 北 2 - 9  - 15 旬 活06 ( 792) 4404 

必ｾ
" 7  

茂 雄
諌 早 信夫

西

フ ド ウ 建 研 株 式 会 社 相 談 役

母 110 東 京 郎 台 東 区 合 点1 - 2 - 1 日本地所第二ピル

電 話03( 835) 2661

唖 541 大 阪 市 点 区 平 野 町5 - 3 0 不 動 ピ ル 電 話06( 201 ) 3737 

骨 157 東京都世田谷区市. ( l ; Ll I2 ー 1 8 - 4 電 話03( 300) 3705

株式会社今丙建築デザインルーム代表取締役

再 550 大阪市内1i1:! l ' I掛け:1 r f 1221fi17 り電 . l l i 06(541 ) 3051- 3  
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取締役会長 今 村

取締役社長 平 木

騰

寛

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

四 530 大阪市北I貫太融寺町 3 需 24 け

官11，1苫06 ( 312)  8881 代1<

必b、

. 守 祐 三 郎村

尾 亀 清 四 郎

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

530 大阪市北1><: 丙天満 3 ｲ ｮｊ Ｓ 併 ＲＰｾ［Ｍ 電，，｛［ 06( 363)  1371 

....573 r I 宅枚 } j I( i 岡 111 f - 町 15 - 4  1世話0720( 41) 3427 

大 井 弘 治 郎

昭和59年盛夏 ( 50音順)

株式会社大井建築設計事務所代表取締役

岡 本
主主

E コ47 

株 式 会 社 昭 和 設 計 代表取締役社長

四 550 大阪市内1><: 桁 町 1 ｲｮＵ ＱＱＱＧ Ｗｾ［Ｍ 問ツ崎ピ J レ

11l.l [ ; 06 ( 532)  3421 ('( 

同 659 (1' 主 f守111 1(;れ l岨町3 5 - 7 電，1[ ; 0797 ( 31)  3201 

岡 山竹 雄

株 式 会 社 岡 山 設 計 代表取締役

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 専 務 理 事 局 550 大阪市内1>( Jj( 町 塙 1 n lI O - 8 偶附ピル 愚 604 京 郎 市 中 京 灰 九 九 通 錦 角 京 郎 7 クトクピル 7 F  

事務局長 ・，'!!，J占的 ( 444) 4521 2  電話075 ( 255 ) 0537- 8 

暦 540 大 阪 市 東 1><: ，;c 儲 3 r 円 70 電 話06( 941 )  3651 哩 562 内宅 ｮ 両市行議 ｾｦ 4  r n  4 ー 11 電 必0727 (21) 引 13 暦 612 自宅・京郎市伏見[ [ 深草苧回町18 電話075 ( 641 ) 0536 

弘

同

曲

一

旦

大

量

叩

所

崎

西

川

岩

寺

町

役

長

;
時

川

M

N

綿

引

A

J

取

哨

山

間

務

耳

務

市

守

常

哩 550 大阪市内[ ><: ・1 光楓 1 J i l 13需 l } }

. k( : ' Tピル

630 ( 1 宅・奈良市法必. ' [ (E開r 1046 

再 661 向宅・ 1': 崎 市 常 点 下 みRI 9 の 5

，1吊 06( 531) 0913

J后 06 ( 541)  7301 

・1! .11i 0742 (22)  2217 

J 吊 06 ( 431)  2101 

上
{
子田

株 式 会 社 口 匠 設 計 代 表 取 締 役

唖 580 本 社 大 阪 取 締 所 ー 大 阪 府 松 原 市 丙 大 級 1 - 5 - 6

111，1[;0723(31 )3857( 1: 

暦 520- 32 滋賀事務所・滋賀県甲賀1 n1'"1 ' 丙町中央 2 丁目 15

官官 ｾＱｩ ＰＷＴＸＷ ( 2) 1114( 1: 

唖 580 自 宅 大 阪 府 松 原 市 西 大 塚1 - 5 - 6 1I1，11i0723( 31) 1554 

上 西
=ヒ

.:::t:. 

ごム

J 口

株式会社 大 気 社 取締役社長

哩 530 大阪市北院中之島 3 - 2 ー 18 (1;f. 正中之島ピル 7 陪

電 話06( 448) 5851

ｾＶＵＹ 自宅兵胤県戸 ＱＱＱ 市浜町 ＱＲＭＱＴ 111.1，1; 0797( 22) 5949 

植 寿 雄野

株 式 会 社 美 子 建 築 積 算 事 務 所 所 長

哩 542 大阪市南[ > ( ! l i 清水町48つるのすピル電J占06( 244) 1561 

骨 588 自 宅 堺 市 太 夫 野 5 - 9  1世話0722 (37)  1162 

‘
、

E

E

-

-

4

 

，
，
 

I

 

l

 

-

-

E

，

 

正

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

唇 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 2  7 電 話06( 252)1201

骨 560 自 宅 豊 中 市 上 野 西 2 - 1 2 - 4 7 電 話06( 852) 3478

48 

大 槻 ネ火 加 藤 忠 三 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 代 表 取 締 役 会 長

哩 550 大阪市内[ ><: 阿波El ! . 1 丁目 1 酢10月

111.l，，06( 532)  1231代

唖 601 Ｈｊ 宅 ｲ ，｣ＯｩＱ Ｑ 市 ｲ 制限点九条ｾＢ ＮＨｾ九町 ＲＴ 電話 ＰＷＵＨＶＹＱＩＱＳＳＴ

数 井 美

園

日本電設工業株式会社大阪支底 常務取締役支底長

531 大 阪 市 大 法 I王位崎 3 r  R1 7 - 1 5 電 話06( 372) 3531

唖 658 神 戸 市 東 根 皮 肉 岡 本 6 - 5  - 2 3  1I1 J1i 078( 411 ) 1673 

大 孝夫

手。

株 式 会 社 内 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

串 652 神 戸 市 兵 脱 皮 荒 関 町2丁目 1- 8 楠六パレスピ Jレ

官11. 11"; 078( 521) 0205- 0207

唖 654 仁i 宅ー神戸市須府民向川台 2 J 口39- 13

電話 078( 792) 5862

兼
吉

岡 勇

西

株 式 会 社 日 建 設 計 支23A2

暦 541 大 阪 市 点 区 備 場 2 丁目 38 i'11' J也 電 話06( 203) 2361

岡 橋 作 太 郎

有限会社 j 宮 市 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唇 590 幌 市 北 I Wl r1町 3 f I 需 ＱＵｾｽ J I ( ! 下ピル

電.1昌0722( 22) 1643

1648 

事 590- 01 n 宅. J ! f I - 市御池台 3 了 1 4 - 1 電J 孟0722( 99) 2677

亀 井 晃

ミb.

J 口

一級ミ築121務Z£A I 建 築 附 所 代表取締役

愚 542 本祉事務所・大阪市市区谷町7 r 日3需4- 203 

，ｾ谷岡 ｔ 第 Ｓ ピル Ｒｆ

7世話06( 768) 177111:

e631 臼宅・奈良市中町 I If，J也の 4 7  9 電，11i 0742( 43) 1226

亀

ー』ー

ノ、 夫田

株式会社 I白 鳥 製 作 所 大 阪 営 業 所 所長

串 530 大阪市北区丙天満 3 丁目 13番 18号 島 恨 ピ ル

659 自宅・戸 111 rli 存 日 町 3 - 3  句訴0797( 22) 4500 電 話06( 364) 1951 

串 560 自宅E ・ 盟 中 市 刀 恨 山 元 町 8 - 1 2 電 話06( 855) 5356
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留

置

恒

柄 谷 順 一 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長

骨 660 尼 崎 市 玄 番 市 之 町 4 11m;  06( 411 ) 1451 

e 6 6 3 白セ ー西宮市甲子園浦風町9 - 1 4 句活0798( 41 ) 0700 

l

 

i

 

---，， 

I - Ll  

1芋 夫繁

株 式 会 社 川 岸 窯 業 街 庖 代 表 取 締 役 社 長

岳 550 大阪市西区西本町 1 丁目 13- 33 電話06( 532川461代

骨 563 白宅池凹市天神 l 丁自 1 0 - 10 1I!，11i 0727( 61) 8598 

E

・
E

・--

--E

・E
・-

E

E

E

，

 

崎 敬

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役

骨 550 大阪市商医江之子島n 目2 11t 2号 電，11i 06( 448) 5601

唖 556 自宅 k 阪市浪速区健i車中 3丁目 9 番3-407 電話06( 632) 7369

川 瀬 甲 子 雄

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 616 点目，11市街府民 A 長有1泉式部町121昨地 1'I!，1Ii 075 ( 861 )  1157 

太阪支 Ｑ 占Ｑｉｬ， ＱｾＰＶＨＳＵＳＩＰＲＲＲ ! l ! 収支 lii Ｑｉｬ， ＱｾＰＳＨＲＶＳＩＰＵＰＱ＠

号 565 (1宅 ・吹田市 ilt :::i=台 6 ー 7 - 2  電話06( 834) 1734

-
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E

・---

E

E

E

，

 

出 誠 也

河 裾 夫

昭和59年盛夏 (50音順)

平日

蛍 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

531 大阪市大淀区本庄点1 r 目9 11t 9η 電話06( 371) 5146代

木 園 男

‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

島 勝 巳

下

有 限 会 社 小 島 勝 巳 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串 541 大阪事務所・大阪市東区南本町 4 丁目 41番地

イヨピル 8 階 電 話06( 252) 8088代

愚 103 東京事務所 ・東京郎中央区日本橋本町 4 丁目 14書地

山本ピ Jレ7 附 句 結03( 661) 0768代

骨 166 内宅・東京郎杉せ医1，)(:悶西 1 丁目 16ー17

電話03( 315) 5435

取 締 役 会 長 小 西 岬

取 締 役 社 長 橋 本 正 章

株 式 会 社 小 西 設 計

唖 550 大阪市西区立光堀 1 丁目 12ー 16 電話06( 532) 4051

‘
、

冒

E

E

E

d
，
，
 

本本

: 重三

J 同

内 外 パ ー キ ン グ 施 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

哩 550 大阪市西区京町胤 1 r n 8 11t 5丹 時l ! i l .ピル

句，1506( 441 ) 04771¥:  

愚 665 自宅・ 2藍犠市逆瀬台6 ｲ ｬＧＱ ｊＵ ＱＱｴＱｬｾｽ電話 ＰＷＹＷＨＷＳＩＳＲＲＸ

汲

E
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E

・

E

・---

--

E

E

E

，

 

圭司

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

愚 530 大阪市北区中之島4 下回 3，得25号 電 話06( 443) 6641代

骨 545 白宅 . k 阪市阿倍野区北自3丁目 1酢7号 電 活06( 654) 0584

取 締 役 会 長 小 林 四 郎

取 締 役 社 長 代 谷 正 π

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

骨 553 大阪市橋島区楠島7丁目22番8 号電話06( 452) 1151大代

骨 662 自 宅 ・ 西 宮 市 西 平 町 19 ー 11 電話0798( 74) 6621

唖 665 臼宅・宝塚市仁川北 3 - 1 3 - 2 0 電話0798( 52) 5971

‘
、

E

E

E

E

d

 

，
，
 

林
士

山

社 団 法 人 全 国 銀 川 工 業 連 合 会 顧 問

大 阪 鉄 榊 姥 設 業 協 同 組 合 理 事 長

大 阪 鉄 附 建 設 業 協 同 組 合

愚 543 k 阪市f 王寺区生玉前町 I 書21号小山ピル 電話06( 772) 0182

迎合会 Ｇｊｾ 務所

唖 103 JM:，;，/if S' i ' 央反京儲2 r 日101lt 2 r; 第 2ぬり彦ピル9 F

旬。，1503( 564 ) 3711代

‘
、

'

E
・

』，
，
 

オヒ ↑尊

得

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

膏 530 大阪市北区堂島2- 4- 17 藤田ピル電話06( 341) 5658代

署 662 自宅 ・西 宮 市 丸 鳩 町 6 ー 16 電話0798( 66) 2394

河 内 義 就

株 式 会 社 ジ ャ ス 代 表 取 締 役

有 限 会 社 河 内 議 就 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 常 務 取 締 役 唖 565 大阪府吹田市古江台 6 r 日3 昏 1 号健康の森 愚 730 広島市中区上機町 2 1昨43号柴原広島ピル

大 阪 支 底 長 電話06( 833) 661 1代 電話082( 228) 2271代

e 5 3 0 大阪市北区芝田 1 丁目 4 番 8 号北阪急ピ Jレ 愚 565 kl 宅・並中市新千里北町 1 ー 1 C5 - 2 0 9  串 739- 17 自宅・広島市安佐北区高隣町太字翠光台ト237

電話06 ( 372)  2511 電話06( 872) 6461 電話082( 842) 5330( O乎)

河 井

.，1l.ι  

見 弘

株 式 会 社 河 井 建 築 事 務 所 取 締 役 所 長

吾 631 奈 良 市 登 美 ケ 丘 4 丁目 8 ー 10

電話0742( 45) 4378 ・ ( 43) 7507

ｾＶＳＱ 奈良市登美ケ丘 Ｔ 丁目 ＸＭ｝｝ 旬結0742( 44) 8100

‘
、

E

・

E

・

4，
，
 

氷阪

大 信 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

号 531 大阪市大淀l寛大淀 ' 1' 4  J i l 13ー11 旬結06 ( 451)  7631 

再 553 大阪市羽島灰稿。，C) ， 6  l i 120- 10 電話06 ( 451) 5346 

元号 池 藤

株 式 会 社 鴻 池 組 代 表 取 締 役 社 長

暗 541 大阪市東区北久宝寺町 4 丁目 27酢地

ダイヤルイン電話06( 244 ) 3500( 受付台)

愚 603 自宅京郎市北区平野偽底的阿部電話075( 461) 1526

4 9  
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近 藤 徹
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，古

川ＡＮｾ

ヨ王

t: l  

不 二 熱 学 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 542 大阪市南区南船場 2 f H  1  I昏I 号 m ，11i 06( 261) 4321  西 il 本 辿 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 658ι l セ・神 } i 市点機I走森北町 4 ｲｲｬｬｬ ｉｬｬＧ ＱＰｾ［＠
＿立ｾＱｩ ＰＷＸＨＴＵＱ ) 3367 唖 550 大阪市西i耳、Z光 線 2 f l l  1  I咋2 号 電 指06( 543) 2553

佐 々 木 森

株 式 会 社 佐 々 木 建 築 事 務 所 代表取締役

唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 - 3  - 2 2 需 給06( 443) 0675

志賀 修

専務取締役

フ ジ タ 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 ! 苫 支 底 長

串 530 大阪市北R 西天満 2 r 目 9 1l1' 8 号 電 話06( 361) 1133 

617 ，;c /;!S府 向 日 市 1: 補 野 作 徳 11- 19 m ，11i 075( 921) 0728 骨 567 白宅・大阪府茨木市下腿積4ー11- 39電 話0726( 26) 5640

佐 藤 康

大 鍛 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 532 大阪市淀川 [jC":It. l 4 r 日 4 倖44-n

，1/; 06(394)  1281 大 代 JA

暦 562 箕 面 市 箕 蘭 6 r  1] 9  llI' 36 f;- '1I1，11i 0727 (22)  3608 

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所代表取締役社長

540 大阪r ! i 京区島町 2 r n  7  llI'地 電 話06( 943) 1371 代

愚 662 白宅 ー西 宮 市 古 川 町 4 の 9 電，11i 0798( 72) 1569 

佐 春野

代表取締役

森 井 電 業 株 式 会 社 則 社 長

愚 530 大阪市北区中之島4 r 日31l1' 28 丹 三 井 ピ ル 別 館

電 話06( 443) 8381 代

m ，11i 06 (441  )  0502直 通

愚 661 臼宅・尼崎市点岡田町3 r n S 5制 也 電 話06( 491 ) 9402 

斉 義藤 園

株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役

母 557 大阪市附hxl>(I;1 'l¥ 2  J i  16 1ft  5  ;;- 電話06( 661 ) 3325代

司 557 ( 1セ k 阪市内I J : 立1>(/;I'll Jll 1  l i  121 待 3 i } 

t世話06( 652) 0208

雑 幸 夫賀

株式会社大阪維質建築事務所代表取締役

暦 543 大阪市天王寺隠上本町 8 f l'l 3  1lI' 23号

mJ 吊06( 772) 4426 ・4436

唖 573 白宅・枚 β 市香里ケ丘7 f 円] ] - 16 m ，1i; 0720( 54) ∞04 

50 

四 方

....-曇p

U肩 良R

pqJi 設計工務株式会社

4 級 建 築 士 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

暦 612 五f 都 市 伏 見 区 深 草 関 J:!1敷 町3 2 - 2 電話075( 642) 9516

暦 612 自宅. ;jf Iif Sdi 伏 見 1>( 深 草 関I卦 赦 町3 2 - 2  

ご'J.t:.

J 、，，、 幸 雄谷

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締f支社長

愚 542 大 阪 市 南 区 島 之 内 2 ー 12- 21 電 話06( 211 )7333代

骨 581 自宅 ー八 l.e rn 二 俣 2 5  2  - 7  屯 漏0729( 22) 86判

名誉正会μ

白 石 登 喜 男

株 式 会 社 藤 木 工 務 底 常 務 理 事

愚 540 大阪r I 'i J l [ 区両作町 1 f 目13i陸 地 電 話06( 944) 1468

岳 558 自宅・大阪市住 d 区掛江 1ー 7 - 3 9 電 話06( 671 ) 3792 

昭和59年盛夏 (50音順)

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

哩 530 大 阪 市 北 反 角 旧 町 2 需 15 号 包 括06( 372) 7151 代

須 賀
宮

田好

近 畿 大 学 漫 工 学 部 迷 築 学 科 助 教 授

愚 577 J l [ 大阪市小若江 3 - 4 ー 1 m ，11i 06( 721) 2332 

内線271

fi!>577 自宅 . J l [ 大阪市小阪 3 - 4 - B 9 1 1

地 J l i 06(789) 8114 

戸有

国 健
!日

ノし谷

大 阪 電 気 l暖房株式会社 代表取締役社長

再 550 大阪市両 l>Zi Cf ' 堀 1 r 日 9 需 25号 司!，l l i06 (441 )  8231 

再 158 ＨＱ宅 ・ ＪＮｦ ［ｴ ｬｈｾ世間谷区等々 Ｑｊ Ｖ rl-124需 6 号

電 話03 ( 701)  3535 

杉 浦 敏 良B

三 機 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 強2

541 大阪市点区北浜 2 - 2 2 電 話06( 202) 3051代3071 代

骨 560 盟中市阿町市 1 - 7 - 7 電 話06 ( 855)  5995 

鈴 木 仙 吉 郎

東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 要務書締2

奇 530 大阪市北区堂島浜 2 - 2 - 8 点洋紡ピ J レ

電，11i 06( 348)  5611代

田 中 優

株式会社ユソニアンー級建築設計事務所 代表取締役

骨 530 大阪市北区東天満 2 丁目 1j書26 号 福 山 ピ J レ

電話06( 354) 2781- 4

唇 536 大阪市雄東区成育 4 丁目 201ll' 2 号 電 話06( 931 ) 8857 

田 村
盲

六

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 常 務 取 締 役

骨 541 大 阪 市 東 灰 4玄関T 4  - 27 電 活06( 252) 1201 

骨 663 西 宮 市 浜 甲 子 園 2 丁臼 5 - 1 9 電 話0798( 41) 4300 



暑中お見舞申し上げます

取締役社長 高 橋 慶 夫

専務取締役 上 田 宏 二

株式会社 高 精 上 回 設 計 事 務 所

串 550 1 < 祉・大阪市阿18 : 析町 1 - 4 - 2 1 六世ピ Jレ

;"f!，l孟06( 533) 0971- 3

岳 110 J在 京 支 所 点 J;(lifS台 東 区 1: 里子 5 - 3 ー 7

古 代 ピ ル3 F 電 源03( 831) 6108

橘 泰
ごム

J 口

イ専 正 明

昭和59年盛夏 ( 50音順)

馬

ム ツ ミ 1理 業 株 式 会 社 代表取締役

550 大 阪 市 川1)( 靭 本 町 1 r n 1 7昨 15月

;"f!，1f. 06( 441) 0378大 代

号 558 1' 1屯 ・ 大 阪 市 住 訓 〈 民1，時点 3 J 1 114 /11' 22- 515 

tI! J l i 06( 699) 5326 

名営会長・ち営正会L l

東 畑 謙

中 英原 雄

株 式 会 社 創 美 設 計 代 表 取 締 役

哩 530 大阪I ( i北 1)( "'1ぷfflf 3 俳21;} J_lt 割l地 所 同 町 ピ Jレ6附

;"f!，1806( 312) 3587代

司 565 11:':111 1 ( ，眺山台 1 J i l  : J λ モハイ J Nt 山 台

氷 井 賢 城

* 邦ノ f ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株式会社点畑挫築 Ｇｬｾ 務 所 取 締 役 会 長 株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役社長

明 540 k 阪『打点 t { 轟ノ前中央2 HI 7/11' 15l;' 1世話06( 941) 9445- 9 骨 541 大阪1 ( ， W: 1> 1 : 伏見町 5 ー 19 氾，1806( 202) 0391 司 106 II! ljr r.t li 岳1><: 附麻布 1 1・11 13昨11 l} '，1l.l.f，03 (403) 0251 大 代

哩 590- 01 n 屯 嶋 市 若 怯 台3 J・261昨3η 1Il:，1，r; 0722( 91)  2267 唖 658 1'1屯 神}i di ll!iII lX: 住吉111 T' 4-4・35 1世話078( 851) 5043 稿 251 (1定 雌 川 rli ;t'J h{f 海 Jj!2 1i 18の 26 "I!"';か166 (36)  7706 

...L.. 

J L  田
主

同

. ( i j 限会社柳 々 堂Ｈ越築咋ｉＧ ｬｪ Ｍ ｾ ｴｊ市 Ｉ

唖 550 大 阪 市 凶 T( J;C町 娼 1 - 1 2 - 3  ;"f!.f.! i 06( 443) 0167- 8 

営 業 所 鴻 池 ピ ル 電 話06( 251 ) 8233 

...L.. 

J L  野 良R

株 式 会 社 ユ ニ オ ン 代表取締役社長

骨 550 大 阪 rli 両 区 南 場 江 2 丁目 13需 22乃

J苫06( 532) 3731- 8

名営会長

塚 本 次猛

株 式 会 社 日 建 設 計 最 高 顧 問

明 541 大 阪 rli lIi r x: 備制 2 f l l 38 /11' J也 11!.f.!i06( 203)  2361 

串 665 自 宅 宝 原 市 消 託 料12 - 6  - 2 7  1世話0797( 87) 1940

辻
豊
一
早本

株式会社ツジモトユタカ設計事務所代表取締役

母 ＶＴＰ 制歌山市Ｊｾ町中の ｲ 1 2 - 3  '，11，11i 0734 ( 26) 2030代

愚 640 1' 1宅 利 :1)<山 市 東 長 町 中 の f 1 2-3屯 .11，0734 (26)  2030代

津 芳村

オリエンタルメタル製造株式会社 代表取締役社長

暗 660 尼 崎 di 昭 和 市 通 3 T 回26帯 地 包 括06( 412) 5131 代

串 330 11宅 埼 玉 県 大 富 市 高 鼻 町 3 r 回58番地

;"f!，11i 0486( 41 ) 0204 

づ目

I寸 益 男 長 ;畢 行田 孝

日本住宅パオ、ル工業協同組合大阪支所支所長

唖 530 大 阪 市 北 区 内 天 満 5 r  ＱＱＶ ＯＱＱＧ ＱＰ 日常ｉｬｬ ｾｔ パークピル

電 ，11i 06( 313) 3321

愚 598 自 宅 大 阪 府 京 佐 野 市 佐 野 台20- 52 電 話0724( 63) 1260

野 村 英

i寺 田 屯 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 601 fj( /il I，lir軒以点九条刊I辺倒 f 211昏I也 1! l 話075( 661) 2727

串 606 i ' I宅 ';r Ii1Srli 在京I >Ut ( 1川W: fi' 織町l Oa在地の 3

百u語075( 722) 3231

紅色の t也の鳥 エ y チ ン グ 1958

間

口

園
岡 久 男

文

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 541 大 阪 市 点1)( 布 施 矯 2 r f1 91詐地 T包括06( 202)4791 代

橋
詰
一
日 雄

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

ｾｴ ト ｈ 法人 11 . . f 支出策協会 Jlt・m支ml 支庁11長

株 式 会 社 術 的 E 訪 日 取 締 役 会 長

南 601 ， ｪｩ 剖 ｉｲｬ￮ＧｉＧ ， ｪ Ｈｦ＾ＨｪＱ ｉＢｊ 、尚ｪｪ｝ｪ柳 ｉＮＮｾ ｊＺ劫求人 ｩｬｬ ， ｩ ＧｬＧ会館分宅

ー'll 品075( 21 1) 2857 .2877

南 604 ，j( ;'11 rli '1 ..jr 1><: ｪ ｲＮＺ［ｾ［ｊＡｩ＠ ＺＮ条 ＱＺＱ レ姉 Ｑ ｲＮ ＺｭｾｦＳＲＶ

，ll 活 075( 801) 2356( ¥:

司 604 ＱＧ Ｑ ・芭ー， ｪｩ Ｏｩｬ ｬｲｬ￮ ＧｬＧ， ｪｩｬ＾Ｈｪ 町内属通ー条 ＱＺＱ レ姉ＡＱＺｩｩ ｾｾｦＳＲＶ

1官，1，' ;075 (841 ) 2803 

橋 本 晃芳

株式会社 ｩｾＡｊ 池 組 # 務 取 締 役

唖 ＵＵＰ 大阪 ｲｦ Ｇ￮両氏 ｾｴ 姻 ｦｃＲｦｮＳ ＱｦｩＧ Ｓ 月ー 電 治06( 538) 2991 唖 541 大 阪 rl1m区 北 久 宝 寺 町4 f l l 27昨 地 電 話06( 244) 3545

串 577 ＨＱ 宅点大阪市民本 ｾｴ 30 司1，1舌06( 744) 2976 唖 659 1' 1宅 。l' f Ij1 rI， M 辺倒 f 4 ー 1 ;"f!，11i 0797( 31  ) 6766 

名営正会L l

浜 口 幹 三 郎

株 式 会 社 浅 沼 組 監 査 役

司 543 大 阪 市 天 E ・i' 1><: lIi，!':i i  Il町 12/11' 6 日。1l，11i 06 ( 768)  5222 

奇 631 1' 1宅 fif 良 rl i ・れ町市せJ j ケ斤 3336- 7  

"I!.ll ; 0742 (43)  1091  

51 

内 克藤 正

株式会社内d頗車辿築設計 4事1務F所庁代表取締役所長

骨 6切75 13 兵I雌轟県

ｾＶＷ 符 Ｕ Ｍ Ｑ日 Ｓ れ.屯i':;" 民耳刻l川郎司郁l 広県L小' 野F刊rI市1; 久1保阜4本《側町11ω06ω3 1屯l目!.f話舌0切79似46引(2幻)4“66偲8  



暑中お見舞申し上げます

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 副 社 長

愚 550 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 5 番 7 号 四 ツ 綿 ピ J レ

電 話06 ( 532)  3421 

愚 565 向 宅 吹 岡 市 背 山 台 3 丁月 41ー 11 電 話06 ( 872)  3608 

林 日百 ) ¥ 良R

菱 和 調 温 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 聖 書 室

膏 530 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁目 7 番 3 号 電 話06 ( 352)  4881  

串 663 自 宅 西 宮 市 高 木 東 町19番 14号 電 お0798 (64)  0324 

原 事円

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

号 532 大 阪 市 淀 川 区 十三 本 町2丁目 4番 28号 電 お06(308) 1551 

岳 662 向 宅 西 宮 市 名 次 町 12番 9 号 電 訴0798 ( 72)  1504 

2表取締2原 田 重 信

2表取締2原 田 孝 太 郎

原 因 セ メ ン ト 化 工 株 式 会 社

大 統 商 事 K K 泉 州 生 コ ン 工 業 K K

骨 554 大 阪 市 此 花 区 西 九 条4丁目 3 - 3 4 電 話06( 465) 1212代

岳 661 自 宅 尼 崎 市 塚 口 町 3 丁目 4 1 - 8  電 話06( 421 ) 4518 

イ半 郎

株式会社西原衛生工業所犬阪庖代表取締役社長

骨 531 大 阪 市 大 淀 区 中 津 六 丁 目 8 番 4 号 電 話06 (458)  3531代

唖 563 自 宅 ・ 池 田 市 石 橋 3 ー 11- 14 電 話0727( 61) 8652
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唖

会 長

千百 朝 生田

株 式 会 社 双 星 設 計 代 表 取 締 役 社 長

吾 530 大阪市北区茶屋倒T 18- 21 ｾｾ崎ピル電話 ｑＶＨＳＷＳＩＲＲＸＱ

串 663 内宅商・品. 市甲子閤砂問町2 /11' 8 月 電，!1.i 0798 (48)  0989 

52 

福 氷 薫

株 式 会 社 建 設 技 術 セ ン タ ー 取締役社長

吾 532 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 5 丁 目 7 番 17- 602号

電 話06( 304) 1148代

岳 542 自宅 大阪市南区南船主品 4 丁 目 7 - 3

電 話06( 251) 3102

藤 井 稔

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 専 務 取 締 役

岳 530 大 阪 市 北 区 梅 田 Z 丁 目 2 帯 25号 電 話06( 346) 1173

藤 木 銭

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

串 540 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 13番 地 電 話06(944 ) 1468代

10月の鳥 リトグラフィ 1962

淵 保 夫上

常務取締役

三 井 プ レ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長

号 530 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 丁 目 4 番 18号 三 井 ピ ル2号 館

電 話06( 444) 4231代

署 595 自 宅 大 阪 府 泉 大 津 市 虫 取51 - 1 楠 木 団 地2- 311

細 松 雄野

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 主 務 富 締 受

骨 550 大 阪 市 西 区 南 掘 江 1 丁目 191昏8 号 電 話06( 541) 1922

岳 631 奈 良 市二 名 阿 南 登 美 ケ 丘3336- 27 電 話0742( 45) 6233

昭和59年盛夏 ( 50音順)

堀 内 史 良E

第一工業株式会社大阪支庖 取締役支庖長

吾 530 大 阪 市 北 区 西 天 満3丁包 6番 14号 電 話06( 364) 6661代

愚 573 自 宅 大 阪 府 枚 方 市 朝 日 丘 町12- 18電 話0720( 41) 5396

目IJ 敏 男田

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

岳 565 本 所 大 阪 府 吹 田 市 藤 白 台 5 丁目 125番 地

電 Z舌06( 872) 0391 

串 531 大 淀 分 室 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 西 2 丁 目 1 番 目 号

電 話06( 351) 7217 

骨 592 堺 分 室 大 阪 府 場 市 浜 寺 石 油 町 西 2 丁 1 帯 34号

電 話0722( 44) 3912

串 612 京 都 分 室 ー 京 都 市 伏 見 区 中 島 前 山 町24番 地 の Z

電 話075( 622) 0713

唖 675- 01 加古川分室ー加古川市男rJ 府 町 新 野 辺 字 畑 下1311- 3

電 話0794( 35) 5811

前 田 平 一 郎

ゼ ネ ラ ル 事 務 機 株 式 会 社 社 長

号 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町3丁目 2番7号 第 H黄弁ピ J レ

電 話06( 441) 1462代

吾 560 自 宅 鑑 中 市 上 野 東 1 丁目 16- 21 電 話06( 849) 5764

松 恒 彦田

株式会社 A R T建築設計事務所代表取締役所長

吾 530 大 阪 市 北 区 東 天 満 2 丁 目 3 - 1 0 田 中 ピ ル

電 話06( 357) 5351代

愚 546 大 阪 市 東 住 吉 区 西 今 川 2 T 8 ー 7 電 話06( 702) 6738

松 村 雄

株 式 会 社 松 村 組 取締役会長

骨 530 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁 目 1 番 3 号 電 話06( 353) 1131

名 誉 正 会 員

松 本 与 作

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 顧 問 技 師

串 ＱＰＰ 東京郎千代ｲＱｉｦｬｬＺ有丑［ｾｔｬ ー ＱＳ ー Ｑ 電 J吊03 (216) 1211

骨 145 (1宅点点郎大F l J I1{ m閣 湖 布3- 17-3 電 話03 (721 )  4723 

谷
由

I l !I'、 義

株式会社 三 谷 設 計 代 表 取 締 役

晋 694 島恨県大田市久手関T波 恨 西777の 1

電 話08548( 2) 8121代

;:;;694 自 宅 ・ 島 恨 県 大 悶 市 久 手 町i止恨西225の Z

電 話08548( 5) 8320



暑中お見舞申し上げます

輪 泰 司

株 式 会 社 地 域 計 画 ・建築研究所 代表取締役所長

吾 600 京郎市下京区四条通商倉西入ル立光西町82帯 地

大和銀行京初ピル 1'1Wo075 ( 221) 5132代

串 540 大阪市東区石町1丁目 I番 地 天 満 締 千 代 田 ピ ル2号 館

電 話06( 942) 5732

唇 460 名古屋市中区丸の内 3 丁目 18番 30刀・ツポウチピル

電 話052 ( 962)  1224 

唖 612 臼宅 京郎市伏見区桃山南大島町95- 45

ｾＵＰＷＵＨＶＰＱＩＳＹＶＲ＠

薬 袋 公 明

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 社 長

村 秀上 夫

昭和59年盛夏 ( 50音順)

新日本製鍬株式会社 大阪営業所担当官11長

唖 530 大阪市北区中之島3丁目 2番4 号 朝 臼 新 聞 ピ J レ12F

電 話06( 202) 2201

哩 666- 01 自宅ー兵肺I 県川西市消和台西 l 丁目 6 1ft 23;; .  

電 話0727( 99) 0438

名 誉 正 会 凸

村 藤
ヨ王

Eコ

森
由

ｉｾ 、

野
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特 集

消防設備のポイント

消防設備は、人命を守り、 tt 重な財産を守るための

防災上、最も確かな設備と 言えよう 。

街を歩けば、少し大きなビルの玄関廻りには

昔、サイヤミーズコネクションと呼ばれた送水口や放水口などが目につき、

ビルの中へ入れば表示燈も鮮やかな、消火栓箱が目に留まる 。

地下街やホテルなど天井にはスプリンクラヘ ッ ドが行儀よく並び

地下駐車場には泡消火設備用の泡ヘ ッ ドが見える 。

こうして、われわれの周りでは、消防設備は完壁に整 ったかに思える 。

にもかかわらず、ビル火災、ホテル火災など依然として跡をたたず、

尊い人命までも火災により失われるとい った、悲惨な事例を耳にすることも多い。

近年、ますます建物は高層化、和l密化され、

内装は石油系建材にほとんど変わ った。そのため、い ったん災害の発生をみると、

その様相は複雑になり、防火、消火がついていけなくな ったのではないだろうか。

一方、ガス、石油、電気は、

現代では人間生活をより豊かにするための、なくてはならないエネルギー源ではあるが、

反面、使用を誤れば、大きな災害 をもたらす元凶に豹変する 。

これらエネルギー源も余りに身近にあるため

防火管理が冗慢にな ってきたのではないだろっか。

かつて、本誌が、消防設備を取り上げ、

水消防火 。という名の特集号を組んだのは昭和38年 2 月号であ った。

それからもう、 20有余年が過ぎてしま った。

その問、消防法規の大改正だけでも十指に余る 。

そこで、遅きに失するきらいはあるが、再び本特集を組んだ。

ここでは主として、消防法規に示された水系、ガス系、ケミカル系の消防設備

および火災報知設備、ならびに建築基準法による排煙設備の仕組みなど、

こんにちの消防設備のポイ ン トをあきらかにしながら、

防火管理のあり方や、これらに大きな影響を与えるであろう建築との

かかわりあい方などをt莫索してみた 。

それは、消防設備は飾りものではなく、

生きた、使える設備として、平素、

防火管理上一番頼りになる装置であ ってほしいと、願うゆえんからである 。

( 本特集制m幹 '1> : 河津隆之 Je)

本特J l ! 制集幹事

大 友信 到 Ｏ 鎌日 ｬ 章 Ｏ 小林健 彦 Ｏ 杉本 ｨＧｩ 平 Ｏ 竹本太 三 Ｏ 藤原省 三 Ｏ 河 ￬ｬ ｬ 隆 之 Ｏ 川 戸敏 雄 Ｏ 中曽晩尚 Ｏ 備本祁 彦 Ｏ ｾ 器製
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- 総論

消 防 設 備 の あ り 方

堀 内 三 郎

消 防 設 備 と い え ば 、 あ れ も こ れ も と 総 花 的 ・重 複 的 に 多 種 多 様 な も の の 設 置 を 強 要

さ れ て い る と い う 非 難 が 、 一 般 の 建 築 関 係 者 の 聞 に 多 い と 言 わ れ て い る 。 し か し 防 災

( 防火・安全避難) とい っ た 一 つ の 目 的 達 成 の た め に 、 多 く の 手 段 が あ る こ と 自 体 は

む し ろ 歓 迎 す べ き こ と で あ って 、 問 題 は そ の 適 切 な 効 率 的 選 択 と 実 施 に あ る こ と は 明

らかであろう 。 た だ こ こ で 指 摘 し て お き た い の は 、 そ の 「 効 率 的 な 選 択J は あ く ま で

「 人 聞 の 生 命 身 体 の 安 全 確 保 」 が 主 で あ って、 「生産や商業的利益の追及 J は 従 で あ

る べ き だ と い う 点 で あ る 。

い う ま で も な く 建 築 や 都 市 を 火 災 等 の 災害 か ら 守 り 、 人 命 と 財 貨 の 安 全 を 確 保 す る

方 策 と し て は 、 ① 建 物 や 内 装 等 を 不 燃 化 も し く は 難 燃 化 す る な ど の 建 築 的 対 策 、 ② 公

園 、 空 地 ま た は 防 火 帯 な ど に よ る 都 市 計 画 的 対 策 、 あ る い は ③ 人 間 に 対 す る 防 火 知 識

や 消 火 技 術 の 普 及 な ど の ソ フ ト な 対 策 が あ り 、 そ れ ら の 対 策 は 古 く か ら そ れ な り に 考

え ら れ 、 実 施 さ れ て き た が 、 も う 一 つ の④ 消 防 的 対 策 の 方 は そ の 科 学 的 な 進 展 が 比 較

的 遅 〈 始 ま っ た。 す な わ ち 、 戦 後 の 消 防 法 の 施 行 に 基 づ く 予 防 行 政 の 一 環 と し て 建 物

へ の 消 防 設 備 の 設 置 が 定 め ら れ て か ら 今 日 ま で 約 三 十 年 余 り 経 って 、 ょ う や く 他 の 対

策と並んで考慮、されるという状況にな っ た わ け で あ る 。

そ し て 現 在 で は 、 上 記 の ① ~④ の 各 種 対 策 が い か に 組 み 合 わ さ れ た 場 合 に 最 も 効 果

を 発 揮 す る か と い う 「 総 合 化 ・ 最 適 化 ・ シス テ ム 化 」 の 方 策 が 最 大 の 課 題 と し て 研 究

さ れ て お り 、 ま た 同 様 に 全 体 の サ ブ シ ス テ ム で あ る 消 防 的 対 策 の 分 野 で も 、 た と え ば

消 火 、 笹 報 、 避 難 な ど の 各 種 対 策 の 最 適 化 計 画 が 重 要 な テ ー マ と し て そ の 解 決 を 迫 ら

れ て い る 現 状 で あ る と い え る 。

そ こ で こ れ ら の 課 題 の 決 定 的 な 解 明 が 未 だ 得 ら れ て い な い 現 在 、 前 記 の よ う な 総 合

シ ス テ ム の 構 図 を 念 頭 に お き な が ら 、 消 防 設 備 の 今 後 の あ り 方 に つ い て 筆 者 な り の 考

え を 以 下 に 述 べ る こ と に す る 。 な お そ の 根 底 に は 、 建 物 自 体 が 火 災 に 強 〈 、 人 間 に と



消防設備のあり方

っ て 安 全 な も の で あ る こ と が 基 本 で あ る と い う 考 え 方 が あ る の は も ち ろ ん で あ る 。

(  a  ) 現 行 の 消 防 法 施 行 令 別 表 第 一 に 示 さ れ た よ う な 防 火 対 象 物 の 分 類 区 分 を 再 検

討 し 、 一 般 住 宅 を も 含 む 全 建 物 ( 施 設 ) を 、 火 災 危 険 ( 出 火 危 険 × 延 焼 危 険 ) と 人 命

危 険 と の 両 視 点 か ら み て 数 個 の ラ ン ク に 大 別 す る 。 ラ ン ク の 数 は 少 な い 方 が よ い 。

(  b  ) 上 記 各 ラ ン ク ご と に 最 低 限 必 要 な 基 本 的 消 防 設 備 の 種 類 を 定 め る 。 た と え ば

中 間 程 度 の ラ ン ク で は 「 自 火 報 と ス プ リ ン ク ラ ー 」 と い った 程 度 に 極 力 少 数 に 限 定 す

る。

(  c  ) 上 記 以 外 の 現 行 の 設 備 お よ び 今 後 開 発 さ れ る 新 し い 設 備 等 に つ い て は 、 そ の

技 術 的 基 準 お よ び 有 効 な ( ま た は 無 効 な ) 適 用 対 象 物 を 表 示 し 、 そ れ ら は 法 規 制 の わ

く か ら 外 し て そ の 選 択 、 保 用 は 設 計 者 の 任 意 に 委 せ る 。 またこれらの諸設備のうち、

効 果 の 大 き い 組 み 合 わ せ や そ の 逆 の 場 合 な ど も 参 考 と し て 表 示 す る 。 な お こ の よ う な

設 計 上 の 自 由 度 の 拡 大 を は か る 方 策 は 、 単 に 消 防 設 備 と い う サ ブ シ ス テ ム 内 の み に 止

ま ら ず 、 今 後 は 全 防 火 シ ス テ ム に つ い て も 速 や か に 進 め る べ き で あ る 。

(  d  ) 特 殊 な 対 象 物 や 特 殊 な 消 防 設 備 の 適 用 な ど の 新 し い 問 題 が 生 じ た 場 合 に 対 処

す る た め 、 各 府 県 や 大 都 市 な ど に 、 学 識 経 験 者 等 で 構 成 さ れ る 審 査 委 員 会 を 設 け て 、

公 正 ・適 切 な 評 価 を 速 や か に 下 せ る よ う な 体 制 を 整 え る 。

(  e  ) 現 行 の 法 体 系 で は 、 そ の 実 現 は 難 し い こ と は 認 め る が 、 将 来 は 前 記 の よ う な

各 種 消 防 設 備 の 設 置 に よ り 対 象 建 物 の 火 災 と 人 命 に 対 す る 安 全 性 が 増 進 さ れ た と 認 め

ら れ る 場 合 に は 、 そ の 程 度 に 応 じ 火 災 保 険 料 率 の 低 減 、 固 定 資 産 税 の 減 額 、 あ る い は

設 備 や 建 物 の 原 価 償 却 年 数 の 縮 小 な ど の 経 済 的 優 遇 策 を 採 り う る よ う な 対 策 の 実 現 が

望 ま れ る 。 も ち ろ ん こ の 場 合 に は 、 安 全 性 の 科 学 的 な 評 価 方 法 が 開 発 さ れ て い る こ と

が 前 提 と な る で あ ろ っ 。

(  f  ) 以 上 の よ う な ハ ー ド 面 の ほ か に 、 そ れ ら の 諸 設 備 の 適 正 な 保 守 管 理 や 、 そ れ

を 運 用 す る 人 聞 の 側 の 防 火 管 理 の 適 正 化 と い っ た ソ フ ト 面 に つ い て も 、 優 良 な 建 物 や

企 業 、 個 人 等 を 表 彰 す る 方 策 や 、 前 記 と 同 様 の 経 済 的 優 遇 を は か る よ う な 方 策 を 考 え 、

規 制 や 罰 則 は か り で な く 実 際 的 な 利 益 の あ る 方 法 を 採 る こ と も 重 要 で あ る 。

以 上 は 、 最 近 の 経 済 的 利 益 優 先 の 風 潮 に 押 さ れ て 、 と も す れ ば 建 物 自 体 の 安 全 性 の

低 下 を 消 防 設 備 で 補 え ば 足 り る の で は な い か と い っ た 、 安 易 な 考 え 方 が 横 行 す る こ と

を 憂 え る 筆 者 が 、 日 頃 考 え て い た 私 案 を 述 べ た も の で 、 未 だ 科 学 的 権 拠 に 乏 し い も の

で あ る が 、 今 後 大 方 の 比 正 を 得 て よ り 良 い 方 策 の 探 究 に 努 力 し た い と 考 え て い る 次 第

ていある。 ( はり うち さぶろう 関西大学教授)
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. 各論 1

消 防 法

と

消 防 用 設 備 等

大阪市消防局予防部設備課

58 他 築 と社会/ 19剖 年 7 1) 号

は じ め に

昭和36年 4 月、消防用設備等の設置を図るための消防法施行令が

施行されたが、その後の火災事例は、人命尊重を第一主義とするこ

れら法令の目的を必ずしも充足せず、法規制の強化を増長し、数多

くの改正を重ねたが、その結果一応整備された内容のものとなった。

以下に、消防用設備等に係る消防法令の運用等に関する概要を説

明させていただくこととする 。

消 防 用 設 備 の 必 要 性

消防用設備等の設置の目的は、いうまでもなく火災による人命の

損傷または財産の損害を軽減するためのものであり、その内容は、

消火設備、警報設備、避難設備、消防用水および消火活動上必要な

施設とし、特定の防火対象物の関係者( 所有者、管理者、占有者)

に対し、これら消防用設備の設置、維持の義務付け( 消防法〈以下

「法」という〉第 17条) を行うとともに、その使途、構造、機能、

工事、型車イnu等の特殊性を考慮して、消防機械器具等に対する検定制

度( 法第21条の 2 ) 、工事 ・整備に係る消防設備士制度( 法第 17条

の 5 ) 、消防機関による工事完了時の検査制度( 法第17条の 3 の 2 )、

維持 ・管理の徹底を図るための点検 ・報告制度( 法第17条の 3 の 3 )  

等が定められている 。

消 防 用 設 備 等 の 設 置 を 要 す る 防 火 対 象 物

消防用設備等の種類は、消防法施行令第 7 条で定められている ( 表

- 1  )。消防用設備等を設置し維持しなければならない防火対象物は、

消防法施行令( 以下「令」という) 第 6 条に規定されており、具体的

には令別表第一に示されている ( 表- 2  ) 。 また防火対象物が令別表

第ーのいずれに該当するかは、その実態により判断するものとし、

詳細な取り扱いについては昭和50年消防庁予防課長通達「令別表第

一に掲げる防火対象物の取り扱いについて」により示されている。

なお、必要とする消防用設備等については、令別表第一に掲げる

用途ごとに規桜、構造、 1
1皆数等の基準が定められている。 ( 令第 10

条~令第29条の 3 )  

表ー 1 消防用設備等の種類( 令第 7 条)

消火器、簡易消火用兵( 水バケツ、水糟、乾燥砂、

膨d長ひる石または膨リ民兵珠岩)

屋内消火栓設備

スプリンクラー設備

水噴霧消火設備

消火設備 j包消火設備

二酸化炭索消火設やi 1 i

1自 ハロゲン化物消火設備

防

粉末消火設備

σ〉

用
屋外消火栓設備l

供

動力消防ポンプ設備

す
自動火災報知設備

る

ガス漏れ火災笹報設備

設

イ府 漏電火災讐報告器

署警報設備
消防機関へ通報する火災報知設備

警錦、携常用拡声器、手動式サイレンその他非常筈報

若器具、非常事警報設備( 非常ベル、自動式サイレン、放

送設備)

すべり台、避維はしご、 i没助袋、緩降機、避難僑その

避難設備 他の避雛苦器具

誘導灯、誘導椋識

消 防 用 水 防火水槽またはこれに代わる貯水池その他の用水

消 火 活 動 上 排煙設備、連結散水設備、 i主結送水管、非常コンセン

必 要 な 施 設 ト設備、無線通信中iHJl JJ 設備



表 - 2 政令別表第一

ゐぞ!
防 火 対 象 物 の 別

4臨

考

(1) 

イ 劇場 ・映函館 ・演芸場または観覧場

ーーー- ーーーーーーーー・ 4酢由圃由自国畠由直畠喧圃畠由自由自由直ーーー・ー........匹司回.-._----・・・・・・・・・・・・ーーー- ---ーー---ーーー・ー

ロ 公会堂または集会場

イ

キャバレー・カフェー ・ナイトクフプその他これらに

(2) 類するもの

------ --・・ーー------------------------------------・・・・ー・・・・・ーー・・・・・・・・・・・ー-- ---------ー・-- --

ロ 遊技場またはダンスホール

(3) 

イ 待合・料理底その他これらに類するもの

特定防ー. _--- ---・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-- ---------- ----- ------ -------由自由ー・-----._-- ----- --

ロ 飲食庖

百貨庖 ・マーケ ッ トその他の物品販売業を営む庖舗ま

火

(4) 

たは展示場 対物象

(5) 

イ 旅館、ホテルまたは宿泊所 と

-_.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーー・・・・・・・ー・・・・ー・・・・-----ーーー--------- ---- -ーーーー-._-
l主

ロ 寄宿舎 ・下宿または共同住宅
(1) 

イ 病院・診療所または助産所
哩i

自由----.・-_..._------------------------------------------ --- ----- ---- -_ ._--・・・ーーーーーーー

(6) ロ 主主老施設 ・救護施設 ・更生施設 ・援議施設等 (耳41)  

------------------ -------------------- ----- --- _.. ・・・・・ー・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ーーーーーーーーーー

ノ、
幼稚園 ・盲学校 . J l I ! 学校または養護学校

小学校、中学校、高等学校、高等専門学校、大学、専

(5) 

(7) 
項

修学校、各種学校その他これらに類するもの イ

(8) 図E書館、博物館、美術館その他これらに類するもの (6) 

公衆浴場のうち、トルコ浴場、サウナ浴場その他これ

項

(9) 

イ

らに類するもの
(項9)  

------ーー-ーー-ーーーーーーーーー--_------_ー..--._._._._-_.._---_._._----- --・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー

ロ イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場
イ

(1曲 車両の停車場または船舶もしくは航空機の発精場
(1日

(11) 神社、寺院、教会その他これらに類するもの
理i

イ

(12) 

イ 工場または作業場
(  

-・ ・ーーーー ・ーー・・・ーー・・・・・・・・・ー・ーーー・・ーー・・ー・ーーーー・ーーーーーー・・----ー・----- --- ---_.-・・・ーーー・・・・ー・・
16 

ロ 映画スタジオまたはテレビスタジオ
の

イ 自1fu)1jIJ.jl ml または駐車場
2  

(13) ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・ ・・ー・・・ー・・ ーー・ー・ーー・ー・---- --・- ---------_. .. _--
項

ロ 飛行機または回転車4航空機の格納庫
お

(14) 倉庫
よ

u'  

(15) 前各項に該当しない事業場
16 

イ 特定防火対象物の用途が存する複合用途防火対象物
σ3  

"・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・ー・ーーーーーーーーーーーー・ーー--- ーー・ ・・._-------
3  

(1日
イに掲げる絞合用途防火対象物以外の複合用途防火対

lJ' j  
ロ

象物 グ〉

(16の2) 地下街

用

(  16の3)

建築物の地| 塘で: i l I ! 統して地下道に面して設けられたも す供

のと当該地下道と合わせたもの
る

重要文化財等または重要美術品として認定された建造

も

(17) 
グ〉

物

(1国 延長5 0 m以上のアーケード

(1由 市町村長の指定する山林

目的 自治省令で定める舟. t I I

1  2 以上の用途に供される防火対娘物て'第l 粂の 2 第2 l J ' i 後段町線定的適

用により惚合用途防火対象物以外的防火対象物となるものの主たる用途

が(I)f({ から(l 5) f(j までの名l J ' { I こ掲げる防火対象物の用途であるときは、当

議日Uj 火対象物は、当J主各l J ' i に掲げる防火対象物とする.

2  (1)墳から( 1 日明までに掲げる用途に供される建築物が ( 16の2 ) l J ' iに掲げ

イ桁考 る防火対象物内に存するときは、これらの鎗築物は、 ( 16の2 )l J ' iに掲げ

る防火対象物の古11分とみなす.

3  (l ) l J ' i から( 1目別までに掲げる用途に供される建築物又はその部分刀( 16の

3  ) 耳1に掲げる防火対象物の部分に該当するものであるときは、これら

のill 築物又はその部分は、|古川iに掲げる防火対象物内部分であるほか、

(1)取から( 1日耳1に拍げる防火対象物文はその部分でもあるものとみなす.

既 存 防 火 対 象 物 に 対 す る 消 防 用 設 備 等 の 設 置 範 囲

(1) 特定防火対象物( 百貨庖、旅館、病院、地下街、複合用途防

火対象物のほか令第34条の 4 で定めるもの) については、とくに火

災による人命危険が高いところから、消防用設備等の技術上の基準

( 以下「技術基準j という) に従って、必要とするすべての消防用

設備等を設置し維持しなければならないとされている。( 法第 17条

の 2 第 2 項)

(2) 特定防火対象物以外の防火対象物については、技術基準に関

する法令( 以下「基準法令j という) に適合させるため、過大な経

済的負担等をかけることを考慮して、つぎに該当する場合を除き、

これら技術基準の適用の除外を認めている。

ア 消防用設備等( 法第 17条の 2 第 1 項)

間 消火設備のうち消火線および簡易消火用具

付) 箸報設備のうち、自動火災報知設備( 劇場、遊技場、飲食后、

百貨広、ホテル、サウナ浴場 、複合用途防火対象物等に限る) 、 漏

電火災箸報器、非常警報設備および非常警報器具

わ) 避難設備

イ 増改築等を行う防火対象物で、つぎのいずれかに該当する消防

用設備等( 法第 17条の 2 第 2 項)

fア) 改正後の基準法令に適合しておらず、かつ、従前の相当規定に

も途反しているもの

付) 基準法令の規定の施行または適用の後に、床面積の合計1000m'

以上または延べ面積の 1/2以上の増築、改築または大規模の修繕もし

くは模様替えを行ったもの( 令第34条の 2 )  

り) 基準法令の規定に適合するに至ったもの

ウ. 用途変更の場合を行 7 防火対象物の消防用設備等( 法第 17条の

3  )  

防火対象物の用途が変更される場合についても、前アおよびイと

同じ取り扱いがされる。

消 防 周 設 備 等 の 設 置 単 位

消防用設備等の設置は、防火対象物の用途、規模、構造、階数等

に応じ必要な設備の設置を規定しているが、つぎの場合を除いては

棟単位としている。

(1) 防火対象物が、関口部のない耐火構造の壁または床で区画さ

れている場合は、その区画された部分は別の対象物とみなし、規定

の適用を受ける。( 令第 8 条)

(2) 複合用途防火対象物の場合は、当該防火対象物内のそれぞれ

の用途に供されている部分についても、おのおの 1 の防火対象物と

みなし、規定の適用を受ける。( 令第 9 条)

(3) 特定防火対象物の地階で、地下街と接続している場合て¥地

下街と一体をなすものとして、消防長または消防署長が指定したも

のは地下街の一部とみなされ、規定の適用を受ける。( 令第 9 条の2)

なお、接続の半lJ定基準については、昭和5 0年消防庁安全救急課長

通達( 消防安第32号 )1特定防火対象物の地階と地下街とが一体をな

す場合の判定基準及び指定方法について」により示きれている。

(4) 屋外消火栓設備および消防用水については、敷地単位で規定

の適用を受ける。( 令第 19条、令第 27条)

(5) 防火対象物と防火対象物とが渡り廊下等で‘ 接続している場合

は、 l 煉として規定の適用を受ける。

なお、接続の判定基準については、昭和50年消防庁安全救急課長

通達( 消防安第 26号 )1消防用設備等の設置単位について」により示

されている。

消 防 用 設 備 等 の 届 出 お よ び 検 査

一定の防火対象物に消防用設備等を設置する場合には、消防設備

士等が工事若手前に着工届等を消防機関に届け出て( 法第 17条の 12) 、

設計の良否についての指導を受けるが、その後、計画の変更や工事

に欠かんがあった場合、所期の目的を達することができない。そこ

で設置工事が完了した場合、それら防火対象物の関係者は、消防長

等に消防用設備等設置届出書を届け出て技術基準に適合しているか

の消防機関の検査を受けなければならないとされている。またその

結果、技術基準に適合している場合には 、検査済証が交付される。

( 法第 17条の 3 の 2 )  

消 防 用 設 備 等 の 点 検 お よ び 報 告

消防用設備等は、日常使用されないが火災が発生した場合確実に
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機能するものでなければならない。そのためには日常の維持管理を

十分行い、機能維持を図っておく必要がある。

そこで、一定の防火対象物の関係者は、当該防火対象物の消防用

設備等について 、消防設備士、消防設備点検資格者等に点検( 作動、

外観、機能および総合点検) をさせ、一定期間( 特定防火対象物に

あっては l 年に 1 回、その他の防火対象物にあっては 3 年に l 回)

ごとに、消防長等に消防用設備等点検結果報告書として報告しなけ

ればならないとされている。( 法第 17条の 3 の 3 )  

消 防 用 設 備 等 の 基 準 の 特 例

防火対象物の具体的態様( 位置、構造および設備の状況) により、

または特殊な消防用設備等の出現により、技術基準に基づく消防用

設備等を設置した場合と同等以上の効果があると認められる場合は、

消防長等が個々に判断して技術基準の適用除外を認める場合がある。

( 令第32条)

(1) 共同住宅等については 常時多数の人が居住しているが、個

人住宅の集合体であり、その構造等によっては火災の危険性が著し

く少ないと認められる場合があるので、一定の条件に適合する場合

にあっては消防用設備等の設置について特例を認めている 。

なお、技術上の基準としては、昭和50年消防庁安全救急課長通達

( 消防安第49号 )1共同住宅等に係る消防用設備等の技術上の基準の

特例について」が示されている。

(2) 1既存防火対象物に対する消防用設備等の技術上の特例基準

の適用について J 昭和50年消防庁安全救急課長通達( 消防安第77

号)

(3) 1既存の病院、診療所等の病室等に対する消防用設備等の技

術上の特例基準の適用について j 昭和52年消防庁予防救急課長通

達( 消防予第 5 号)

(4) その他

消 防 法 令 と 建 築 基 準 法 令 と の 関 連

排煙設備

昭和45年建築基準法( 以下「建恭法」という) 、同施行令 ( 以下「建

基令」という) の改正に伴い、一定の建築物には、火災の初期の段

階での避難の用に供することを主たる目的とする排煙設備の規定

( 建基令第 126 条の 2 ) が定められ、令第28条で規定されていた消

火活動上必要な施設としての排煙設備と異なる規定とな った。

この規定は、消防法令に規定されている排煙設備の設置対象物お

よび技術基準に関する規定より一般的には強化された規定となって

いることから、たとえば建基法および消防法令の規定が重複して適

用されることとなる場合であっても、建基令第 126 条の 3 に規定す

る基準に適合するものが設置される場合には、消防法令の規定に基

づく排煙設備でもあるものとみなしての運用がなされている 。

しかし、建基法令上一部排煙設備の設置を要しないとされている

建築物、またはその部分( 例 ・一定規模の建築物で床面積 100 m'以

内ごとに防煙壁で区画されたもの。駐車場等てゆ二酸化炭素消火設備

または粉末消火設備の設けられた部分等) が、令第28条の規定に該

当し、排煙設備の設置を要する場合にあっては、同条の規定に基づ

く設備を設置しなければならないとされるので注意が必要でレある。

誘導灯と非常用の照明装置

消防法令に規定する誘導灯および建基法令に規定する非常用の照

明装置のいずれもが、避難の安全、迅速化を図ることを目的として

いるが、誘導灯は 、非常口や階段等の避難施設の位置、方向性等が

容易に識別 できるためのものであり、非常用の照明装置は、行動に
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必要な平商照度を確保するためのものである。しかし、階段通路誘

導灯については、方向性は強〈要求きれないことから、非常用の照

明装置と重複する場合のあることも考慮、して、設置については兼用

できるような措澄も講じられている 。

すなわち、誘導灯については「誘導灯及ぴ誘導襟識の基準 J( 昭和

48年消防庁告示第 13号 )、 非常用の照明装置については「非常用の照

明を確保するために必要な非常用の照明装置の構造基準 J ( 昭和45年

建設省告示第 1830号) がそれぞれ定められ、そのいずれもが認定ま

たは性能評定を受けたものであるとされていることから、一般的に

は両基準に適合するものが製作し供給されているので、設置に際し、

この点を確認すれば重複はさけられる。( 令第26条、建基令第 126

条の 4 および 5 )  

避難器具と階段

本来、火災が発生した場合の避難は、階段を使用することが原則

であるが、階段が煙で汚染され、使用できなくなった場合を想定し

て消防法令では避難器具の設置を定めている。

とくに階段のうち、特別避難階段や避難階段の中でも屋外に設け

られたもの、または屋内の避難階段であっても 、直接外気に開放さ

れた排煙上有効な関口部等を有するもの (1屋内避難階段等の部分を

定める告示」 昭和48年消防庁告示第10号に適合するもの) について

は、その有効性を認め、必要避難器具の数を減じることができる措

置もとられている 。 したがって、小規模建築物で避難器具の設置が

困難でレあると予想されるものにあっては、これら階段を設置し対応

することが望まれる 。 ( 令第 25条)

最 近 の 通 達 等

. 自動火災報知設備の感知器の設置に関する選択基準について (昭

和58年前防庁予防救急課長通達 〈消防子第135号) )

最近、自動火災報知設備が、火災の熱または煙以外の原因により

発報する非火災報が多発し、これがこの設備に対する不信をかい、

その結果、実火災の発生時の警報が信用されなくなることから、こ

れが防止のため、屯源しゃ断、ベル停止となり、火災の初期の対応

が遅れるという問題が生じてきた。

このため、非火災報が、ある特定の場所に設置されている! 替、知器

から多〈発生している事実に鑑み 、今回、非火災報対策の一環とし

て、感知器の設置に関する選択基準の見直しが行われ、通知された 。

. 避難上又は消火活動上有効な開口部における網入板ガラス入り戸

の取扱いについて (昭和58年消防庁予防救急課長通達 〈消防予第 186号 ) )  

消防用設備等の設置の規制をうける階のうち、消防法施行規則第

5 条の 2 に規定する避難上または消火活動上有効な関口苦[1を有しな

い階は、無窓階として、他の普通階に比べ厳しい技術基準の適用が

なされている 。 その関口部に使用するガラスのうち、鉄線入り板ガ

ラスの、今回の乙種防火戸としての建設大臣認定取り消しに伴い、

これに替わる網入りガラスの普及が予想され、網入りガラスを用い

た関口部に対する取り扱いの基準を、一部変更し運用することとな

った。

おわりに

最近の多様化、複雑化した建築物の防災対策を検討するとき、必

ずしも消防法に定める消防用設備等の設置のみがその対策のすべて

ではなく、むしろ建築基準法に定める防火の規定との連携を図り、

出火拡大防止、煙制御、避難等の対策を有機的総合的に組み合わせ

た防災上安全な建築物の提案を期待したい。

(文'i'! ・宮 崎 功 )



. 各論 2 ・消防設備

水 系 消 火 設 備

- 屋内外消火栓スプリンクラー

ドレンチャ一一

鎌 田 章

近時、消防用設備の重要さは、内外で報道される多々の火災被筈

からも痛感されるところであり、とくに 「水系消火設備」について

は設置件数、奏功例から判断しでも初期消火設備として大きな役割

を受け持 っているものといえる 。

屋 内 消 火 栓 設 備

屋内消火栓を設置しなければならない防火対象物は、消防法施行

令第 11条に規定されており、普遍的な消火設備として知られている 。

設備の構成は、水源一加圧送水装置 ( ポンプ) 一配管一消火栓( 図

- 1  ) と、比較的単純なもので、配管の故頂部は通常充水用に、高

誼水槽もしくは補助消火水槽 ( 容量 1 m'以上) に接続する 。屋内消

火栓は、開閉弁40mm・ノズル4 0 X 13mm・ホース 40mmX 15 m X  2 本 ・

結合金具 ・ホース架を消火栓fii に納めたもので、他に赤色表示灯 ・

起動相j I 鉛 ・始動表示灯が必要で・ある 。

技術上の基準は、消防法施行令第 11条および施行規則第12条に規

定されており、要点はつぎのようなものである 。

① ホース接続口を中心として、半径25 rn の円内に、対象物が包含

できるように配世する 。

② 7Ki 原は、設置個数 ( 最も多い階の偶数で、最大 5 とする ) X2. 6 

m'以上を、有効容量とする 。

③ ノズル先端の放水圧力は、 1. 7kg/cnf以上で'7. 0kg/ cnf 以下となる

ようにする 。 ( 7 .0kg/cm' を越えるような場令は、減圧オリフィス組

み込み仰の消火栓弁を使用すると便利である )

④ ポンプの吐出量は、消火校 11問当たり 150e/ minとして計算する 。

⑤ 消火栓の取り付け位置は、そ の 目的 を 卜分考lE し、操作が谷易

な場所を選定すること 。

図 - 1

屋内消火栓

設備系統図

⑥ 力日圧送水装置には、設置前試験規定があるが、日本消防設備安

全センターの認定品を使用すれば、この試験は省略される 。

⑦ 地方自治体の条例、技術基準、通達等に注意する 。

屋 外 消 火 栓 設 備

屋外消火栓の設置義務は施行令第 19条に規定されており、規模の

大きい対象物の l 、 2 階のみに有効な消火設備であるが、消火能力、

接近容易な面で、低層階の消火には、屋内消火栓よりもむしろ有効

である 。

屋外消火栓は、開閉弁65mm・ノズル65X 19mm・ホース 65mmX 2 0 m 

X  2 本 ・ホース格納箱よりなり、その他の構成は、屋内消火栓と同

様である 。

技術上の基準は、令第 19条 ・規則j 第22条に規定されており、要点

・留意事項はつぎのようなものである 。

① ホース接続口を中心として、半径4 0 mの阿内に、対象物が包含

できるようにする 。

② 7Ki 原は、設置倒数 ( 最大 2個) X  7  m'以上を有効容量とする 。

③ ノズル先端の放水圧力は、 ＲＮＵｫｧ Ｏ 州以上 Ｈ 放水量は ＳＵＰｾ Ｏ ｭｩｮ

以上) になるようにする 。

④ 取り付け位置は、操作容易な場所を選定すること 。

⑤ 埋設配管は、防食対策を十分考慮、しておくこと 。

⑤ 寒冷地では、冬期の凍結事故防止を考慮しておくこと 。

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

消火栓と異なり、スプリンクラー設備は、火災の感知および消火

作業を自動的に行う、きわめて有効な初期消火設備で、大火を未然

に防止するような奏功例が、相当件数、伝えられている 。

1800i f . 代に、英国で発明された閉鎖型スプリンクラー設備は、わ

が国には、紡績工場のプラン卜設備として機械と一緒に輸入されて

発達したと 言われ、当時の装置は電力を一切使用せず、力日圧送水装

遣は、蒸気エネルギーを動力とする「ウオーシントン ・ポンプ」を

使用し、火災発生の| 僚の流水作動信号は、水車式ゴングが用いられ

ていた 。設備椛成は、現在のものと大差なく ( 損害保険料率算定会

の設備先制IJ により、最高 5 0 %の割引が受けられる )、動力源は電気

に変わ っているが、多くの工場等、対象物件で設置されている 。

スプリ ンクラ ー設備の特長は、火災の無人管理が可能で、とくに

高層| 増や地下街の初期消火に最適で、有毒ガスの発生を緩和できる

期待が持て、特定防火対象物 ( ホテル ・デパート等) では顧客の安

心! 惑を生むなどの二次的効果もある 。

設備基準は令第 12条に、約l 目は規則第 14条に規定されている 。

スプリンクラー設備を大別すると閉鎖引と開放型の 2 純類がある 。

(1) 閉鎖型スプリンクラー設備

閉鎖型スプリンクラー設備には、以下の 3 税実質がある 。

・i1iliJo¥: 一般に用いられる方式で、 7KiJ .点-1J L1圧送水装置 ( ポンプ)

一配管一 流水検知装置一配管一閉鎖型スプリンクラーヘ ッ ドにより

織成され ( 図 - 2 ) 、配管内に圧力水が常に満たされている 。

・乾式: 凍結のおそれがある寒冷地等で採用される方式て" iJft水 検

知装置の二次1"IJ に圧縮空気を充填し、ヘ ッ ドの作動後に、消火水を

JJ n 圧送水する 。

・予作動式 : スプリンクラー設備の誤動作による事故を防止するた

めに l摘発された方式で、乾式と類似しているが、ヘッドが作動して

も弁が闘かずに、自動火災報知設備の感知l総 ・火災感知用ヘ ッ ド等

の感知I用機昔話が作動した場合に、加] 圧水が二次側に流出するように

なっている 。
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図 - 2

スプリンクラー

設備系統図

(2)  関数型スプリンクラー設備

消防法では、舞台音11に設置義務を規定しているが、工場 ・倉庫等

大量の可燃物があるような対象物に用いられる方式で、火災を検知

した場令に、定められた放水区域の開放型ヘ ッ ドから、一斉に散水

消火するものである 。

一斉附放弁は、自動火災報知1設備の感知総 ・火災感知用ヘ ッ ドの

作動により動作する自動式、または手動開放式が用いられる 。

(3)  設計時の要点・留意点

① ヘ ッ ドを中心として、定められた半径( l .7 m .  2. 1 m .  2. 3m)  

の円内に対象物が包含できるように配置する 。設計H寺点では、! 照明

器具等の取り令いを巧慮して、余裕を見ておくのが望ましい 。

② 水源は、定められた例数 ( 嵐買IJ 第14条 4 項 ) X  1. 6附以上を有効

容量とする 。

③ 力nf : E 送水装置は、定められた例数により、 900 e  / min・1800 ｾ＠ / min 

・2700 ｾ＠ / min のいずれかの吐出品を必要とする 。 また屋内消火栓設

イilii の項て、記したように、設置前試験規定があるので、注意すること 。

④ ヘ ッ ドの放水圧力は 、1. 0kg/cm' 以上、 10 .Okg /cm' 以下となるよ

うにする 。 10kg/c耐を超えるような場合は、ブースターポンフ‘ 方式 ・

一 次圧力調務弁方式等が用いられている 。

⑤ ポ ンプ室は、点検容易で火災危険の少ない場所を選定すること 。

@  双口引の送水口を附置すること 。

⑦ 流水検知l装置を名階ごとに設置し、その系統の最遠音11に末端試

験弁を取り付ける 。

③ 流水検知装置および市1I 術l弁は、接近操作が容易な場所を選定し、

スペースも確保すること 。( 操作困難な位置にあったために、大きな

* - 組事故にな った例もある )。 また、排水配管の接続、放流先の答

品能力に注意し、溢水による 二次*mが起きないようにする 。

⑨ ポ ンプおよび、高層建築の配管は、地区に対応て、きるよう l坊t反

対策を講じること 。

⑪ 寒冷地の凍結事故防止のため、配せはなるべく 室 内に設置し、

屋外配管は ｉ ｬｽｪ ｩｾｩ 処置を施すこと 。

⑪ スプリ ン クラー設備を免除できる 室 ( 便 所 ・階段等 ) でも、消

火給の防護範囲に入 っていない場合は必要になるので注意すること 。

⑫ 地方向治体の条例 ・技術基準 ・通達等に注意すること 。

(4)  施工上の問題点

① 配管施工時に、管内に呉物を出入した場合、ヘ ッ ドの作動時に

散水の妨げになり、 ii'f 火不能になることも考えられるので、取り付

け前のI l ' H' falill i誌を怠らないこと 。 また施工完了後は 、フラ ンシンク
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を十分行うこと 。

② 動 水H寺に対応て。きるよう、配管の支持金物強度を十分にとる 。

③ 配管の空気だまりは、送水時にエヤーハ ンマーの原因となり、

また流水検知 l装置の作動を遅れさせるので、なるべく空気だまりの

起きないような配管とし、必要個所には空気抜弁を配置すること 。

④ 埋設配管は防食対策を十分考慮すること 。

(5)  閉鎖型スプリンクラーヘッドの種類

閉鎖型スプリンクラーヘ ッ ドは、取り付け場所の滋度条件により、

・ 普通 ｩｾｴ 度 79. C未満( 最高周囲温度39. C未満 )

・中fMl i}i! l 度 39- 64. C (  1/ 79- 121. C )  

・高 iJi L 度 64- 106. C (  1/ 12 1 - 162. C )  

・超高槻度 106. C以上( 1/ 162. C以 上)

の 4 般類があり、 一方、取り

付け方向により上向型 ( ア ッ

プライト型) ・下向型 ( ペン

ダント型) の 2 純類になる 。

また外観 ・意匠上からも佐々

研究開発されており、フレー

ム型 ・マルチ型 ・フラ ッシュ

Ｉ｜ｾ等に分けられる 。 施工性 ・

機能性を考l記. し、 zi: 匠上ある

いは設置後の汚れ対策まで包

含した選定がされているよう

マルチ型 フー

である 。 えプリンクラー、ッド スプリンクラーヘッド

(6)  スプリンクラー設備の保守管理

スプリ ン クラー設備は、万ー の火災時に有効な消火前動を自動的

に行わせるために、日常の保守也・1 A がきわめて重要で、消防法 ( 第

17条 3 の 3 ) でも、点検報告 を義務づけられている 。

(上向) (下向)

フレ ーム型スプリンクラ ーヘッド

ド レ ン チ ャ ー 設 備

ドレンチャー設備は、防火対象物の関口昔11の防刊行用として、施行

);l!. WJ第15粂にその J μV が定められているが、 一般に延焼防止用とし

て、建物の外咲 ・屋似・宏、等の Ijg 白書11・危険物タンク等に設置され

ている 。

ドレ ンチ ャー設{ilii は、給水 il f，( ( 消火栓 ・スプリンクラーポ ンプ等

と兼用する場合が多い ) - 11，11彼11弁 ( 手動、または向動) 一配管ー ド

レンチャーヘ ッ ドにより構成され( 図 - 3  ) 、用途により種々の能力

・別式のヘ ッ ドが製作されている 。

配水管

排水弁

動水庄! i t 験問排水弁

一

時
帯
百

ク

一
同

」

給

図統系備設ヤチンレ図

むすび

ii'il 幼用設{I i! iは、平素4! 眼用 の もの とはいえ、不 iW川寺にその機能を十

分に発押してこそ、設備投資が有効になるものである 。設計 . }j色工

lこ悦わる関係者は、そ の 目的を踏まえて取り組み、なお ー 府の技術

の研鍛 ・ げ Ｇｊｊ ーを計るとともに、竹 ［ Ｚ｀ｾ責任者は、日常 の ， Ｑ， Ｑ ，Ｈ倹 ・ 燃やｬｩｉを

ならず、不 l侍の1;:祭設備の企)J 来を故大| 浪に発揮できるように努力して

いただき、不幸 な火災 'J5. M( が激減することを念願するものである 。

( か まt: あ きら 三 ｩｦ Ｈ でた株式会ｾｌｩ Ｑｊｉ Ｎ ，［県民 Ｉ



. 各論 2 ・消防設備

ァゲス系消火設備

ー ハ ロゲふン化 物 ( ハ ロン1301 ) 消 火

設 備、二酸化 炭素 (C 02) 消 火設備

藤 原 省 三

近年多様化している社会のニーズに答えて、建築物用途も多機能

化され、これらに関係する建築物を火災の損害から守ることは、非

常- に大切なものの一つである。

ここに述べるガス系消火設備は、迅速な消火ができる、機械設備

を汚損しない、速やかな復旧が可能でレある等の特長を有しており、

なかでもハロン 1301消火設備は、 10 %以下の濃度で使用する場合は

比較的安全なガスであるとされているため、最近では主にこの設備

が設置されている。

なおここでは紙面の制約もあるため、ピル内に設遣される消火設

備について述べることにする。

ガ ス 系 消 火 設 備

(1) 消火斉IJ

ハロン 1301、二酸化炭素 (C 0
2

) 消火設備の消火原理はつぎの通り

である。

① ハロン 1301とは、

「

1

F

数の子

1

c

原

一

車

川

功

ン

フ

子

ロ

原

ノ

索炭
|  二日

Cl  Br  

で表され、ハロン番号と呼ばれている。消防法では、ブロモトリフ

ルオロメタン「ハロン 1301J で定められており、分子式では CF3Br

である。また高圧ガス取締法では、フロン 13B 1 と呼ばれている。

④ ハロン 1301の消火原理( 負の触媒作用)

ハロン 1301が火災面にさらされると熱分解( 約480. C以上) をし、遊

離基に分解する。

C F
3
Br 一 → C F

3
• + Br  

臭素越が燃焼生成反応促進中の水酸基と反応して水と臭素に遊離す

る。

HBr + O H . 一一→H2 0 + Br

この現象が繰り返されるので、 H 、O HおよびO 基が除去され、燃

焼反応は抑制 されて消火する。

@ ハ ロン1301の特性

・常温において他 のガス系消火剤と 比べて最も毒性が小 さい。

・臭素が含 まれているので消火効力が大きく、低い濃度で消火でき 、

したがって設置量が少なくて済む。

・金属 、ゴム 、プラスチックに対する腐触性が小 さい。

② 二酸化炭素とは、

@  二酸化炭素の消火原理

分子式では C O2
であり、空気中に二酸化炭素を放 出することに より 、

酸素濃度を希釈して窒息消火する。また二酸化炭素を放 出す る際 の

膨張時に起きる冷却効果も有効で、あ る。

@  二酸化炭素の特性

・消火後、消火剤 による汚損がない。

・ガス体であ るため、復雑な立体的対象物でも 内部まで完全に消火

でトきる。

(2) 放出方式の種類

放出方式には、全域放出方式、局所放 出方式、 移動式の 3 種類があ

る。

(3) 消火対象物

全域放出方式が適用一一駐車場、車庫 、電子計算機室、電気室 、美

術館

局所放出方式が適用一一印刷 機械、厨房機器

移動式が適用一一一一一一屋上駐車場、屋上車庫

(4) ガス系消火設備( 図一 1 )  

手動起動装置 I  I玉石耳寸

蓄電づ耳石ート同市i i J

一寸一一 {  音響警報装置

|  起動用がス容器 |  

ガス 充満表示灯

噴射ヘァド

図ー 1 ガス系消火設備構成

ハロゲン化物消火設備( ハロン 1301 ガス)

(1)  ハ ロン1301消火設備系統( 図 - 2 )  

(2) ハロン 1301消火設備作動フロー( 図 - 3  )  

(3) ハ ロン1301消火剤量等( 全域放出方式の場合一消防法施行規則

第20条に よる)

① 消 火 剤 量 ( 表ー 1 )  

ハ ロン1301必要消火斉IJ 最kg = ( 防護区画容積附 X 1  m'当たりの必要

消火剤量kg) +  ( 関口面積m' X 1  m'当たりの必要消火斉IJ 量kg)

容器本数= ハ ロン1301必要消火剤量kg-:- 容器消火剤量kg

②充てん 比

0. 9以上 - 1.6以下の範囲とすること。

容器の内容積 ( t  )  

充 てん比

容若手の液化 ガス重量 (kg)

建築と社会/ 1984年 7 月号 63 



表一 1

ノ、ロン 1301
二俊化炭紫

防 火 対 象 物

関口部 1 m'  院l ロ膏111 m'  

ま た は そ の 部 分 1  m'当たり

当たりの消

1  m' 当たり

当たりの消・

の消火A i J量
火剤lJi置

の消火剤IJ lil:

火Ai J量

駐車場、自動車修理場、
50m'未 満

自動車車庫、発電機室、 1・OOkg

変圧器室、鍛造場、ポイ
50- 150m'  

ラ一室

0. 32kg 2. 4kg 

0. 9未Ok満g  

150 - 1500 5kg 

m'未 k上k満g  g  0. 80 

第 4 類の単危険物を貯蔵
1500m' 以

し、または取り扱う防火 0. 32kg 2.4kg 0. 75 

対象物

通信機器室 ( 電算機室) 0. 32kg 2. 4kg 1. 2  kg 10kg  

特殊可燃物を貯取 木 村

0. 52kg 3. 9kg 2.0  kg 15kg 
蔵し、または 1) 日工品

り扱 7 防火対象

物

合樹脂成鰍 0. 32kg 2. 4kg 0. 75kg 5kg 

噴射へ ・ノド

/  

警

報
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ピ

カ

ス

ト

レ

ナ

Ｉｾリーアクセス音 ｒ
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ガ
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充
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表
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灯

E 盛 岡
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表 - 2

選択弁
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安

器

おス
+

h
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開

「

・

弁

管

鋼
J

m

v

 

F

h

u

 

③ 関口部の制限

床面からの階高の寺以下の位置にあるものは、自動閉鎖装誼を設け

なければならない 。 関 口部を設ける場合は 表 - 2 の条件に適合しな

ければならない 。 スト ッパーなしのドアチェッキは自動閉鎖装置扉

とみなして差しっかえない。 また屯算機室等の建物内防火区画にガ

ラスを用いる場合は、 4 mm以上の厚さを使用する必要がある 。

④放射時間

30秒以内に放射すること 。

⑤ 消火剤濃度

消火剤濃度は次式で計算をし、人命の安全を期するためにも 1 0 %以

下としなければならない 。

蓄電池鮫i輔起動用ガス容器

( O. 6kg! 1 e )  

ハロン 1301貯蔵容器 ( 68e)

消火剤量 ( kg) X O  . 16  

X 100 

防護区画の容積 ( m')

したがって、小さい防護区画に放射する場合、必要に応じて小答: h l

の容器を使用しなければ

ならない 。

(5) ハロン 1301貯 蔵 容 器

① 答器容量およびガス立

高圧ガス取締法に合格し

た68 t 答者誌を使用する。

( ガス濃度の関係より 47

4 、24 t 、20 t を使用す

る場合もある ) この場合、

充填 yゲス訟は 43kg、50旬、

60kg 、70k gを用い、配管

末端圧力を考慮して決定

する 。な おこれらの容器

に取り付ける答骨量弁は、

( 財) 日本消防設備安全セ

ンターにおける認定試験

合格品を使用する 。

② 答器内圧力 ( 図 - 4  )  

ハ ロ ン1301のぷ気圧 ( 20

℃、 14. 62 見f/cm') だけ

ハロン 1301消火剤濃度( % )

11 

語彰
u  

I/ V  
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v  
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v  
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ν  
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m
別
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力
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耐
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ハロン 1301 消火設備系統図 - 2

巴士三作動 「→

氾 磁 式 削F 町 l  

しττヲ弔1

ガ ス 充 t的

表 示 灯 点 灯

干一

|圧力スイ ッチ何功 |

| ピ峨税総 |
移 俗 1'- - - ....J 

選 択 弁 作 動

40 5 0 ω 

温度( ' C )  

充てん比による温度一圧力線図

80 70 30 20 10 

40 

。

30 

20 

10 

ダ ン ノ マー 閉 鎖

装 置 作 動

図 - 4ハロン 1301消火設備作動フロー図 - 3
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では低いので、 20. C 、42kgf/ cぽになるよう、 N2加圧して使用する 。

③容器置場

専用室とし、防護区画内を経ることなく出入りできる場所に設ける

こと 。

(6) 配管サイズの決定

①ガス放射圧力

噴射ヘ ッ ドの放射圧力は

9  kgf /cm' 以上とし、ガス

放射時には噴霧するよう

にしなければならない。

この場合の圧力損失計算

は、 (社) 日本火災学会の

機関紙「火災」の V ol.

29No.  6  (  1979 ) に記載さ

れている Tカ恭ス 系消火設

備の圧力損失計算の基準

について」によることと

し、東京消防庁審査基準

表- 3 ハロン 1301消火設備配管径選定表

(配管径の流量に対する仮定褒)

配管サイズ

消火剤l流量 (kg/30sec)  

(  Sch40の場合)
主管の場合 枝管の場合

15A 21 24 

20A 39 45 

25A 72 84 

32A 147 工71

40A 222 258 

50A 414 495 

65A 765 

-----80A 1，200 

------100A 2，520 

L---と

による場合は放射圧力を 14kgf/ cm' 以上としなければならない。

②配管径の概要選択 ( 表- 3)  

詳細l決定は設置条件が加わるため、①項の計算方式で決定する必要

がある。

二 酸 化 炭 素 消 火 設 備 ( C 02)  

二酸化炭素消火設備は、システム、使用機器等でハロ ン1301消火

設備と共通する点が多いため、異なるもののみを述べることとする。

(1) 二酸化炭素消火剤畠等 ( 全域放出方式の場合一消防法施行規則

第四条による )

①消火斉IJ

ガス係数は表ー 1 に基づくこと 。

C O 2必要消火剤量k g = ( 防護区画容干1 ' ( m' X 1  m'当たりの必要消火斉IJ

註kg ) +  ( 関口面積m' X 1  m'当たりの必要消火剣畳kg )

容器本数 = C 02必要消火斉IJ立kg - : - 容然消火剤量45kg

②充てん比 250 

1. 5以上- 1 . 9以下の範囲

とすること 。

③放射時間

通信機器室は3 . 5分以内、

特殊可燃物は 7 分以内、

その他の防火対象物は 1

分以内にすること 。

④消火剤濃度

C O 2消火斉IJ 濃度( %)

= 100(  1  - e-
K

)  

e :  2. 71 

K (係数)

消火斉IJ 量 ( kg) Xo.  56 

防護区画の容桜 ( m')

(2) C 0 2貯蔵容器

円 相

廿

器

200 

内 150

圧

カ
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/  
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t  1∞ 
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。
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J  

v  
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lノ

』ど

10 20 30 40 ｾ面白 70 ω  

→温度 (' C )  

①容器容量およびガス量

68 ｾ に ＴＵｫｧ 充てんし、充

てん比 1. 5のものを一般

に使用する 。 これらに使

図- 5 充てん比による温度一圧力線図

用する容器は高圧ガス取締法、容総弁は( 財) 日本消防設備安全セン

ター認定試験合格品を使用する 。

②容器内圧力( 図 - 5  )  

各設備に共通する事項

(1)  シャッター

駐車場等の防護区画用としてシャッターが用いられる場合が多い。

消火斉fJ 放出はシャ ッターが完全に閉鎖したあと、するようにする。

またこの場合、ガス充満表示灯の取り付けは 、 くぐり戸上部に設置

する 。

(2) ダンパー閉鎖装置

防護区画への吸気、排気ダクトには消火剤放出時に閉鎖する夕、ン パ

ーを付ける必要がある。この方法には消火剤のガス圧を 利用したピ

ス トン式、 制御盤を経由 して作動する電気式の 2 種がある 。カ' ス圧

ピストン式には 、配管より取り出した 6 o銅管に逆止弁を取り 付 け、

復旧弁を開放するまでピスト ン内部のガス圧が抜けない機械としな

ければならない。 また消火後、これらのダクトを用いてガス排出を

する場合は、防護区画外よりダンパーを開けることができる復旧装

置付きとしなければならない。

(3) ガス排出装置

火災時に放出された消火斉IJ を消火後、安全な場所に排出するための

装置が必要であり、単独に設置することが原則であるが、排気ダク

トを用いる場合は (2) 項のダン パー開閉装置を付けなければならない。

排気容量は 1 時間以内に、おおむね換気としなければならないため、

実際に設置するファン容量としては、 4 - 5 回/ 1時間程度のもの

とする必要がある 。 またこれらに用いる非常電源は自家発電設備、

または替電池設備としなければならない。

安全対策

ガス系消火設備には、つぎの安全対策を講じる必要がある 。

①音響警報装置( 音声警報装置)

音響警報装置は、サイレン音により警報をなしたあと、さらに音声

によ っても警報を発する 。その設置は防護区画およびその必要な場

所とする 。

②標識

防護区画内および防護区画の出入口部の見やす い位置に規定の退避

用標識板を設ける 。

③ ガス放出表示灯

消火剤が放出された場合には、その防議区画のすべての出入口等に

r ooガス充満、危険立入禁止」のガス放出表示灯を設置する。

④ 人員退避時間

手動H寺~手動起動装置操作、 自動時~火災感知装置作動後、防護区

画内の人員退避時間 ( 20秒 - 6 0秒 ) の タイマーが作動したあとガス

放出をする 。なおタイマ一作動中であれば、手動起動装置、制御盤

に取り付け られた、リセ ット ボタン操作で解除することができる 。

⑤防護区画の避難口

ガス系消火設備を設置した防護区画には、二方向避難ができる 二以

上の避難口を設ける 必要がある 。なお扉はガス放出の室内圧の上昇

により容易に開放しないものとし、自動閉鎖装置は、甲種防火戸と

すること 。

@ 空気呼吸器の設置

避難誘導および救助に必要な空気呼吸器を防護区画外の適当な箇所

に備えておかなければならない。設置する空気呼吸器は 2 ｾ＠ X  2 本、

4  ｾ＠ X  1 本を用いる場合が多い。

( ふじわら しょうぞう 株式会祉初回製作所技術獣長 )
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一 泡 消 火 設 備-

大 友 信 男

泡消火薬剤( 水成膜泡薬剤、合成界面活性剤泡薬剤、たん白 j包薬

剤) を使用する泡消火設備は、泡ヘ ッ ド、泡ノズル等により i包を放

射して、可燃性液体の表面を被覆し、泡中の含有水分による冷却効

果と、被覆した泡層による窒息性または閉塞性の効果によ って消火

を行うもので、駐車場、飛行機格納庫と準危険物、特殊可燃物を貯

蔵し、または取り扱う場所に適している 。

今回は、泡消火設備の中でも、とくに建築物に附惜して設けられ

る駐車場の泡消火設備について述べることとする 。

駐車場の消火設備としては、 一般に泡消火、ハロ ン1301消火、粉

末消火設備が考えられるが、建物の構造や経済性により選択される 。

大規模な駐車場になると、 j包消火設備が設澄されるのが一般的であ

る。

泡 消 火 設 備 設 置 基 準

駐車場( 自動車車庫、自動車修理工場 ) の用途に使用される部分

が、つぎの規模以上になる場合は、消火設備を設置しなければなら

ない。( 消防法施行令 第13条)

「当該部分の床面積が、地階又は 2 階以上の階にあ っては

200m'以上、 1 階にあ っては 500m'以上、 屋上部分にあ っ

ては300m'以上のものJ ( ただし、駐車するすべての車両が

同時に 屋外に出ることがで きる構造の階を除く )

ただし、特殊構造による駐車場の場合もあるので、注意する必要

がある 。

泡 消 火 設 備 の 概 要

この設備は、火災が発生した場合に、天井面に取り付けてある感

知ヘ ッ ド( 閉鎖型スプリ ンクラーヘ ッ ド) の感熱部が溶解または破

壊して、感知ヘ ッ ドから配管内の水 ( 水と泡の混合液) が噴出する 。

このときの配管内の水圧変動により 一斉開放弁が作動し、泡ヘ ッ ド

の配管に泡水溶液が流れると、主管内の圧力変動、流水により圧力

スイ ッチが作動して泡消火ポ ンプが自動的に運転し、連続的に放射

が行われる 。 また、火災の際、感知ヘ ッ ドが作動する以前に人が早

〈発見した場合に、手動により ( 手動開政弁を開ける ) 一斉開放弁

を作動させる方法が必ず併設 されている 。( 図ー 1 )  

泡 消 火 設 備 の 構 成

( a)  泡消火用専用水源

水源の容量は、同時放射区画 ( 隣接する 2 区画の合計泡ヘ ッ ドの

数が最大となるも の) に取り付ける泡ヘ ッ ドが一斉に放射した場合

に、 10分間連続して放射可能な韮とする 。ただし、飲料水と兼用し

てはならないことにな っている 。

〈水成膜泡の場合の計算例〉

( 35 i ( / 分 ) x  ( 同時放射区囲内の泡ヘ ッ ド数 ) X  10分間

なお、放射区画を分ける条件は、不燃材料で作られた厚き 10cm以

上の壁、または 天井面から 40cm以上突出したはり等により区画され

る。一般的に放射区画は、 5 0 m'以上 100m'未満として区画される 。

(  b )  泡消火ポンプユニ ッ ト

ポンプ、電動機、ポ ンプ 自動起動悠、日乎水槽、圧力空気槽はかか

ら構成され、泡ヘ ッ ドから有効に放射て" きる要件( 錫水量、協程、

電動機の容量を満足するもの ) を満たすものであること 。( 図 - 2  )  

(  c  )  泡原液タンクおよび混合器( 差圧調合器)

ラパーパッ ク式 j包原液タ ンクは、ラパーパ ックの中に原液を入れ、

パ ックの外側からの圧力水で、内部の原液を中央音11の穴あき パイプを

通し混合総に流出させる構造のものである 。中のラパーパ ックの変

形に関係なく、原液を最後まで同一混合率で混合させることができ

る。混合器は原液の穏類 ( 3 %、 6 %) と流量により決定され、泡

消火薬剤 を水に混合させ、指定濃度の水溶液にするも のである 。

i成水笹報装置

; - 叩 圧力空気槽

混合器

/  

感知ヘッド

一斉開放弁

一一「一

ポンプ自動起動鐙

流量言十

一次圧力調整弁

66 也換と社会 198叫 7 IJ 1; 

/  

主ヘッド ー 」

手動起動弁

¥ーに

警報弁

i包原液? ンヲ

泡消火ポンプ

図- 1 泡消火設備の基本構成



b

 

a
m
w
w

仇

引

ν

a

n

ν

&

n

ν

起動盤 l

図 - 2  ;包消火設備のポンプまわり

(  d  )  泡消火薬剤l

薬斉IJ の種類として、以前は合成界面活性剤が使われていたが、最

近は消火効力が強いため、原液量が少量ですむ水成膜泡薬斉IJ が多〈

使われるようになってきた。この薬剤は、フ ッ素系湿潤斉IJ をベース

とした消火斉IJ て¥とくに油火災に優れた効果を発揮する 。燃焼面に

放射すると、消火力の強い泡と、泡から流出した薄いフ ッ素の被膜

が被燃焼面を完全に覆う 。この薄い被貌は自己閉塞性を有し、強力

にペーパーを覆いつづけ、再着火を防止する 。

水成膜泡原液には 3 %型、 6 %型があり、最近はほとんど 3 %型

が使用されている 。

(  e  )  嘗報弁装置 ( アラーム弁)

感知ヘ ッ ドと泡ヘ ッ ドの開放による流水て¥デスクが聞き、シー

トリングから圧力スイ ッチに圧力を伝え、警報信号を発す。讐報区

域ごとに設けるもので、箸報弁装置室は作業、点検のためのスペー

スを十分に含めた広さが必要である 。

(  f  )  一斉開放弁( 自動弁)

常時、弁は水圧により閉止しているが、感知ヘ ッ ドが溶解して放

射すると、水圧の降下により弁を抑し上げ開放する 。ダイヤフラム

を主弁体とし、圧力調整機構、圧力信号チャ ッキ機構、テスト流水

口を有し、メンテナンス弁と一体化した構造である 。放射区画ごと

に設ける 。

(  g  )  泡ヘッド

一斉開放弁が開き、水溶液は j包ヘ ッ ドに流れ出す。このヘ ッ ドで

水溶液と空気が混入し、空気泡を発生させる( 図 - 3 )。 発泡倍率は

5 倍以上と決めら

れている 。 また、

取り付け高さは、

駐車部で 2 . 1 m以

上、率路部分で2.3

m 以上と規定され

ているので、ダク

ト、照明椋具、は

図 - 3  泡ヘ ッド

り等々えて計画することが必要となる 。

(  h  )  感知ヘ ッ ド

閉鎖型スプリンクラーヘ ッ ドを使用する 。取り付けピ ッチは自動

火災報知設備の基準に基づき、その他はスプリンクラー設備の技術

基準に合わせて施工される 。

(  i  )  手動起動弁

火災の際、感知ヘ ッ ト・が作動する前に発見した場合または放射テ

ストを行う場合に、手動でこの弁を開放する 。感知ヘ ッ ドが溶解し

て欣射したときと同じ動作で一斉開放弁を開放させることができる 。

作動順序
区亙:!]--

| 感知へ y ド開放I I手動起動弁開放|

|一斉開放弁開放| ←ーーーーーーーーーーーーーー

|管内圧力低下|

| 圧力空気槽の圧力スイ y チoNI  

| ポンプ自動起動盤|一一

| ポンプ起動・運転開始|

|管内圧力上昇|

匡亙互司

| 警報弁の庄カスイ ンチo N  I  

泡消火設備の作動フロー

を図 - 4 に示す。

駐 車 場 泡 消 火 設 備 を 計 画

す る 際 に 必 要 な 事 項

(a) 非常電源が供給でき

ること 。 もし供給が不可能

な場合は、防災設備用発電

設備を設けなければならな

し、。

(b) 泡ヘ ッ ドの放射圧力

に制限がある (2 .5 - 6  kg!  

cm' ) ため、条件の悪い状況

のものには圧力調査をが必要

となる 。例えば対象物の面

積が広い場合、または、実

高の高い駐車場専用ビル等

では、条件の最も悪い区画

と、条件の良い区画では圧

力差が大きくなり、上記放

射圧力範囲をはずれること 図 - 4 泡消火設備作動フロー

が生ずる 。水力計算を行い、制限圧力範囲内に入るように配管径を

決めるか 、そ れでも制限圧力を超える場合は、一次庄調盤弁を設け

て圧力制御を行う方法がある 。

(c) 対象物の面積が広い場合、原液タンクから泡ヘッ ドまで距離

があると泡混合液が泡ヘ ッ ドに到達するまでかなりの時間を要し、

初期消火の効力が薄れることとなる 。中間に原液タンクを増設して

対応する 。

(d) 外気に接している設備の場合、気温が下がり、凍結してパイ

プ類、弁類の破損が生じ、ポンプ起動する場合がある 。水溶液が充

満している部分に保温材を巻くか、加熱ヒーターを巻いて対応して

いるのが普通でレある 。 また、寒冷地では上記の対応処置に加えて、

凍結| 坊止斉IJ を投入している設備もある。施工に際し、維持経費、経

済性をよく考えて、対策する必要がある 。

(e) 泡ヘ ッ ドはダクト、はり、照明器具等の障害物で泡放射のさ

またげにならないよう計画する 。

(f) 泡放射後の処理対策も考えて計画する 。排水処理設備、とく

に最近公害問題がからみ、 j包原液の廃棄処分の方法を考慮する必要

がある 。

(g) その他、泡消火設備を計画する際、電気、給排水、建築工事

と附帯するいろいろな関連があるため、十分な打ち合わせをし、完

全な泡消火設備を焔工していただきたい

おわりに

自動車の普及に伴い駐車場の不足は増大する一方で、、最近のビル、

マンションでは、駐車場を併設しないと入居募集が難しい状況とな

っている。高価な土地利用の問題から、地下駐車場、立体駐車場、

屋上駐車場がますます計画されることと恩われるが、しかし、 これ

らの駐車場は非常に危険な要因をもっている 。

今後も、防災設備の研究を重ね、容先のニーズに応えられる設備

が開発されることとなろう 。

( おおとむ のぷお 日本 ドラ イケ ミカル株式会社大阪支開設備課課長代理)
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- 粉 末 消 火 設 備 -

伊 藤 都 夫
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主 な 設 置 場 所

駐車場 ・修理工場・一般工場・各種倉庫 ・危険物製造所・貯蔵所

・通信機器室 ・変電設備・飛行機格納庫など。

粉 末 消 火 薬 剤 と 消 火 原 理 に つ い て

粉末消火薬剤l

消防法施行規則第21条〔粉末消火設備に関する基準〕により、わ

が国において、粉末消火薬剤と認められているものには、下記の 4

稜を主成分としたものがある 。

f重 lJ lJ 事E ｾｊ＠ 名 適応火 災

第 l 種粉末 重炭酸ナトリウム ( 炭酸水紫ナトリウム ) B . C  

第 2 種粉末 重炭酸カリウム ( 炭酸水索カリウム ) B . C  

第 3 種粉末 リン駿塩類等 A . B . C  

第 4 種粉末 尿素と重炭酸カリウム の化学反応・物 B . C  

駐車場に使用する消火薬剤は、第 3 種粉末でなければならない 。
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⑦ クリーニングパルプ

③ 排気パノレプ

③ 元弁開閉コ y ク

⑬ 復 旧パルプ
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A B C火災用

A B C粉末消火薬剤は、リ ン酸二水素ア ンモニウムを 主原料とし、

粉末の防湿性、流動性を与えるためにシリコン処理を行った 177 ミ

クロ ン以下の微細粉末である 。消火薬斉IJ を燃焼物 ( 木材・紙. illl .  

ガス 等) に強い圧力 ( 二酸化炭素 または窒素 ガス ) で放射すると、熱

分解反応、を起こし、リ ン酸二水素ア ンモニウムの固形粒子が分解す

ることにより反応性に 富ん だ遊離基 を取り除き、火災の連鎖反応を

化学的に、また物理的に阻害 し、消火する 。 ( これらの現象を負触

媒効果、物理的熱遮断効果とい う)

また紙 ・木材等の固体可燃物上では、粉末は可燃物の炭化を促進

させるとともに、さらに熱分解してガラス状被膜を形成し、可燃性

ガスの発性を抑制し、消火する 。

放 出 方 式 と 構 成

粉末消火設備には 「全域放出方式」 と 「局所放出方式」 と 「移動

式」があり、それぞれつぎの ような特徴を備えている 。

全域放出方式

壁・床・天井が不燃材料によ って作られ、入口・窓等の開口部に

自動閉鎖装置が設けられた区画に対し、噴射ヘ ッ ドか ら一定量の粉

末消火薬剤を放射して消火する方法である 。開口音11を自動閉鎖でき

ない場所には、外部に洩れるi U : 以上の粉末消火薬剤を追加放出する 。

全域放出方式は、必要消火薬剤量を下表の左欄に掲げる防火対象

物またはその部分の区分に応じ、同表に掲げる時間内に放射する 。
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全域方出方式( 消火薬斉IJ 量)

消 火 剤 の 的 別 11 法書安定罰法111m' 当たり

ml 傾粉末 11 0. 6向

第 2 的 3 純粉末 11 0. 36kg 
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自14fR粉 末 0. 24kg 

※以 ｾｵｩ 区 ｉ 由 ｉ の ｬ 制口部に，Ｉ動閉鎖装置を設けない場合は、関口部の同 ｈ 自 Ｑ m' 当たりの消火薬

Ji IJ のJ ; ! を JJII l ? : しなければならない.

局所放出方式

局所放出方式は、防護対象物の形状、精進、性質、数量または取

り扱い方法に応じ、その防護対象物に対して標準放射量で二駿化炭

素を直接放射して当該防護対象物

の火災を有効に消火することがで

きるように、必要な個数のヘッド

を適当な位置に設ける。

移動式粉末( 第 3 種) 消火設備

移動式粉末( 第 3 磁) 消火設備

は、簡単に扱えるワンアクション

操作で、 l燐H寺に優れた消火力を発揮

し、しかもコンノマクトにユニット

化してあるため場所をとらない。

装置の精成 移動式粉末消火設備

窒素がス容器のパルフ' を開放すると、タンクに接続した配管を通

って粉末薬剤貯蔵タンクに釜紫ガスが入り、そのガス圧によって粉

末薬剤が、粉末放出管および2 0 mのホース内を通って、先端のノズ

ノレより放射するものである。

簡 易 型 自 動 消 火 装 置

簡易型自動消火装置は、厨房設

備( フード、ダクト、レンジ、フ

ライヤ一等) の火災をはじめ、電

気室や各種産業機株( 乾燥機等)

の火災を感知器で素早く感知する

と同時に、自動的に起動( または

手動起動) し、初期消火に性能を

発揮する、簡易タイプの自動消火

装置である。

起動方法

( 1) 感知様作動による自動起動

(2) 手動明l' 釦による手間J 起動

(3) 停電時における手動起動

簡易型自動消火装置

設置場所

ホテル、旅館、レス

トラン、病院、地下街、

船舶などの調理場やダ

クト設備のあるところ、

乾燥室、切削機械、放

電加工機、塗装ブース、

ボイラ一室、空調機器

などに適する。

特長

噴射ノスソレ

f雪
(1) 感知スピードが早〈、

溢度感知度が高い。

(2) 粉末消火薬剤を使用

しているため、消火スピードが早い。

(3) 耐良構造になっているため、袋動に強い。

(4) 起動装置その他をコンパクトにまとめてシステム化してあるため、

設置場所をとらず、維持管理も容易。

(5) 燃料ガス、電気等の供給を自動的に遮断することができ、二次災

害を防止する。

(6) 監視電流および起動電流が小さい。

A B C粉 末 消 火 器

現在、わが国で製造 ・設置されている小型 A B C粉末消火器は、

加圧式と警圧式の 2 種に大別され、操作方法は、消火器の規格改正

( 自治省令24号、 S . 57 . 11. 15付 ) により、安全栓は上抜き式に

統一されている。

ぷミト」主盟i

安全捻 t  田 I '"島E 圃 M

一一一一一ｾ -，河 敵 j

ロッヲマーヲ ""' - ' - ー/

一ーへ窃

防湿機偶・封板

A B C粉末消火器

加圧式消火器

レバーを握ると、破壊軸が加圧用ガス ( CO，) 封板を破板し、加

圧用ガス容器内の液化炭酸ガスがガス導入管を通り、消火薬剤l を俊

神し、炭間交ガスが圧力 i原となって、消火薬剤とともに粉末放出管 ・

ホース等を通り、ノズルより放射する椛造である。消火薬剤l放出を

ストップできる構造のものもある。

蓄圧式消火器

本体容器内には、 A B C粉末消火薬剤とともに、政射圧力源とな

るチッ素( N
2

) ガスが常時7 .0 - 9 .8k g/ cm' で警圧されており、レバ

ーの操作によって粉末放出管、ホースを通ってノズルより放出され

る。圧力 i原のチッ繁ガスの蓄圧状態が、指示圧力計によって外部か

ら見えるようになっているため、維持管理が大変簡単にできること

も大きな特長になっている。

( いとう いくお ヤ? ト消火器株式会社企画室)
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. 各論 2 ・消防設備

火災報知機・非常電源

竹 本 太

火災報知機の規格の移り変わり

火災報知機の概要を述べる前に、その規格の移り変わりを簡単に

述べる 。

・昭和24年 12月29 日、国家公安委員会告示第 4 号

私設火災報知装置の規格が制定された 。

・昭和27年 2 月 2 目、国家公安委員会告示第 l 号

公設火災報知機の規格が制定された。

・昭和33年 9 月2. 9 目、国家公安委員会告示第 l 号

私設、公設の火災報知機規格を一本化。受信機の区分を A 級、 B 級

から P 型 1 級、 2 級とするなど、全面的な改正が行われた 。

・昭和39年 4 月15 日、自治省令第 9 号

R 型受信機、発信機が規格化された 。 P 型 2 級受信機の回線数が10

回線に限定されるなど、全面的な改正が行われた 。

・昭和44年 3 月31日、自治省令第 4 号

煙感知器、熱感知器の新機種が規格化。各機種の規格が強化された 。

受信機に予備電源の付置、 P 型 2 級受信機の回線数が 5 回線に限定

された 。昭和39年 4 月の規格省令は廃止された 。

・昭和52年10月29 日、自治省令第 19号

T 型発信機が規J格化。煙感知器の作動確認装置、各機穏における試

験項目の追加等がなされた 。

・昭和56年 6 月20 日、自治省令第 17号

火災報知設備の感知器および発信機に係る技術上の規格を定める省

令が制定された 。 (7ゲス検知器は除< )  

・昭和56年 6 月20 日、自治省令第 18号

中継器に係る技術上の規格を定める省令が制定。

・昭和56年 6 月20 日、 自治省令第 19号

受信機に係る技術上の規格を定める省令が制定。

以上の経過にて現在に至っている 。

火 災 報 知 設 備 の 関 連 設 備

この規格に含まれているものとしては、つぎのようなものがある 。

(1)消防機関へ通報する火災報知設備 ( M型)

(2) 自動火災報知設備 ( P 型、 R 型)
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(3) ガス漏れ火災警報設備 ( G 型 P 方式、 G 型 R 方式 )

(4) 自火報 ・ガス漏れ複合設備 ( G P 型、 G R型 )

上記のもののほかに、認定品として、共同住宅用継電器システム

( K型) や、非常箸報設備がある 。

ガス漏れ火災害年報設備は本号「設備の頁 J ( P. 91) を参照願うこ

とにし、自動火災報知設備を主として説明する 。

自動火災報知設備の要否判定

自動火災報知設備が必要か否かは、危険物 ・準危険物 ・特殊可燃

物の取り扱い数量、または建物の延べ面積等て、規制される 。建物全

体で自動火災報知設備が必要でなければ、さらに建物の階ごと、部

分ごとに、部分的に必要か否かを判定し、最後にその市町村の火災

予防条例等で規制されないか、十分確認しておく必要がある 。そし

て、自動火災報知設備が必要となれば、建物の規模、用途、建築設

備との兼ね合い、建築構造、運営管理面等よりシステム決定を行う

ことになる 。

たとえば共同住宅の場合は、火災、・がス漏れ ・防犯のほか、イン

ターホーンと一体にされた住宅情報盤によるか、前述の共同住宅用

継電器システム ( K 型) によるか、または管理人室等により集中監

視するのであれば部屋番号等をデジタル表示させる P 型システム等

が考えられる 。図 - 1 に住宅情報盤例、 図 - 2 にデジタル表示によ

るP 型システム例を示す。各例は一瞥戒区域内のどの住戸で火災が

生じたか早期発見できるシステムではあるが、それぞれ特徴がある

ので目的にあ った方式を選ぶ必要がある 。その場合、最も目的に近

いものでコスト的に許せるもの、さらに今後の保守管理の便利なも

のとして判断することが必要である 。

と竺G

図ー 1 共同住宅用住宅情報盤 ( 所持官庁と協議のうえ使用のこと )

その他、敷地が広大で将来建物が明築される予定があるようなも

のでは、たとえば幹線数の少ない、そして回線数が矧えても現地に

中継総を必要数だけ設ければ良い R ｉｾＧｩ システムが適している 。

他設備との兼ね合いでシステム決定するものに、建築基準法上の

| 坊煙ダンバーがある 。昭和56年 6 月 1 日付建設省告示第1917号によ

ると、同一空調ダクトが 2 以上の階に渡 って、あるいは具種用途区

画に渡 って換気口 ( 給気・排気口 ) がある場合には、健感知総連動

で|坊煙タン パーを閉鎖する構造としなければならないと規定されて

いる 。 このとき、所隙官庁 ( 建築 ・消防双万とも ) のTffj Tj 付ずあれば、



1.防煙ダンパーの設置基準

悶有信号とは、火 災感

知I*' に悶布の111-¥jーを も

たせ、火災の発生感知l

と同時にこ のい号を受

信 機 に デ ジ タJ レ表示 す

る方式である .

図 - 2

デジタル表示方式

(1)風逃がたて穴区画または異種用途区画を1立通する場合

(2)主婆精進部を耐火桃造とし、かつ地階または 3 階以上の階に居

ｾ を有する建築物において、 Ｒ 以上の階に換気口等を有する同

一系統の風巡が、換気口等を有する階の直上の耐火構造等の防

火区画である床を J'U画する場合

2.僅感知総の設置場所

ＨＱＩＱＺＱ｝仕切 ｊ 笠等 Ｈ 似 ｩ 煤径を含む Ｉ で区画された場所でｾＩｪｪ重ダン パー

に係る風道 の 換気口寄ーがある ｴｾｪ ￯ Ｇｩｔ

(2) 箆から 60cm以上離れた 天井等の室内に面する部分

(3) 姥感知総の設置が不適当な場所 ( 厨房 ・湯沸等) 以外の場所

系統図 |中央ダクト方式|

/ - "  

系統図 |各階ユニ ット方式| 平面図

建設 S F O  ，. I 1f ヒユー ス付防煙タ ノハ 白 煙感知器

日 5日 間ダンハ 一 日 空 酬 が 煙 感 知 器 連 動 運 転

己J ' " 制御装置付の場合は不要• F O  ，. I 1 f ヒューズ付防げ ンハ ー

通 SO  (空制使か煙感知器運動運転制 AC 空調械

嗣装置付の場 合1: ' F O)  Q)  排 気機ま たは給 制

:  I一子、 吹 出口 官ーす 耐大構造などの防火区画

:  1---""ト抑 制 ロ ← 一 ( 異 櫨 用 途 区 画 掛 け

:  I  = 異 極 用途区画

'  図- 3 防煙ダンパーと煙感知器の設置例

自動火災報知設備の煙感知器と連銀! とすることが可 能な場合もある 。

消防法上、有窓階の判定で熱感知器を設ける場合には 、一般的に

熱感知器より高感度と考えられる 2 極または 3 種の煙感知器で、蓄

積型または非蓄積型のものに代えて、自動火災報知設備と連動する

と省コスト化が図れる 。 ただし、消防法上は火災の早期発見 ・通 報

が目的であるのに対し、建築基準法上は比較的安定した確実な信号

による建築設備の制 御を目的としているので、建築 ・消 防法上とも

許せる種別の煙感知器を選定されるよう十分注意願いたい 。前記煙

感知探については 、消防法上と建築基準法上の判断が異なるのでと

くに注意されたい 。 消防法上は垂れ壁、はりが60c m以上あれば別 区

画とされるのに対し、緯築基準法上は、| 坊煙壁等が50cm以上あれば

別区画とされる点である 。

さて、上記自動火災報知設備の連動によることが不可能な場合は、

消防法上 および建築基準法上別々の専用の煙感知器を設けることに

なる 。 それと、消防法上の無慾 [1管で煙感知l採が必要な場合には機能

上から 、別々の煙感知器による方が好ましい 。 しかし 、建築のx i : 匠

上、多くの機棋が天井面に設置されて好ましくない 。そこで、 2 種

非務干 ｬｾ 型 Ｈ 消防法用 Ｉ と、 Ｓ 種望書紋型 Ｈ 建基法用Ｉとの Ｒ 種類の機

能 が l 個の機器に組み込まれたような、 2 感度式煙感知穏を取り入

れることが考えられる 。 この機種の場合は、意匠面のみでなく、施

工面の経費縮小 も図れる長所がある 。防煙ダン パーと燈感知器の設

置例について、 図 - 3 に示 す 。

つぎに、火災の発生場ー所を表示する方法として、現在のところ、

窓表示 、メ ッセー ジ表示 、数字表示 、陸rr 岡地図表示 、平而地図表示、

C R T 表示などが4・えられる 。

他にも種々々えられるが、その建物の構造、管理機能面、および

コスト、ス ペ ース等の点をも考慮された上で決定されたい。一般的

に平面地図表示 は広いス ペ ースを要し、設置場所の確保を図る必要

がある 。

自 動 火 災 報 知 設 備 の 設 計 手 順

自動火災報知1設備の設計にあた って、 一般的には検討.LJ¥. 項が多く

判りにくいものとな っている 。 そこで設計手順をフローチ ャー ト化

したものが、 表一 1 である 。 スタートより始めて、エンドの作業ま

で行うが、 O 、E二3印の項目については、とくに明確にしておかね

ば、すべての点において大きな問題となるので注意されたい 。 また

枠外に添え書きしてある項目は、消防法地行令および施行規則、通

達の必要 'J¥. 項を略して注記しているので 、詳しくは条文等を参照願

いたい 。表 - 1 では、 一般的に使用される機鴻を示してあるので、

この機種以外を使用するときは、条文等によられたい 。 とくに連動

設備の項目では、 |りJ 火戸排煙設備と述動とするとき、笹戒区域を| 坊

火排煙区画に令わせたり、また空調ダン パ-lili 動のため自火報用熱

感知器を煙感知l棋に代えて空調設備連動用の感知器として一つにま

とめ省コスト化が可能となる場令がある 。

感 知 器 の 選 択 基 準

感知機の機長Jlj 選択において、もう 一つ、Il i ! : j 和59年 7 月18 日付消防

予第 135号 「自動火災報知設備の設置に| 品lする感知器tの選択基準J

Ｈ 表 Ｍ Ｒ 参照 Ｉ が出されているので、ご参 Ａｭｬｾ ｊｩいたい 。 この基準は、

火災とよく似た状況で感知総が作動して非火災報が発生しないよう

に、また火災の検出能力を低下させないで、設置場所の環境に適合

した略、知1慌を選択 ・設置するため、または交換するためのものであ

る。 したが って、変更時の感知而紋や取付高さの基準が不適合とな

らないよう、十分注意する必要がある 。 また設計H寺点、施工時点、
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表 - 1 自動火災報知設備設計手順フロー図

耐 火

非耐火( 天井フトコロ 50cm以 下 )

( 階別 600 m' 以下 、 50 m 以下〉

Y E S  

受 j，i 機 . ioili 受 j，i 機

消 火 栓 ・総 合 盤

発 信 機 ・ 表 示 灯

地 区 音 響 装 置

YE:S 

Y E S  

Y E S  

Y ES  

( 1; 普段45机ごと、シャ 7 ト1 m' 以上、地上 ・地下別、 E L V シャ 7 ト等)

位 置 決 定

( 避難階)

(  2 5 m以 下 )

(  5 0  m以下、 1，000 m' ごと )

(  2 5 m以下、 9 0 dB以上 )

NO  

無

煙 感 知 総

(  2極 )

差 動 式 分 布 型 感 知 総

(  2観 )

It 温式ス ポ ッ ト 型 感知: r"

( 6 0' C特種〉

廊下 30 m以下ごと ( ただし傾 2 柿の時 )

階段 H= 15 m 以下ごと ( ただし矧 2Hl の時 )

ｾ＠ 煙感知椛 H = 60 0

熱! ¥長知! 日品 H = 400 

( 電圧降下、感知: r " 回路、 50[ 2 以下、 7 L ごとに l 本共通)

( 特防 I ，OOOm' 以上、パ y テリ 一、常用、予備、 JI一常)

( 放送、防火、排期、消火、空調、通報等)

11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川111川|川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川|川|川|川|川11川|川川11川11川11川1川|川|川|川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川川11川11川11川|川|川|川|川|川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川|川川11川11川|川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川111川|川|川|川111川11川11川11川11川11川11川|川|川川11川11川11川11川11川11川111川11川11川111川l川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川|川川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川l川|川l川|川|川川111川|川11川11川11川11川11川11川l日川|川|川11川l川|川川11川11川l川11川11川11川|川川11川111川|川11川11川11川111川11川111川|川川111|  
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表 - 2 自動 火 災 報 知 設 備の感 知 録の段 置に関 す る選 択 基 準について ( 通知 ) (昭和58年 7 月18日消防子第135号) ー

自動火災報知設備の感知器の設置については、「消 別添 な感知器を選択するよう指導すること.

防法施行令及び同法絡行規則の一部改正に伴ヲ消防 自動火災報知設備の感知銭の設置に関する選択基準 2  . 81]表第 1 及び第 2 に示す選択基準 l立、環境状態 '  

用訟備等の設置に関する消防法令の運用基調自の細則 が類似する場所については、具体例以外の場所で

について J ( 昭和44年 10月31 日付け消防子第249号) 第 1 選択基単 あっても適用して支障ないものであること。

に基づき運用願ってきたところであるが、最近の火 1  自動火災報知訟備の感知器の設置は、消防法施 3  前記第 1 の 2 の②の場合、消防法施行令第32条

災事例をみると、非火災報、すなわち、火災による 行規則第23条第 4 項、第 5 項及び第 6 項の規定に の規定を適用して煙感知器以外の感知総( 別表第

熱又は煙以外の原因による発報が多いことを理由に よるが、その運用に当たっては、. 81)表第 1 により 2 の太線枠内の感知器) の設置を認めてきしっか

音響装世田路のスイッチを切り、このため被害を大 その具体的自主訟を決定するょっ指導すること。 えないものであること。

きくしている場合がみうけられ、また管理事装世回路 2  1 により設訟した感知器に非火災報が頻繁に発 第 3 その他

のスイッチを切らないまでも、非火災報がしばしば 生し、防火管理上支障を来している場合は、当該 l  本選択量産割高は昭和58年 8 月 1 日から連用された

発生すると自動火災報知殺備の信頼性を失わせ、防 感知器を次に掲げる感知器に交換するよう指導す いこと.

火管理上支障をきたす恐れもある. このため、非火 ること。 2 自動火災報知設備を点検する際、本選択遺産単を

災報が、ある特定の場所に設泣きれている感知器か ① 設置場所が規則第23条第 4 項第 1 号・{ イ) - ( . ホ) 適用し、感知器の変更を行った防火対象物文はそ

ら多〈発生している事実に鑑み、非火災報対策のー に該当し、当該感知器が定溢式特種である場合 の部分にあっては、 r  i自防周設備等の点検及び点

環として、自動火災報知設備の感知器の設置に l剥す … ー定温式一般 検察の機式を定める告示の改正について J( 昭和55

る選択基単を別添のとおり定めることとした。 ②設置場所が規則費 ｾＲＳ 条第 Ｕ 項に該当する場合 年 9 月29 日消防予第 201号) 中第 11、 l 、(3) 、ア、

今後、非火災報が多〈発生する感知11総については、 日 別表第 2 に掲げる当該設置場所に対応した 的、 C の第 1 1 - 1 表によらなくともさしっかえな

この選択基地に基づき適切に桁噂することとされた 感知総 いものであること。

い。 第 2 選択基現在の運用 3  この基準の施行に{ 半い、 「消防法施行令及ぴ同

なお、自動火災報知設備は、火災の早期発見と安 1  .81) 表第 l 及び第 2 の表中に同じ印( 。、 O 又は 法施行規目1) の一部改正に伴う消防用訟備等の般置

全な避難を目的としたものであるので、その目的を 6) で表わされる同順位の感知器が 2 以上示され に関する消防法令の運用基単の剰sHI) について J (O召

踏まえ、運用につき遺憾のないよう 'Wi ' l ' 下市町村に ている場合にあっては、非火災報の発生頻度と火 和44年 10月31 日付け消防予第 249 号) 中第二の三

もこの旨示途し、よろしく御指尊師Eいたい。 災感知速度を比較考量して、その中から最も適当 は廃止するものであること。

別表第 2 ( 別表第 1 省略)

設 泣 t晶 所 通 応 感 知 器

環 境 状 態 .p.. 体 伊l 差動式 補償式 定温式

イオン化式 光 電 式 備
卦4ち

非 蓄 積 蓄 積 非 蓄 積 書 積

調理の煙が流入する 自己膳室、厨) j ) のli 可室、厨) j } 内にある

。 。 。

0 定温式感知器を使用する場合は特種が

ような換気の惑い場 食品I ! l l 及びダムウェータ等 望ましい。

所 厨房周辺の廊下及び通路、食堂等 。 。 ×  

厨房以外で調理Eする ワゴン( テーブル) 又はキャンド l レ 定温式感知器を使用する場合は特種が望

ことのある場所 サービスをする食堂及び宴会場、調 。 。 。 ましい。

理主笑i猟場等

喫煙による煙が滞留 会議室、応嬢室、休: l [ l室、 J空室、楽

するような換気の悪 屋、奴楽室、喫茶室、飲食室、待合

A  6  ×  。

い場所 室、キャバレ一等の客室、集会場、

宴会場等

就寝施設として使用 ホテルの客室、宿直室、仮眠室等

×  ×  ×  。 。

する場所

排気ガスが滞留する 駐車場、単席、Ｎｬｪ ｉ 路、 ｉｾ 家発電室、

場所 トラ ックヤード、荷物取扱所、エン 。 。 ×  

ジンテスト室等

裸火を使用する場所 歯科技工室、理科実験室等

。 。 。

定温式感知器を使用する場合は特種が望

ましい。

煙以外の微粒子が浮 地下街通路等

x  ×  ×  。 。

遊している場所

虫が多数発生する恐 モルモ ッ トなど動物倒n室等 l  差動式感知器を使用する場合は分布

れのある場所 型が望ましい。

。 。 。 2  使用する感知器は、検出部等に虫が

佼入しないよう適切な措置が講じられ

ているものを使用する。

結nの発生しやすい スレート又は鉄板でー伐いた昼似の倉 l  定 j昆式感知器を使用する場合は防水

場所 !車 ・工場、パッケージ室及び変電室

ム ×  。

型を使用する。

等、密閉された地下合1.;11、冷凍庫の 2  差動式感知器は分布型が望ましい。

周辺等

風の影響を受けやす ロビー、ピロアィ、社寺等の持殿、 差歯方式感知器を使用する場合は分布型が

い場所 礼拝堂、観覧場、 t答屋にある機械室 。 ×  ×  。 望ましい.

等

感知器が腐食しやす r品j礼I也及びr毎l告に泣い旅館・ホア J レ

×  ×  。 。

定温式感知器は防食型を使用する。

い場所 の廊下等

汚水ポンプ機械室等

×  ×  。

定 ｴ 品式感知器は ｾｪｪＱ 主型を使用する。

煙が長い距維を移動 廊下、階段、通路、傾斜路、エレベ

して感知総に到達す - ; 9 - i H革路等 ×  ×  ×  。

る場所

燃焼火災となる恐れ 電話機械宅、通信機宅、 1 1 m機室、

のある 1必所 4幾械制御室、ケープJ レンャ 7 ｾ，＠ 'A' ×  ×  ×  。 。

l?!.):ii1il 1等

大空間でかつ天井が 体育館、航空機の絡納庫、同天井の 差動式感知器は分布型を使用する。

高いこと等により熱 倉崎、工場、観覧席上部、感知苦手取

6  ×  ×  

及び煙が紘散する場 付け高きが 8 メート l レ以上の場所

Lffi 

il '  1  @!'JlI;1， ， Ｑ Ｇ 火災報のｾＩｪｊｬＺと火災住知述皮 肉 ｉ ぬ ＱＱＨＱＱ から肋突し、九 ｩ 車場所に批 μ 直切な感知総をぷす

0 1' 11( ;1， 三' " 技場所に適応するニとを iJ' す

:  Ｖ Ｑ Ｇ ＱＱ は ｉ 収 ＨＮｪ け場所的状 ｩｬ ｬＮによリ火災をイ ｊｾｊ に感知できると認められる場合に限リ適応することを示す Ｎ

:  ｛ｦ， ｊｪ えば ｍ￬ｦｲｴ 式スポ ， ト明感知 ｉｾ 位向場合は、 Ｑ 古川場所の ｉｾｾ 凶温度にｾｩＺＮＺじた公判、作 ｬｲｊ ｊｩ品 ｉｾ をイ ｦ するものだけが設也できる Ｎ ( 刷 l間 23粂都 4 耳i都6号))

ｘ ｬ ￵ ｬｬ は、当， ｴ ｬ､＾ Ｎ ･ｭ 場所に ｩ 直ｾｩＺＮＺしないニとをｉｪ，す

全州は、品Lllij i(j 23条第 5 J l ' tにより .:1;r( するニとができる感知器を '1; す.

:  指［ＱＯＮは 。 ＰＶ のｾｉ￭に行う

:  2  太線ＫＱＧ件 ｬ の感知 ｉｾＮ は‘ ｾｉ Ｇ 火災報が多＼ ｾｾＧｉ Ｇ Ｎ＠ L 防火れ fl! Ｑ Ｇ Ｎｊ ｩｉｾｾをきたす場ｻｴＭ‘消防法地行令制 Ｒ 粂の組定を適用して姥感知 ｉｾ 初代 ｦｊ として認めてさしっかえない ｢ めを示す 。
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施工後にかかわらず、5 j 1j 表第 2 の基準による場合は、十分に消防機

関と打ち合わせのうえ、採用するようにされたい 。

自 動 火 災 報 知 設 備 の 今 後 の 動 向

自動火災報知設備の今後の動向とい っても、明文化されたものが

発表されるまで、はっきりしたことは述べられないが、一応変わる

方向にあるとして、今後の技術基準等の改正には十分注意されたい 。

現状で考えられるのは、感知器に関するもの、受信機に関するもの

などで、今まで機種が限定されていたものが、今後は数種のものか

ら建物の用途、管理面、コスト等に合 ったものを選べることになる 。

〔感知器に関する事項〕

( イ) 蓄積型感知器の蓄積時間の明確化と公称蓄積時聞の導入 ( 一

定時間継続して燈が滞留すると、作動する感知器)

( ロ) 光電式分離型感知器の導入 ( 送光部と受光部を広範囲とした

光電式感知器)

(ハ ) 複 合 式 感 知 器 の 導 入 ( 2 性能を併せも った感知器)

( ニ) 多信号感知器の導入( 2 以上の性能 ・稜別、レベルをも った

感知器)

( ホ) 防虫対策の導入、防水試験の強化等

〔受信機に関する事項〕

( イ) 蓄積型受信機の導入 ( 一定時間内に 2 以上の信号を受信した

とき、火災動作する受信機 )

( ロ) 二信号式受信機の導入 ( 2 信号の入力それぞれに対応した火

災動作する受信機)

( ハ) p 型 3級受信機の導入 ( G P型 l 回線、住宅用)

以上のほかにも考えられるが、今後の動向にとくに関心を持 って

いただくということで説明を終えたい。

非 常 電 源

消防設備および建築基準法上の防災設備には、必ず非常電源を設

けるように義務づけられている 。 ただし、消防法上と建築基準法上

の非常電源は多少異な っているので注意を要する 。消防法上は非常

電源、予備電源、常用電源と分類されているが、建築基準法上は、

予備電源と常用電源しか表記されていないことである 。すなわち、

建築基準法上の予備電源が、消防法上の非常電源を示すものであり、

さらに消防法上の「非常電源専用受電設備」が、建築基準法上全〈

認められていないという点で大きく異な っている 。

消防法上の自家発電設備の基準につ いては、昭和48年 2 月10 日付

・消防庁告示第一号 ( 昭和50年 5 月28 日・消防庁告示第五号改正、

昭和57年 4 月17 日・消防庁告示第四号改正 ) を、蓄電池設備の基準

は、昭和48年 2 月10 日・消防庁告示第二号 ( 昭和50年 5 月28 日 ・消

防庁告示第六号改正 、昭和52年 4 月9 臼 ・消防庁告示第二号改正、

昭和55年 10月18 日・消防庁告示第九号改正 ) を、参照されたい。

消防設備に使用する非常電源の種類は設定基準表 ( 本 号 P . 75の

折り込み早見表) に、建築基準法上の設備に使用する非常電源の種

類は表 - 3 に示すので、参照願いたい 。

きて、非常電源設備より各消防防災設備に至るまでの配線は、建

築基準法上も消防法上も耐火配線相当でなければならない 。 しかし

各設備の操作回路については、一般的に建築基準法上は耐火配線相

当が、消防法上は耐熱配線相当が必要ということで異なっている 。

なお念のため、消防用のキューピクル式非常電源専用受電設備の

基準が昭和50年 5 月28 日・消防庁告示第七号 ( 昭和55年 6 月 9 日 ・

消防庁告示第三号改正 ) に、配電盤および分電盤の基準が、昭和56

年 12月22 日 ・消防庁告示第十号に示されているので申し添える 。
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表 - 3  建築基準法令による設備早見表 0 ;邑

非常電源を必要 自家発 蓄電池

容 盆

建築基準法

建設省告示

とする建築設備 電設備 設 備j 施行令

特別避難階段の 。。
30分以上 123条3項l 号 告示1728号

排煙設備

地下街の非常照 。。
30分以上

128粂の3、1項

1730号

明 6号

地下街の排煙設 。。
30分以上

128粂の3、l 項

1730号

備 6 号

地下街の排水設 。。
30分以上

128条の3、1項

1730号

明臼 6 号

一般の排煙設備
。。

30分以上

126粂の3、12

1829号

号

一般の非常照明 ×  
。

30分以上 126条の5、4号 1830号

非常進入口の表 。
30分以上 126条の7、7号 1831号

10秒切替

示灯

×  

の自家発

非常用エレベー 129条の13の3

ターホールの排
。。

30分以上 3項2号 1833号

煙設備

防火戸自動閉鎖 。。
30分以上

112条14項ま号、 2563号

設備 4号 1829号

逃煙シャ y ター 。。
30分以上 112条14項4号

2564号

の自動閉鎖設備 1829号

防火ダン パーの 。。
30分以上 112条16項4号

2565号

自動閉鎖設備 1829号

非常用エレベー 。。
1 時間 129粂の13の3

ター設備

非常用エレベー

129条の13の3

ターのJ斗降ロピ ×  
。

30分 ｽｾ秒ガ ｪ 崎
一( 非常照明 )

の 3 項 6 号

のドl家発

階段の非常照明 ×  
。

30分 123粂3項4号

まとめ

以上、自動火災報知設備を主体に関連する建築関係設備を含めて

説明してきたが、最後に、建築設備 ・消防設備とも、日常点検整備

を行い維持管理していく必要があり、消防設備には既存遡及という

のがあ って、既存建物でも現行法通りに改修しなければならない場

合があるのて説明する 。表 - 4 に示すように、 Eコ 部分に該当する

場 合 ( 7 項目 ) には、 ① 設備要否、 ② 設置基準、 ③ 規格ともに現行

法令に合わせて改修する必要があり、とくに右端の適用除外消防設

備①~⑤に至 っては、すべての防火対象物にも適用されるので注意

を要する 。

① 簡易消火

② 自 火 報 川紛+l 71ro

③ 非常l ! 報

③ 漏 屯火災

⑤ 誘導灯

表 - 4 消防設備の設置維持義務

では、この自動火災報知設備 ・非常電源についての説明を何かの

役に立てていただけることを望んで、この稲を終えたい 。
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トピックス

大 阪 科学 技術センター

火災における避難行動

アンケート分析結果

一 階段を知っていることの重要性一

(階段からの避難者に対する設問) ーアンケートB凋fi:よリ 一部ぬれ、

問 7

利用 した階段は 、 どういう理由 で選択したか。

C は判断材料 @ Ij. i) t 定期 II l とな フたむ の

。。

(1) 周囲の人がその万向に向か つて

126 77 

いたから

(2) 他の人にその方向へ誘導された 80 110  I  

(3) その方向に階段があることを知

72 

っていたカ、ら

(4) 自分がいた部屋の近くに階段が

54 

あ ったから

(5) 1皆段からその階段を 利用して

45 21 

いたから

本年 4 J1 4 f 1 正午過ぎ、大阪市丙区 の大阪科学技術セ

ンタービルで、イ工館者679?' ，のうち 102名が逃げ遅れ、消

防隊にJ 1 } J けをポめるという火災が発生した

大阪市消防局は、4 '1助隊、はしご隊をはじめとする 51

隊207?' ，の消防隊を投入し、全只を数助した 。

この火災では、イ1:館者 679 ? " が弁階にあ って火災の進

展状況をつぶさに体験した 。 しかも、自力脱 11¥したお、

消防隊に数J 1 j J された者など JJ見11¥手段もさまざまて¥その

行動は illi 維管理面からきわめて興味深いものであ った。

こうした -Ir 対から、発災当時このピルにいた人に対し

て、府内 三 郎 教 授 ( 関西大ザ・ ) 、室崎益腕助教佼 ( 神 戸

大学 ) らは、アンケート調任を行 った。 その詳細lは、今

秋 10月14 - 16日の日本建築乍会大会で発表されることに

t " っている 。

*  

このア ンケー ト調をでは、急激に延焼J広大したビル火

災現場で人々が何をＡぷじ、どう行動したかを，ｩＱ， ｾＱｴ し、分

析した 。 その結果、つぎ の ような傾向が見られた 。

① 避錐階段の位置を知 っているか百かが、生死の重大

な岐路となる とくに、初めての建物では必ず階段の確

認が必裂である 。

② 平均iのi盟官tt が重要である 。 この火災では、向層| 滑に

いたおは非常政送によ って同時に j出維を開始したため、

比較的スムーズに脱出した 。

③ 避難行動に、年齢や性別は決定的な差異とな って現

れていな L 、。 H 皆、 8 階には正月齢者がいたにもかかわら

ず、スムーズに平JtJJ illi ｬＡ ｦｾ により、脱出している 。

④ 避哲tl に! 順位性 ・多方向性をもたせないと、 j控鰍の流

れに ｩｬｕｩ しが生じるとともに滞留現象が起き、 二 次災Ｎｾの

誘! 苅となりかねなし、 。下階へ行くほど階段警が悦縦して

いたことカずわか った。

⑤ ｊｆＧ ，ｾ｜Ｇ＠ 1i 5 ! : 送や誘導者の桁示を i1t ，W. に聞き、従うことが

必要である 。 火災のm悦を過小に、または過大に評価す

ることによ って初期行動は大きく出遅れる 。

@  避難者の， '， には、非常放送で桁ぶされた| 祈段と反対

んII'J の1.普段を使 ったグルーフがあ った。 それらのグルー

プや逃げ遅れた者の中には、飛び|係りたいと思 った者や、

煙が充満する廊下に出ょうと思 った者がいた 。数s} J 袋な

どの避錐昔H- t の活J Tj や グルーフのE. 忠 を 統一 するクルー

プ ・リーダーの存イ1: が必要で、あることが痛感された 。

⑦ とくにグループ ・リーダーには、冷仰な判断が必要

である 。 クループ ・リーダーには、グルーフの it! ，'i'[. 化を

図り、意思、を統ーしたのち、避難の万戸'Jや手段を指ぷす

ることなと' が要求される 。

*  

アンケー卜 : 淵査 は、イI:fin者 679 1"， のうち居場所がわか

っ た一般イは官名 ＵＴＷ 名と、グループ ・リ ーダ ＭＳＴｾ ヘ に対

し、 4 H22 日に用紙を自己付し、 5 月6 日に回収したもの

で、回答は、 一般庇館者 453 1"， 分とリーダー32?' ，の 、計

4851"，分であ った。



排 煙 機 120mゾ m1n 以上

か っ

防 煙 区 画 面 積 X 1  

m・以上、二以上の

紡 煙 区 画 に 係 る と

きは最大 ｾｍ 重区画

面積 X 2  m'以上

. 各論 2 ・消防設備

排 煙 設 備

‘
、

E

1

d

 

'' 
彦健林

H:; ; ; ' 80cmのときは

H'  =80c mとしてh

がきまる 。

H<80c mのとき

H'  = Hとして

hを計算する 。

防煙壁( 不燃材料) 防煙区画

防煙壁の構造

図ー 1 居室の排煙設備の解説図

排煙ロ

( 常時閉鎖)

H  :長官 H'

孟 切cml F F

一一一｟ｬｾ下

T

d
重立

おおむね

1. 8 m 

外

部

内

部

h孟50cm

自然および機械排煙設備の断面図

F ' L  

妨i聖区画と して

有効 なむ の

⑥斑

⑥蝿

④A ⑤A ⑥6， 

。A ② 6 ， ③ ム ④A ⑤ ム ⑥A

図- 3 たれ壁の突出が異なる場合

百i 排煙ロ のある防煙区画 A 排煙口は防煙区固めいずれか一つ

排
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道
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面
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怠
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外
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通

ず

る

給

気
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道
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面

積

2

M

以

上

特別避難階段の排

煙設備の構造

特別避難階段の排煙

設備には、 図 - 4 のと

おり、給気系がF付加さ

れる 。

なお、設計基準は表

一1 のとおりである 。

(2)  

建築火災による人命損失の直接原因は、火炎そのものではなく、

それに伴 って発生する煙が大きな要因であることを過去の武重な経

験が示している 。大量の死者をだした大阪の千日前デパートや熊本

の大洋デノ マートの場合もその例に漏れず、死者のほとんどが、一酸

化炭素等によるガス中毒死であ ったことはわれわれの記憶に新しい 。

煙発見と同時に煙を排除し、その拡散を防ぐことは、建築学上、

総造強度面に劣らず大切な課題である 。

排煙設備はこのような歴排除を目的として法規に取り入れられた

ものであるが、その反面、外部から新鮮な空気を補給することにも

なり、結果的に火災を助長する効果のあることも否めない。 したが

って、延焼防止を目的とする防火区画等とは異なり、あくまで火災

発生時の初期の避難路確保が排煙設備の主目的であり、フラ ッシュ

オーバー以後においても火災室を人聞が生存可能な状態に維持する

ことを要求しているものでない。

きて、排煙設備の設置を義務づけている法令は建築基準法と消防

法の二法であるが、消防法で要求される排煙設備は具体的基準も少

なく、おおむね建築基準法の規定に基づいて設置すればよいことに

なっているので、この章では一切触れないことにする 。

建築基準法で同排煙設備の設置が義務つ。けられる建築物の部分とは、

つぎの四つの部分である 。

- 一定の建築物の居室、 室 、通路等

・特別避難階段の附室

- 非常用エレベーターの乗降ロビー

. 地下街

また排煙設備を方式面から分類すると、つぎの二つに大別される 。

. 自然排煙設備

. 機械排煙設備

ここで、つぎのことに注意しなければならない 。令第 116条の 2第

1 項第二号で規定される「居室の天井又は天井から下方80c m以内の

窓その他の開口音I1で床面積の 1 / 50以上のもの。( 政令で定める窓そ

の他の開口部 ) J と、自然排煙設備とは同ーのものではないというこ

とである 。 このことは、一般に混同されやすいことであり、十分認

識しなくてはならない 。

なお、煙の基礎理論および排煙設備の技術的、専門的な設計施工

については「排煙設備技術J . ! Si判 ( 建設省住宅局建築指導課監修) を

参照されたい。

図 - 2  

C' L 

⑤ ※  

@ ⑤煎

④ 来③※  

②A ③ A  

②※  ①※  

①※  

①ム②ム③A

( 注) 4  m'  / sec の排煙機を設け

た場合は排榎口 (a)および排煙風

道(b)の大きさの組制なし

排 煙 設 備 の 解 説

(1) 居室の排煙設備の構造

排煙設備の手動 ｉｾｈ 放装置、排煙口および防煙壁のｼ羽係を図示すれ

ば、 図 Ｑ ｾ Ｓ のとおりである 。
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図- 4 特別避難階段の

附室の機械排煙設備



表 - 1 機 械 排 煙 設 備 の 設 計 基 準

特 別 避 難 階 段

非品用エレベーター

附 室 兼 用 ロ ビ ー

乗降ロビー

車合 気 ロ 1  m'以上 1  m'以 上 1. 5 m'以上

給気風道の断面積 2  11 2  11 
3  11 

者t 煙 機 4  m'/ s 以上 4  m'/ s 以上 6  m'/ s 以上

排煙風道排煙口(耐) 規定されていない

中オ 質

排煙 口、排煙風道、給気 口、給気風道、そ の他震に接する

排煙設備の部分は不燃材料で作る 。

排煙口 の手動開放 手で操作する部分は、 壁面の床面から O. 8 m以上1.5 m以下

若草 常
に設け、使用方法を 示す糠識を設ける 。

排 煙 口 の 高 さ

天井または壁の上部 ( 天井高さの 1 / 2 以上の部分) 下端

の高さを基準とする 。

給 気 口 の 高 さ

床または壁の下部 ( 天井高さ の 1 / 2 以下の部 分 ) 上端の

高さを基準とする 。

表 - 2 排 煙 設 備 お よ び 関 連 設 備 の 制 御 と 監 視

ドI" 設マ耐〈項ミ目? ¥~~¥、¥、中タ管里寄理子室¥のな、、宥¥無

中央管理室 中央管理室

のある場合 のない場合

イflii 考ー
自 然 機 械 自 然 機 械

俳 優 排 煙 排 煙 排 煙

遠 隔 制 御
。採l 。

血

※i  換気、探

光が主た るIdf IJ で.

出時答品にIU様子

#ド 担ド 煙 口 遠 隔 監 視
。※1 。

A  で附肢できる 君。の

場合は不要.

燈 感 知 器 述 到J 血 畠 A  A  

特別避難時段の

附室ま たは非常用

煙 遠 隔 制 御 /  
。

/  

エレベー タ乗降ロ

企
ピーの排慢の給気

口は排煙口と運動

排 煙 機 遠 隔 監 視 /  
。

/  ム し、両者向l期政に

f'料、排煙機を起動

設 排 煙 口 と連 動 /  
。

/  
。する.

迷 隔 市I1 御
。 。

血 A  

淡2 排煙口速

動とした場合は.

速断制御と遠隔監

{結 可 重h 式 遠 隔 監 視
。 。

A  血 悦を 省略する こと

ができる. 遠隔制

防 煙 たれ ｾ 煙 感 知 器 述 動
。 。 。 。御と泣隔監視を行

った場合、排煙 u

6 ※2  6 淡2 A 揖 2

i量動は行わな〈て

排 煙 口 と 述 卸J A  
もよ い.

遠 隔 制 御
。 。

ー※3 [ 述隔制御

且ぴi畠断監視J と

「排煙設備と i主動J

機械換気設備 遠 隔 監 視
。 。

はど ちらか - } J を

行えばよい.

i刻 排煙設備! と i主動
A 淡3 6 )符3

A  ム

遠 隔 制 御
。 。

- 揖 4 [迫隔制l御

且ぴi卓隔監税J と

中央管理方式の 「 俳傾 ｾ ｦ 柑 と連 動 」

遠 隔 監 視
。 。

はどちらか - ) i を

空気調和設fiii 行えばよ い.

述 排煙設備と述郵J
A ※4  A 制

島 A  

遠 隔 制 御

品l o!Jt 宵 告 示 筋

A  
2565号 回問的1--11こ

防煙上とくに
該当するも肉に適

遠 隔 監 視 A  111.  

重要な部分の
業 5 [迫隔制Ii却

設 煙 !感 知 器 述 動
。 。 &. ぴ遠隔監悦J と

防火 ダンパー

「排傾設備と述動J

はどちらか - ) j を

排 煙 設備 とi卓動
車 縦5

A  
行えばよい.

。建築地相法施行

遠 隔 制 御 A  
令第 112! 駐留II 4  1¥' (  

避雛上と くに 第四号に法当する

flii 遠 隔 ! i 視 畠 むのに過川

重要な部分の
-※ 6  [i 量隔制御

煙 感 知 器 述 動
。 。 且ぴi畠剛院悦J と

『排姥.til: 備と連動J

防火 シャツ タ

はどち均か- ) j を

排煙設備と述動
.... 淡6

A  
行えばよ い.

凡例 O  法に義務づけら れて いるも の、または必ず設備する必要のある もの

A  法に義務づけられていないが、自主的に 設備すること が望ましいも の

企 法に義務づけられ宅いないが、防煙上必聖書なも のに限り設備するこ とを 検討す

る必要があると恩われるも の

80 

「一・一一

; ( 連動)

l  

」一一一一一 ｟ｌ 一一ー一一ｾ｟一一｟ＱＮ一一一ーー一一一一 」
図 - 5  中 央 管 理 室 の あ る 居 室 機 械 排 煙 ス ケ ジ ュ ー ル の 例

一 一 一 一 一 一 一 」

( 連 動 )

図 - 6 特 別 避 難 階 段 の 附 室、非 常 用 エ レ ベ ー タ ー 昇 降 ロ ビ ー

排 煙 ス ケ ジ ュ ー ル の 例

(3)  制 御 対 象 別 の 制 御 方 式

排 煙 設 備 お よ び 排 煙 設 備 に 関 連 す る 設 備 の 制 御 方 式 に つ い て 、 命11

御 対 象 ご と に 述 べ る 。 な お 、 設 備 項 目 と 命11御方式に| 刻する ー 械l表は、

表ー Ｒ のとおりで、スケジュールの例は、 図 ＭＵｾＶ に示す 。

排 煙 口 、 給 気 口 は 同 時 に 開 放 し 、 連 動 し て 排 煙 機 を 運 転 す る 。 表

示 は l ヵ 所 ず つ ま と め て 出 し て も 、 機 器 ご と に 出 し て も よ い 。 一 例

を 図 6 に 示 す。

( こばや し たけひこ 大阪市総作計画) .. ] i l l 築指導部審公課設備係長 )



. 各論 3 ・火災事例と消防設備

火災事例

と

消防用設備等

の

奏功・不奏功例

大阪市消防局予防部予防査察課

| 坊火対象物の安全は、消防用設備等の設置維持と併せ 、.1坊火管理

体制lが確立され、適切な管理業務が行われることにより確保される

ものである 。

しかしながら、近年の建築物は、社会情勢並びに都市機造の変化

にともない高層化、深層化および大規模化し、その使用形態も複雑

多様化するとともに、管理権原についても細分化が進み、対象物の

安全管理がより複雑なものとな ってきている 。またこれに並行して

市民の生活様式も変化し、危険物や火気類の使用が増加しており、

出火原因等に起因する要素が複雑多岐化しているのが現状である 。

このような状況は、発災時における初期消火、避難誘導等の初動

体制をますます困難なものとし、防火 ・防災の安全確保を図る上に

新たな課題が提起きれている 。 また消防用設備等の維持管理等、す

なわちソフト面における管理権原者並びに防火管理者の責務が、社

会問題として大きくクローズアップされているところである。

このことから、昭和57年中、大阪市内で発生した建物火災1185件

のうち、消防用設備等( 誘導襟識を除く) の設置を義務づけられた

いわゆる規制対象物の火災 562 件について、発災時における関係者

の初期消火桶動、避難誘導、防火管理等の状況および消防用設備等

の使用状況を調査し、火災の発生および拡大等の相関関係について

検討 ・分析をしたものである 。

本干'I::j てi 立、紙面の都合上、火災事例から見た各消防用設備の使用

状況および奏功 ・不奏功実例を取り上げ、その概要を紹介し、今後

の建築物|切火対策について、参考に供する次第である 。

なお、昭和58年中における規11jll 対象物の火災状況並びに消防用設

備の効果については、現在詳細にわたり検討 ・分析を進めていると

ころである 。

消 防 用 設 備 等 の 使 用 ま た は 作 動 と 効 果

(1) 消火器の使用とその効果

消火昔if を設置している対象物は 469 件であり、その使用状況は 図

ー 1 のとおりである。

発災 i時に初WI 消火として使用したのは 256 件 (55%) で、そのう

ち完全に消火および延焼防止に効果があ ったものが、 202 件 (79%)

て¥使用したが消火時期1の遅れ等により効来がなか ったものが54件

(21%) となっていた。

消火器を使用しなか ったものは 213 件 (45%) あり、火災の規棋

が小さく必要としなか ったものと、現在人等により佼用不可能であ っ

たもの 115 1' 1ニ (54%) については、問題がないとしても、当然使用

通報等に従事15 操作方法の未熟 4

1  1  設置の位置不明 2

設置の認識不足17 1  1  

施

錠

5
図 - 1
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可能でレあったにもかかわらず使用の窓忠がなかった、あるいは、設

置の認識不足等により使用しなかったものが98件 ( 46%) もあり、

これらは対象物の関係者において、消防用設備等の認識度がまだま

だ不足していることの現れて。あり、消火器の設置位置を周知徹底さ

せる必要がある。

(2)  屋内消火栓設備の使用とその効果

昼内 il'j 火絵設備の設置を必要とする対象物は 113 件で、うち設哩・

されていない対象物( 特例適用を除< ) は 22{' 牛 ( 19%) であった。

設置された91件 ( 81%) の使用状況は 図 - 2 のとおりである。

発災時に使用したものは 18{午 ( 20%) で、完全消火および延焼拡

大防止に効果があったものが13件 ( 72%) 、消火栓を使用したが操作

政置の認識不足 2

図 - 2

方法の未熟等によ

り効果がなかった

ものが 5 件 ( 28%)

てe ある。

使用しなかった

ものは 73件 ( 80%)

であり、火災の胤

棋が小さく必要と

しなかったもの54

件 ( 74%) と無人等

のため使用不可能

だった 6 件 ( 8 %)  

は問題がないとし

ても、使用可能で

あるにもかかわら

ず使用の意思がない、あるいは設置の認識不足等で使用しなかった

もの 13件( 18%) と、使用したが操作万法の未熟等のために効果が

なかったもの 5 件については、消火器問機、周知徹底させるととも

に関係者における設備の使用方法等の反復訓練を実施するなどの教

育指導が強〈望まれる。

(3)  スプリンクラー設備の作動と効果

スフ. リンクラー

設備を要する対象

物は 22件て¥設置

工・J ' ; ' 中の l 件を除

き、設世された 21

対象物の状況は 図

- 3 のとおりであ

る。

今回の調査では

全部作動しなかっ

たもので、その理

由は、火災の発見

が 早 < ( 大部分は

図 - 3

!'I m1J 火災報知1設備の作動による) 、 際示鼠度に達するまでもなく消

火然、水バケツ等で完全消火したものと、設; 丘を要する苦11分以外の

部分から山火したものである。

この砲の対象物は、比較的大規院な4 J ! 物であり、共通していえる

ことは、| 切火官: 理者の選任、消防計阿の作成、計画に基づく消防訓

練等の実地が適正に行われており、また発災 11寺に l坊火管理者が対象

物に滞イ正していたということであった。

これらの要件が 、スプリンクラー設備が作動するまでもなく初均l

消火が効果的に行われ、被害を最小限度にとどめたものと息われる 。
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(4)  自動火災報知設備の作動とその効果

自動火災報知設

備を設置している

対象物は230件で、

その作動状況は 図

- 4 のとおりであ

る。

II 動火災報知設

備の設置を要する

対象物は330件て¥

設置していないも

のは 100 f牛となっ

ているが、そのう

ち61件が特例の適

用を受けているも

ので、設置を要す 図- 4

その他 6

るのに設置されていないものは 39件となっている。

設t 1 ' i をしているもの 230 {'! ユ中、発災H寺に作動して消火前ili1J および

通報、避難活動を行い効果があったと認められるものは 119 {'!二 ( 52

% ) である。しかし、火災を感知し受信機に表示されたが、ベル停

止となっていたため ｊｉ ＮｲｾｦｦｩＧｽ ｊ しなかったり、受信機の設笹場所が無人で

あったため効果がなかったものが12件 ( 5 %) である 。

設置しているがまったく作動しなかったものは、 99件 ( 43%) あ

り、その理由は、早期発ｾＮＡＮにより際示 ｮ ， ｵ 立に達するまでに消火した

ものが52件、設置を要する場所以外の部分から出火、あるいは、未

吟1慌の苦!I 分または屯i以遮断等により作動が不可能であったものが47

{ 午である 。

以上から、自動火災報知設や ｭ は適正な維持管理によってその ｾＱｊＪ

を発揮し、初期消火、泊線、避難所ι )J に効果を発揮することが如実

に現れており、設備の官: 理: 不良は未設置と同等以上のものであると

ころから、対象物の関係者に対して、設置促進はいうまでもなく、

設備の維持管理について今後も一層強力に指導を図る必裂がある 。

(5)  非常放送設備の使用とその効果

放送設備の設置対象物は47{'! ニで、その使用状況は 国一 5 のとおり

で、政送設備を使用したものが 8 f'!二 ( 17%) 、使用しなかったものが

39f午 ( 83%) である 。使用したもののうち 7 件は、i ! l i 維がスムーズ

に行われたが、他の 1 件はl皮送内符が適切でなかったため、他物ifi:

イ Ｑ Ｚ 者Ｈ買い物客Ｉに効果的に伝達されず、従業員が口 ｾｮ でｩＡｬ￯ ｾｬｴｩ 先導

をH千びかけたも のであった。

一万、使用しなかった 39i 午 ( 83%) のうち、火災が小胤校であっ

たため必要がなかったもの28 { 午、発生場所が無人であったもの 4 {'!ー

については問題が

ないとしても、消

火作業に従事した

ため 4 件、設置の

認識不足 2 件につ

いては、使用すべ

き必要があったの

に、消防計画に基

づいて消防訓練が

11&1 ，去されていない

ために使用されな

かったものであっ

た。
図 - 5  



(6)  連 結 送 水 管 の 使 用 と

その効果

表 - 1 消 防 用 設 備 等 の 奏 功 ・ 不 奏 功 の 主 な 事 例

駁惜別 初I)!.+主 出火日時 用 途 ill 物 概 袋

57.  6. 22 ホ7 1レ 耐火榊巡 10階企I l

奏 22時40分 ill 508m'  

i肖

延 4128m'  

57.  8. 28 共同住宅 耐火m造 3 階主I l

工::IJ 4 時51分 ill 341m'  

延 927m 

火

共同住宅 間画- t 3 階 ill57 .  3.26 

不 12時20分 主Il 257m'  

務 !k 

延 804m'  

57. 3.29 遊技場、 愉画.t 2 階ill

I)J l 時 8 分 授、飲食 ，辿 528m'  

l市 延 1017m'  

57. 1. 30 ホァ J レ 耐火柿逃

6 時39分 地下 11>特・ J也 |二911官

屋

奏 ill 553m'  

内

延 4779m'  

i肖

57. 1 1. 24 庖t請i、事 耐 火 榊iZ

功 21時45分 務 所 地下2階 ・地 上411皆

火

住 3886m'  

栓

言宣

延 20376m

備 不

57.  6. 9 合席、 Ｇｉｾ 耐 火 榊i宜4 附 ill

4毒

12時30分 務所、展 ill 581m'  

I)J 

示場 延 l 816m

57.  1. 15 ｲｬ￯ｾ 品、 ｊ 長 木造 2 附ill

7u寺 8 分 同住宅 ill 1083m'  

奏

延 1721m 

自

動

57.  2. 20 共同住宅 木造 H 持主Il

2 時34分 ill 315m 

火 功

延

災

630m 

報

長日

57. 2. 1  Oij 易宿 i(1 木造 4 附処

5生

{勝

不 4 時32分 所 ill 372m'  

*' 

延 1096m'  

I)) 

57.  1. 24 宿 泊 所 由f火f，Y.. j1[

21 時50分 地下 l 階 ・池 上9階

奏 ill 
2093m 

延 10072m

ｾｾ＠
57.  1. 30 ホテル 耐火構造

常

功 6 時39分 地下I附 . j也1: 9階

放

送

ill 553m'  

E宣

延 4779m'  

57.  6. 20 Ｑ 市ｾｩｉｩ、飲 耐火榊泣 61; 特往

{精

イミ 131時23分 食酢; ill 928601'  

4さ 延 3684101'

J )J 

ｾ主総送水管は、消防隊が消火活動に使用するものであることは言

う ま で も な い が 、 そ の 設 置 対 象 物 は 70件 で あ り 、 そ の 使 用 状 況 は 図

- 6 の と お り で あ る 。

消 防 隊 が 本 設 備 を 使 用 し た も の は 11作 あ り 、 使 用 階 は 、 地 上 3 階

か ら 51; 皆 が 2 件、 6 階 か ら 10階 が 6 件、 11階 以 上 が 3 {'I ニ で あ っ た 。

- } j 、 使 用 し な か っ た も の が59件 あ る が 、 こ れ は il'il 坊 隊 が 到 着 す

る ま で 初WH肖 火 に よ り 完 全 消 火 し て い た も の58件と、 m防 隊 が 池 上

か ら ホ ー ス を 延 長 し て il'i 火 し た も の l 件 ( 地 上 3 階 ) で あ る 。

消 防 用 設 備 等 の 奏 功 ・ 不 奏 功 の 主 な 事 例

il'i 火 様 、 屋 内 消 火 作 設 備 、 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 、 自 動 火 災 報 知 設

備 、 お よ ひ ' 放 送 設11mの 炎 功 ・不 炎 J)J の 名 対 象 物 ご と の 主 な 'Ji - 例は、

図 - 6 つ ぎ の表 一 1 と お り で あ る 。 ( 文武: )J nl I ; 長蝕一郎)

焼担i位 1立 内 容

ベ ッ ド、布問若 F 3 階の俗的存が、ベ y ドの下へ務とし物をしライターを点火して探していたところ、ベ ッ ドに

焼f I l Ｔｦ 火したもので、自動火災報知設備の的ＡｦｲＩｊでｙＴｾ止を安 ｮ っ た従業只が、ＺｦＡｴ室からの結千の燈が出

( 小火 ) ているのを発見、 A B  C10烈消火器で消火した 。

フスマ、家具恭子 4 時刷、自殺するつもりで都市ガスを出したが、天然ガスのため死にきれず、電灯を消灯した

ぷ面焼f I l 瞬 tuH提発したもので、爆発音と自動火災報知設備の作動により他の居住者が火災を発見、 A B

( 音11分 焼) C  ＱＰＢＮＧＱ 消火 ｾ［［Ｔ 本で消防隊到Ｎｴｲまでに完全消火した

3 階 257m'焼Hl 3 階の泌錠された官11室から、煙が出ているのを近隣の居住者が発見し、管理人に通報するよと

( 半 焼) もに、他の1，lff主Jすと協力して怠の一部を破り、外部から A B  C10盟消火器 5 本を使用したが、

火 ｬＮｾ が不明であ っ たため全〈費ｾＩＪがなか っ た Ｎ

2 階E号室 7 m'焼1J I Ｒｾ 皆の官官釜て｜従業只のタバコの ｉ 吸い伎の不扮未から出火したもので、 「パチパチ」という燃

( 部分娩) 焼 ｔｔ とド ＱＡ｛ｾＩ 火災報知ぷ備の作動で火災に会 ｷ き初 JUI 消火を試みるも、消火器の操作万法の未知

から安全ピンを抜かなか っ たため使用できず、消火俸を火 ＧＱＢ にほうり込んで避維に従 Ｇｉｾ した。

ベ ッ ド箔 1二、fItリ明、 約 i(1符が泥酔状態で喫煙し、タバコ火をベッド上に活とし出火したもので、肉動火災報知l設 備

天井 1 111

1

焼 fJl の作動により従業以が火災を発礼、{ 也の従業以が 119 { 書通報をするとともに、ベ ッ ドおよび1111)

(古11分焼) i牧が燃焼していたので、 A B  C  ＱＰＧｾ 川 ＩＧ￭ 火総 Ｒ ノドを使用したが鋲圧できなかったため、屋内消火

怜を使用して放水iti 火した 。

ダンボール30例 illi 路に存 ill していたスチール棚上の段ボール1 f i30例に何者かが放火。 自動火災報知設備により

fltlJ 墜2 耐焼打l 1't知l した対象物の n 衛消防隊 2 r，が出火場所に 12. 行 、直ちに A B  C  ＱＰｾ 消火器 Ｓ Ｔ］と屋内消火

( 書11分 焼) 怜 ぷ1iil をI，;J 時使用し完全消火した

合時60m'焼tn 欽型ｾＮｉｩＱ ｦ￬ の脚 ｦｦｬｬ をＧ， ｬｴｾＩ カ ッ ターで切断、その火粉がマ ッ トカバーに活火し火災に宅 っ たもので子、 ｬ

( 部 分 娩) 11動火災機知l設備の作動により 2 階にいた従業只が火災に気付き、初期消火するべく屋内消火

特1 f iから愉l先をはずし、折り込みホースをかけたまま閲1:1" 弁を開政したため政水て' きず失敗、

その11¥1に火煙が充満してきたためi l ! i 鈍した。

フスマ l 枚、タタ 2 附共同住宅のJ ; i } { 主. ti が、午前 3 時I: j i帰宅し、タバコを - I J 日吸って寝込み、そのタバコの不始

ミ ｾＧｩ 干、 ｘｊｉ ・ Ｑ Ｑｉｉ ＱＱＺ ，ｾ 本で制fi ｉｾｬｬｬ こ ｊｦｦ 火 ｴｂ 火したもので、ＡＧｉ動火災報知 ｬ 設備の作動によ っ て他の府住者が火災を認知 。

3  m' 続行i ＱＱＹ ＱＡＧｴ通報するとともに、設ｊｩされていた ａｂｃＱＰＢＮｾ 消火総 Ｔ 本で完全消火した 。

( 部 分 焼 ) なお、火 ｊ￪ の ｉ ，ｾ Ｇ ｻ主将は、消火にかけつけた者に起こされたもの 。

床、天井、 IUリU，! 21 深夜 il t _ 何年状態で制定し軽食のあと就寝 I 約30分後に liifth火災報知設備の作動て・目覚め、宅内が

01'焼ul 煙 で 充I品していたので: 容を開放、と問時に火が拡大した 。ベノレの鳴動で気付いた他の居住者は

( 書I1分 焼 ) ａｂｃＴ 咋Ａ消火総て寸肖火活動に従 Ｇｉｾ 、火元ｽ， ｉｦ 住 Ｎ Ｍ￰がＺ窓際で倒れているのを発見、救出した Ｎ

なお、! ' I i I i ) ) 火災報知i 設備の有効作動て吋，1.JUI 発見し、延焼防止および人命救出て切1)*が非常に大

てーあ った。

処 物1096m'焼m 1  11与40分刷、ドl !l rJ) 火災報知設備の11，1 日動により火災をいJUI 発凡した '1'; 築があり、その後、 ff 理 人

( 全焼) がベ J レ停止をし枕続。 411年50分 t折、物7干と輔自断で目覚めた包恩人は、 3 階の宿泊客が衣IJfl と. aJ l

Ｑｍ が焼けただれて降りてきたので、火 Ｇ ｉ ｾ ｴＮごと ｉＨｬ 感、Ｑｬ，に ￬ｬｬｩ ｩＧｕを依頼し Ｒ 階に駆け上 っ たが、す

でに火炎が拡大しており、消火総と l iF大HYJ 火花設備でMJ UI 消火を試みるも、火勢が強〈労1)*が

なか った。

なお、 n 動火災報知設備のベル停止が火災の1 ' t 知を大幅に遅延したものである .

Ｒ 階 ｾｉ 調ダクトの きなくさいｾＮＡＺいがするため、従業 ｵ を分散して係閣の究明にあた っ ていたところ、自動火災報

断熱材に H，{i した 知，i!l: liil が11自動したため火災と判断 119番通報をするとともに、非? ? ，放送設備で館内に避難誘

ゴミ 3 m'焼失 w . の波送を災地し、従業只の日露導により宿泊客116r，を地上へ避難させた 。

( ，ト火 )

ベ ッ ド若干、! 日1晩、 宿泊客が泥両手状態で喫煙し、タバコ火をベ y ド上に泌とし出火したもので、自動火災報知設備

天 井 1 m焼却l の作動により従業uが火災を発見、 119番通報をするとともに、非常紋送設備て

( 苦11分焼) 発生を知らせ、屋内附段を 1止111 し、全uスムーズに避熊誘導できた 。

なお、他の従業只は、消火器と脳内消火牧設備で初 ｊｕｉ 消火ｩ￭Ｂ ｩｾＩ を ｌｩｩＡ 火した Ｎ

4 p 皆の階段部分に 4 階から 511背の階段部分に大 f止の商品 ( トイレ ッ トペーパー) がfl1んであり、これに何おかが

存泣の商品焼m 政火したもので、向Ａｬｩ ｊｊ 火災報知設備 ｩ が感知 ｬ し ｬｬＮｬＩ Ａ｛ｲＩｊしたが、判明にベノレ停止され、非常欣送設 Ｑｾｩ￬

( 持11分 焼 ) の前問について従業只に対して行われたが( 火災発生の報知は Ui 1 号のようにしており、一般客

は判断て' きない ) 、nい物平年に対しては、 iltii しをさけるためとのことで行われず、 4 、 5 階の只

い物客に対し、従業μ が Illffi で火災を周知し、 illi 難波導および初期消火した .
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静寂 さへの提案

|銅製柵音ドアカーム4 0 z (実 用 線 輔 中)1

〔営業 品目〕

0 シャ ッター製品0 防災システム製品0 ピル、住宅用ドア製品

オーパースライダー製品0 エクステリア製品 盟

三穂シャッター玉業杭式含社

大 阪 支 庖 干532大阪市淀川区高原 4- 4- 50 T  E  L 06 ( 396) 681 1( 代)

本 社 干160車京都新宿区西新宿2・1- 1( 新宿三井ピル44階) T E L 03 ( 346) 3011( 代)

防 煙 た れ か べ
例 日本建築センター評定品

天井を走る煙をストップ. ノ

防煙区画用の可動たれかベ

煙感知器が煙を感知すると自動閉鎖装置が作動し、防煙たれ

かべが降下、防煙区画を形成して煙の拡散、移動を防 5 ます 0

Ｎ ｾ匙築法融法施行令に法 づ く、ｼ坊煙区間用の可動たれか べ。

・垂直降下式の S A ロールと、回転降下式の B T タイ プ。

・中央官; J : i l l 室からの 1¥年下指示や、{ 乍i. l i 1ル在認、も可能。

・日本建築センターの| りi 災性能評定品。

・IVj 煙たれかべにはこのほか、シャ ンターによるものやパネル形式の

ものもあります。

• 
‘ 周 回 国 圃 回 国

防煙; ; "，. 1' ' 79 -

昭和48年 8 月に公布された建築恭準法地行令の一部改正と、こ

れに対する詳細として昭和48年 12月に告示された遮煙性能を有

するタイプのシャ ッターです。

このシャ y ターは縦穴区画 ( 階段またはエスカレータ一等) 及

び地下街の各構え等に使用される場令について義務づけられて

います。

政令第242号( 昭48 . 8. 23) 抜翠

火災により煙が発生した場合に向動的に閉鎖し、かつ、避難上

及び| 坊火上支障のない遮煙性能を有する構造とすること 。

建設省告示第2564号( 昭48 . 12. 28) 抜翠

遮煙性能試験 試験体の阿国における圧力差を 1 平方メートル

当たり Ｑ キログラム、 Ｒ キログラムぷひｾ 3 キログラムとして、

各圧力差の状態においてそれぞれ 3 園、かつ、試験体の両国に

ついて通気量を測定すること 。

判定 圧力差が 1 平方メートル当たり 2 キログラムの場合にお

ける遮煙性能試験の結*ilil ほE他のいずれについても、 毎分 1 平

方メートル当たり 0 . 2立方メートル以下であり、かつ、各圧力差

における測定値と他の圧力差における測定値との聞に著しい特

性変化がないものを合格とすること 。

※ 当社の| 坊焼シ ャ y ターはこれらの ) LHf ，に法づいた遮燈性能の

公式試験において: ! J i ｩｬ ｬ［ｦｊ ｬｩｾ を ｪ をかに下まわる優秀な成制をおさ

めております。

ム 鈴 木 シ ャ ッ タ ー 販 売 株 式 会 社

. - j >: 社⑤530 大阪市北区茶屋町 5 - 2  

T E L  (06)  371- 4151  
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防 火 ・ 防 煙 シ ャ ッ タ ー

その他各種シャッター

オーバーヘッドドアー

各 種 防 災 ・ 避 難 用 装 置

命 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

・l A' " 大 阪 市 東 区 両 替 町 ト12 日 本 生 命 谷 町 ピ ル f t ( 943)  6571 

W 問 問 V 東 京 都 港 区 六 本 木6- 3 第 一 地 所 麻 布 ピ ル 含 ( 479) 2911

横 浜 ・ 水 戸 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 名 古 屋 ・富 山 ・京 都 ・ 神 戸 ・岡山 ・広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 他 全 国 主 要 都 市

ダ ン パ ・ 排 煙 ロ

連動制御器・自動閉鎖装置

“ スモーコン" は、当社が多年の経験と実絞から開発した防排鱒シ

ステムです二防排煙設備のご計画には、機種の盟富な" スモーコン"

をお役立て下さい。

ー一一一ー 。電気配l C

ーーー一 手 l，lftle管

11司司

，ｾ＠

( 短感知総) N-613R 

回

( 電磁レリース) N-77 防煙防火ダンパ( 電磁 式) N- 821FV 

。。

連 動 制 御 器

自 白 恵 機 材 株 式 会 施

大阪営業所 〒541 大阪市東区北浜2-69 汐見ピル f t  06-201-4747 

本 社 〒108 東京都港区芝5-37-8 住友三国ビル f i 03-452-6671 

営 業 所 札 幌 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・福岡



高官事坊主竺腎 ｚ 日ＮＺｊＱＧ ｉ ，ｾＭ
- 省エネルギ一時代のニューシャッター

N S 高速シャッタ一、トップ8"

( 目的に合せて準高速・高速・超高速の 3 タイプ)

- 非常時シャッター開放装置

パニックオープナー

( 消防庁認定認定番号: 81 B  1022)  

・政令の基準にもとずく

N S 防煙シャッター

( 日本建築センター認定番号 BCJ - SS 一 17)

・横引き雨戸から断熱雨戸まで

各種住宅用雨戸

株式会社日本シャッター製作所

本 社 大 阪 市 淀 川 区 北 3丁目 2番 4号 TEL  (06)300一 1 1 4 1  

東 京 名 古 屋 広 島 九 州

防災& コミュニケーションの一体化を擁進するホーチキc

火災級知践傭

ｗ ｩＺＺＡＱｉのｦｦＱｩ ｍ 司ｾＡ符軒 ｩ 総か句ピルｾ

の人: ) ; J H民JlJ . &fijuまで作 ) j 式があり、

￬Ｚｉ二、ＡＺ｜Ｎｾ拘 ｬ 総 ・ 受 ｣ 機 ・ ｾｗ 機ｾに

よ っ て ｴｬｙｩｬｾ 之されて ｬＧ ［ￎＺす 。

防排煙制御

火災の村山(1こより I1動的にロックを

外したり、 ｉｾｬ めたりする防火 ｊ［ ｊｬ ｊ ロ ・ ノタ

にlム他イ l 守! ・枠内込烈 ・アーム咋!

などあり選択b作幼。述動保11・絡は

面 ｴＦｩ 段ｲＡＧ Ｑ こす〈叶 Ｑ 、ｻ， ￬ｾＡＨ ＧｩＧ ｬｾｽＧ 也、ます 。

スフリンクラー消火、 I包m火・..r¥量

化成，t ; 消火 ・ノ、ロゲン化物i I 'j 火TP2

のf守的ぷ怖があり、火災の州知lに

よって選択されます。あらゆる火災へ

の対! 必が" f ( iEです.

非常鮫送践備

災Ｇ人の ｾｾＧｉ ー や状況てす ｨ を怖い ｬ に知ら

せ、 ｩ 監世 ｉￊ ，，ｾぬな ｅ のＧム全をはかるぷ

fijlJt して! ム (j:+:111されて l ' <l:す。* '1'

Ｈ ｉ ｾＩ なコントロールにより、機能の多織

化に対応できるとともに、作J l I! .IMの'(i

)J 化をはかれます。

ら ~

システム

ピル ・集合住宅等のテレビ共和卜受

{， i、広域有線テレビなE、あらゆる受

じ環境に応じたシステムのぷ，11 ・8匝

jj-をlr なって l ' ;I:す。|日Ifl l J ケーフツレ

は、防災情報等の. wf i . 説制御lシステム

ｬ こも平 ｉｬ ｮｊされ、人ーきな機能を予ｾｦｯｉ｛ ｌ

ています。

システム

以入犯 ・ イ［ｾ存火ｾ ［ のｻ，ｪ｜［ＭＧｩＧ Ｊ ＱＱ ＱＱｾ

J l ]! .し、被・-; ! ; :を未然 lこIIJj ぎます。J.'ir. ili ・

ー般 Ｇｉｾ 務所 ・ 小波紋 ｉￍ ｊＮ￡ てす ］ に ｬ ム〈

J荒川されて l ' ;I:す。

住宅情報システム

以 )il Ii J f i j 孟) j 式によって、災' ，1:，をは

じめ終値生活情報を集小 ｾｾ Ｚ ｆ ｖＮ 。 自 ＱＱ

t! i化がもっ災宮への¥l I J ぃ体質をカ

ノミーーする ＱｾＮ ， Ｇｪｴｾｬ ＮｴＮ 目 システムです 。 将ＭＪ

機能へ車両をlムIf 句れる采軟刊もそな

ピル・施設内の非常 'Il 悠の党拘lか

旬、避難誘導 ・防排煙 ・iI 'j 火まで、

すべての↑ 'n幸Il ・!rr ;jミがCRTデ. イス

フレイ1主流にぷ示され‘ n- J l I 1 !i の

込述 ・ ＨｉｾＩｰＮｦｦｩ な処ｊｬ ｬｬ をバックア・ノプ 。

きわめてi . ¥頼性のた力、、総介防災

システムです。

ｾｉ＠ ［ｴＮＮＮＮｾＪ＠ ｦｪｬｅｮ･ｾｬ＠ : 本 社 一 山 大 崎 2 ー 10 - 43 合 03( 444) 4  1  1  1  ( 大代) 〒 141

・; t . . . . 亨宰締罰吾柱 EL2352言需品: こい
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信頼できる施工実績

クリーンルームM K式給湿装置、産業配管設備 、

設計~施工

衛生 、他 に空気調和、

社式株業工重
-
-
・-

。
T E L  06- 448ー 7 3 0 1 代 表大阪市西区靭本町 1 丁目 B 番 6 号筆東ピル〒550ヰ土本

T E L  03- 493- 6  7  3  1代 表東京都品川区大崎 3 丁目 6 :番17号大崎ビル〒141東京営業所
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思

っ
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時

に

は

、

も
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つ

手
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で

十

九

- 防災のトータルプランナー

ヤ7 1- i，斑火器樟式会客I L J Z 1 2 222222?511二l223:;!::l a

匿 亙 亘 画 壇 画 面 区 画 |各種防災機器1 22:UV221224Z2t 羽 詰 出22

減防災，没備の総合カタログをH 1Q: しておりますので、本社企同室までご請求〈ださい.
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園川重防災工業株式会社 - ハロゲン化物消火設備

本 社 〒162 東京都新宿区市谷本村町34

T E L 0 3  ( 267)  3411側

大阪営換所 〒533 大阪市東淀川区東中島 1 - 18- 31 

T E L 0 6  ( 323)  8811附

福 岡 出 張 所 干812 福岡市博多区上呉服町10ー 1

T E  L092 (271) 8552( 直)

・ハロゲン化物消火システム

F I RE ・G E M( パッケージタイプ)

・二酸化炭素消火設備

・その他各種消火設備

・避難用・消防用呼吸器

‘ 砂 新 時 代 を リ ー ド す る 安 全 性 の 先 取 り

- ナブコ空気圧式防排煙システム

・ナブコ自動ドアー

・ナブコ自動直立式水防板

・ナブコ 2 段式立体駐車装置

J ，..，q の消火設備から消火まで

く〉スプリンクラー消火設備

く〉空気泡〈ライトウォーター〉消火設備

く〉空気泡くタンパク〉消火設備

く〉ハロゲン化物消火設備

く〉二酸化炭素消火設備

く〉粉末消火設備

く〉各種消火器

目立F R P水槽は、材料から製品までを

一 貫 生 産。長年目立化成が蓄積してきた

F R P技術がすみずみに生きています;

言 ヤ 勾 消 盟 室

才ヨヨドアー工コヨコ株まき社

本 社 〒550 大阪市西区西本町 | ー 13- 8  

T  E  L06- 532- 5841  ( 代)

支 庖 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 高 松

営業所 京都・神戸 ・奈良・和歌山・尼崎・岐阜・三重・金沢富山 ・松江 ・松山

代理庖 姫路・豊橋・浜松・福井・岡山・広島- 宇部・徳山 - 徳島

① 消 火 器 消 火 装 置 の 綜 合 メ ー カ ー

株 式 会 社 初 回 製 作 所

. 本 社 ・ 工 場 枚 方 市 招 提 国 近 3 - 5 T E L  0720- 56 1281 

・ 消 火 装 置 事 業 部 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 1- 5- 47 T E L  06- 474- 5023 

・ 大 阪 装 置 営 業 所 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 ト 5- 47 T  E  L  06- 47ト1505

. 東 京 装 置 営 業 所 東 京 都 港 区 芝 大 門2- 6  - 7  T  E  L  03- 434- 4841 

・ 九 州 装 置 営 業 所 福 岡 市 博 多 区 須 崎 町5- 4  T  E  L  092- 281 - 6287 

. その他全国に 18の 営 業 所

. l X 1 m、O. 5 X 1 m、O.5 X O.5mの3種煩のノ叶J レを組合わせる現場組立

式のノド階です二( 容量の設計は内 dl です)

・4飢、室内での作業性を追求した設計ですから、取替え、 J哲設が簡単です二

・建築基準法施行令( 建設省特示第1597および:/ 1674号) に対処していま丸

・地震、風圧、積雪、内圧…、 |ー分な強l立を備えた安全設計て‘ 丸

(・特許 ・実用新案 出願中47件、意匠登録出願中 61件)

日宜F RP7I t糟|If.ネ11. 組宜武|

〈本祖〉東京都 新宿区西新宿 Ｒ Ｍ ＱＭＱ新宿三井ピル内私Ｎ箱第 ＲＳＳｾ 串 ＱＶＰ T Eし東京(03)346.3111穴代

(大阪曾重量所) 大阪市東区北浜4-6(日生目立ピル) 愚541 T Eし(06)203-5ω1;;1;:代

5 . ，. . . 1: 1消出装置

宮田工機株式会社

干お3??427認T17崎3678 81"111111 

( P R  ' 501干順)
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〉令今引

1 1 9  

リブ・リング付高カボル

ト鋼管フランジ継手の

極限設計法

脇 山 広 三

図 1 に示すようなリプ付フランジ継手とリプ ・

リング付フラン ジ継手の設計方法をご紹介する 。

この接合部設計法は、フランジ板 ・リプ板・リン

グ板 ・高カボルトの設計からなっている 。

FR- Type FRA- Type 

図 1

この設計法の計算式中に出でくる記号は、つぎ

の巡りである 。

11 ボルト本政

σ。b ボルトの降伏応力度

σop. パイプの降伏応力度

σ。r 7 ランジの降伏応力度

σ。，. リプの降伏応力度

σ0.  .リ ングの降伏応力度

，!b : ボルトの必要事由径

1/ ・フラ ンジの必要板l手

t  p  鋼管の板l平

" リプの必要板l事

1.  リングの必要板l平

Fv: 設，l t(，iill

1 . フランジ板の設計

匡 ヨ 図 2 のような 5 種 類 の 降 伏 線 持 つ 崩

尊重モードを考え、そのうち最小の崩媛荷重を示す

モードについて、必要な板厚を計算する 。

里尽さ

員里
M凶 e: /A Mode:  1. 5  

図 2 フラン ジ績の崩壊モード

I，mrl 必要フランジ板厚 tf の計算

t j = J 2F v / πσoj 1 c  

この式中、 1c は表 1 の1uの最小値を採用する。

また、 図 4 のフローにしたがって計算すれば、

若干計算手順が省略できる 。

90 建築と社会 / 19例年 7 月号

表 1 各モードの崩壕荷重J u

Mode Nondimens ional  Col l apse L oad Not es 

L l  ! L，= ー(2叶「ムヰ→ム)  

ω= π/ 2ーψ

π A  11  = "2  'sinψ 

L2 ! L2  πＨＲωｻＱＫＨｺｬ＿＿ｽＫτ ム三 ｾｬ
ω= π/ 2ーψ

11=r 2' sinψ 

L 3 
J L3=ー( 2ω+ 1

2

‘ + 1sー)

ω:  Mi ni mi ze 

π 1， 
ll =el  

l.A !L. =2  .. 

L5 !I..r; = 2 n 

注表中の記号は、 図 3 を参照のこと 。

。 I，=IIEI

I，= A C  

I 、 1
3
= 百百

D"  I  I  I 凶π;JM:::;;;;;r

ITn 1，・1" 1，. !守 Pl pe

J c=Mi n.  (f L ，.!La) 
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πe2 t. el  

l.A 1 = 2  

L 5 1 = 2  

注表中の記号は、 l電13 参! ! 自のこと
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/g=e，+言cosω一寸 4 … と す る。

3 .  リブの設計

匡 司 ま ず 、 リ プ の 高 さ ん を 定 め て か ら 、 リ

プの必要板厚を求めるものとする 。 リプの j形状寸

法を 図 5 に示す。

リプの高さ ん はすみ肉溶僚のサイズを鋼管板l平

tp
以下で、溶接部強さが所要の強さを満たすよう

P'pe R，ng PL 

hr 

図 5 リブの形状寸法と応力分布の仮定

にすること、および、リプより鋼管に与えられる

円周方向応力度を制限することによ って定めるよ

‘ うにしている 。 つぎにリプの必要板厚は、リプ+ 反

図 6 がTr es c a の 降 伏 条 件

リブの 2 つ に従う完全塑性体の平

の塑性領域 商応力問題として極限

解析によりj j ) j 綴荷重を

図 3

図 4

x  

。0'

算出し、それが、フラ

ンジの崩壊より先行し

ないようにするように

定める。図 6 のような

二つの領域に分けて崩

綾荷重を検討している 。
出ヨ斗

ただし、リングのない場合には、関 5 に示す β

= 0 として，汁算を行うものとする。

匠 司

(1) リブの高さ

すみ |勾サイズの制限より、

ly = ι ( C
2
+疋立花百五

J 2C， 

ここで、 ｃ ，］ 寺 σ 斗 ｴｾ ， ｃＲ］ＳＶｾｑＲ＠

C
3

=  ( 26，ー 26 . - bq) 2  Ｖ ｾｑＲ＠

ここで、 Q= t ] σoj / I，(6" b. ， bql ;l:[事15 参照)

ノf イプ円周方向応力度の制限より、

ｨ Ｂ ｦｩ］Ｏｾ ー ＨＲ｢ ， Ｍ ＲＶＮ Ｍ ＶＮＩ 6. Q 

J Zπ tp
σ op  

ここで、 Q= t ] σoj /I ，

(6" 6α ， bqは医15 参照)

ん は hVIとh I j . l の大きい方を採用する 。

(2)  リブの必要板厚 t，

令I.l'V或( 1 ) に対して、

t': I= .E_ U + ( ト β) 2} 

V O， 

争責h或(2) に対して、

"  2γ Q r  

ｴ Ｇ ｾ ｉ ］ ー ｾ ｊ ｬＫ Ｈ｡ ー β｟ ＱＧ ＯＲＩＲ
v o， 

ここで、 Q= t ] σ。，j / I，

(町， β ，Yは灰15 を参照)

t，は IV}とtF}の大きい方を取る 。

4 .  リングの設計

Ｑｾｾ Ｑｊ Ｑ リングは円環として級い、リングに作

用するリプ領域(2)のせん断力を等分布荷重として

求める 。

匠 司 リ ン グ の 必 要 板 厚 t.

t . =法 こ こ で 叫 向/1，

( わきやま こ う ぞ う 大阪j VF工学的助教授)
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ガス漏れ火災警報設備

竹 本 太 三

ガス漏れ火災終報設備は G 型として、 f也の向 WJ

火災報知設備の P 型、 R 型、または消防機関へ通

報する火災報知設備の M型等と同ーの技術上の規

絡を定める自治省令にて、 t見iおIJ されている 。ただ

しガス検知器のみ問省令には含まれず、高圧ガス

保安協会または日本ガス機? - * 険査協会の検定品を

{ 史用することにな っている。

ガス漏れ火災瞥報といっても、消防法、建築基

準法、ガス事業法、液化石油ガス法の 4 種類があ

る。一般的に、消防法上はガス漏れ火災答報と、

表 - 1 実際上の関係法令

火災の文字が入り、その他の 3 法令はガス漏れ響 いた他の項目が、液化石油ガス法、ガス事業法、

報と、火災の文字が入らず、区分されている 。 消防法ともよく似た規制、すなわち既存遡及する

ガス漏れ火災讐報設備を設 ilt する場合には、ど 点、設置対象が特定の地下で10∞rn' 以上の部分に

のような法規制を受けるのであろうか。現実的に 限る点、集中監視を要する点、また非常電源を要

システム構成

一般的にガス漏れ火災響報設備は、ガス漏れ検

知器、中継線( 複数綾続用、室外表示灯用、固有

信号伝送用) 、室外表示灯、および受信機、音声答

報装程、さらに非常電源装置で柵成されている 。

総知器用' 1 l t iD; iは従来 A C - 1 0 0 V 方式であったが、

現在 o C - 2 4 V 方式のものに変わりつつある 。 こ

こで、ガス漏れ検知器は通産省検定品、中継器、

受信機は消防検定品( 通産省倹定品もある) 、非常

電源装置は消防認定品にで椛成されている 。

検知器 lま一般的に商業用と工業用に、および古f I

市ガス用と しP G用とに区分され、それぞれのI劫

合に合った機樋を選ぶ必要がある 。検知穏の設置

基準は、対象ガスが空気の比重 l より軽いものと、

l より丞いものとでは当然巽なる。 ガス配管の建

物内への引き込み個所にはすべて、ガス漏れ検知

絡を設け、単独の答戒区域として、最初か最後の

番号にし 、判別しやすくする必要がある 。

伝送方式については、自動火災報知設備と問機、

R タイプ( 行線型) と P タイプ( 一般型) に分け

られ、回線数が多くなると、 R タイプの方が配線

数が少なくて施工上、保守上とも便利である 。

設置基準

設置碁滋は、自動火災報知設備とほとんどよく

似ているが、とくに大きく異なる点を比較してみ

た( 表 - 3)。 その詳細については、その都度必要

に応じて条文法令等を参照願う 。表中の※ 印は自

動火災報知設備とガス漏れ火災替報設備の内容が

ほぼ類似することを示しているので、その他の点

についてとくに注意していただければよい。

※ は、ほぽ伊l じ内容のものを示す。 緊急、遮断弁や、工業用ガス漏れ検知器の設置に

は、使用しているガスの種類によ って、 都市ガス

とL P Gのどちらかの法令と、建築基準法または

消防法のどちらかの法令の規制を受けることにな

り、検査も、規制を受ける法令のぬ査を丞領して

受けることになる( 表 ー 1参H賀) 。 ここで、消防法

と同規制のある特定の地下部分で1000m' 以上ある

場合と、消防機関の指定するものは、集中監視す

る義務のものに該当し 、 それ以外のものは、 l j q由

設置のみでよく 、集 中監彼する必要はない。 した

がって、特定の地下部分で1000m' 未満であったり、

地上部分でもし P G法関係等では、単独設置する

必要のある場合がある 。

各法令比較

各法令の相違点を比較し、 表 - 2 に示す。表 -

2 の仁 コで区画された昔日側、各法令聞の相似

かよった部分を示している 。緊急遮断弁のI頁を除

浜辺ど

(ml 市ガス) ( L  P  G)  

そ の f也
ガ ス 事 業 法 液化石油ガス法

処築基司自法 ①共同住宅 ・地上 ②共同住宅 ・地上

消 防 法
③ 特 定 地 下 @ 特 定 地 下

⑤消防機関指定

1000m' 1000m' 

⑥ガスを大量に{ 史問 ① 特 定 ・地 下

③自主投i i ' t

一

( 工業用) 地 上

表 - 2 各法令比較

申

4

矧

ぷ治芝ミ
di臣 行 年 月 日 既 存 遡 及

設鑑字毒務

緊急遮断弁 非常電源

( 織知 ・中継 ・受信機)

防火対怠物 機 r . f 検 定

556. 6. 17公平日
H1l 59. 6 . 30 

1000出f
31 m以上

液化石油ガス法 ( 告第282号) 昭 57. 6 .30 

特定地階

地下街 必 要 i f ，t j 圧ガス保安協会

H召56. 7. 1 有 有 η

556 .6. 8公布 昭 59. 6 . 30 

1000m' 

ＳＱｭｾ ＺｊＮ＠ 1: 

ガ「ス事業法 Ｈ告百 ｾＲＶＲ 号Ｉ 日百56. 12. 31 地下街 必 要 日本ガス機能検査協会

同 上 有

同 上
有句

556. 1. 23公布

同 上 1000m' 日本ガス機総険査協会

t肖 防 法 Ｈ路行令 ・ 寄 ｾＲＱ 条の ＲＩ 無 必 要

同 上
イT

向 上 日本消防検定協会

556. 6. 1公布
3 階以上 高圧ガス保安協会

ill 築基司自 tよ ( 告示首n099号)

共同住宅

無 無

日本ガス機i ' . i J 検査協会
D1l 56. 6. 1 無

表 - 3 自火報・ガス漏れ火災の比較

…ｾ愉 ｔ (1 Ａｦ ｾ ｊ 火災報提日設備 ガ ス 漏 れ 火 災 傍 観

管 成 区 J或 階ごと、 600m' ， 50m以 F

階ごと、 600m' 以下

※  

自火報に合わせる } j が好ましい

非 ，rを句"  

111 源

特定防火Mi l 物、 1000m' 以上→ 蓄電池( + 自家発言T )

( 帯電池) 10分 ( 自家発不可) 10分、 1 分 ( 検知器分含む)

電 源 ・ 耐 火 性 屋内消火後の基単 同左( 耐: ) ( 性は表3己主い)

検 知 得 ・! 也知; 絡

吹出よりＱＮ Ｕｭ 、ハリ ＶＰＰ 以上、日投気ｉｐＮｾに設置 同 左

※  
取付下端 0. 6m，0. 3m 比重空気より軽いもの 、取付下端0. 3m

取 付 {立 詮 m' :J(に よる

8 m  以内( 比重1 . 0以下)

4 m  以内比重1 . 0以上

港 通 以 署長

5  L 以上、受信機側にで 5  L 以下は、特に必要なし

※  
( 中継様、押釦、抵抗) ( 同友)

傑 作 ス イ ッ チ

H= 0 . 8- 1. 5m ( F  しより )

同 左 ※  
いす能川 ( 0. 6m- )

受信機が 2 台以上の時 相互通話、相互Il(! 動 同 左 ※  

険 主 日 区 域 腎 報 1  m， 90dB以上 1  m， 70dB以上

{ 苫号紙』常! 例什; ¥' 終端低抗送り配線、押釦、中継器 同左( ただし、現在常問問路) ※  

電 源 巨l 路 250V メガー 500V メガ，-

対 I也 111 ) 絶 縁 150V > ・0. 1MO 150V く ・0 . 2 MO 同 左

感 知 検 知l 同 路 250V メガ; - 500V メガ，-

士、t j 也 1111  *色 車ま O. l MO 0. 1MO  

m I出i li'iJ 路 専用受m設備 同 友 ※  

遊 延 11キ 間i 煙感知 i信・蓄積雪E 検・中 ー受・合計60秒以内

白 己 保 待 機 能 必w とくに統御! なし

ｾ外表示灯 とくにA見伽! なし ー室・ 一瞥成以外必' l l !

するという点で共通しでいる。緊急遮断弁は、ガ

ス事業法と液化石油ガス法に、 一定規模以上の建

物に設置するよう設務づけられている 。

ついては、通産省関係の規制部分 lこ該当するので、

ガス事業者との仕綴打ち合わせを十分に行う必要

がある 。

まとめ

非常電源は、 A C  - l OOV方式、 oC - 2 4 V 方式

に限らず、いずれの場合も、工業用ガス漏れ検知

r . f の非常電源容量をも必ず含むようにしてほしい。

また非常電源設備より各消防用設備に至るまで

の配線は、 4日と通、耐火配線がよ主務づけられている

が、ガス漏れ火災答報設備ではとくに明記されて

いない。 しかし出来得る限り他の消防用設備とレ

ベルを合わせる意味で、耐火配線とされることを

望みたい。少なくとも耐熱配線にでも考慮された

し、。

最後に、ガス漏れ火災瞥報設備の音声箸報装置

は、非常放送設備が満足されておれば、これに代

えることができる旨を申し添えておく。

( たけもとたぞホーチキ株式会社大阪支底技術課技術係長)
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フッ素樹脂塗装鋼板に

よる建築外装システム

金 津 哲 夫

プレコート鋼板による建築外装システムは、

外国ではいくつかの例があるが、わが国では、

かなり以前からの研究課題であ った。 建 築 物

の工業生産化は、通産・建設両省の積極的な

図 - 1 は促進耐候性試験結果を示したもので、

色調と光沢の変化度合いが他の樹脂系塗料と

大きな差があることが分かる。

(2) 耐 食 性 サ ン フ ロ ン ( フ ッ 素 樹 脂 塗 装 鋼

板 ) は 紫 材 lこ3S1g/m' 級 の 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 板 を

使 用 し 、 表 面 に フ ッ 繁 樹 脂 塗 料 を 高 温 焼 き 付

けしているため、耐食性は抜群でト、とくに切

断 面 は 亜 鉛 に よ る 犠 牲 防 食 効 果 に よ っ て 錆 の

進行をおさえている 。

(3) 加 工 性 ・ 耐 薬 品 性 ・ そ の 他 フッ紫樹脂

の 塗11英は柔軟で分子問 の結合が強いため、ロ

ールフォーミング、プレス絞り等の加工性に

す ぐ れ た 性 能 を 発 揮 す る 。 そ の他 耐 薬 品性・

耐 摩 耗 性 ・耐 汚 染 性 ・耐熱性などの諸性能も

すぐれており、幅広い用途に使用できる。

ウオールパネルの技術開発と商品化

働 き か け も あ って高まっているが、とくに外 サ ン フ ロ ン ( フ ッ 紫 樹 脂 塗 装 鋼 板 ) を 建 築

装 に つ い て は 、 経 済 性 ・ 耐 久 性 ・ 美 観 性 ・ 耐 外装材に使用する場合、以下のことが要望さ

震 性 な ど に す ぐ れ た シ ス テ ム が 求 め ら れ て い れた。

た。 1 ) 紫材 の 耐 久 性

サ ン フ ロ ン ( フ ッ 繁 樹 脂 塗 装 鋼 板 ) を 使 用 2  ) 切断面や傷付昔日の防錆処置

した外装システムについては、数年前から技 3  ) 溶 接 加 工 お よ び ス タ ッ ド 溶 接

術 開 発 が 進 め ら れ て い た が 、 そ の 成 果 が 、 わ 4) ノf ネ ル 面 の フ ラ ッ ト ネ ス と コ ー ナ ー 処 理

が国では初めてのプレート鋼板によるウォー 5  ) フ ッ 繁樹 脂 に 接 着 可 能 な シール材 の 選 定

ルパネルとして、大阪市南港の新交通システ これらの事項を解決するために、絞り加工

ム、駅舎 ・変電所の外装として実った。 技 術 の 開 発 、 補 修ペ イ ン ト の 選定 、 並 び に シ

その後、ウオールノ吋、ルは、中・低層の事

務 所 述 築 等 に 実 縦 を 重 ね 、 周 辺 技 術 を 確 立 し

て本俗的 な 高 層 ビ ル の 外 装 に も 採 用 さ れ た 。

こ れ ら の 技 術 的 背 景 並 び に 施 工 例 を 以 下 に 紹

介する。

フッ素樹指塗装鋼板の性能と特徴

( 1 ) 耐候性 フッ葉樹脂塗料は 1960年代にア

メ リ カ で 開 発 さ れ た も の で、現 存 す る 塗 料 の

中 で は 最 も す ぐ れ た 性 能 を 持 っている。とく

に 耐 候 性 は 抜 群 で 、 長 期 間 の 曝 露 で も 色 調 や

光 沢 の 変 化 が ほ と ん ど な く 、 他 の 樹 脂 系 塗 料

に比べで、 3 - 4 倍の性能を発揮している。

色調変化

アクリル樹脂系盆料

ｾ＠ ｾｩ＠ /  _ - - 温ピ鍬E

Z ヨイ - -

引イ/ ーィメーー - -3 リコンポリエステル樹脂系制

岨] 31 /  ，ｾ＠

?jk 

ｏｾ ー

$ 1 イヨサンフロンー20

反氾

蚊蜘寺間『

光沢変化

10∞ 

n

t

叫

卸

ン

ル

系

羽

-

ス

…

蜘

サ

工

4
2
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抱
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¥
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一

¥
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一
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」

Y

¥

一
一

除

以
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a

一

(

求

)
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捻

似

宗

根

5∞ 

試験時間→

10∞ 

試験機/ デューサイク J レウェザーオメータ一

光漉/ サンシャインカーボン

パヰ、 Jレ繊度/ 63' C土 1 'C

サイクル/ 60分点灯/ω 分消灯 ・冷水噴霧

図ー 1 促進耐候性試験

92 建築と社会 / 19例年 7 月号

ール材の選定を進め、商品化の見通しを得て

大 阪 南 港 新 交 通 シ ス テ ム の 駅 舎 ・変電所の外

装として採用された。また、その技術をより

高 度 化 し 、 周 辺 技 術 の 確 立 を 併 せ て 、 高 層 ピ

ルへの採用に結びついている。現在ではこの

実 績 か ら 、 よ り 経 済 性 を 追 求 す る こ と で 、 中

・低層ピルの外装システムとして標準化し、

商品化した。

ウオールパネルの施工実績

上 記 の ご と く フ ッ 素 樹 脂 塗 装 鋼 板 に よ る 外

装システムは、高層ビルの外装から中・低層

ピルに至る各種の建物までの実績を重ねてい

る。 写真 は そ の 使 用 例 の一部である 。

おわりに

サンフロン( フッ紫樹脂塗装鋼板) による

建 築 外 装 シ ス テ ム と し て 、 プ レ コ ー ト 鋼 板 を

主体 に 加 工 技 術 と そ の 周 辺 技 術 の 開 発 を 中 心

に紹介したが、建築外装システムを完成する

た め に は 、 こ れ に 加 え て ポ ス ト コ ー ト ( 亜 鉛

メ y キ鋼板を加工後、フッ索樹脂塗料を焼き

付 け 塗 装 す る 方 法) 技 術 が 必 要 で あ る 。 プ レ

コート鋼板では加工のできない特殊な形状に

は 不 可 欠 の 技 術 で あ る 。 ま た 焼 き 付 け 温 度 が

高温とは言いながら、ホーロー鉄板と比べる

とかなり低いことから、ホーロー鉄板ではで

きない複雑な形状でも、熱歪による変形がほ

と ん ど 起 こ ら ず 、 自 由 な 形 状 が 得 ら れ る の が

大 き な 特 徴 で あ る 。 詳 細 は 次 号 に 殺 る こ と に

してまとめとする。

( かなぎわ てつお 大洋製鋼建材部加工品販売担当課長)

〈事務所ピル〉住友生命御堂筋ビル

〈鉄道〉大阪新交通システム・駅舎

自

く中・低層ビル〉富山・立業社黒崎社屋

金*.

• I  

• I  

く病院〉久留米・聖マリア病院

リ

ノ

J

E

 

町
ムロ明山

4

F

〆

川

g

ー
一一

，〆

d

F

d

w

d

F

畑

、

ン

4

F

d

p

t

'

引

n

f

a

r

a

p

a

F

劃

刷

。

崎

町

働

剛

蜘 •• 



電気・空調・衛生など各種設備分野の記事が 1冊の雑憶に/

圏直+ 園面+ 圃圃+ 圃圃+ 圃圃耳

語｝ｾ｛ￏ｝ｾｾ圃回圏直国岡圃
~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化 について ，学識経験

者の見解を発表

. 新建築・新設備 注目すべき建物 の建築と設備 を紹介

・ 特 集 業界，社会のニ ーズにこたえる諸テ ーマをと

らえて ，必要知識を紹介

・ 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連 し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニ ーズにこたえ， 時代的 テー

マに関し実務上必要とする 知識 を連載

. ニュース 圏内・海外ニュ ース， 機器 ・文献 ニュース

・会社だより，研究所だより その他

!  綿入出町判・l DI t l ル定 IIh10001IJ - - ll 込次第見本送付 |  

干 104 東京都中央区銀座1-6- 10(皆川 ピル) f t 03 (535)  6690 ・(561) 1765 

建 築 ・ 設 備 エ ン ジ ニ ア 必 IJJ の IHノ 会f ｊ 、ｾだ Ｇｊｅｬ i11  

第[ [ I J 版空気調和・衛生工学便覧|

I 巻- 基礎篇

第 1 編 基 礎 第 2 編 総 合 計 画

第 3 編 汎 用 機 器 お よ び 電 気 設 備

第 4 編 材 料 と 施 工 付 録 法 規 ・ 規 格

E 巻- 空気調和篇 Z;Z22222Z- 設 計

空 気 調 和 応 用

田巻- 給排水・衛生篇 22 

給 排 水 ・ 衛 生 計 画

給 排 水 ・ 衛 生 機 器

第 10編

N巻- 資料篇

第 " 編

第 12編

給 排 水 ・ 衛 生 特 殊 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 応 用

上 下 水 道

価 格 セ ッ ト価格 ( I + I I + 四巻 ) 分冊 価格( I ，II ，m各 巻 共 ) 百 巻 資 料 篇 は 1 冊

空 衛学 会 員 価 . . . 37000 円 空 街 学 会 員 価 … 13000 円 空 衛学 会 員 価 ・・ .5000 円

定 価・ .. 44000 円 定 価・・・ 16000 円 定 価・・・7000 円

送料

申込 現 金 書 留 または本学会指定の振込用紙にでセ y ト数明記の上，代金 ・送料をご確認 のうえ，最寄りの 郵便局ま

方法 たは銀行へお払込み下さい 。

社団 ＷＧ｡ｾゴヨ恒 Ｑ 壬円 安ずメｾー「ぷ Ｔ メ合、 〒 160 東 京 都 新 宿 区北 新街 1- 8ー1 (中島ピル) T E L東京 (03) 363- 8261 ( 代表)

法人 二乙ヌも日剖不U ・ 年 了 三ヒ 」 ー 弓 三 ヱ ミ 郵 便 振 替 口 座 東 京 9 - 3784鴻 振 込 先 銀 行 三 和銀 行 大 久 保 支 庖 ⑧0053986需



日本建築協会

月間の動き

昭和59年 4 月分

理 事

定例理事会

18日 4 時 - 5 11寺 於本会会議室

出 席 者 福 田 会 長 ほ か23名

議事 (1) 副会長必びに理事会務分掌

(2) 常任理司H6名選任

A .  

"'" 

(3) 定例理事会、常任理事会1m! 在日 H寺決定

(4 ) 前年度より引継事項承認

(5)  1Ii':l手1159年度委只会委員委嘱

(6)  ( 1 ば) 大阪住宅センタ一理事就任

(7) 昭和59年度事業 J十回並ひ' 1こ収支 H f. 承認

(8)  ｾｦｩｦｮ 局戦 ｑ Ｑ 名 Ｈ編集担当Ｉ採用

(9) その他

( 1団会日I自他に I到する件

日1 ) 人退会者承認

( 12) 報告事項

編 集 委 員

作品作風小委員会

4 日 4 時 - 6 時 於本会会J謹釜

山l市{j 加藤俊 l明委ぬほか11 :}'， 

議事( 1 ) 新旧委員の自己紹介

A .  

"'" 

(2) 新副委rJ . 長の互選と新旧副委( J . 長の後拶

(3) 新建築調査表選定

(4 ) 最近の帰械状況判: ; 号、その{ 也

構造分科会( 新旧合同)

5 日 4  11キ- 5 時半 於 本 会 会 議 *

出席者 お精尚旧委民、真塚i主犬新委nほか 7 名

J轟司王( 1) NII 造分科会幹事の互選

(2) 編集 ) J 針とf ，' 1 j 造特集について

(3) 鴨 造の頁 J 9 月月以降の企画

8 月号「みどりとそれをとりまく人 q J 特集第 2 回編

集幹事会

10日 611キ- 9 時 於本会会議室

出席者 m中直人委員ほか 6 名

J罪事 特 集の}j 向一編集の視点 万法- 展unー

r"a量計者のプロフィール」見学と説明会

11 日 111寺- 5 時

於低下電総貿易ピ Jレ・近鉄堂島ピルと本会会議室

，'BI品 省 寺 本 敏 則 氏 ( il 述設m、加d暴力幹事ほか

編集委員会総会と第 1回編集委員会

12日 4 時- 611寺、ド 於本会会議室

HH市- f i 板悶足立正副会長

11' 上泌氏、備111誠 ー氏ほか48r，

J阜市( 1) 1' 1己紹介

(2 ) 会長 ・副会長のあいさつ

(3 ) 編集委員長の選出とあいさ つ

Ｈ Ｔ Ｉ 各小委 ｑ 会副委 ｮ 長 ・ 各分科会幹 Ｇｊｾ の互選と

あいさつ

(5) 編集委民会の構成 と編集についての E涜lザ1

(6) 引き継ぎ事項( 4 月月以降)

(7 ) 本年度編集のあり j ヲおよび収支" 僚

会活車冬 f 後、立食ノ f ーティー

「設計者のプロフィール」幹事会

13日 1  11キ- 2 時下 於本会会汲室

H¥I市-f i 加藤幹事ほか 6 名

［馬予 ｊ ｾ (1) 11自，fi 159flo 9 月号 - 60年 8 r J 刀ーまでの登助者選

94 辿噴と社会 / 19例年 H I り

定とその広告企画

(2) 本企画収録J肝 IJ 号の予定と特別企画について

9 月号「高由主化J (仮称) 特集編集幹事会

14日 611キ- 8 1時 於本会会議室

出席省 !日中幹事ほか 3 名

議事 「I: 百齢化」特集の企画の具体化

8 月号「みどりとそれをとりまく人身」特集第 3 固編

集幹事会

24日 611キ- 811キ半 於本会会議室

出 席 者 団 rl'幹事ほか 4 名

議事 「みどりとそれをとりまく人々」特集の具体化

広告企画小委員会

24 日 411キ- 5 時半 於本会会議室

出 席 省 井 上 委 凸 長 ほ か 9 名

議事( 1 ) 4 月号特集広告途中経過報告

(2)  5 月号特集広告途中経過報告

(3)  6 月号「京都駅南口再開発ピ Jレ( アパンティ ) J

特集広告途中経過報告

(4)  7 月号「消防投( ( j ，iJ 特集広告企画

(5) 特別企画

(6) 収支状況報告、その他

投稿欄小委員会

27日 3 時- 511キ

出席者 中 R&MIJ i委只長ほか 3 名

議事( 1 ) 自己紹介と新別委只長の後拶

(2)  5 月号以降の企画、その他

事 業 委 員

見学会小委員会

5 日 611幸一 9 時 於ノ f プ ーパイン

出席者 1-.11 ¥委ぬほか 7 名

A .  

ヨヨミ

泌すｾ ＨＱＩ小委 ｴｾ 会担当副委只長、幹事のＮ￬ｬｬ ，'1¥ 

(2) 前，，，' の事業委員会について

(3) 本年度の兄学会の企画、その他

j高司王終了後、懇級会。

広報小委員会

6 日 6 時 - 911キ15分 於大拘l

出席省 西村委只、原兄委員ほか 7 名

議事ＨＱＩ小委 ｴｾ 会総当副委員長 ・ 幹事の選出 ｬ

(2 ) 前年度の事業報: 寺及び本年度の事業企画

治事終了後、悠税会。

若い会員の集L、小委員会

10日 ＶＱＱ キ ｾｉｾＭ 911キ半 於アサヒピアハウス

出席岳 山形委員ほか24名

議事( 1 ) 小委員会組当副委員長、斡事の. i l l 出

(2 ) 前回の事業委員会について

(3) 本年度の年間企画、そのf也

議事終了後、懇親会。

委員会

16日 O時半 - 2 時 於本会会議室

出席省 三品委員ほか 8 名

議事( 1 ) 正- 副委員長及び幹事の選出

(2) 各小委rJ . 会の事業報告及び本年度の' f C 業企画

若い会員の集い企画分科会

19日 61時、ド - 911;¥"1主 於本会会議室

J出席符 山野主査ほか 3 名

議事 本年度第 1 1"1' 家具シリーズ( 第 31日I) J の企画

教 育 委 員

委員会

16日 611キ- 9 時 於本会会議室

11' ，1市名 多側委 ｌｾ ほか ＱＴ 名

議事( 1 ) 正副委日長及び幹事の選出

Ｈ Ｒ Ｉ 各小委 ｴｾ 会の委員編成

(3) 本年度の事業企画、その他

工高生教育小委員会

25日 6 昨- 811寺、|三 於本会会議室

出席お 崎山副委日長ほか 7 名

オブザーパー ・小角亨氏

A .  

"'" 

議 事 本年度( 第30凶) 工高生デザインコンクールにつ

いで、および第30aJ コン 7 ール記念事業、その他

出 版 委 員
..6‘ 

"'" 

委員会

17日 411寺- 6 時 於本会会議室

出席者 須賀委員ほか 7 名、福田会長、学芸出版社

議事 (1) 会長あいさつ

(2) 正副委凸長互選

(3) 建築技術選1l ! . . . . 報告と新シリーズの件

(4 ) 選舎収支決算推移

(5) 新シリーズ名称とテーマ提案、ぁ、よぴ定例 日

委員会終了後、乾杯。

建築設備トラブル研究会

17日 6 時 - 8 時 於本会会議室

出席者 舟橋副委只長ほか研究会メンバー

議事 「建築設備トラプル集J ( 仮称) の出版企画

建 材 委 員

19日 411寺- 611キ 於本会会議室

出席者福印会長、牧田委ぬほか15名

議事( 1 ) 正副委只長の互選

(2) 次回の検討建材について、その他

A .  

. " .  

(3 ) 今後の「新建材紹介コーナー」掲載予定

建 築 ク フ ブ

役員会

4 日 011寺- 211寺 於本会会議室

出席者塚本代表、稲田会長、

総村、村上新旧委凸長ほか 8 名

議事( 1 ) 役日 i" 数交代と正副委員長互選

(2)  6 月以降のスピーカー ・紹介者 ・司会者決定

(3) 昭和58年度収支決算承認

(4) 昭和59年度収支予算承認

(5) その{ 也

朝食会

10日 811寺半 - 10時 於大阪グランドホテル

当日は、大阪フィルハーモニー協会の里子口幸助氏よ

り、音楽と建築とのかかわりや、オーケストラと J旨郷

省に関するエピソードなどを伺った。・

建 築 業 務 基 準 委 員 会

5 日 211寺- 4 1侍 於日本建築士会連合会

出席者 谷委( J . 長ほか情成団体各委員

建設省 ・浅野氏

議事挫築業務基準について( 継続)

建築防災関係法令研究連絡会

3 日 2 時 - 411キ 於日本建築家協会

27日 211幸一 4 昨 於日本建築家協会

出席者締成団体委員、事務局

議事( 1 ) 三会提出メモの{ 牛

(2) 関係官庁との話し合いの件

在阪建築 8 団体事務局打合会

3 日 O時 - 311幸 於建築健保会館

出席者 8 問r;t: 'Jq'*局j ' . { 任者

議事( 1 ) 昭和59年新年交礼会決算報告

(2) 昭和58年泌築関係団体忘年懇親会決算報告

4 月 入 会 者 ( 敬紘略)

[ 団体会日 2 社〕

( 財) 大阪 rl 1述築技術協会 長里子県池田工業高等学校

[ 個人会員23名〕

荒u培 泰 夫 生1ド 昌 樹 石 井 田 弘

今 井 準 二 小 倉 茂 光 小 田 逸 夫

川崎 ｦｾ￩ ま 捕 昭夫 小島 射t

ノト柳 減 坂t艮 大 樹 酒 井 裕 一

[ l 3 原信也 瀧 川 俊 幸 竹 田 吉 典

竹 森 幹 由 辻本 実 平 俗 浩 司

藤井 n月 明II 畑 絡ー 十公岡 H哲夫

山 田 裕 治

〔准会Cll 名 〕 中 的 栄二



日本建築協会

月間の動き

昭和59年 5 月分

理 事
- -"'-

.".. 

常任理事会

16日 4 時 - 511寺 於本会会議室

出 席 者 福 回 、 足 立 正 副 会 長 ほ か 8 名

議事( 1 ) 通常総会開催

(2) 定時評議員会開催

(3)  ( 財) 日本建築総合試験所理事推せん

(4 ) 映画と新建材説明会後媛

(5 ) 入退会省示認

(6) 会t :pt ' l 強に|刻 する件

(7) 報告 事項

事 業 委 員

若い会員の集い小委員会企画分科会

-"'-

.".. 

1 日 611寺、|主 - 911;'f 'ド 於本会会議室

出席者 山野主査ほか 2 名

議 事 「家具」シリーズ第 3 回の企画について一一一「オ

- 7 ・ヴィレ y ジ」との対話集会

若い会員の集し、小委員会

8 臼 611寺半 - 9 時 半 於本会会議室

出席者 山形別委Q長 ほ か13名

議事( 1 ) 前回事業委日会の報告

(2) 本年度第 1 因企画「オーク・ヴィレ ッジ」

(3) 本年度の企画

(4) 弛築と社会」の専用スペースの活用

(5) その他

広報小委員会

9 日 61時- 8 時半 於本会会議室

出 席 者 原 見 副 委 員 長 ほ か 7 名

議事( 1 ) 前回事業委民会の報告

(2) 本年度の小委員会活動、その他

見学会小委員会

10日 6 時 - 711寺40分 於本会会議室

出席者 上出副委員長ほか 8 名

議事( 1 ) 前回の事業委員会の報告

(2)  5 月- 7 月の見学会企画

(3)  8 月以降の企画、その他

委 員 会

16日 O時 半 - 211幸 於本会会議室

出席者 三品委Q 長ほか 5 名

殺 事 (1) 各小委員会の事業報告並びに事業企画

(2) その他

若い会員の集い、ゲストとの打合せ

18日 午 後1011寺-1111寺 於 ロ イ ヤ ル ホ テ ル 喫 茶 室

出席者 オーク ヴィレ y ジの{ 田氏ほか l 名

山l f 主主主ほか 2 名

議 事 当日の進行方法、その{ 也

若い会員の集い企画分科会

29日 61げ|三 - 911キ‘ ド

出 席 省 山 野t 査 ほ か 3 名

議事( 1 ) rオ- 7 ・ヴィレ y ジの人びとを同んで」の企

画

(2) 当日のスケジュー Jレならひ. に会の盛り t げ方

(3) 当 FIの役割分担、その他

編 集 委 員
-"'-

.". .  

8 月号「みどりとそれをとりまく人々 」特 集 第 4 回 編

集 幹 事 会

8 日 611寺- 811#'1主 於本会会議室

出席者 問中直人幹事ほか 5 名

議事( 1 ) でい談の企画

(2) アンケート( またはインタビュー) について

作品作風小委員会

9 日 4  11寺- 611キ 於本会会議室

出席者 illi 山哲氏ほか 5名

議事( 1 ) 新建築調査表選定

(2) 最近の掲似状況報告

(3) 今後の「作品作風欄・編集のあり方」検，H

委 員 会

10日 411寺- 5 時半 於本会会議室

出 席 者 弁 上 委 Q長ほか 5 名

殺 事 (1) 5 月号「住環境と法制度」特集経過報科

(2)  6 月号「まちの活性化と商業空I l [ j J および r 7

パンテイ J 持: u &経過報告

(3)  7 月号「消防火設備J ( 仮称) 持集経過報告

(4)  8 月号「みどりとそれをとりまく人々」特集報

とと

(5)  9 月号「日曲者化社会におけるケアシステム」特

集報告

(6)  10月 号施工材料特集の企画

(7 )  11月号以降の特集企画

(8) 小委日会報告

(9)  r建築の 11良」新執筆お

(10) 収支状況報告

9 月号「高俄化社会におけるケアシステム」特 集 第 2

回編集幹事会

10日 6 時 - 9 時 於本会会設室

出 席 者 足 立 啓 委 Qほか 3 名

議 事 昭 和59年 9 月号「高齢化社会におけるケ 7 シス

テム」特J t の企画の具体化

一ていｾｾのストーリーほか

ーアンケー卜の設問ほか

構造分科会

15日 4 時 - 611寺 於本会会議室

出 席 者 足 立 直 行 委 員 ほ か 5 名

議 事 (1) r.榊造の頁」の企画

(2) 椛造特集の企画

北本正孟氏インタビ.ユー

16日 611寺- 81時半 於本会会議室

大 阪21世紀協会プロデューサー ・北本正孟氏へ「イ

ベントとまちの活性イヒ」と題してイ ンタビューを行っ

た。 - 6 月号特集掲載用ー

イシタピュアー : 田中広人( 神戸市開発局) 、香川英行

(船JJ，l S C綜合開発研究所)

「みどりとそれをとりまく人々」座 談 会

21 日 6 時 - 811キ半 於本会会議室

出席者 鈴木登Ｈ近畿大学段学部助教段Ｉ、 ｲｾￇ 縫 ＡＡ｜ｦＭ

( グリーンコーデイネーター) 、 内藤恒方

( A.  L.  P  設計室) 、矢木勉( 神戸市公園緑

化 協 会) 、旧 中 編 岡 田 ・ 高 畑 委 只

広告企画小委員会

22日 411幸- 51時半 於本会会議室

出 席 者 井 上 委 只 長 ほ か 8 名

議 事 (1) 5 月号「住環境と法制度」特集広告収入報告

(2) 6 月号「郎市( まち ) の活性化と商業空間!の可

能性」特集 ・「京都l駅南口再開発ピル ( 7 パン

ティ )J 特集広告収入報告

(3) 7 月号「消防火設備 J ( 仮称) 特集広告企画

(4) 8 月号「みどりとそれをとりまく人々」特$ 広

告企画

(5) 特別企画

(6) 収支状況報倍、その他

投稿欄小委員会

25日 4 時 - 611幸 於本会会汲室

出席者 中 13副委員長ほか 1 名

議 事 6 月号以降の企画、その他

教 育 委 員

工高生教育小委員会

9 日 611幸- 8 1時半 於本会会議室

出 席 者 柏 田 幹 事 ほ か 5 名

..6‘ 

.".. 

議事( 1 ) 第30[ii] 工高生デザインコンクールの募集規定

案について

(2) その他

講習会小委員会

15日 61時- 7 時、ド 於本会会j控室

出 席 者 藤 里T幹事ほか 8 名

殺事( 1 ) 本年度建築工事実務鴻習会開催について

Ｈ Ｒ Ｉ 建築技術選 ＺＡ ｾｉ Ａ 持座の企画について

建 材 委 員

17日 4 時 - 6 時 於本会会議室

出 席 者 牧 問 委 員 長 ほ か12名

..6‘ 

.".. 

材料説明 「対震了酢」説明者美和ロ y ク側

ｩ 聾ｾｊｽ (1 ) 今後のメインテーマ

(2) 今後の新建材紹介コーナー

出 版 委 員

建築設備トラブル研究会

15日 61時- 8 時半 於本会会議室

-"'-
.".. 

出席者 舟矯副委員長ほか研究会メンバー

議 事 「建築設備トラブル集J ( 仮称) の出版企画

委 員 会

30日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出席者 須賀委只長ほか 5 名、学芸出版社

議 事 (1) 選{ ! ，，，新シリーズの経過報告と企画

(2) 建築設備トラブ J レ研究会報告

(3 ) その 他

大 阪 府 建 築 部 長 歓 送 迎 会

2 日 011寺- 1 時半 於日本綿業倶楽部

今西前部長に対する謝恩送別 と、米国新部長、大締

役殿、岡村次長歓迎のため、友好 8 団体役只有志90名

が参集してなごやかに歓談した。

建 築 ク ラ ブ

朝食会

8 日 81侍- 10時 於大阪グランドホテ Jレ

出席者 62名

当日は、大阪市立大学経済学部教段、 磯村隆文氏を

お招きして、日本経済の展望とこれからの関西につい

て、大阪21世紀計画案などを交えたお話を伺った。

-"'-

Z玄 計 監 査

14、15日の両日、昭和監査法人の公認会計士松下五

夫氏、中野秀雄氏によって、昭和58年度の収支決算に

ついて会計監査を受けた 。

建 築 業 務 基 準 委 員 会

9 日 2 時 - 4 1時 於日本建築士会迎合会

出席者 谷委員長ほか締成団体各委員

誠司王 建築業務基準について( 継続)

建 築 防 災 関 係 法 令 研 究 連 絡 会

28日 211寺- 4 時 於日本建築家協会

出 席 者 側 成 7 団体各委員

議事( 1 ) 各会提出メモの検討

(2) その他

5 月 入 会 者 ( 敬祢略)

〔個人会日 5 名〕

川 村 兵 次 小 西 努 島 田 省 造

絵本 明 山 浦 腎 弘

訂正とお綻び

本誌 6 月号の P. 61 に紹介した r WA V  E J の事業主並びに J I Wが西

部都市開発株式会社となっていたのは玖りで. 西武都市開発株式会

社と訂正し、関係者にお陀ぴ申し上げます.

同じく文中にある「西部流通グループJ をr西武流通 グルー プ」と

訂正します。
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暑中お見舞申し上げます 昭和59年盛夏

設 計 事 務 所 有 志

ｬｾｒ＠ A . R . I 建 築 事 務 所

代表取締役
亀 井 晃

ム

口

、

Y

1

本社事務所 大阪市南区谷町7丁目 3番4-203号新谷町第3ピル2F TEL(06)  768-1771 ( 代)

ア ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁 目 1 4  - 3  5  TEL (0743)  73- 6137 

株式会社東建築設計事務所

代表取締役 東 秀 イ呆

大阪市北区天神橋2丁目 5番18号南森町センターピル4F 電話 06(358)  5598・3497

株式会社井上達明建築事務所

代表取締役
井 上 透 明

〒530 大阪市北区西天満1丁目 9番13号パークピル中之島801 電話 06-361-1071代表

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 竹 原 永 一 郎

〒556 大阪市浪速区幸町 2 丁目 2番20号( 清光ピル) 電話 (562) 4343- 5 

株式会社伊藤建築設計事務所

取 締 役 会 長 伊 藤

代表取締役社長 鋤 納

鍍

忠 治

本 社 名 古 屋 市 中 区 錦3丁目 3-6(日 経 錦 別 館 ) 電話 (052)951-111鮒。

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 美 土 代 町 7 ( 久保ピル) 電話 (03) 294-6061側
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認 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所の

史
孝斤

仁コ
沢泉代 表 取 締 役

T Eし ( 06) 364- 9071(何干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 12番 2 号( オオシマピル)

所務事築建辺

4

由
川

、、』

t

d

E

・
浦 辺 鎮 太 郎

松 村 慶 三

代表取締役

株式会社

代表取締役

日舌 06( 341)  1  7 2 7  12 番 39 号 ・新阪 急 ピ J レ〒 530大 阪 市 北 区 梅 田 1 了

3舌 092 (761) 2  2  0  6  務 所福 岡言舌 03 (263)  9  7  5  8  東 京 事 務 所

事 務 所米 建 築久抹 式 会 社

@  

城賢井刀℃取締役社長

電 話 03( 403) 0251大代表

電 話 06( 444) 1161代

東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号社本

表大阪市西区江戸堀 1丁目 10番8号帝人殖産ピル大阪事務所

ラパ品

員又

山甲

ニoo.

.!F-

電話 (532) 4051代表

電話 (532) 4051代表

電話 (256) 9301代表

電話 (246) 0  1  4  4  

計小 西

取 締 役会 長 小 西

取 締 役 社長 橋 本 正

大 阪 市 西 区 立 売 堀 1 丁目 12 番 16 号

大阪市西区阿波座1丁目 15番 15号( 第一協業 ピル)

東京都千代田区神田鍛冶町 3- 3  ( 大木ピル内)

広島市中区大手町 2 丁目 7 番 1 号( 三葉ピル)

株式会社

本 社

大阪事務所

東京事務所

広島事務所

⑥ 

額 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

‘' 

群

ii苫 東 京 (03) 436- 3511的

結 仙 台 (0222) 61ー 7511

結 械 浜 (045) 252- 5755 

結 静 岡 (0542) 54- 0200 

副 結 大 阪 (06) 538ー 1256

百舌広島 (082) 244ー 1356

話 相 岡 (092) 451- 2557杓

木々

干 105 東 京 初 港 区 新 編4- 6ー 15 ( 日 新 建 物 ピ ル )

干 980 仙 台 市 本 町 2 - 16 - 15 ( 中 村 ピ ル )

干 231 償 浜 市 中 区 曙 町 1- 3 ( 伊勢佐木町ハイタウン)

干 420 静 岡 市 常 盤 町 1 - 4 - 11 (大 和 杉 徳 ピ ル )

干 550 大 阪 市 西 区 新 町 1 - 2  - 13 (新聞丁ピ J レ)

干 730 広 島 市 中 区 大 手 町 ト 1- 26(大 手 町1番 ピJ レ)

干 812 福岡市博多区博多駅南1- 2- 15( $務機ピル)

イ主代 表 取 締 役 社長

社

所

所

所

所

所

所

支

閣

支

支

支

支

北

劇

部

西

国

州

本

来

林

中

関

中

九

篠 田 川 口 建 築 事 務 所

協 同 設 備 事 務 所

株式会社

株式会社

代 枝
宣

口

ーー

)

 

代表取締役社長

T  E  L  9 6 2 ー 7 5  8  1  ( 代)

T  E  L  971 - 2  2  5  5  ( 協同)

名 古 屋 市 東 区 泉 1 丁 目 21 番 2 1 号
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株式会社 BB 春日
zE又J 1"  

計

代 表 取 締 役 社 長 岡 本 行 善

建築・都市・上下水道
代 表 取 締 役 副 社 長 キ本 日佐 夫

調 査 計 画 ・ 設 計 監 理

本 社 事 務所 大阪市西区新町 1丁目5番7号 四ツ橋ビル T E L 代 表 532- 3421

神 戸 事 務所 神戸市中央区八幡通4丁目 2番17号郵船航空ピル T  E  L078- 251一0651

東 京 事 務所 東京都港区赤坂3丁目 12番5号赤坂田町ピル T  E  L  03- 583- 2086 

囚 株式会社 双 星

代 表取 締役 社 長 福 田

吾 凡

百又

朝 生

計

w530 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 18 番 21 号 豊崎 ビ ル 電 話 (06) 373- 2281附

⑤ 104 東 京 都 中 央 区 銀 座 1 丁 目27 セ ン ト ラ ル ピ ル 電 話 (03) 562- 069的切

w920 金 沢 市 堀 川 町 8 番 20 号 直 江 ピ ル 電 話 (0762) 23- 5424 

園

株 式 会 社 創 美

代 表 取 締 役 中 原

設 雷十

英 雄

大阪市北区末広田T3番21号星和地所扇町ピル6階 TEL 大阪 (06)312- 3587代表

株式会社大 建

取 締 役 社 長

常 務 取 締 役

大 阪 事 務 所 長

田

村木 喬

九

又

周

夫

==ロ言十

本 社 東 京 都 港 区 新 橋 1 丁目 10番 7 号 ( 大 和 銀 行 新 橋 ピ ル) 電 話 03- 572- 4595 ( 代)

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 江戸 堀 1丁目 12番 8号 安 回 生 命 大 阪 ピ J レ 電 話 06- 441- 9351Cf-t )  

名 古 屋 事 務 所 名 古 屋 市"T区 栄4丁目 6番 15号 名 古 屋 日 産 生 命 館 ピ ル 電 話052- 261- 8531 ( 代)

九 州 事 務 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 紺屋 田T9番 1号 明 治 生 命 小倉 ピ ル 6 階 電 話093- 521- 4285 ( 代 )

室 蘭 事 務 所 室蘭 市 f中 町12番 地 電 話 0143- 45- 7910

株 式 会 社 大 建 企 画 設 計

D A I K E N ar c hi t ec t s  &  p l a nne r s  

代 表 取 締 役 石 中 達 夫

本 社 大 阪 市 西 区 京 田丁 堀 1 T 目 13 番 20 号 電 話 ( 443) 8  2  6  1  

分 室 電 話 ( 448) 2  0  7  0  

東 京 事 務 所 東 京 都 新 宿 区 下 宮比 町 15番 地 飯 田 橋 ハ イ タ ウ ン 電 話 ( 267) 4  7  1  1  

株式会社竹内建築事務所

代 表 取 締 役 内 藤 真

大阪市南区長堀橋筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビ j レ) 電話 ( 211) 2 7 0 6  ( 代)

98 



句9
練式会社 東 海 設 計

代表 取 締 役 社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄3丁目 7番 1号 (伊 勢 町 ビ ル) 〒460 TEL 052- 26ト2651 ( 代表)

東 京事務 所 東 京 都 中 央 区 京橋 1丁目 14番4号( 東信ビル) 干 104 T E L  03- 561 - 0815( 代表)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

取締役会長

取締役社長

東 畑 謙

市 川 宏

木 社

大 阪 務 務 所

東 京 事 務 所

名古屋事務所

九 州 事 務 所

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  

東京都千代田区永田町2(永田 町 ピル)

名 古 屋 市 中 村 区 名 駅3(堀 内 ピ ル )

北 九 州 市 小 倉 北 区 魚 町 1 - 4  - 21 

(北九州清和ピル)

電 話 大 阪 (06) 202-0391  

電 話 東 京 (03) 581-1251 

電話名古屋 (052) 57ト8471

電 話 小 倉 (093) 541-6531  

⑩ 

株式会社 内 藤 建 築 事 務 所

代表取締役会長

代表取締役社長

内 藤 資 忠

内 藤 賓

本 社 〒 606 京 都 市 左 京 区 田 中 大 堰 町 189番 地 電 話 075(781)  4111代

司王務所 ・出張所 青 森 ・東 京 -北 陸 -長 野 -静 岡 ・名古屋 ・京 都 ・奈良 ・大 阪 ・高知

福 岡

22 長田建築事務所

長 田 正 雄

干542 大阪市南区上汐2丁 目4- 12 ケーエスピル 電 話 7 6 8 - 6 1 2 1

株式会社日建設計

取 締 役 社 長

大阪本社代表

土木業務所代表

明

失

澄

公

孝

袋

西

本

薬

大

松

〒臼1 大阪市東区横堀 2 丁 目3 8

電話 o6- 2 0 3 - 2 3 6 1 (大代表)

日 積 工 務 株 式 会 社

代表取締役 生 島 道 春

本 社 干542 大阪市南区島之内 1丁目 14番27号( 字野ピル) T  E  L  (06)  251- 3195代表

東 京 支 所 〒110 東京都台東区東上野 1丁目 3番 8号( 石沢ピル) T  E  L  (03)  836- 1271代表

名古屋支所 干460 名古屋市中区錦 2丁目 9番25号( 豊島第 2 ピル) T  E  L  (052)221ー 7561代表

側京都日積 〒602 京郎市上京区今出川通室町東入今仕i川町333番地( 第2高縞ピル) T E L (075)441- 5  6 9 0  
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湖 お 柿 設 計 事 務 所

代表取締役 中木 茂

大 阪 事 務 所 干531 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 中 3 丁目 l 番 8 号 電 話 (06) 351- 6831 

和歌山事務所 〒646 初歌山県田辺市稲成町東皆代 231番地の 6 電話 (0739) 22- 8227 

有限会社村野，森建築事務所

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8 電 話 (624) 0  9  2  6 代表

東京事務所東京都中央区日本橋茅場開J 2 - 3  電 話 (669) 5  6  5  1 代表

う民
株式会社安井建築設計事務所

取締役社長
佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番 地 電話 06 (943)  1371 (大代)

支 社 東 京 ・名古屋 ・大阪 ・神 戸 ・福岡

u
z
 

株式会社横河建築設計事務所

代表取締役社長

取 締 役 所 長

小 池

河 村

正 雄

栄 蔵

本 社 東 京 都 目 黒 区 下 目 黒 1 - 2  - 18 T  E  L  (03)  492ー 7441

大阪事務所 大阪市東区伏見町 5 - 42(大和生命ピル) T  E  L  (06)  202- 4509 

暑中お見舞申し上げます 昭和59年盛夏

建 設 業 者 有 志

。。 株式会社
あ め り か 屋

取締役社長
前 野 慶 太 郎

〒530 大 阪 市 北 区 中 之 島 四 丁 目 3 番 25号 電 話 (06) 444- 1  5  0  1  
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I!r.:、

延ジ

株 式

会 社 浅 沼 組

取締役社長 j斐
万

口

、Y

J

B

夫茂

実 阪 本 芸 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津町 1 2番 6 号 電 話 大 代 表 (768) 5222 

東 京 本 庄 ・ 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 5 番 地 電 話 代 表 (357) 0261 

支 庖 ・名古屋 ・札幌 ・仙 台 ・横 浜 ・広 島 ・福 岡

(L) 

株

会
を 新 …

取締役社長 新 日百

務 所工

本 庖 ・大阪市北区曽恨崎新地 2 丁目 6番11号 電 話 代 表 大 阪 (347) 0110番

支 庖 ・東京都千代田区猿楽町 2丁目 1番 1 4号 電 話 代 表 東 京 (291) 3741番

支 底 ・名古屋市中区大須4丁目1番71号( 時計ピル) 電話 名古屋 (262) 1725番

• 安藤建設株式会社大阪支応

支 庖 長 由

l

、
V

4

・

幸作田

阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 (453)  2  1  9  0  

本 社 ・ 東 京 都 港 区 芝 浦3丁目 12番 8号 電 話 大 代 表 03 (457)  0  1  1  1  

支 庖 ・ 名 古 屋 ・仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州|・ 広 島 ・横 浜 ・札 幌

営業所・千葉 ・横浜 ・水戸 ・盛岡・新潟 ・神戸 ・京都・沼津 ・札幌・字都宮 ・北九州・熊本

災雲、

、注意IJ

椋式会社今
西 組

取締役社長
A  

7  西 推
室

町

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 6 丁目 6 番 23- 309号 電 話06 (779) 3  3  6  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 l 番 地 電 話03 (354)  0  5  8  1  

営 業 所 京 都 ・ 奈 良 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 埼 玉

@  

4  

株 式

会 社
大 林 組

取締役社長 大 林 芳 良R

東京本社 ・東京都千代田区神田司町2丁目 3番 地 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 庖 ・札 幌 ・ 仙 台 ・横 浜 ・北 陸 ・名 古 屋 ・神 戸 ・広 島 ・四国・福岡

@  
株 式 会 社 奥 柑

夫

組

取締役社長 奥

本 社

東京支社

支 庖

大阪市阿倍野区松崎町 2 の 2 の 2 電 話 大 阪 (06)621- 1101 ( 大代表)

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 電 話 東 京 (03)404- 8111 ( 大代表)

札幌 ・仙台・浦和 ・東京 ・1黄浜 ・千葉・新潟・名古屋・大阪 ・神戸・広島 ・高松 ・北九州・福岡
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鹿 島 建 設 株 式 会 社
闇

昭

吉

島

村

長鹿

奥

社f生締取

良目常務取締役支庖長

(404)  3311 ( 大代)

(448)  3311 ( 大代)

電話 03

電話 06

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2 一 7

大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 ー 11 - 7

本 社

大阪支庖

庖務工山金
必。、
。

株 式 会 社

彦

T  E  L  06- 942- 5461((1;) 

T  E  L  03- 663- 7844(的

T  E  L  075- 351- 5841帆3

T  E  L  078- 392- 1761<<切

T  E  L  0722- 22- 3003  

T  E  L  0775- 24ー 1816

友

〒 540

干 103

干 600

〒650

干 590

〒520

里子

本 社 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 r  n  2  Ifi j 也

束 ;;c 支 府 東 J; J : 都中央区日本締楓留町 1 Tr l 101fi 12刀 共同ピル 6 1"

京都支応 京郎市下京区ＮＨｾ九通り凶条下る水銀屋町 ＶＳＵ 帯地 梓ピル9 1"

神 戸 支 庖 神 戸 市 中 央 区 加l 納 町 3 丁 目 1 匙 25 号 広 瀬 ピ ル 9 1"

m支 庖 堺 市 三 国 ケ 丘 御 幸 通 り 8 Ifi )也 三国ケ丘ピル 2 1"

滋 賀 支 応 滋 賀 県 大 治 市 息 子 ケ J i 1 丁 目 2 Ifi 3 号

l出 張 所 横 浜 ・ 吹 田

佐;代表取締役社長

株式舎社柄参ヱ務右
⑧

 

良R

電 話 大 阪 06(411)  1  4  5  1  (代)

. 高齢、 . 豊 田 ・三 田 ・川 西

}I原

/_、

Ｍｃｾ＠

尼崎市玄番南之町 4 番地

大 阪 ・西 宮 ・神 戸

キ丙
取締役社長

本 社

営 業 所

共立建設株式会社大阪支応

《シ
雄

)1頃

寅

孝

所

吉

f受締取代 表

フじ
取締役大阪支庖長

T E  L  (03)461--6141 

T E  L  (06)942--2491 

東 京 都 渋 谷 区 道 玄 坂 1 -- 16 -- 10 新渋谷ピル

大阪市東区内本町 2丁目 45番地大阪内本町電電ピル 6 F

本 社

大阪支庖

設建畿近
宇土

A  

Z ミ式株

① 

• 

大阪06 (448) 5601代

0775 (52)  

敬

電話

崎

大阪市西区江之子島1丁目 2番2号

滋賀県栗太郡栗東町岡 1 9 3 の 1

l

 

l

 

-
-
a
'
'
 

取締役社長

本

滋賀支社

社

1 3 6  1  

⑨〉

電話

組大阪支庖谷株式会社熊

田 甚

谷 太一郎

野 晴 彦

電話03(260) 2111番( 大代表)

電話06(352) 1151番( 大代表)

牧

日包

専務取締役大阪支庖長 星

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 17番 1

大阪市都島区片町 2 丁目 10番 5 号

長

長

ム
}

A

社

役

f受

締

締

取

取

本 社

大阪支庖
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⑨ 株 式 会 社 小 坂 井 組

取締役社長 小坂井 嘉 正

本 社 大 阪 市 北 区 太 融 寺 田T 5 書 4 号 電 話 大 阪06 (311) 9331代表

京都支底 J;r ｾ ｦｉ＠ di 中京区河原町通車内薬師 k ルツルヤピル 電話点何1075(231) 7934 

ｾ‘ ｨ＠
、週 五洋建設株式会社

代 表 取 締 役 社 長 水 野

常務取締役大阪支府長 深 谷

廉 平

林

本 社

支 庖

東 京 部 文 京 区 後 楽 2 - 2  - 8  電話 03 (816)  7111 ( 代表)

大 阪 市 北 区 梅 田 2 - 2  - 25 電話 06 ( 345)  0631 (代表)

ゐ
甲治定設ヱ業株式会社

代表取締役
原 精

大 阪 市 淀 川 |又 卜 三 本 II1J 2  r  11 4 砕 2 8 乃 1li ，1，'; ( 06)  308ー 1551 大 代 炎

尼 崎 市 『 村 氏 1; ! I ; ( f 2 f l 1 7 1f干 2 3  ｾｽ＠ 1I1M;- (06)  437- 963 l ( ¥，:炎

点 J;r nfl 千 代 川 医 卒 中 m 須 川 IHJ 1 ー 18υ 1<1，; ) ピ Jレ ) 電 話 (03)  253- 4455代 炎

神 戸 市 司3 央 区 機 ヒ 通 5 了 11 1 待 24 i } γ [1，11. (078) 221- 6293代 表

縮 問 di 問 多 |三tl宇多 駅前 3 r r l  2 待 8 リー (f 住友乍命ピ J レ) 7[1 ;11， (092) 471ー 7 2 7 1  

寝 屋 川・ 高 槻 ・西 宮 ・宝 線 上界

e8 
株 式 会 社 鴻 池 組

代表取締役社長 鴻 池 藤

支阪本 話 大 阪 市 東 区 北 久宝寺 町 4 一2幻7 電話大阪(ロ2μ加4“ 州4

東京本庖 東京都都1千代回区神田駿河台2-3ト-1日l 電3話古 東京(ロ29ω6)げ77刈0ω0引( ダイヤルイン受付台)

支 庖 名古屋 . 広島. 福岡 . 11鹿E児島 . 松江 .仙台 . 高松 . 札幌. i償黄 I浜兵 . 神戸 . 京都 . 金i沢R  

働

側

株式会社 金 岡。 組

代表取締役
金岡1 キリ 隆

ｾ＠

本 社 〒543 大阪 市天王寺区四天王寺 1丁円 14番29号 T EL 大阪06(779) 7731間

関東営業所 干350-02 崎 玉 県 坂 戸 市 i中町 12 番 69 号 T EL 崎玉0492(83)  8030 

母
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取締役社長 佐 藤 欣 治 ・取締役大阪支! 苫長 梅 木 正

本 社・東 京都 中央区日本 橋 本 町 4 - 8 電 話 東 京 (661) 1231 (大代)

大阪支庖 ・〒541 大阪市東区 北浜1丁目 25番地 電 話 大阪 (203) 7221 (代表)

支 庖 ・札幌・東北・関東 ・東京 ・横浜 ・北陸 ・名古屋 ・中 国 ・四国 ・九州|
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清 水 建 設 株 式 会 社

社 長
= 土r

E コ 野

武

刀

ロ

h

n

ロハ蔵

義

本 社

大 阪 支 庖

支 庖

取 締 役

大 阪 支 庖 長

東 京 都 中 央 区 京 j情 2 - 16 - 1  電 話03 (535)  4111 

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 - 3  - 37 電 話06(443) 5431

名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・仙 台 ・札幌 ・横 浜

宮 イ呆

。
大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭

社 長 銭

古

同

高

来且

本社 ・大阪支社 大阪市西区西本町2丁目E番11号

大阪 (06) 531- 6431

東 京 支 社 東 京 行11千代田 区一番目T 31祷地

東京 (03) 265 - 4611 

支 1占 札帆 ・仙台・千葉 '.f黄浜 ・北陸

名古屋 ・広島 ・四国 ・福岡

。 大求えまえ株式会私

取締役社長 佐 伯 正 也

実 阪 本 語 大 阪 市 南 区 島 之 内 2 T n 4 番 附 屯 話 03 (213)  0  5  5  5  ( 大代)

支 庖 東 京 ・福岡 ・名古屋 ・仙台 - 横 浜 ・京都 ・神 戸 ・広島 ・四国 ・沖縄

。 大 成 建 設 株 式 会 社

主締 2 佐 古

支援要脅2 松 岡 照 夫

本 社 東京都新宿区西新宿1丁目 25番l号新宿センターピル TEL 東京 (348)1111大代表

大阪支庖 大 阪 市 東 区 本 IUT 4 丁目 2 7 番 地 T E L 大阪 (262) 1131大 代 表

支 庖 東京 ・名 古 屋 ・九州|・ 札 幌 ・東北・ 広 島 ・横 浜 ・北信 越 ・四国

3t 大日本土木株式会社

取締役社長 田 口 宋

本 庖 干500 岐 阜 市 宇 佐 南 1 丁 目 6 番 8 号 電 話0582(72) 3141

大阪支庖 〒530 大阪市北区堂島二丁目 2番2号近鉄堂島ピル 電話06(341) 5931 

κ h 

ｾ＠ 雲霊竹 中工 務 底

取締役社長 竹 中 統

〒541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)
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⑧ 
鉄建建設株式会社大阪支庖

同 門 木 業 務 担 当 !日

? 古手若耳豆半自信 f交 ノし 島
立

早

常務取締役支庖長 金 子 越 郎

〒540 大阪市東区瓦IlIT4丁 目56番地( 瓦町 K . T ピJレ) 電 話 (201) 1邸 1 ( 代表)

本社 ・東京都千代田区三崎 町二丁目五番三号 電 話 東 京 (262) 3411 (代表)

⑤ 

ーーーーーーー回a‘

田 建 設 株 式 芝z h=ミ 社戸

取締役社長
戸 田 順 之 助

常大苦阪労耳支又来底自信f長.)I 

山 口 道 ↑専

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 7 番 1 号 T E L東京03 (562)  6111 

大阪支庖 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 丁 目 13 番 47 号 T E L大阪06 (531) 6561

支 庖 東 京 ・関東- 横浜 ・大阪 ・名古屋 ・札幌・仙台 ・広 島 ・四国・九州|

⑪ 
東 淀 興 業 株 式 含 紙 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 鈴 木 仙 吉 郎

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 7 - 13 ー 10 電 話 東 京 (545) 5  1  1  1  

大阪支庖 大阪市北区堂島浜2- 2- 8 東 洋 紡 ビ ル 電 話 大 阪 (348) 5  6  1  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 横 浜

e  
鹿 島 建 設 株 式 会 祖 大 阪 支 庖

取締役支庖長 石 原 昭 一 郎

大 阪 市 東 区 島 町 2 - 28 - 1  〒540 T  E  L  0  6  ( 9  4  2 )  2  4  8  1  

本 社 / 東 京 都 千 代 田 区 三 番 町 2 干 102 T  E  L  0  3  ( 2  6  3 )  3  1  5  1  

支 庖 / 札 幌 ・仙 台 ・東 京 ・横 浜 ・名 古 屋 ・北 陸 ・ 大 阪 ・広 島 ・福 岡

命

U

南 海 建 設 株 式 会 社

取締役社長 松 川 義

司e

本 社 大 阪 市 浪 速 区 恵 美 須 西 3 丁 目 14 番 22 号 電 話 06(644)  1212番

支庖 東京都千代田区神田須田町 1丁目 5 ( 新須田町ピル) 電話 03( 251) 8431番

支 庖 大 阪 府 岸 和 田 市 沼 町 18 番 l 号( J 11長ピル) 電話 0724(23)  2881番

健診
明日をささえる

西 松 建

吾，} " L

E又

本 社

関 西 支 庖

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 20- 10 

大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 - 41 

電話 03 (502)  0211 

電話 06 (942)  1131 
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。 日 本 国 土 開 発 顎

取 締 役 社 長 石

常務取締役大阪支庖長 北

上 立

香

夫

也

一H -

1土

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 4 丁目 9 -m: 9 号 電 話 (03) 403- 3  3  1  1  (大代表)

大阪支庖 大阪市西区西本町1丁目 10番10号( 西本町全日空ピル) 電話 (06) 538一7351 (代)

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 野 村 文 英

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁目 9 番 地 電 話 (202) 4  7  9  1 代表

東京支庖 東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 l 号 電 話 (241) 4  1  7  1 代表

@  

株 式

会 社
閑 組 大 阪 支 庖

取締役支庖長 山 本 "享

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電 話 (201) 2  7  5  1  ( 大代表)

本 庖 ・東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 電 話 (405) 1  1  1  1  ( 大代表)

支 庖 ・東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・福 岡 ・仙台 ・北陸 ・札 幌 ・広 島 ・四国 ・東南アジア

ｾｾ＠
勝式

会者t 長 谷 川 工 努 盾

代表取締役社長 水 上 芳 美

本 社 ・東京支社 〒105 東京都港区芝 2 - 32- 1  電 話 03 (456)  5451大代表

東 京 第 二 支 社 干107 東京都港区赤坂 3 - 21- 20 電話 03 (589)  2751代 表

大 阪 支 社 〒541 大阪市東区平' l l t IIl J 5  - 40 電話 06 (203)  5661大代表

争
未来をひらく フジタ工業

専務取締役大阪支庖長 志 賀 修

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 9 番 8 号 電 話 06 (345) 代 表 1 1 3 3  

本社・東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 1 5  

支店 ・東 京 ・横 浜・ 名古屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台

海外・ ペルー ・ベネズエラ ・ボリビア ・アメリカ ・クウェート ・イラク ・カタール

、.

② 不二建設株式会社

取締役社長 山 口 慎 一 郎

大阪本社大阪市西区西本町 3丁目 l 番9 号 〒550 電話 0 6 - 5 4 1 - 5 5 3 4 代表

東京本社東京都新宿区西新宿 4丁目 5番2号 〒160 電話 0 3 - 3 7 7 - 5 1 7 1 代表

支庖 ・出張所名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・静岡 ・大垣 ・京都 ・広畑 ・広島 ・大分
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@  
株式会社 藤 木 工 務 庖

取締役社長 藤 木 銭

本 社 ・木 j苫 〒540 大 阪 市 東 区 両 傍 IIIJ 1 丁目 13 電 話 06 (944) 1468 (代)

支 庖 大 阪 ・ 東 京 ・ 倉 敷 ・ 四 国 ・ 京 都 ・ 福 岡

営 業 所 埼 玉 ・多摩 ・静 岡 ・名古屋 ・宇 治 ・泉南 ・岡山・徳島 ・新 居 浜 ・長 崎

. .  豊 園 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長 不公 丸 EEF斤コ
也

本 社 大 阪 市 北 区 天 満 橋 2 丁目 3 番 1 号 電 話 06 (353)  1  0  0  1  

支 庖 東 京 ・京 都 ・東 北

営 業 所 北上・ 盛 岡 ・二戸 ・新井・福井 ・敦賀 ・舞 鶴 ・尼 崎 ・加古川 ・滝 野 ・益田 ・三隅

• 7古Y  柄 建 設 株 式 之z 》=: 社

取締役社長 真 ネ内 敏 郎

本 社 金 沢 市 彦 三 町 1 - 13 - 43 電話金沢 (0762) 31- 1  2  6  6  ( 代)

東 京 本 社 東 京 自rtl 千代田区殉町 5 - 1  - 6 電話東京 (03) 263- 1  2  1  1  (代)

支!苫 ・営業所 金沢・Ｊ京 ・ 大阪・名古屋 ・ 福井 ・ 富山春日井 ・ 大津 ・ 京 ｾｩｬ Ｎ 神 戸 ・ 福岡 Ｍ 新潟 Ｍ 浜松

地 域 社 会 に 貢 献 す る

荷停

総 合 建 設

株 式
Ｓ ・ｾ

回 組問。会 社

取締役社長
目リ 田 敏 彦

大 阪 府 寝 屋 川 市 大 成 IIIJ 1  - 1  T  E  L  (0720)  2  4  - 1  1  1  1  

。 株 式 会 社

松 村 組

取締役会長 松 ホナ 雄

、，

本 社 ・大 阪 市 北 区 天 満 2 丁目 1 番 33号 電 話 大 代 表 大 阪 (353) 1131 

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台 ・広 島 ・福 岡

@  
株式

会 社 水 間組

取締役社長 水 間 義 雄

〒534 大阪市都島区東野田町1丁目 1番 4号 電 話 大 阪06 ( 352)  3121 ( 代表)

大 津 営 業 所 干520 大津市中央 4 丁目11の 6 電話大津 (0775) 22- 6400番
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⑥ 

三 井 建 設 畿 大 阪 支 唐

取締役大阪支底長
古

同尾Y青 次

大阪支庖 大阪市北区中之島 3 - 4- 18(三井ビル 2号館) T  E  L  06- 446- 1535 

本 底 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 ー 1 T  E  L  03- 863- 3111 

調 村 角 建 設 株 式 会 社

代表取締役 辻 善 仁

本 社 大 阪 市 住 之 江 区 浜 口 西 2丁目 12番 9 号 電 話 06 (672)  3551- 6番

支 庖 東 京 ・神 戸 ・堺 ・ 北 海 道

G参

村 本 建 設 株 式 会 社

代表取締役
ネナ 本

豆包

玉宝. 嗣

本 庖奈良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7 番地 電話 0745 (55)  1  1  5  1  ( 代表)

大阪本社 大阪市天王寺区上本町9丁目 6番15号 電話 06(774)  2111 (ダイ ヤル受付案内台)

支 庖 東 京 ・ 東 北 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 三 重 ・ 中 国 ・ 九 州

⑮ 
望 月 建 設 株 式

左〉

社
A  

取締役社長 亡三月巴

月 太 良R

本 社 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2 丁目 3 番 12号 電 話 大 阪 (375) 2345(代表)

。
株式会社 3対F木司= 組

取締役社長 ホオ木ミ
幸 彦

本 社 大阪市東区横堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 2 0 1 - 2 7 6 1 (代)

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九州、|・ 奈 良

営 業 所 仙 台 ・新潟 ・横 浜 ・甲府 ・京滋 ・神戸 ・広 島 ・熊本 ・高 松 ・徳島

"  

@  株式含社米田工務届

代表取締役 米 田 良 男

本 社 〒543 大阪市天王寺区逢阪1丁目 l 番7号 T E L 大 阪 (06) 771-7771代 表
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暑中お見舞申し上げます 昭和59年盛夏

団 体 ・ 建 材 ・ 設 備 工 事 ・ 報 道 有 志

財団法人大阪建築防災センター

理 事 長 西
回

附

e

小

山

〒540 大阪市東区常盤町 1 丁目 39(大阪フコク生命ピル 5 階) 電話 06 (943)  7253 

φ 〉

建設省認定各種換気口

アイ工ム換気工業株式会社

代 表 取 締 役 松 岡 晃 良E

大 阪 本 社 大 阪 市 浪 速 区 塩 草 3 丁目 9 番 4 号 T E  L  (06)  561 - 3901代

東 京 本 社 東京都荒川区西日 暮里6・42-8 飯田ビル 1階 T E し (03) 894- 8 8 3 1

@  
冨包

同 盛 建 材 株 式 社

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

青

青

盛

盛

巌

健

広 島 市 中 区 舟 入 幸 町 1 9 番 1 0 号 電 話 082 - 292 - 3200

福 岡 ・ 岡 山 ・ 松 江 ・ 下 関 ・ 徳 山 ・ 鳥 取 ・ 福 山

eb 
株 式

.d. .  

ｾ＠ 社 梅 彦

取締役社長 松 永 嘉 良R

、'"

営 業 所 大 阪市 北区中 崎西 2 丁目 1 番 3 号 電 話 06 (312)  6  1  7  1 代

茨 木 工 場 茨 木 市 豊 川 3 丁 目 1 番 6 号 電 話0726 (43)  5  1  8  5 代

代 表 取 締 役 社 長 大 塚 正 士

本 社 大 阪 市 東 | 玄 22 後 IIIJ 10 待 地 T E  L  06 (943)  7  7  1  1  

支 同 点 点 的 千 代 1r! 1三和111日司 IIIJ 2  r 円 9 得 I也 T E  L  03 (294)  1  3  8  8  

常 業 所 ｴＧｾＮｇｊ＠ ｌｾ ｬＮＭＮｦ反 Ａｲｦｾ ｴｉｬ般住 ｉｉｉｔ 住吉字江端 ＹＸ の Ｒ T  E  L  0886 (92)  5  5  7  1  

工 場 滋賀県甲賀川 ･ｾｉ ｉｉｔ 大 学作原字か芥 ｔ E  L  07488 (2)  3  0  0  1  
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建 設 業 界 に 実 りをも た らす 官 公 庁 専 門紙

じ週
株式

会 社 建

壬ｾ

丘又 日 幸良 社

代 表 取 締 役 社 主 重 村 登 龍

本 社 番550 大 阪 市 西 区 制 本 町 2 丁 目 5 番 2 号

Ｇ ｾ ｬ￮Ｚ 話 大阪 Ｐ Ｖ ( 444)  2405 - 9， ( 443)  6721- 3  

。
須 賀 工 業 株 式

ｾ＠
' l X 

社

取締役社長 須 賀 新

本 庖 大阪 市 西区 土佐 堀 1 丁 目 2 丞 30号 電 話 (06) 4  4  1  - 5  1  7  1  

本 社 東 京 都 港 区 新 橋 6 丁 目 17番 19号 電 話 (03) 4  3  4 ー 7 1  1  1  

支 社 東 京 ・ 大 阪 支 底 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・東 北 ・ 北 問 点 ・千 楽 ・儲 浜 ・静 岡 ・金 沢 ・ 高 松

争

よりよき環境へ技術で挑む一一一一

株 式 会 社 精

取締役会長 木 内

1ft 

取締役社長 和 田

清

正 八 郎

本 社大阪市南区瓦{ 盛岡f 2了 1111ー 16(オ ー ト セ ン タ ー ピ Jレ) 沼 活 768- 5031( j-IJ

東 京 支 応 点 求 書11 千代凶区) 1 . 段 l椅 2 r  1司 2 m: 5 丹( 九段ピル) 包 括 262- 3241問

阿国営業所徳島県ｉＡ｛ｊ門市保護 ｐｬｦ 小ｾｲ［［，前浜 ＲＸ Ｍ 3  ( 凶谷ピ J レ) 電 話08868-6-6794

③ 

東 西 ア ス フ ア ル ト事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテパヤシ商底

代 表取締役
舘 林 彦 四 郎

干601 京都市南区西九条大田 町37 電 話 ( 075)  681 - 7  2  2  1  (代 )

ｔｾｊｬｭｾｖ＠ 田 昌 応 用 イ ヒ 工 株 主 文 台 社

、d

京京営業所 〒101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 電 話 (03) 866- 6101  

大阪営業所 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10  - 5  電 話 (06) 441- 5951  

マ
⑮

田 島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社

東西アスフアルト事業協同組合

*  J;t" : 干101 東 京 郎 千 代 山 区 岩 本 IIIT 3  - 11 - 13 屯 訴 (03) 862- 8531 

(03)  863- 5631  

大阪 Ｚ干 ＵＵＰ 大阪市阿 ｉｾ J;r 10T 楓 I 一 10 - 5 屯 訴 (06) 443- 0431  
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@  東 亜 工 業 株 式 会 社

建 設 省 計 振 発

第 5 5号 認 可

東E アスフアルト防水事業協同組合

本 社 〒 581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4番 27号 電 話 0729- 94 - 5682 

営業所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

〈紛 東洋シャッタ一株式会社

本社 〒540 大阪市東区両待問T 1 一12( 日生谷町ピル)

支l苫 干 106 点京都港区六本木 6-3(第一地所麻布ピル)

干980 仙 台 市 二 日 I U J 7 - 9 ( 新光社ピ Jレ)

〒454 名 古 屋 市 中 川 区 山 王 1- 2 - 30(時計ピル)

干733 広 島 市 西 区 小 河 内 2 - 12(山肩ピル)

電話 (06) 943- 6571間

電話 (03) 497- 2911間

電話 (0222) 62- 5245附

電話 (052) 331- 6171間

電話 (082) ＲＹＱ Ｍ ＳＷＷｾ Ｈ 勺

コ ピ ー の 綜 合 コ ン サ ル タ ン ト

• • 
nOl gal  株 式 会 社 才 ず 指 f

代表取締役社長
木 下 みどり

本 ヰ土 大阪 rli ｾヒ Ｑ 三堂島 Ｒ r  ，-， 1 需 18 ，;'ー T  E  L  (06)  345- 9  0  5  5  

御 堂 営 業 所 大阪市東区本 ｾ ｉ ｔ 4  - 27(御堂ピル) T E し (06) 252- 3  9  0  6  

償 堀 営 業 所 大阪市東区+ 前線 2 r 日 3 6 - 4  T  E  L  (06)  202- 5  2  6  0  

神 戸 営 業 所 神戸市中央| 乏磯辺通 4 - 2  - 26  T  E  L  (078)  251一 o 5  9  5  

新大阪営業所 大阪市淀川氏 I)Y 中島 5 - 13 - 15 T  E  L  (06)  308- 2  6  6  8  

お 芸芸西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長
イ半

良R

大 阪 市 大 淀 区 中 津 六 丁 H 8 番 4 号 電 話 大 阪 (458) 3531番( 代)

逼ζ

大阪で唯一の

株式 n

会 社 口 刊 建 設 新 聞 社

d  

代 表 取 締 役

代 表 取 締 役

中 山

中 山

雄

夫

豊

敏

迫害》

大阪本社 大 阪市 東 区高 麗橋 1 丁目 3 ( 東洋ピル) 電 話 202- 6861 (代 表)

役 員 室 大 阪 市 東 区 高 間 橋 詰 町26 ( ユニ高臆橋 ) 電話 941- 6847 ( 代表)

建設業界の情報は・・・・・・ 日刊 建 設 産 業新 聞

近 畿 圏 の 工 事 ニ ュ ー ス は ・・ ・・ ・日 刊 建 産 速 報

株式

会社 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取 締 役 大 阪 支 社 長 中 村 勝 則

大阪支社 ⑤ 541 大阪市東区淡路町1丁目 14 ( 八千代ピ Jレ) 電話06(231)  8171 ( 代)

神戸支局 .w651 神 戸 市 中 央 区 八 幡 通 4 丁円 2 - 25 電話078(291)  0541- 2  

京都支局 ⑤ 602 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 電話075 (211)  1  9  1  1  

本 社 .w173 東 京 都 板 橋 区 板 橋 1 了 '1 48 - 9 電話03 (961) 1691 (代)
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本 写 植 印 刷 株 式 会 社

電算写植システム

日⑮

 
電 百舌06 (606)  1  1  1  1代

電 信0824 (28)  6253 

・ 路0992 (26)  4371 

電 信08682 (  8  )  4377 

電 話0988 (55)  6100 

義

干 545 大 阪 市 阿 倍 野区 阪 南 町 7 - 5  - 30  

〒 724 東 広 島 市 八 本 松 町米 満 109- 5  

〒 892 鹿 児 島 市 名 山 田T 4 - 7  三 宝 ビ ル

〒 708 津 山 市 領 国 1 3  7  2 ー 1

〒 900 南 風 原 村 兼 織 沖 縄 印 刷 工 業 団 地

都田神代表取締役

本 社

広 島 営 業 所

日 本 写 植セ ン タ ー

津 山 写 植 セ ン ター

沖 縄 写 植 セ ン ター

士 造 園 土 木 株 式 会 社
宮

田

雄日百岡金代表取 締役

ビニロイド

ア コ シ ー ト

ａｃｾ＠

防 熱 工 事 設 計 施 工

プラスオール i

} 製 造 販 売

コ ー キ ン ク l

電話宝塚0797- 88- 0501 - 6  

防 水

防 水

宝 塚 市 山 本 東 2 丁目 6 番 17 号

責 任 施 工

責 任 施 工

責 任 施 工

社本

三 星 産 業 株 式 会 社

〒550 大 阪 市 西 区 J;rIHT級 1 - 10- 8 ( 大栄ピル) T el. (443)  9721  ( 代)

〒101 ｬ ｾ ＺＨｊ［ｲ郎千代 ｉｔｉ 医神田小 川町 ＳＭＲＸ (三東 ピル) T el. (292)  1961  (代)

出張所 : 札 幌 (721) 6031 ・6307 仙 台 (21) 5366 (代)

名古屋 (931) 4574 ・ 3393 福岡 (78) 3361  ( 代)

@  

三協1 ' / 1 . 三二勺ムエ圃附1 <8 社代理庖自主北成五. 株式会最土代理怠

［ｰＢ，晶司 ｲ［［ＮＮ ＺｲＮＮｾｾｉＱｉｦ ｗ ｉｫ J J i 聞羽工業株式奮 ii Ｑｾｾ 里庖

隻 和 工 業 椋 式曾 孟土代 E里lき 近 鎗 車 輔 株 式 会 社 代 理 底

鎗箇ユニ・ｾト ＦＱ 賞金書主 代 理 佳 住 友 ゴ ム 工 業 株 式 会 社 代 理 底

ι I y 三 産 業 様 式 舌 紅

囚

営業品目 建築金物、装飾金物、家具金物、

其他諸金物別注設計製作、オリジナル金属製家具

?々
所作金 属 製

本 正 治

本山株式会社

、，

T  E  L  (761)  0 127 大代

T  E  L  (993)  7  1  9  2 代

山

大 阪 市 南 区 谷 町 6 - 11 一 15

守 口 市 浜 町 2 - 1  

取締役社長

〒542 本社・本社工場

干 570 守 口 工 場

252=オン

デザインされた環境づくり

UNION 
良R

〒 550 電 話 06 (532) 3731 ( 代)

〒 130 電 話 03 (625)  8131 (代 )

干 461 電 話 052 (935)  6021 (代 )

〒 105 電 話 03 (508)  2558 (代 )

野

....L.. 

J . L 取締役社長

本 社 大 阪 市 西 区 南堀 江2- 13- 22

東 京 営 業 所 東 京 都 墨田 区 石原 4- 3ー 1

名 古屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 筒井 町1- 14- 9

虎ノ門ショ ールーム( 17森ビル1円東京都港区虎ノ門ト26-5
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、〆

E沼周構造認定( 防火第404号)

モルタルクラックが大幅に減少

工 期の短縮が図れる左官用高級スタッコ

シンコ白百聞l

地震に強い家をつくるモルタル下地合板

，E 2ヲ叉1I ' Yト

。

左官作業の近代化

一発で特殊「白モルタル」スタッコ仕上

ヌーハーローヲー

⑧ 側 新 興 建 材 工 業 所

テトカッパー防水

- 防火・防煙シャッター

. ステンレスシャッター

圃アルミニュームシャッター

• 防水専業の研究 ・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 崎工するだけで、防水は完鐙です.

t品度変化に伸びがなく 、柔 軟 性 に 11み、耐酸、耐薬品性に ffi れ 、腐蝕しません.

カ y ・ 品 水 帯 コーパータイト 新工法
" J J 、- 1 5買7 1 ( 虐誌

， - ，...f J ' J 、・m" オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

審議

奥山化工業制飢
本 社東京都中央区岨鹿8- 4- 9 電話回 (571 ) 2703 

大阪車務所大阪市淀川区東三国6- 1- 41 11[ 11; 師 (391) 1081-2 

埼玉官轟所埼玉県楢川市東1- 3- 30 電話0487( 74 )2845・6

草木出掛所神様川県摩木市金田 259 電 信0462 ( 21)  1761 

名古血雌醤者 r. 古風市南区若1 1 . 町33 電 信052 (剖 1) 36同

九州出張所佐賀嚇佐賀町諸富町大字路宿泊450 電話回52 ( 47) 却45

- 軽量シャッター

・クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

アフターサービスの24時間態勢完備

ム鈴木シャッター販売株式会社|

大 阪 市 北 区 奈 屋 町 5 番 2 号 電 話 大 阪(J 卯み lmI 叩4151- 6

北陸営業所金沢市長田町l D l 番地電話金沢H品 . 65 - 5135- 6

vu..... ・
神戸営業所神戸市長田区大橋[ : J H t . j 電話神戸t 桝 目

書 l i t l ".lI".1・

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町1一 12 日生ピル 含 (943) 6571代 表

東 京 ・ 横 浜 ・盛 岡 ・仙 台 ・ 水 戸 ・静岡・岡崎 ・名 古 屋 -富 山 ・大 津 ・京都・神戸・広島 ・高 松 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市
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空 間 ・ 衛 生 股 備 の 貰

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 工

φ 2 5朝日互業社

本 社 東京都港区浜松町 1- 25- 7  電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 副11 路・函館・ 盛 岡・償 浜 ・ 静 岡 ・京 都・神 戸

震災羽汚禁処毒 設計地工

φ 株 式

会 社
大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京都 市 東 山 区 大和 大 将 正 面 上ル 電 話 京 都 561局4944 ( 代 )

神 戸 市 中 央 反 下山手 通 6 - 2  - 8 電 話 神戸 341局 5 8 9 2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

- 大 阪電気暖房株式会社

本 唐 大阪rl l 同氏江r;糊 1 rl I91ft 25け 干550 1It，11i (06)441-8231  ( 大代}

東京本社 !l( J j(Ii! S中央区銀l恒2 rl I2  砕17刀 〒104 1世話 (03)535-5251  ( 代必}

支 社 名占1.1 . 大 阪 協 同

支 庖 札帆 仙 台 Ｑ ｉｩ ｩ ＡＮ ｪＮ 大山 ・ 千集 情 浜金沢天ｊＱ ｐＮ Ｎ Ｑ 向山広島， ＺＢｾｦＮ 止

営 業 所 '1I f広 . il.iHtii .  0' 1様 秋川 悦 阿 川I備 品型f . 静 IMI 盟 11I. i ll 

市IJJ ・同)1・・Jj( 自IS 約1'/ ; . ul¥山 松 IJ J . ，;月期l 北九州 ・熊本・

鹿 児 島 J捕劇

出 張 所 旭川・偏J砧 ー怯l ( 徳島 ・長崎

海外支底 シン ガポール ーホ ンコン

. 給生井水衛生 ・冷暖房

・空気調和殺備 ・その他管工恵一切の股脅十，_ 工

⑮ 寿 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東京都千代田区大手町2- 6-2 ( 日本 ピル)

電話 03-( 270) ー741 H倒

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443)  504H的

支 庖 札 幌 ・岡山

営 業 所 仙台 ・千葉 ・償浜 ・名古屋 ・金沢 ・四国 ・広島・福岡

出 張 所 福井・倉敷 ・松山 ・宇都宮・ 静岡・苫小牧

空 気 治 ] 和 技 術

給 排 水 ・ 術 生 水 道

気 設 fn，1

鼠 房

/v""'"' -... 環 境 衛 生 施 設

( / 言、 l 荷 役 巡 揖 投 機 械

、---ノ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社民 玉 置 純 治自IS

取締役支庖長 杉 j南 敏 郎

大阪市東区北浜 2 r 目 2 2  Iff t也 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 底 東京・日比谷 ・三倍ピル

支 庖 名古屋・九州・北海道 ・中国・東北 ・北陸・四国 ・シン ガポール

首 業 所 繍浜 ・静岡 ・盤 国 岡 山 ・金沢 ・新潟 ・香港

F U T A BA Y A  D E C OR A T O R S ，L T D  
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空 気 調 和 段 備

衛 生 股 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株求書紘

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 侮 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東京 都中 央区 日 本 僑蝋 被 町ト ｾ ＵＭＸ 電話 Ｈ ＶＶＷ Ｉ 3431 ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡・ 金 沢 ・新 潟 ・ 績 浜

。棒式会社三発空調

取 締 役 社 長 驚 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西天 満 3 丁目 13捨20号 電 路 06- 363ー 1371

東京本底 東京都新宿区西新宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344ー 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 了目 13番20号 電 話 06- 363- 1371 

支 庖 仙 台 市 太 田f 2  r  11  2 得 10 け 電話0222- 61- 3002  

名古屋市中村区名駅南2 f 目14需 19号 電話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話0822- 47- 4535

福 岡 市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092ー 761- 3795

出 張 所 青森・秋田 ・字郎官・償浜・福井 ・京郎 ・神戸松江 高松・下関・沖縄

ｾ＠ 空 欄 衛 生 ・ 冷 濠 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

官 切 よりよき環境へ欄で挑む一一一一

句P 株 式 会 社 精 研

、直V 本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目11番16号( オートセ ンターピル2階)

郵便番号542 電話 大阪 (06) 768 - 5  0  3  1  代表

メンテナ ンス部 大 阪 市 大 淀 区 鐙 崎 4 丁 目 5 1fI: 21 号

郵便番号531 電 話 大 阪 (06) 374- 0 5  7  1 代表

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目2番5号 (九 段 ピル2- 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島i兵1 丁目 2iH 号 ( 新 大 ピJレ)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  (代)

本 社 東京御中央区日本僑 本石町4- 2{三井第二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ f L 帆 ・ 東 海 村 ・北 陸 ・大 分

cl eanOi r  

丸

。須恵3;j 善啓主主計さ

建築物自制自等 造作工 事、家具建具 ・室内 袋 備 工事

内 外装 飾 織 物・窓、掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

図 閥 ニ 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社

( 創 業 大 正 7 年 )

大 阪 府 慢 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 0 6 ) 349 - 9 1  9 3 代 表

大阪府知ｾ建築業者許可 Ｈ 般 Ｍ ＴＸ Ｉ 第 ＱＲＰＶＴ 号

v  
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商昂は字気です。 、，ｾ
.  . .  熱と空気のエ〉ジニア，_ ーー-

F  大気扇士

主ーに_ / 繍dZ訪 問

空 気 調 和 ノ/ 下k 搬 送機設備

給排 水衛生 『 ζ 云戸 設 計 施 工

第ーエ索抹式会社

大阪支庖

大 阪 支 后 干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

H麦 ・ 冷 房 ・ 空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回高

委凡 ，，-1-

，. 文 日 l

fi!!! 

施 工

釜負
ふ 凶

・...-

大阪支属 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪急 ビル 9 崎)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駁 河 台 4 丁 目 2 番 地

ｲ ＺＭｴｮｄ ｄ 側由ｾ
空 気 飼 和 設 備

股計施工

換気・除塵段備

東 洋 熊 工 . 織 武 舎 艦 大 阪 安 畠

大 阪 市 西 区 切 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2事 後 東京続中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L( 562)  1  3 5 1  

ｾ＠ a 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス額備のき量計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本社 : 1宣備部

大阪市北区西天満 5 - 11 - 12  電 06- 313 - 1846

大 阪 営 簸 所

牧 方 営.ii !i 枚 方 市 甲 斐 回東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128

飛 鳥 野 瓦( 意匠登録549771号) 1  ｟ Ｂ Ｎ ｾ＠ Ｂ ｟ｾ＠

110750， f製造販売

渡辺式緩勾配安定瓦 ( 実用新案登録出版i中ii (751) I  

各和j羊瓦全般・カラーベスト・モニエル瓦・セキスイカワラ U

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄工・松下電工側・日本モニエル側目積水化学工業側・富士スレート側特約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 林 寺 1 丁 目 5 番 14号 o >544

話 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

営 業 所 大 阪 市 平 野 区 工 場 兵 庫 県三 原郡( 淡路島)

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪 市大 淀 区中 海 6 丁目 8 番 4 号 電 館 大 阪 ( 458) 3531番

支 庖 ・ 営 業所 福 岡 ・京都・ 天理 ・川 西

⑨日本管工業株式会社

本社及京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 路 (681) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専用 (691) 1045 

大 阪 支 唐 大阪市北区天満 1- 5- 20 電 話 ( 06 )352- 3501側

三 軍 支 底 海 市 栄町 2 - 1  1  1 電 話 (0592) 26- 361倒的

四日市営機所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53ー7431仰

滋 賀 営 鎌 研 大海市中央 2 丁 目4- 28 電 話 (0775) 22- 9738(1勺

.'''IM. 
3舎町震居観s

d・F電・司... .

③同議連続持

活字のない印刷

⑮日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪商目17-5-30 ft 06( 606)  111 1代

日本写植セ ンヲー 〒892 鹿児島市名山田14-7 三宝ビル 宮ω92 (26) 4371  

津山写楢セ ンヲ一 千708 ;章山市大手町8番5号 機範庖会館 台関682 (4)  1771  

沖縄写樋セ ンヲー 干 鯛 商 風 附 樽 被 沖縄印刷団地 告側 (55) 61∞ 

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設 / 設計・施工 ・監理

⑫ 山 田 工 襲 織 京a u

本' 社 大阪市西区京町線 1 - 6 - 8 常活 06(443) 8161 (大代表)

(環t克装置事業部w問) 電話 06(447)0831 (代表)

分析セ ン$r 一 大阪市淀川区二三J主催南トト35 電，![; 06(308)  )491  

支 庖 東 京 名 古 屋 福 岡

営 業 所 京都 ・神戸 ・姫路・広島市総・松山

文 化 庁 ・ 宮 内 庁 ・ 各 府 県 庁

長文化事 社寺・天理教教会本部 御 用 達

<i>雲2 孟宇工業所

代 表 取 締 役 づ、キ本 麻 造

〒 630 奈 良 市 西 新 在 家 阿 17 番 地

電 話 奈良 ( 0742) 26ー 2 9 0 1番( 代表)
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電 気 股 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電気・言十装工恵

6逮
社

ム一

A
式電陽朝

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361 ( 代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385) 1361 ( 代) 京都営業所 T E L  京郎075(311)1185( 代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2(771) 6  1  6  8  

貴本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 懇 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- I I OI

支 l吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高路橋五丁目二八番地電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 出 張 所 全 国 主 要 都 市2 ヶ所

キ土

后

本

支

出 張 所

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る H

電 気設 備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 蟻 房量生備

給 排 水 衛 生 段 備 ・ 富十 装 制 御 段 備 ・ 立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 種 場

設 計 施 工

ー-........r:日 ，J U 品些= 1 回 J 、-u.

=ニヨ玉時呈唱環' ) 1( エ¥. ":r=i.f I  

取 締 役 社 長 嘉 納 イ 云 三

〒530 k 阪 市 北 区 内 疋 満 2 - 6 - 8 ( 堂ピル) T E L  06(364) 1  4  7  1  

TEL EX 523- 3  2  8  7  

干 105 !4l J;C litlj ，岳区新惜2.16( ニュー純情ピル) T E L  03(504) 0  2  3  1  

TEL EX 222- 6  7  2  4  

干 462 名 古 崎 市 北 民 金 雄 三 丁 円 12 - 14 T E L  052(991) 5  1  3  1  

千 657 神 μ 市 嘩Iil:岩 11! 中 町1.2・9( エピスピル) T E L  078(881) 5  5  7  1  

Sゐ

総 合 設 備 工 事 〈設 計 ・ 施 工〉

建築・電気・アンテナ ・送電線・プラント・計装・空調・土木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

取 締 役 会 長 小 林

取締役社長 代 谷

本 社

東 京 宣 唐

名 古 屋 宣 庖

神 戸 支 庖

郎

J ' C 

大阪市福島区福島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  0 6) 4 5 2 - 1 1 5 1  ( 大代)

東京・名古屋・広島・福岡

四

正

本土本

電気・計装・空調工事設計施工

17- ; 7 卜圃気工: " . ，; ; ; ニアリレヲ漕儀式Q U

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 l 番 3 号

T E L  0 6 - 3 6 4 - 3 0 56  ( 代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 続 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂 ・三原・徳山・松山 ・新居浜・福岡・沖縄

取締役社長

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 - 滋 賀

テラゾーブロック

テ ラ ゾ ー タ イ ル

各 種 カ ラ ー 平 板
金込

内 外 産 建 築 用 大 理 石

花 商 岩 ・ 其 ノ 他 石 材

ネオパリ工

」ー

守宅+

一、一，，-

事業所

本土

支 1苫

事 業 所

本株式会社旭大理石工作所

電話 ( 06) 954- 6661代表

電話 ( 07746) 2- 0  3  7  4  

電話 ( 08699) 3- 1  3 6 5  

〒535 大阪市旭区中宮 1 丁目 10番 9 号

〒610- 03 京町1府綴喜郡田辺町大住

〒709- 04 岡山県和気郡和気町大字原

本社工場

京都工場

向山工場

、

Standard 

ナニワ媛匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

櫨

週

区

元

町

一

丁

目

七

四

二

電

話

削

五

O

六

五

ｭ 園田自信､ｬＺｾｾ臨 ｇｉｄ Ｈｌｪ砂ロ ＧＲｊ (J)(J)@ [17 

大阪支部護産大言 全日 :本 板 金 工 業 組 合 連 合 会

E般大雪 社 団 法 人 日 本 建 築 板 金 協 会

奉 仕 感 鰍 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

淀 川 3警 察 零 歳 庖⑪ 
大阪支部

大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 福 本 大 元

〒 530 大 阪 市 北区 阿 天 満 4 T 日 2 111' 4 号 電 ，1" 06- 364 -3774( { り

知 事

認 可

聖士
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大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 1 3 - 3 3( 続 本 町パ スf事前 )

電 話 大 阪 06( 532) 代 0461 ・550

天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

司区

天 理 営 業 所



特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・緊楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

trl 司( 株) 踊9ヨコ! J D:2

営 業 種 目

- 防 水 工 彦 主主布 l潟水 ・シート防水 ・モ Jレタルp五本

・樹脂i主入嬢着工法 各 樋 樹 JJ5i.主人f喪主T補修工 事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各 位 樹 脂i主人・充根・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン・チオコー Jレ・ウレタ ン ・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アクリル ・リシン・弾性タイ Jレ そ の f也

<>建 段 重 量 許 可 大 阪 府 知 事 杵 可 ( 般 ー 53) 第 51225号

。 日本シーリンクエ穆撲協会 4 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1  品、品. : 1: : . -r.cι""-' - T ' 1T 

昆相I也，i，庁扇町ピル201 s  I. f ' % I  ｩｯｦＧ τＫ 守ヨｾＮＮＮて Ｗ Ｔｊ ｔｔ

T E L  0 6( 315)0701 、r ・-， . . . .  #-・・....."、r'#・

子二. I 0 C S A 零ニ. .Ol!>'，ニ.. ｾ＠
セキサンパイル ( S M. AC.PC. RC)  

カネライトフォーム A L C 鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代表取締役 j賓 岡 浩

本 社 〒 629- 31 京町1府 竹 野 郡 網 野 町 下 網 野

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2  0  ( 代)

舞 鶴営 業 所 〒 624 舞 鶴 市 槻 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76 - 0133( 代 )

岡田ペーパー株式会社

。大阪市西区北堀江 2 丁目 5 番 2 0号

T  E  L  0 6- 5 31  - 4 6 0 H代)

0 6- 541 - 2 30問。

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

本 社 / 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 26 ・03- 臼2-8811

大 阪 同 ‘ 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 ー 7 ・06-202-3294

。.)>1_¥ ¥) -?S(- 勝代の断熱恥~人

1るラー庁，- Ｇｾｊｾ み

目宜バイナリーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，ニ軍構造の断熱費雇用二重防水シートです。

自 主 電 線 株 式 曾 祉 制 脚 刊 田 町 刷 汀 目1書2号(千代田ピ)v)

デンカC S Aファミリー製品

・寄与DCSA. … … … … … . ..・ H ・- … … コンクリートのひびわれ防止に

( 膨張 性 混 和 材 )

. 7. 1二J D弓ヌヨニJ … … … … ・… … … … 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウ ト用 無 収 縮 材 )

ＮＷ，Ｎ二 ｊｄ 司 ｆ Ｚｉー宇吻ＧｊＮｾ…・…・………コンクリート躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修 用急硬セメント)

・安二J DES. … … … … … … … … … ・… ・地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・安ニJ DI IOOO・…. . . ..・ H ・- … … … … コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

f  

ｾ＠

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式
A

冨社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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需品三炉開= T l I J I !J 9J 乱暴ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスチールライト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

フフフターケアー/

各種建築4荷造の計画 設計に役立つ

建 築 構 造 計 算 資 料 集

いろいろな建築精進の計画や設計に役立つ

実用便覧として、憲新の情報をふんだんに

盛り込み、一貫した方針のもとでまとめた

わが国建築界はじめての繕造計算資料集。

1巻鉄筋コ ンクリート備造篇( 1)

85 ・240頁 定価3，800円

2巻鉄筋コンクリート構造篇(2) 品切れ

3巻 鏑 禍 進 諸( 1) 85 ・225賀定価3，200円

4巻錦繍造篇(2) 85 ・ぉ6頁定価3，切O円

5巻鉄骨鉄筋コンフリート情造篇

自 5' 208頁 定価3，200円

6巻基礎槍造篇 85 ・249頁定価3，800円

7巻終局耐力篇 85 .  247頁 定価3，800円

強 策4構造実務者を対象とした

山 形 骨 組 の 応 力 計 算

筒 井 助 幸 箸

A 5 ・21

i皮 板 規 格 S小 波 ・S大波・ Vi 皮・ボ ック ス 波 ・W ジ ャ ン ボ 波 ・V デ ッキ

S V ジ ャ ン ポi皮・其 のf也

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・ヱキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 諦 求 下 さ い

運勢 市 ｉｊｉ シヲ ｊｾｊＹｊｬ 製造跡式会誼
大 阪 本 社 〒660

営 業 部 干660

支 底 及 工 場

東 京 本 社 及 工場 干335

支 l吉 及 工 場

尼 崎 市 昭和南通り 3 - 2 6 松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 0 6)412 - 5131 ( 代)

尼崎市昭和南通り 3 - 2 6 松 本 ビ ル 電話大阪 ( 06) 412- 5131 ( 代)

大阪・九州、|・ 名古屋 ・広 勾 ・東 条 ・メIJ 谷

姫路( 東洋建材工業. 株)

蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484) 42 - 3115 ( 代)

東 北

建 築 構 造 問 題 快 答 集

新 刊 悶 A5 ・366頁 定 価3，8∞円・送料3∞円

η A5 ・430頁 図 A5 ・385頁 図 的 ・373頁

|81月|号|予定|目|次1570ロロ

快適で安全な階段の設計 一甘瀬

各巻共定価3，8∞円・送料3∞円

A5 ・340頁 定 価3，7∞円・ 送料3∞円

吊床ケーブル造の実例

1 . 設計一中) 11 浮 2. 材料一北沢

- マ ン シ ョ ン の ス ラ ム 化 と 維 持 管 理 一 一 橋 本

・ 鉄 筋 の か ぶ り 厚 さ を | 固と手で確かめた水と土の記録

確 保 す る ス ペ ー サ ー の 考 案一一一一一一酒見荘次郎 Ir : 最 新 場 所 打 ぐ い 工 法

・ 長 も ち す る R Cづく

り は か ぶ り 厚 さ の 確 保 か ら 一一 一 一 一 一 編 集 部

・ 最 近 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 問 題 と 対 策 … 小 俣 一 夫 | 盗築筏術者並びにピル管理者のための .  

・ 屋 根 と カ ミ ナ リ ー ー ーー ー林 吉彦 11空室 内 外 装 の 損 傷 と 補 修l

| 同編集部編

・ 建 築 技 術 者 の た め の |  B5 ・289頁 定 価3，側円・送料3∞円

段針 ・施工に必要な接緬工法の決定版 |  わ か る 電 気 ( 最 終 回 ) 一一一一一一井 上 博| 温第技術者のためのわかる役傭

|建 築 の 接 着 工 法11・ 建 築 ラ イ ブ ラ リ ・ プ ロ グ ラ ム一一一一一佐藤維二川|霊 設 備 読 本 I 給排水衛生設備部

西 忠 雄 監 修 | ・ 研 究 施 設 の 計 画 と 設 計 (22) 一一一一一一一一岡崎 一 郎

B5 ・430頁 定 価3，0∞円・送料4∞円 '

快適な住環境を造成するための抜術資料

住 宅 団 地 の 土 木 設 計

小 池 正 次 著

B 5・113頁 定 価1，6∞円・送料250円

- 構 造 計 算 デ ー タ シ ー ト (103)一一一構建設計研究所

・迷築経済統計図表 ・フォトニュース ・トピ y クス ・建築家の

良織 ・読者コーナー ・海外のお凶 ・述材の動向 その他

| 高橋
直後購読ご希望の場合年間予約金 ￥ 1 2，0 O O(送料共)

昌 著

A 5 ・216頁 定 価2，脚内 ・送料3∞円

| 需L mt l 東京都新宿区北新宿ト8-1 ＧＪＧｾｾ Ｎ Ｉｶ＠ 8  F  
時 . . 東 京 間

回 建 築 技 術 .
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L  、さとLd 時あなた

の命を守る. グ

ｆ ，Ｏｾｾｾｾ＠

Ｍｾ＠ ，ＮＡＮｾ【ｾム可・

世界が認めた安全性

｀ｾ参
U L検査合格品 自，台大臣承認

1 日約6人、 l 年 に2，000人の大切な生命が、犠牲になっています。

煙や炎の魔手は「アツ」という聞に のびてくる 。万一 の ときパ

ノレコニーや居室 ごとに避難器具が設置 されていれば・ ・・ ・一。

タスカーノレな ら、ふらつかず、速やかに安全 にIJ 足出できます。

特 長

回 避難はしごは、ふらつきがなくラクラク脱出できるスライ ド式。

固精度のよい偏平楕円ノ ぐイプを組合せた伸縮はしごは、唯一の緩

降装置内蔵で安全万全。

固 操 作 は 簡 単。

固 開 口 部 が 広 〈、 大きな人もラクラク脱出。

固 不 法侵入を防ぐ 警報ベルと封印シー J レ付。

固 機 種 は7手重類( はしご 6段から 12段まで、適用階高2 ，550- 4 ， 650mm 

と建物の階段に合わせて選べます 。)

公共住宅・マンション・ホテル・デパート ー「一一一一ノ

等の設計者殿

「行!日lは- ->Gにしカ Bず」と申 します。

'i<_''Iでそ雌認して L 、t: .1ごくため

にもせ♂ひ、宣fぷカ ーによる

'_kii ii をご覧くださ し、。

ごー宇 ｉ ｾ お待ち い たします 。

* 本 社に ショールーム を開設し ました。 右近〈 に右越し の節にはお気軽にお立苦手町( 1: さL 、。

本社・東京支底/ 〒 100 東京都 千 代 田 区内 幸町| ー卜| インペリアルタワー10F f i 03(  501 )  8211 

札 幌n011 (662) 76 川 仙台n 0222( 88)8911 北関東宮 0486( 52)  1461 横浜f i 045(241 ) 6411

名古屋n 0 52(471 ) 3191 大阪f i 06( 308) 5541 広島n 0 82(246)9200 福 岡 f i 092(  45 1  )  1577 
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ｾｩ ｬＡ貴. 三星べーパス

湿気の逃げ道をつくりました。. ノ

三星べーパス・ステンレスベーパスは、 防ノドjm; の ι 1'. リ日11からiii れ抜きを行う、もっと

も催れたjill れ抜きシステムで士一

ｨ 引ｾ '''i}j ノドにおけるふく h li}j ｉｩ ｾに ｬ ｦ ｋ ｫＺ ｬｬ んて、きた ＱＱＱ 九 ルーフインク。カ大 ｊｬ ｉￎｉ JUJ (1りな l:j li

〈絶縁工法一部分接着工法〉 をIl H発、さらにffi ，'1' ，1りj ノド機能をー段と l: 万めるiJ 111気抜

き材く三星ベーパス・ステンレスベーパス〉 を合場させました。

三星ベーパス

くリボード工法+

三星ステンレスベーパス

三星ベーパス

部分接着工法+

三星ステンレスベーパス

電

空

大ス
.
、

J

 

ベ
ス

乞

レンテス星

一
一
一
• I'. ，lc  ｉ ＧＮｕｾ と ｩ ￬Ｑ 二 川 すれば、 ｲ ｬｬ ｴ 恕 Ｈｉｾ )なiJIll 丸抜きシステムが' ノヒjぷします。

露 出防水の機能を高める、湿気抜き材料

三掌ベーパ突 く立上り部用〉

三讐安手シι 実・吋tfiJ R
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田島ルーフィング株式会社

東京 〒 101 東京都千代田区岩本町3-1 ト 13 電話 ( 03) 862- 853 1

大阪 干550 大阪市西区京町堀 1-10-5 電話 ( 06) 443-0431

札 幌 ・仙 台 ・金 沢 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡

03379- 7  

- 企画係まで資料をご請求ください。

雑 誌


